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田
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化
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所
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料

第
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冊
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冊
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宮
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簡

一
一
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説

平
城
宮
発

掘
調
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Ⅷ

茶
良
目
立
文
化
財
研
究
所



序

昭
和
三
十
六
年

一
月
平
城
官
跡
に
お
い
て
は
じ
め
て
木
簡
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
発
掘
調
査
の

進
行
に
と
も
な
い
現
在
ま
で
に
そ
の
数
は
二
万
三
千
余
点
に
及
ぶ
に
至
っ
た
。
木
簡
が
古
代
史
研

究
は
も
と
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
新
た
な
史
料
と
し
て
貴
重
な
価
値
を
有
す
る
こ
と
は

今
更
言
う
ま
で
も
な
い
。
当
研
究
所
に
お
い
て
は
保
存
困
難
な
木
簡
を
永
く
後
世
に
伝
え
る
た
め

の
科
学
的
研
究
に
着
手
し
今
日
ほ
ぼ
そ
の
目
安
を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
他
方
木
簡
自
体
の
整

理
な
ら
び
に
調
査
研
究
に
つ
い
て
全
力
を
あ
げ
て
こ
れ
に
従

っ
た
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
る
。

更
に
こ
の
貴
重
な
史
料
を
写
真
と
し
て
保
存
す
る
と
と
も
に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

完
全
な
記
録
の
公
刊
を
企
画
し
、
昭
和
四
十
四
年
第

一
冊
を
刊
行
し
た
。
そ
の
後
諸
種
の
事
情
か

ら
遷
延
し
た
が
、
こ
こ
に
漸
く
そ
の
第
二
冊
を
刊
行
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
こ
の
二
冊
に
整
理
収
録
し
た
も
の
は
、
ま
だ
今
日
ま
で
発
見
さ
れ
た
も
の
の
二
割
に
充



た
ず
、
年
々
増
加
す
る
新
出
木
簡
を
考
え
る
と
き
正
に
茫
洋
の
感
が
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
主
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
逐
次
、
年
報
や
木
簡
概
報
に
よ
っ
て
発
表
し
て
い
る
が
、
今
後
も
休
み
な
く
完

全
な
記
録
の
刊
行
を
目
ざ
し
て
鋭
意
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。

平
城
官
跡
以
外
に
お
い
て
も
木
簡
の
発
見
が
相
つ
ぎ
、
そ
の
史
料
と
し
て
の
価
値
が
益
々
高
ま

り
つ
つ
あ
る
と
き
、
こ
の
刊
行
が
木
簡
の
綜
合
的
研
究
の
推
進
の
た
め
の
一
つ
の
契
機
と
も
な
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

終
り
に
御
繁
忙
中
を
本
書
刊
行
の
た
め
御
指
導
御
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
心
か
ら
謝
意

を
表
す
る
と
と
も
に
今
後
の
御
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
十
二
月

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
長

小
　
　
川
　
　
修
　
　
一二
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第
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早

第
一
一章一二三四五六

付
　
主早一二

目

木
簡
出
土
の
遺
構

序

　

　

　

　

一言

６
Ａ
Ｂ
Ｘ
・
６
Ａ
Ｂ
Ｙ
区
の
遺
構
・

６
Ａ
Ａ
Ｃ
区

（Ｈ
地
区
）
の
遺
構

６
Ａ
Ａ
Ｃ
区

（Ｖ
地
区
）
の
遺
構

６
Ａ
Ｄ
Ｆ
区
の
遺
構
・

６
Ａ
Ａ
Ｏ
区
の
遺
構
・

造
酒
司
と
大
嘗
祭
・

６
Ａ
Ａ
Ｅ

ｏ
６
Ａ
Ａ
Ｆ
区
の
遺
構
・

造
酒
司
と
木
簡
・

大
嘗
祭
と
造
酒
司
木
簡
・ 次

究 兵 乗 兎 兵 三 心 九 八 八

5



釈
　
　
文

６
Ａ
Ｂ
Ｘ

・
６
Ａ
Ｂ
Ｙ
区
出
土
木
簡
　
ｓ
Ｄ
一
九
〇
〇
濤

６
Ａ
Ｄ
Ｆ
区
出
土
木
簡
　
ｓ
Ｋ
一
九
七
九
土
羨
・

６
Ａ
Ａ
Ｏ
区
出
土
木
簡
　
ｓ
登

〓
〇
一
土
羨
。
Ｓ
登

〓
〇
一
王
羨
。
ｓ
基

〓
〇
七
土
猿

６
Ａ
Ａ
Ｃ
区

（Ｈ
地
区
）
出
土
木
簡
　
ｓ
⊇

一〇
〇
〇
濤
・
Ｓ
⊇

一七
〇
〇
濤
・

６
Ａ
Ａ
Ｃ
区

（Ｖ
地
区
）
出
土
木
簡
　
ｓ
⊇
三
〇
一一五
濤
。
Ｓ
⊇
二
〇
五
〇
薄
・
Ｓ
三
二
〇
四
六
井
一Ｆ

６

Ａ
Ａ
Ｅ

・
６

Ａ
Ａ
Ｆ
区
出
土
木
簡
　
ｓ
⊇
一西

一
〇
濤

。
Ｓ
⊇
一西

一
四
濤
。
Ｓ
⊇
≡
〓
天
濤

・
Ｓ
生

≡
〓
τ
柵
・

Ｓ
Ｋ
三
二
四
一
土
羨

・
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
濤
。
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
建
物

。
Ｓ
Ａ
三
三
六
二
柵

。
Ｓ
Ｋ
三
三
一
〇
土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三
三
二
九

土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三
三
三
九
土
羨

。
Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸
。
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
濤

・
Ｓ
Ｄ
三
一
九
四
濤
。
Ｓ
Ｋ
三
一
九
五
土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三

一
九
六
土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三
二
〇

一
土
竣

。
Ｓ
Ｋ
三
二
一
〇
土
羨

・
Ｓ
Ｋ
三
二
一
三
土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三
二
六
四
土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三
二
六
五
土

羨

・
Ｓ
Ａ
三
二
〇
五
柵

，
Ｓ
Ｋ
三
二
八
三
上
羨

。
Ｓ
Ａ
三
一
七
八
柵

。
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
濤

・
Ｓ
Ｄ
三
一
五
五
濤

。
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四

付
近
整
地
層

，
Ｓ
Ｄ
三
一
七
〇
濤

。
Ｓ
Ｄ
三
一
二
八
濤

。
Ｓ
Ｋ
三
一
五
八
上
羨

。
Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
薦

。
Ｓ
Ｄ
三
二
五
七
濤

・
Ｓ
Ｋ

三
三
〇
五
土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三
三
〇
六
土
羨

・
Ｓ
Ｋ
三
一
三
七
土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三
一
三
九
土
羨

。
Ｓ
Ｋ
三
一
四
二
土
羨

。
Ｓ
Ｄ
三
一
三
六

薄

・
Ｓ
Ｄ
三
一
三
四
濤

・
Ｓ
Ａ
三
〇
九
九
柵

。
Ｓ
Ｋ
三
一
二
四
土
羨

。
Ｓ
Ｂ
三
一
一
六
門
基
壇
下
層
堆
積
土

・
Ｓ
Ｄ
三
一
一
三
蒔

・
Ｓ
Ｄ
三

一
〇
九
濤

・
Ｓ
Ａ
三

一
〇
六
柵

一   九   六   六   五xxtti ≡

英 索

文
写I

要
　
約



次

六 五 四 三 二 一 〇 九 八 七 六 五 四 三 二 一

Ｓ

Ｄ
Ｓ

Ｄ
Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｄ

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｋ
一

Ｓ
Ｄ
一

九
〇
〇

九
〇
〇

九
〇
〇

九
〇
〇

一
〇

一

一
〇

一

一
〇

一

一
〇

一

一
〇

一

一
〇

一

一
〇

一

一
〇

一

一
〇
二

一
〇

一

一
〇

一

一七
〇
〇

図

版

目

次

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

・
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
文
書
　
過
所

・
醤
子
所
　
（
死
兵
主
冤
■
三
異
）

文
書

・
荷
札
　
（
瓦
モ
・
〓
一◇

Ｓ
Ｋ
一
九
七
九
　
文
書

・
付
札
　
打
合
釘
　
（
瓦
元
ｉ
荒
三
・
茎
茜
！
瓦
堅
）

文
書
　
（
死
三
・茎
一一５

文
書
　
蔵
部
請
飯
　
（
死
窒
を
死
窪
）

荷
札
　
若
狭
貢
進
物
　
（
死
買
ｉ
死
≡
）

荷
札
・
断
片

（
一圭
四を
死
奎
）

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
七
　
断
片

（
死
否
ぞ
瓦
奄
・舌
《
）

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
・
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
七
　
断
片

（
≡
穴
ｔ
死
菫
・乙
吾
ぞ
舌
き
，吾
灸
・舌
き
）

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
。
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
七
　
削
暦

（
一を
【を
死
空
・吾
査
・舌
圭
）

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
　
削
暦
　
（
死
全
を
吾
言
。こ
査
ぞ
舌
宣
）

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
　
文
書

・
付
札
　
泉
進
上
材
　
（三
〓
を
吾
量
生
宅
甲
吾
宝
）

荷
札
　
越
前
調
銭
　
（乙
笑
！
吾
全
）

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
　
文
書
　
扉
金
具

（一憂
〓
吾
全
）

Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
。
Ｓ
Ｋ
二
一
〇
七
　
削
暦
　
（乙
垂
ど
呂
垂
・吾
台
ど
吾
金
・吾
圭
・呂
豊
）

文
書
　
宮
内
省

・
民
部
省
　
（吾
畿
を
〓冤
◇



次

一
七
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

一
八
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

一
九
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

二
〇
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

一
一
一　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

一
〓
一　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

一
〓
一　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

二
四
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

二
五
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

一
三
ハ
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

二
七
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

二
八
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

二
九
　
Ｓ
Ｄ
二
七
Ｏ
①

三
〇
　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

一二
一　
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇

〓
〓
一　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五

〓
〓
一　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五

三
四
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五

文
書
　
（【一一Ξ
を
三
買
）

文
書
　
延
暦
二
年
題
釜
　
（二
冤
ｔ
三
荒
）

文
書
　
買
茄
子
　
（量
吾
を
量
云
）

断
片

（量
量
を
三
〓一ё

断
片

（一一三
一―
一一彊
ё

文
書
　
物
品
帳
簿
　
（一一一目
ｔ
三
畳
）

削
暦
　
（一一一吾
ｔ
量
室
）

荷
札
　
淡
路
調
塩
　
（二
一実
を
三
全
）

荷
札
　
丹
波
交
易
小
麦
　
（量
全
ぞ
量
盆
）

荷
札

（一一一き
ｔ
】一一柔
）

荷
札
　
（量
を
１
三
室
）

荷
札
　
備
前
年
料
讐
　
（三
冥
ぞ
三
買
）

荷
札
　
ハ一一吾
九！
量
菖
）

荷
札

・
付
札
　
（量
雲
を
三
三
）

断
片

（三
云
ｔ
一一三
う

文
書
　
造
酒
司
符
　
（三
昌
三
昌
診

文
書
　
造
酒
司
水
汲
　
（量
尋
を
三
元
）

文
書
　
大
嘗
祭
料
物
　
（三
目
を
三
里
）



三
五
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

一三
ハ
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

三
七
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

三
八
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

三
九
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

四
〇
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

四

一　

Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

四
二
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

四
三
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

四
四
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
二
五
　
荷
札

四
五
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
荷
札

四
六
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
二
五
　
付
札

四
七
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
付
札

四
八
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
付
札

四
九
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
付
札

五
〇
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
付
札

五

一　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
断
片

五
二
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
断
片

東
海
道

・
隠
岐
　
（一一云
本！
量
究
）

酒
米
　
（三
３
１
三
吾
生
乗
ラ

酒
米
　
（量
垂
三
異
ｏｔ
量
査
）

丹
波
貢
進
米
　
（三
異
ｔ
量
尭
）

酒
米
　
（三
否
を
三
褒
三
暑
一ぞ
三
歯
）

米
　
（三
奄
ｔ
量
葛
主
モ
◇

難
酒

（一一暑
〓
善
一喜
―
一一ス
ラ

諸
国
贄
　
（三
全
を
三
台
三
夭
七
ｔ
量
灸
二
元
Ｔ
三
圭
）

紀
伊
儀
鯛
　
（量
全
二
夭
李
量
き
三
元
〓！
量
８
）

（二〓〇
一うく
ニニΦ九）

（二〓
一Φ，く
二〓
一〓
）

酒
各
種
　
（量
票
ｔ
量
乙
二
三
Ｃ

酢

。
余
米

（豊
量
ぞ
垂
量
基
一一孟
ぞ
垂
一一ё

酒
瓢
　
（三
吾
ｔ
三
豊
）

操
　
（畳
三
―
三
元
）

裾
　
（量
召
ｔ
量
吾
）

（二〓〓工，く
エニ末九
）

延
暦
六
年
銘
木
街
　
（三
占
ｔ
量
室
）



五
三
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
断
片

（垂
実
ぞ
量
金
）

五
四
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
習
書
　
（量
全
ぞ
量
九
ラ

五
五
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
削
婿
　
（三
圭
ぞ
旨
量
）

五
六
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
削
暦

（云
三
！
吾
垂
）

五
七
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
削
暦

（旨
三
を
遺
き
）

五
八
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
削
暦

（工冤
一ぞ
量
皇
）

五
九
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
　
削
暦
　
（量
冥
を
量
異
）

六
〇
　
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
　
荷
札
　
駿
河
甘
子
　
（量
尋
ｔ
量
豊
）

六
一　
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇

。
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
　
習
書

・
断
片
　
（量
昌
ぞ
垂
吾
）

一全
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Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
　
文
書

・
荷
札
　
丹
後
烏
賊
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垂
ｔ
量
異
）

六
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Ｄ
三
四
一
〇

・
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Ａ
三
二
三
七
　
文
書

・
付
札
　
御
殿
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署
ぞ
云
董
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宣
主
苔
ラ

六
四
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Ｄ
三
四
一
〇

。
Ｓ
Ｄ
三
四
一
四
・
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Ａ
三
二
三
七
　
削
暦

（量
褒
を
量
全
。景
皇
ぞ
乗
買
）

六
五
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
。
Ｓ
Ａ
三
二
三
七
・
Ｓ
Ｋ
三
二
四
一　
文
書
　
縫
殿
食
口

（三
全
二
尭
今
乗
冤
三
査
５

一全
ハ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
・
Ｓ
Ａ
三
二
三
七
　
文
書

・
付
札
　
田
村
　
（量
全
を
量
金
三
査
９

六
七
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
。
Ｓ
Ａ
三
二
三
七
　
文
書

・
荷
札
　
（量
き
を
孟
茜
●量
尭
三
査
σ

六
八
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
・
Ｓ
Ａ
三
二
三
七
・
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
　
文
書

・
削
暦
　
（量
圭
を
量
を
生
査
予
乗
菖
ど
乗
死
）

六
九
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
　
習
書
　
（乗
吾
）

七
〇
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
　
文
書
　
（兵
量
生
査
ラ



七
一　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
　
文
書
　
（異
量
ｔ
乗
夭
）

七
二
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
。
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
　
文
書
　
（景
元
を
乗
量
）

七
三
　
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
　
文
書
　
物
品
帳
簿
　
（異
昌
・乗
量
主
茜
一ｔ
異
宅
）

七
四
　
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
　
文
書
　
題
鉄
　
（兵
異
―
兵
召
）

七
五
　
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
　
断
片
・
削
暦
　
（異
只
ぞ
長
査
）

七
六
　
Ｓ
Ａ
三
三
六
二
　
文
書

・
荷
札
　
悔
過
所
解
　
（乗
奎
を
乗
褒
）

七
七
　
Ｓ
Ａ
三
三
六
二
・
Ｓ
Ｋ
三
三
一
〇

。
Ｓ
Ｋ
三
三
二
九
　
文
書

・
削
暦
　
（柔
奢
！
兵
党
）

七
八
　
Ｓ
Ｋ
三
三
三
九
・
Ｓ
Ｋ
三
二
一
〇

。
Ｓ
Ｋ
三
二
一
三
付
近
　
Ｓ
Ｋ
三
二
六
四
。
Ｓ
Ｋ
三
二
六
五

文
書

・
荷
札
　
但
馬
赤
米
　
（異
台
を
乗
全
二
吝
Ｔ
を
冥
二
〓
〓ｔ
暑
案
）

七
九
　
Ｓ
Ｋ
三
三
三
九
。
Ｓ
Ｋ
三
一
九
六
。
Ｓ
Ｋ
三
二
〇

一
。
Ｓ
Ｋ
三
二
一
三
。
Ｓ
Ｋ
三
二
八
三

文
書
　
物
品
帳
簿
　
（乗
全
・乗
金
主
究
四ぞ
異
を
主
究
キ
一一吝
？
一一吝
手
一琶
一９

八
〇
　
Ｓ
Ｋ
三
三
二
九

・
Ｓ
Ｋ
三
二
一
〇

・
Ｓ
Ｋ
三
二
一
三
。
Ｓ
Ｋ
三
二
六
五
・
Ｓ
Ｋ
三
二
八
三

荷
札

・
習
書
　
和
銅
二
年
貢
進
米
　
（乗
全
・兵
尖
二
吝
予
暑
目
二
嵩
千
暑
薯
二
堂
ラ

八
一　
Ｓ
Ｋ
三
三
二
九
・
Ｓ
Ｋ
三
一
九
五
。
Ｓ
Ｋ
三
二
一
三
付
近

・
Ｓ
Ｋ
三
二
六
五

文
書

・
荷
札
　
（兵
金
を
乗
究
三
充
〒
暑
宅
を
暑
〓
圭
〓
０

八
二
　
Ｓ
Ｋ
三
二
三
〇

・
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
。
Ｓ
Ｄ
三
一
九
四
。
Ｓ
Ｋ
三
二
〇

一
・
Ｓ
Ａ
三
二
〇
五

文
書
　
宮
舎
人
　
（乗
占
―
乗
主
主
充
今
毛
死
）

八
一一一　
Ｓ
Ａ
三
一
七
八
・
Ｓ
Ａ
三
一
〇
六
　
文
書
　
縫
殿
宿
人
　
（暑
垂
―
暑
垂
二
盆
診



八
四
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
　
文
書

一
歴
名
簿
　
（を
景
三
三
し

八
五
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
　
文
書
　
請
洗
布
粥
　
（暑
夭
を
モ
ニ
）

八
六
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
　
文
書
　
進
上
葉
　
（号
三
ど
を
元
）

八
七
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
。
同
濤
付
近
　
荷
札
　
（号
召
ぞ
を
窪
三
宅
Ｃ

八
八
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
　
荷
札

・
削
暦
　
山
陰
道
贄
物
　
（号
寮
！
モ
天
）

八
九
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
五
・
Ｓ
Ｄ
三
一
七
〇

。
Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
・
Ｓ
Ｄ
三
一
三
四

文
書

・
荷
札
　
浮
浪
人
調
鉄
　
（を
発
を
暑
査
主
党
李
夭
Ξ
二
全
Ｃ

九
〇
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
五
・
Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
　
文
書

・
荷
札
　
煮
塩
鮎

（暑
全
二
実
一〓
一台
一ぞ
夭
目
）

九

一　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
付
近
　
文
書
　
（号
茜
三
壱
予
暑
堂
主
党
Ｔ
を
と
）

九
二
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
付
近
　
文
書
　
借
請
銭
　
（を
蛮
！
暑
奄
主
喜
七
ｔ
暑
台
主
党
Ｃ

九
二
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
付
近
　
文
書

・
荷
札
　
（を
穴
ぞ
モ
〓
三
丈
未を
暑
灸
）

九
四
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
付
近

。
Ｓ
Ｋ
三
一
三
七
。
Ｓ
Ｋ
三
一
三
九
　
文
書

・
荷
札
　
婢
長
　
（二宅
手
夭
三
二
全
し

九
五
　
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
付
近

・
Ｓ
Ｄ
三
一
一
三
　
文
書

・
荷
札
　
薪
等
採
取
役
夫
　
（暑
実
・夭
窒
）

九
六
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
付
近
　
文
書

・
荷
札
　
筑
摩
御
厨
替
　
（を
全
を
暑
全
）

九
七
　
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
付
近
。
Ｓ
Ｋ
三
一
四
二
　
習
書

・
断
片
　
（を
分
主
党
？
を
豊
・夭
量
）

九
八
　
Ｓ
Ｄ
三
一
五
四
付
近
。
Ｓ
Ｋ
三
一
五
八
。
Ｓ
Ｄ
三
二
五
七
・
Ｓ
Ｋ
三
三
〇
五
　
文
書

・
荷
札
　
（暑
圭
二
党
今
工合
未ｔ
夭
冤
）

九
九
　
Ｓ
Ｄ
三

一
二
八
・
Ｓ
Ｋ
三
一
三
七
・
Ｓ
Ｄ
三
一
三
六
　
文
書

・
荷
札
　
若
狭
調
塩
　
（暑
を
三
全
〒
夭
菖
・夭
三
二
全
李
夭
垂
）

一
〇
〇
　
Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
　
文
書
　
赤
蕊
利
御
袴
　
（暑
究
）



○ ○ ○ ○ ○
五 四 三 二 一

第
１
図

第
２
図

第
３
図

第
４
図

第
５
図

第
６
図

第
７
図

Ｓ
Ｄ
三
二
四
五

。
Ｓ
Ｋ
三
三
〇
六

。
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七

。
Ｓ
Ｄ
三

一
三
六
　
文
書

。
荷
札
　
（夭
皇
生
全
？
夭
〓
二
全
李
夭
吾
）

Ｓ
Ｋ
三

一
三
七

。
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九

。
Ｓ
Ｄ
三

一
三
六
　
荷
札

・
付
札
　
若
狭
調
塩
　
（夭
三
二
全
今
夭
死
二
全
〒
夭
夭
二
〈
元
）

Ｓ
Ｋ
三

一
三
九

。
Ｓ
Ｄ
三

一
三
六
　
文
書

・
荷
札

（夭
舌
・夭
孟
・夭
垂
・夭
三
！
夭
垂
）

Ｓ
Ａ
三
〇
九
九

・
Ｓ
Ｋ
三

一
二
四

。
Ｓ
Ａ
三

一
〇
六
　
文
書

・
荷
札
　
出
雲
交
易
紫
菜
　
（夭
垂
！
夭
吾
二
金
李
夭
理
）

Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
下
層

・
Ｓ
Ｄ
三

一
〇
九
　
習
書

・
断
片
　
（夭
里
二
台
一〓
一台
ｇ

挿

図

目

次

平
城
宮
木
簡
出
土
地
点
図
‥
‥
‥
…
…
…
…
…
…

六
堪

木
簡
が
出
土
し
た
内
裏
北
域
の
上
療
群
‥
‥
‥
‥
‥
〓

発
掘
さ
れ
た
東
大
濤
・

東
大
濤
北
壁
土
層
図
・

造
酒
司
木
簡
が
出
土
し
た
濤
・

６
Ａ
Ａ
Ｅ
・
６
Ａ
Ａ
Ｆ
区
の
木
簡
出
土
遺
構
略
図
‥
一

Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸
と
周
辺
の
濤
・

表
　
目
　
次

第
１
表
　
調
査
地
区
別
出
土
木
簡
点
数
…
…
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

二

第
２
表
　
主
要
遺
構
別
木
簡
内
容
分
類
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

二

第
３
表
　
東
大
濤
層
位
別
出
土
主
要
木
簡

一
覧
‥
‥
‥
‥
‥
‥
三

第
４
表
　
木
街
に
み
え
る
郷
名
一
覧
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

三
甲
垂

第
５
表
　
造
酒
司
遺
構
出
上
の
木
簡
に
み
え
る
米
の
貢
進
地
‥
望

第
６
表
　
奈
良
時
代
の
大
嘗
祭
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

三
李
暑



凡

例

一
、
こ
の
報
告
書
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
の
第
八
冊
で
、
平
城
官
発
掘
調
査
報
告
の
第
八
冊
に
あ
た
る
。

一
、
こ
の
報
告
書
は
、

『平
城
官
木
簡

一
』
に
つ
づ
く
も
の
で
、
『平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
０
』
（昭
和
一一一九
年
）、

『
同
⑤
』
（昭
和
四
〇
年
）
に
略
報
告
し
た
も
の
の
正
報
告
で
あ
る
。
釈
読
が

『概
報
』
と
異
な
る
も
の
が
相
当
数
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
本
報
告
書
の
釈
文
に
よ
ら
れ
た
い
。

一
、
図
阪
の
配
列
順
序
は
、
発
掘
調
査
の
次
数
順
に
し
た
が
い
、
そ
の
な
か
で
は
出
土
遺
構
ご
と
に
ま
と
め
た
。

一
、
出
土
遺
構
の
な
か
の
木
筒
の
配
列
は
、
後
述
す
る
木
街
の
内
容
分
類
に
よ
り
、
文
書
、
貢
進
物
付
札
、
物
品
付
札
、
そ

の
他
の
順
に
な
ら
べ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

一
、
木
衝
番
号
は

『平
城
官
木
簡

一
』
か
ら
の
通
し
番
号
で
死
兵
か
ら
氏
瑠
を
収
め
た
。

一
、

『平
城
官
木
筒

一
』
で
は

一
点

一
画
の
墨
付
の
あ
る
も
の
も
す
べ
て
収
め
た
が
、
こ
の
報
告
書
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な

削
婿

・
細
片
の
類
は
収
載
し
な
い
こ
と
に
し
た

（第
１
表
参
照
）。
但
し
、
墨
書
の
残
画
は
少
く
て
も
、
形
態
上
と
り
あ
げ

る
べ
き
も
の
は
採
録
し
た
。

一
、
図
版
の
左
下
に
付
し
た
図
版
名
称
は
、　
平
城
官
木
衝
の
記
載
内
容
の
分
類
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。　
内
容
は
大
き
く
文

書

・
付
札

。
そ
の
他
の
三
種
類
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。



文
詈
　
つ
ぎ
に
掲
げ
る
物
資
の
付
札
に
対
し
て
、
諸
官
衡
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
様
々
の
文
書

・
記
録

・
官
人
の
書
状
な

ど
を

一
括
し
て
文
書
と
総
称
す
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
、
そ
の
書
式
に
よ
っ
て
狭
義
の
文
書
と
帳
簿

。
伝
票
な
ど
の
記
録

に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
書
　
狭
義
の
文
書
と
は
、
書
式
上
何
ら
か
の
形
で
授
受
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
も
の
を
指
す
。
文
書
の
差
出

者

・
受
取
者
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
充
所
は
な
い
が
い
ず
れ
か
に
差
し
出
し
た
こ
と
を

示
す
用
語

（た
と
え
ば

「請
」
な
ど
）
が
あ
る
も
の
も
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
。
今
回
収
録
し
た
も
の
で
は
、
食
料
請

求
文
書
、
進
物
状
、
官
人
召
喚
状
、
過
所
、
官
人
の
啓
状
な
ど
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

帳
簿

・
伝
票
　
狭
義
の
文
書
に
対
し
て
、
文
書
の
授
受
関
係
が
切
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
た
と
え
ば
物
資
の
出
納
、

仕
丁
の
就
労
、
奴
婢
の
逃
亡
な
ど
に
関
す
る
記
録
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

付
札
　
】」
れ
に
は
中
央
政
府
に
貢
進
さ
れ
る
調

・
庸

・
中
男
作
物

・
贄

・
春
米

・
交
易
物
な
ど
に
付
せ
ら
れ
た
も
の
と
、

諸
官
行
が
物
品
の
保
管

・
整
理
の
た
め
に
つ
け
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
を
荷
札

・
後
者
を
付
札
と
仮
り
に
呼

ん
で
両
者
の
別
を
示
し
た
。

そ
の
他
　
習
書

・
楽
書

・
記
載
内
容
の
不
分
明
な
断
簡
類
が
含
ま
れ
る
。

な
お
削
層
の
う
ち
、
内
容
の
切
ら
か
な
も
の
は
右
記
の
分
類
に
し
た
が

っ
て
図
版
に
配
列
し
、
不
分
明
な
も
の
は
削
居
と

し
て

一
括
し
て
収
め
た
。

一
、

「解
説
」
の
構
成
は
総
説
と
釈
文
の
二
篇
と
し
、
前
者
で
は
木
筒
の
出
土
状
況

・
伴
出
遺
物
に
つ
い
て
必
要
最
少
限
の



解
説
を
付
し
、
あ
わ
せ
て
出
土
遺
構
ご
と
の
木
簡
の
概
要
を
記
述
し
た
。

一
、
釈
文
は
木
簡
番
号
に
し
た
が
っ
て
配
列
し
、
図
版
写
真
で
な
お
判
然
と
し
な
い
木
簡
の
形
状

。
内
容
に
つ
い
て
必
要
最

少
限
の
補
注
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
釈
文
の
異
体

・
略
体

舎
体
）
文
字
は
正
字
体
に
改
め
る
の
を
原
則
と
し
た
。
但
し
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は

も
と
の
字
体
の
ま
ま
に
融
宇
し
た
。

（　
）
内
は
正
宇
体
。

乱
（飢
）

万
（萬
）

ム
（某
）

余
（餘
）

礼
（進
）

塩
（酉
）

体
（誦
）

弥
（輛
）

弥
（繭
）

鹿
（巖
）

一
、
釈
文
上
段
の
平
体
和
数
字

舎

シ
ッ
ク
）
は
木
簡
番
号
を
示
す
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、　
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位
は
ヽヽヽ
リ
メ
ー
ト
と
。　
欠
損
し
て
い
る
も
の

は
現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
最
下
段
の
四
桁
の
数
字

（イ
タ
リ
ッ
ク
）
は
型
式
番
号
を
示
す
。

一
、
編
者
に
お
い
て
加
え
た
文
字
に
は
す
べ
て
次
の
二
種
の
括
弧
を
施
し
た
。
括
弧
は
原
則
と
し
て
右
傍
に
加
え
た
が
、
割

書
等
に
お
い
て
は
、
組
版
の
都
合
上
左
傍
に
施
し
た
場
合
も
あ
る
。

〔　
　
〕
　

校
訂
に
関
す
る
注
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

（　
　
）
　

右
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
切
注
。

一
、
本
文
に
加
え
た
符
号
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

苺
ヽ
　
　
　
抹
消
し
た
宇
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

■
　
■
■
一　
抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。



□

□

口
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
Ｈ
日
□
　
久
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
急
の
。

岡
――
日
回
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

口
　
口
　
　
記
載
内
容
か
ら
み
て
上
ま
た
は
下
に
少
く
と
も

一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。

「　
　
」
　

異
筆
、
追
筆
。

「
―
　
　
　
合
点
。

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

＝
・　
　
　
　
組
版
の
関
係
で

一
行
の
も
の
を
二
行
に
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
初
行
末
尾
と
二
行

日
の
頭
部
に
こ
の
記
号
を
付
し
て
、
本
来

一
行
と
し
て
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
た
。

一
、
釈
文
の
最
下
段
に
四
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
筒
の
形
態
を
示
し
、
つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る
。

８
置
型
式
　
短
冊
型
。

８
工
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
の
。

３
‘
型
式
　
短
冊
型
と
推
定
で
き
る
も
の
。

３
褪
型
式
　
小
形
矩
形
の
も
の
。



３
罵
型
式
　
小
形
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

３
雷
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方
頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

３
鴛
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

３
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

８
３
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
徴
し
て
不
明
の
も
の
。

８
盟
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

８
愁
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
現
の
屯
の
。

３
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

８
ａ
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

８
留
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

８
潔
型
式
　
削
居
。

一
、
参
照
し
た
研
究
書

・
論
文
等
の
文
中
引
用
は
、
報
告
書
の
性
格
上
最
少
限
に
と
ど
め
た
。
ま
た
と
く
に
竹
内
理
三

・
山

田
英
雄

・
平
野
邦
雄
編

『
日
本
古
代
人
名
辞
典
ス
既
刊
六
冊
）
、
池
辺
　
爾

『和
名
類
乗
抄
郷
名
考
證
』
、
関
根
真
隆

『奈

良
朝
食
生
活
の
研
究
』
は
そ
の
つ
ど
引
用
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
全
篇
に
わ
た
り
参
照
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
。

一
、
当
研
究
所
の
刊
行
物
は
文
中
引
用
の
際
つ
ぎ
の
よ
う
な
略
称
を
用
い
た
。

『概
報

一
』
Ｇ
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概

報
０
り
、
『解
説

一
』
∩
平
城
宮
木
簡
一　
解
説
し
、
『平
城
宮
報
告
Ⅵ
』
金
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
Ⅵ
し
、

『年
報

一
九
六
八
』



令
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
六
八
し

一
、
木
簡
の
釈
文
作
成
に
つ
い
て
は
、
赤
松
俊
秀
、
門
脇
禎
二
、
岸
俊
男
、
鈴
木

一
男
、
直
木
孝
次
郎
、
平
野
邦
雄
、
福
山

敏
男
の
諸
先
生
に
種
々
ご
指
導
頂
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一
、
英
文
要
約
は
、　
子
不
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
の
昇
隆

一
文
化
事
業
部
長
の
ご
斡
旋
で
、
西
江
サ
ラ

・
ア
ン
女
史

に
作
成
し
て
頂
い
た
。
融
訳
の
正
確
を
期
す
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
ご
努
力
下
さ
っ
た
同
女
史
に
深
謝
し
た
い
。

一
、
こ
こ
に
収
録
し
た
木
簡
の
発
掘
整
理
お
よ
び
報
告
書
作
成
過
程
に
お
け
る
討
議
に
は
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
全
員
が
あ

た
っ
た
。
報
告
書
の
執
筆
作
成
は
、
主
と
し
て
坪
井
清
足
、
田
中
稔
、
狩
野
久
、
佐
原
真
、
工
楽
善
通
、
横
田
拓
実
、
鬼

頭
清
明
、
加
藤
優
、
黒
崎
直
、
東
野
治
之
、
今
泉
隆
雄
、
綾
村
宏
、
山
本
忠
尚
が
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
写
真
撮
影
お
よ
び

コ
ロ
タ
イ
プ
用
原
板
作
製
に
は
、
渡
辺
衆
芳
、
八
幡
扶
桑
、
佃
幹
雄
、
藤
村
礼
子
が
あ
た
り
、
原
稿
の
浄
書

・
校
正
は
、

泉
谷
聖
子
、
毛
利
光
用
子
が
た
す
け
た
。



平
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序 言

総

説

第

亜
早
　
序

こ
の
報
告
書
は

『平
城
宮
木
簡

一
』
に
つ
づ
く
第
二
集
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
第

一
集
以
後
、
昭
和
三
九
年
度

と
昭
和
四
〇
年
度
の
二
個
年
に
わ
た
る
発
掘
調
査
で
出
上
し
た
木
簡
九
二
二
点
を
収
録
し
た
。
木
簡
の
出
土
し
た
調
査
地
区
は
、
第

１
表
、
第
１
図
に
示
し
た
よ
う
に
七
地
区
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
平
城
官
西
南
隅
の
南
面
大
垣
外
側
で
、
宮
の
外
堀
を
確
か
め
る
た

め
に
行
な
っ
た
調
査

（６
Ａ
Ｄ
Ｉ
区
）
の
際
、
堀
の
下
層
の
埋
土
か
ら
総
数
七
点
の
木
簡
を
検
出
し
た
が
、
腐
蝕
が
甚
し
く
殆
ど
が
判

読
不
能
な
の
で
図
阪
に
収
載
し
な
か
っ
た
。
の
こ
り
の
六
個
所
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
木
簡
の
出
土
遺
構
と
木
筒
の
概
要
を
の
べ
た

の
で
詳
し
く
は
そ
れ
に
ゆ
ず
る
が
、
こ
こ
で
は
今
回
収
録
し
た
木
簡
の
特
徴
を
考
干
指
摘
し
て
お
こ
う
。

そ
の
一
は
、
朱
雀
門
内
で
下
ツ
道
の
西
側
濤
と
み
ら
れ
る
遺
構
か
ら
、
八
世
紀
初
頭
の
年
代
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
過
所
木
簡

が
出
上
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
濤
か
ら
は
、
平
城
京
造
営
中
屯
し
く
は
造
営
前
に
さ
か
の
ぼ
る
遺
物
が
多
量
に
み
つ
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
こ
の
過
所
木
簡
で
あ
る
。
従
来
は
、
公
式
令
の
規
定

（過
所
式
）
や
唐
過
所
と
い
わ
れ
る
も
の
に

一一一口



総 説

よ
っ
て
推
し
は
か
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
わ
が
古
代
の
過
所
の
実
物
が
出
土
し
た
こ
と
の
意
味
は
極
め
て
大
き
く
、
本
報
告
書
の
な
か

の
白
眉
と
い
え
よ
う
。

そ
の
二
は
、
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区

（Ｈ
地
区
）
の
調
査
で
出
上
し
た
木
簡
で
あ
る
。
木
筒
は
い
ず
れ
も
東
大
溝
か
ら
出
土
し
た
。
溝
の
埋
土

は
六
層
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
木
筒
は
そ
の
各
層
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
濤
底
か
ら
は
天
平
元
年
の
年
紀
を
も
つ
も
の
が
、
中
間
の
土
層

か
ら
は
天
平
勝
宝
２
天
平
宝
字
年
間
の
も
の
が
、
最
上
層
か
ら
は
延
暦
二
年
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
、
濤
の
埋
上
の
推
積
が
年

代
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
大
部
分
の
年
紀
の
な
い
木
簡
や
ほ
か
の
伴
出
遺
物
も
そ
の
出
土
層
位
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ

の
年
代
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
三
は
、
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区

（Ｖ
地
区
）
で
出
土
し
た
造
酒
司
関
係
の
木
簡
で
あ
る
。
造
酒
司
符

・
造
酒
司
解
な
ど
の
文
書
木
簡
、
酒

米

・
赤
春
米
な
ど
の
貢
進
物
付
札
、
こ
れ
ら

一
群
の
木
簡
に
よ
っ
て
こ
こ
が
造
酒
司
に
関
す
る
遺
構
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で

あ
る
が
、
さ
ら
に
興
味
を
ひ
く
の
は
、
同
地
区
出
土
木
簡
の
な
か
に
神
亀
元
年
の
聖
武
天
皇
の
践
藤
大
嘗
祭
に
関
す
る
ょ
の
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『廷
喜
式
』
な
ど
の
大
嘗
祭
の
記
事
に
よ
っ
て
そ
の
片
々
た
る
関
係
木
衛
資
料
を
大
嘗
祭
行
事
の
な
か
に

位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
報
告
書
で
は
、
同
地
区
出
上
の
木
簡
と
の
か
か
わ
り
あ
い
に
お
い
て
、
と
く
に
造
酒
司
と
大
嘗

祭
に
関
す
る
解
説
を
付
け
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
同
地
区
の
木
衝
出
土
遺
構
は
、
一
部
分
の
検
出
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
同
遺
構
は
さ

ら
に
輔
に
の
び
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
調
査
が
さ
ら
に
進
め
ば
同
種
資
料
が
多
量
に
出
土
す
る
可
能
性
は
高
い
。

そ
の
四
は
、
６
Ａ
Ａ
Ｅ

ｏ
６
Ａ
Ａ
Ｆ
区
の
調
査
で
出
上
し
た
木
衛
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
縫
殿
に
関
す
る
も
の
が
注
意
さ
れ
る
が
、

次
章
で
の
べ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
木
衝
出
上
の
遺
構
が
六
十

一
個
所
に
も
の
ぼ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
濤

。
土
壊

・
井



第 1表 調査地区別出土木簡点数

茨数 調 査 地 区 木簡出上遺構
木簡収載点数
( )内 出土点数

6ADI  I界面大
撮
SD 1250 O  g)

6ABX・ Y Iテ
母
雀
努
SD 1900 7  0)

6ADF I号
]面
大
昇
SK 1979 10  (19)

6AAO  Iそ」う電】ヒア暮SKち謎;°
2102

151 (522)

6AAC‐
1東 大 濤

SD 2000,2700 140 (292)

２２
Ｎ
6AAC V I造 酒 司 SD3035 g個串 327 (582)

ぎ  1 6AAE:F I東
方官衝
ISD3410昂個癖

297 (518)

言+922(1942)

序 言

戸

・
建
物
柱
穴

・
整
地
上
な
ど
の
各
種
遺
構
か
ら
、　
三
０
２
四
〇
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
溝
な
ど
の
二
、
三
一の
例
を
の
ぞ
く
と
、　
多

く
は
数
点
ず
つ
出
上
し
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
こ
れ
ま
で
他
の
調
査
区
で
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
木
簡
が
そ
の
時
々
に
任
意
に
破
棄

さ
れ
埋
め
ら
れ
る
顕
著
な
事
例
と
い
え
よ
う
。

第 2表 主要遺構別木簡内容分類

主要 遺 構 文 書 付 札
そ の 犯
内容不リ

削 暦 計患愁睾

6 SK 2101

企 S K 2102
0 SK 2107

9

3

0

10

6

1

25

23

1

67

2

4

111

34 (151

6

6

企 S D 2700

7 SD 2000
巨  ´

(140〕

6

へ S D 3035
へ

γ そ
の 他

V

313
(3271
14

S D 341C

盈 S D 31μ
含 s B 332乏

芸鳥
D3ぞ

そ の 他

4

10

7

6

39

3

8

0

7

34

10

11

6

18

67

13

4

17

1

32

30

33

30 (297

32

172
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総 説

第
二
章
　
木
簡
出
上
の
遺
構

一　
６
Ａ
Ｂ
Ｘ

・
６
Ａ
Ｂ
Ｙ
区
の
遺
構

こ
の
調
査
は
平
城
官
南
面
に
あ
る
朱
雀
門
と
そ
の
内
方
に
接
す
る
地
区
九
二
ア
ー
ル
を
発
掘
し
、
朱
雀
門
、
そ
の
東
西
脇
門
、
南

面
大
垣
築
地
の
ほ
か
、
柵
、
掘
立
柱
列
、
濤
な
ど
を
検
出
し
た
。

朱
雀
門

（Ｓ
Ｂ
一
八
〇
〇
）
は
北
半
部
を
発
掘
し
、
後
世
の
改
変
を
う
け
て
い
た
が
、
門
基
壇
の
掘
込
地
形
、
門
の
棟
通
り
と
北
側

柱
通
り
の
礎
石
下
の
根
固
め
石
を
検
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
推
定
基
壇
の
大
き
さ
は
東
西
約
三
二
ｍ
、
南
北
推
定
約

一
七
ｍ
で
、

桁
行
五
間
、
梁
行
二
間
の
各
柱
間
約
五
ｍ
の
円
が
考
え
ら
れ
る
。
脇
門
（ｓ
Ｂ
一
八
〇
一
。
一
八
〇
一
ご
は
そ
れ
ぞ
れ
朱
雀
門
の
南
北
中

軸
線
よ
り
約
二
四
ｍ
は
な
れ
た
対
称
な
位
置
に
あ
り
、　
二
本
の
掘
立
柱

（柱
間
四
二
一冨
）
の
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。　
こ
れ
ら
の
朱

雀
門

・
南
面
築
地
か
ら
は
多
量
の
藤
原
官
式
瓦
が
発
見
さ
れ
た
。

朱
雀
門
の
内
方
は
広
場
で
、
門
か
ら
北
に
通
じ
る
バ
ラ
ス
敷
の
幅
約
二
三
ｍ
の
道
路
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
道
路
の
東
西
両
側
に

溝
各

一
条

（ｓ
Ｄ
一
九
〇
〇
。
一
八
六
〇
）
が
南
北
に
走

っ
て
い
る
。
木
筒
は
、
こ
の
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
九
〇
〇
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
の

清
は
二
つ
の
溝
が
重
複
し
て
お
り
、
上
層
溝
は
朱
雀
門
の
手
前
三
八
範
の
と
こ
ろ
で
西
に
折
れ
、
門
基
壇
部
を
さ
け
て
南
流
す
る
。
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下
層
溝
は
南
に
直
進
し
て
朱
雀
門
基
壇
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
の
で
、
朱
雀
門
造
営
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
こ
の
下

層
濤
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
朱
雀
門
北
方
二
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
杭
と
小
枝
で
堰
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
上
流
に
あ
っ
た
溝
底
の
く
ば
み
か

ら
、
曲
物

・
糸
巻

・
土
器
な
ど
と
共
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
溝
は
、
平
城
京
造
営
前
の
下
ツ
道
の
西
側
濤
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、

「過
所
符
」
木
衝
（
≡
一０
、
「五
十
戸
家
」
銘
墨
書
土
器
な
ど
の
内
容
と
あ
わ
せ
て
、
平
城
官
造
営
直
前
の
下
ツ
道
を
含
ん
だ
周
辺
地

域
の
状
況
を
知
り
得
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
木
簡
は
、
過
所
符
を
含
む
総
数
九
点
で
、
こ
の
う
ち
七
点
を
収
録
し
た
。

一
一　
６
Ａ
Ｄ
Ｆ
区
の
遺
構

こ
の
調
査
は
、
平
城
官
西
面
の
中
門

（佐
伯
門
）
と
南
門

（玉
手
門
）
の
中
間
地
区
で
、
西
面
大
垣
の
内
側
に
沿
う
細
長
い
区
域

を
発
掘
し
た
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
西
面
大
垣
築
地
Ｓ
Ａ

一
六
〇
〇
の
内
側
に
は
秋
篠
川
の
旧
河
道
が
北
か
ら
南
に
延
び
、
宮
城
造

営
時
に
こ
れ
を
埋
立
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
埋
立
は
完
全
で
は
な
く
、
旧
河
道
は
平
城
官
造
営
後
も
幅
二
〇

２
二
五
ｍ
、
深
さ

一
。
一
ｍ
前
後
の
南
北
に
つ
ら
な
る
く
ば
み
と
し
て
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
た
。
こ
の
く
ば
み
を
横
切

っ
て
、

東
西
掘
立
柱
柵
Ｓ
Ａ

一
九
七
〇
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
く
ば
み
の
最
も
深
い
個
所
に
は
柵
の
柱
間
の
一
つ
を
つ
ら
ぬ
い
て
柵
と
直
交

す
る
二
条
の
杭
列
Ｓ
Ｘ

一
九
七
五
が
残

っ
て
い
た
。
同
様
の
施
設
Ｓ
Ｘ

一
九
八
二
が
こ
れ
よ
り
北
方

一
二
ｍ
の
と
こ
ろ
に
も
あ
っ
た
。

Ｓ
Ｘ

一
九
八
二
の
す
ぐ
東
に
は
数
十
本
の
杭
を
方
形
に
め
ぐ
ら
し
た
性
格
不
明
の
遺
構
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
区
画
内
に
は
円
形
の

上
羨
Ｓ
Ｋ

一
九
七
九
が
あ

っ
た
。
木
簡
は
、
こ
の
土
羨
の
堆
積
土
中
か
ら
出
上
し
た
。　
一
九
点
出
上
し
た
が
材
の
腐
蝕
甚
し
く
、
判

読
可
能
な
も
の
は
わ
ず
か
で
、
本
報
告
書
に
は
こ
の
う
ち

一
〇
点
を
収
録
し
た
。
内
容
的
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
釘
に
関
し
た
も
の
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で
あ
る
。
木
簡
の
ほ
か
に
、
金
属
利
器
の
た
め
の
木
柄
、
輔
日
、
鉱
滓
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

〓
一　
６
Ａ
Ａ
Ｏ
区
の
遺
構

発
掘
区

（６
Ａ
Ａ
Ｏ
区
Ｆ
・
Ｇ
地
区
）
は
通
称

一
条
通
り
の
北
側
で
、　
第
二
次
内
裏
北
外
郭
中
央
区
と
称
し
て
い
る
地
域
の
東
半
部

に
当
る
。
こ
の
東
半
部
は
、
西
半
部
に
建
物
が
多
い
の
に
く
ら
べ
、
建
物
が
少
く
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
二

一
二
八
が
あ
る
ほ
か
空
地
の
部
分

が
多
い
。
発
掘
区
西
南
隅
に
は
、　
一
〇
個
の
土
羨

（Ｓ
Ｋ
二
一
〇
〇
ぞ
二
一
〇
九
）
が
密
集
し
て
い
る
が
、
木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
そ

の
中
の
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
・
二

一
〇
二

・
二

一
〇
七
の
三
個
の
上
羨
で
あ
る
。
な
お
第
二
次
内
一異
北
外
郭
中
央
区
は
、
市
庭
古
墳
の
前

方
部
周
濠
に
あ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
上
羨
を
含
め
て
遺
構
の
多
く
は
、
周
濠
を
埋
め
た
て
た
整
地
土
上
に
あ
る
（近
刊
平
城
官
報

左田
ＭＶ■）。

Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
土
壊
　
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
は
、
塵
芥
処
理
の
た
め
の
上
羨
で
あ

っ
て
、
内
裏
北
外
郭
南
辺
築
地
Ｓ
Ａ
四
八
八
の

北
方

一
・
四
ｍ
に
あ
る
。
大
き
さ
は
、
東
西
三

・
五
ｍ
、
南
北
三

・
四
ｍ
、
深
さ
九
〇
飢
で
、
平
面
は
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
る
。
埋
土

は
、
細
分
す
れ
ば
七
層
に
わ
か
れ
る
が
、
大
き
く
上

・
下
三
層
に
わ
け
ら
れ
、
前
後
二
回
の
塵
芥
投
棄

・
埋
め
た
て
が
行
な
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
土
器

・
瓦

・
木
簡

。
木
製
品
な
ど
を
投
棄
し
て
そ
の
上
を
灰
色
砂
質
土

・
木
炭
で
お
お
い
、
そ

の
後
そ
の
上
に
で
き
た
く
ば
み
を
利
用
し
て
土
器
を
投
棄
し
埋
め
た
て
た
ら
し
い
。
二
回
の
投
棄
は
、
上

・
下
層
に
包
含
さ
れ
る
土

器
の
間
に
顕
著
な
相
違
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
時
間
差
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
上
羨
は
、
層
位
的
に
み

て
、
土
娠
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
、
築
地
Ｓ
Ａ
四
八
八
な
ど
よ
り
新
し
い
。
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木
簡
は
、
　
下
層
の
最
下
部
の
暗
裾
色
土
層
か
ら
か
な
り
多
量
の
土
器

。
瓦
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
世
土
総
点
数
は
三
九
四

（本
報
告
書
収
録
点
数
一
一
一
、
以
下
括
弧
内
同
じ
）
点
で
、
そ
の
う
ち
約
七
〇
％
が
削
暦
で
あ
る
。

次
に
こ
の
上
羨
の
埋
没
年
代
に
つ
い
て
考
え
る
。
出
土
木
簡
中
年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
天
平

一
八
年
九
月
の
調
塩
荷
札

全
豊
鬱
、

天
平
勝
宝
二
年
の
貢
進
物
荷
札

全
豊
９
、

「勝
宝
」
と
あ
る
削
暦

全
究
ё
の
三
点
で
、
天
平
末
か
ら
天
平
勝
宝
に
か
け
て
の
も
の
が

集

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
埋
没
年
代
を
決

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
上
羨
の
出
土
土
器
と
土
羨
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出

土
土
器
と
の
類
同
性
は
、
埋
没
年
代
決
定
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

土
羨
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
は
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
東
北
方
七
二
ｍ
、
第
二
次
内
裏
北

外
郭
東
区
に
検
出
し
た
塵
芥
処
理
用
の
土
娠
で
あ

っ
て
、
そ
の
埋
没
年
代
は
、

六
三
点
に
及
ぶ
多
量
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
の
検
討
か
ら
、
天
平

一
九
年
か
ら
そ

れ
ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
と
推
測
さ
れ
て
い
る

（解
説
ご
。
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
土

器
は
、
平
城
官
の
土
器
を
六
段
階
に
大
別
し
た
場
合
、
そ
の
第
三
段
階
に
属
し

て
お
り
、
「平
城
官
Ш
」
と
仮
称
し
て
い
る
も
の
で
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
出
土
土
器

も
、
や
や
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
の
よ
り
新
し
い
要
素
を
も

っ
て
い
る
が
、
同
じ
く

「平

城
宮
Ⅲ
」
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（平
城
宮
報
告
Ⅶ
）。　
以
上
の
両

土
媛
出
土
土
器
の
類
同
性
お
よ
び
出
土
木
簡
の
年
紀
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
か

饉
鰯
鬱
韓
懸
鰈
爵

第 2図 木街が出上した内裏北域の上壊群
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ら
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
埋
没
年
代
は
、
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
の
そ
れ
か
ら
あ
ま
リ
ヘ
だ
た
ら
な
い
天
平
勝
宝
年
間
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
土
器
以
外
の
伴
出
遺
物
と
し
て
、
豊
富
な
木
製
品
が
注
目
さ
れ
る
。
刀
形

・
削
り
掛
け
な
ど
の
祭
祀
具
、
杓
子

・
箸
な
ど
の
食

膳
呉
、
曲
物
、
木
針
、
服
飾
用
の
留
め
針
、
火
鑽
日
、
補

・
く
り
か
た

。
き
り
欠
き
の
加
工
を
施
し
た
小
部
材
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
土
壊
　
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
東
北
方
に
、　
浅
い
く
ば
み
状
の
上
壊
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
〇

（東
西
三
ハ
ｍ
、
南
北
一
四
ｍ
、
深

さ
一
一〇
ぞ
三
〇
８

が
あ
り
、　
こ
の
上
羨
の
中
に
、
八
個
の
上
羨

（Ｓ
Ｋ
二
一
〇
二
を
二
一
〇
九
）
が
存
し
て
い
る
。
土
羨
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

二
は
、
東
西
三

・
八
ｍ
、
南
北
二

・
四
ｍ
、
深
さ
三
〇
ｍ
の
不
整
形
の
上
羨
で
あ

っ
て
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
〇
内
の
土
羨
の
一
つ
で
、
Ｓ

Ｋ
二

一
〇

一
の
北
方
三
ｍ
に
存
す
る
。
埋
土
は
、
大
量
の
檜
皮

・
木
材
片
を
包
含
し
た
上
層
と
、
粘
質
土
の
下
層
と
に
わ
か
れ
る
が
、

一
時
に
埋
め
た
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
筒
は
上
層
か
ら

一
一
一
公
一一四
）
点
出
土
し
て
い
る
。

次
に
、
土
羨
の
性
格

・
埋
没
年
代
に
つ
い
て
考
え
る
。
土
羨
の
性
格
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
土
羨
か
ら
木
材
片
を

含
ん
だ
檜
皮
が
多
量
に
出
土
し
た
こ
と
、
出
土
木
簡
中
に
木
材
や
扉
金
兵
の
進
上
に
関
す
る
文
書

会
一０七四
・一一〇〈一一・一一昼
じ
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
こ
の
上
羨
が
こ
の
地
域
の
造
営
に
伴
な
う
塵
芥
処
理
に
用
い
ら
れ
た
土
羨
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
。
埋
没
年
代
に
つ
い
て
は
、　
一
応
層
位
か
ら
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
年
紀
の
あ
る
木
簡
か
ら
も
う
少
し
狭

く
限
定
で
き
る
。
出
土
木
街
中
年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
神
亀
五
年
の
調
海
藻
荷
札

全
一買
じ
、
神
亀
六
年
三
月
の
扉
金
具
の
進
上
文
書

全
昼
一〕
、　
天
平
元
年
の
調
銭
荷
札

会
一０党
・一一〇〈ｅ

の
四
点
で
、
神
亀
五
年
ぞ
天
平
元
年
に
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
神
亀
六
年
の

扉
金
具
の
進
上
文
書
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
木
簡
の
示
す
神
亀
六
年
は
、
こ
の
地
域
で
行
な
わ
れ
た
造
営
の
年
代
の
一
端
を

示
す
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
土
羨
は
そ
の
造
営
の
塵
芥
処
理
の
土
羨
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
埋
没
年
代
は
神
亀
六
年

（天
平
元
年
）
を
あ
ま
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り
降
ら
な
い
時
期
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

伴
出
遺
物
と
し
て
は
、
瓦
は
、
第
二
次
内
裏
北
外
郭
地
区
を
代
表
す
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
、
小
型
の
軒
瓦
六
三

一
三

・
六
三

一

四
十
六
六
六
六

・
六
六
八
五
型
式
の
組
み
合
わ
せ
の
う
ち
、　
六
三

一
三
、
六
六
六
六

・
六
六
八
五
Ｉ
Ｂ
型
式
が
出
土
し
、　
土
器
は
、

「平
城
官
Ⅱ
」
と
称
し
て
い
る
も
の
が
出
土
し
て
い
る

（平
城
宮
報
告
Ⅶ
）。
こ
の
土
羨
の
埋
没
年
代
は
、　
各
た
の
瓦

・
土
器
の
編
年

上
の
絶
射
年
代
決
定
の
手
が
か
り
を
与
え
て
い
る
。
木
製
品
は
、
槽
、
柄

。
く
り
か
た
の
加
工
を
施
し
た
小
部
材
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
土
城
　
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
は
、
東
西
三
ｍ
、
南
北
二

・
一
ｍ
、
深
さ
三
〇
甑
の
ほ
ぼ
方
形
の
浅
い
土
羨
で
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
の
東
北
方
、
築
地
Ｓ
Ａ
四
八
八
の
北
方

一
二

・
五
ｍ
に
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
と
同
じ
く
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
〇
内
に
掘
ら
れ
て

い
る
。
埋
土
は
、
檜
皮
を
多
量
に
含
ん
だ
上

・
下
層
と
、
そ
れ
ら
の
間
に
換
ま
れ
た
砂
混
り
粘
土
層
の
三
層
に
わ
か
れ
る
が
、　
一
時

に
埋
め
た
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
多
量
の
槍
皮
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
と
同
性
格
の
上
羨
と
考

え
ら
れ
る
が
、
埋
没
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
。
木
簡
は
下
層
か
ら
出
土
し
、
出
土
総
点
数
は

一
七
盆
◇
点
で
あ
る
。

四
　
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区
（Ｈ
地
区
）
の
遺
構

発
掘
区
は
通
称

一
条
通
り
の
南
側
で
、
第
二
次
内
裏
東
面
築
地
回
廊
の
東
側
か
ら
官
叛
東
張
り
出
し
部
分
の
西
端
に
至
る
間
に
あ

た
る
。
こ
の
調
査
で
は
内
裏
外
郭
を
限
る
掘
立
柱
回
廊
、
そ
の
内
側
の
建
物
群
、
発
掘
区
の
北
辺
に
は
西
側
を
柵
及
び
築
地
で
仕
切

っ
た
東
西
に
走
る
官
内
道
路
が
み
つ
か
っ
た
ほ
か
、
道
路
の
南
に
は
柵
で
囲
ま
れ
た
実
官
署
の
一
群
の
建
物
を
検
出
し
た
。
内
裏
の

外
郭
回
廊
か
ら
東
三
二
ｍ
の
位
置
に
、
玉
石
積
の
大
き
な
南
北
濤
が
検
出
さ
れ
た
が
、
木
筒
は
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
濤
か
ら
出
上
し
た
二
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点
の
は
か
は
い
ず
れ
も
こ
の
大
濤

（ｓ
⊇

一七
〇
〇
）
か
ら
出
上
し
た
斧
紺
と
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・４

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
濤
　
こ
の
溝
は
縁
幅
二

・
六
ｍ
、
底
幅
○

・
七
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
の
規
模
を
も
ち
、
側
壁
は
直
径
三
〇
∽
内
外

の
玉
石
を
七
段
に
積
み
上
げ
て
築
い
て
い
る
。
昭
和
三
年
と
昭
和
七
年
に
、
奈
良
県
技
師
岸
熊
吉
氏
が

一
条
通
り
の
北
側
で
調
査
し

た
濤
に
つ
な
が
り
、
官
域
東
部
に
お
け
る
基
幹
の
排
水
溝
で
あ
る
命
嚇
縫
軽
纂
朝
雛
観
鎌
薙
十『壕
脹
響
。

今
回
は
全
長
三
五
ｍ
を
調
査

し
た
。
濤
の
埋
土
は
、
層
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
下
関
係
は
、
出
土
し
た
年
紀
の
あ
る
木
簡
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
堆
積
の
順
序
を

示
す
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

木
筒
の
総
数
は
二
九

〇

（
〓

一九
）
点
で
あ
る

が
、
比
較
的
削
暦
は
少

な
い
。
完
形
品
が
文
書

木
筒
に
少
な
く
、
付
札

に
多
い
の
は
他
の
場
合

と
同
様
で
あ
る
。
内
容

的
に
は
、
木
工
寮

全
兄

し
、
宮
内
省
全
ｏ茜
・一一兄

李
一一一査
）、
典
膳

金
一歯
）、

第 3図 発掘された東大梼



6AAC区 (H地区)の遺構

位層 簡木

I(黒上A〕 2105,2119(延暦 2),2177,2209(延 暦元)

A〕〔砂II 「宮内天長節」銘土器

亜 〔黒土 B〕 2099, 2108, 2109, 2113, 2120, 2121, 2122, 2125, 2131,

2143ゥ 2144,2147,2165,2176(宝 字5ヵ),2180(勝宝 2),

2181(宝字 4), 2184, 2187, 2188, 2190, 2191, 2195,

2197,2201,2202,2203,2204(5り ,2206,22∝ (50,
2208(5彗つ ,2211(宝字),2213,2215,2217,2221

〔砂Ⅳ Bl〕 2102, 2104, 2123, 2124, 2137, 2182, 2183, 2185, 2186,

2189(天平末),2192(宝字 4),2193,2194(宝字),2210

(宝字 5),2212,2218,2219,2233

〔砂V B2〕 2096,

2199,

2097, 2146, 2157, 2162, 2163, 2174, 2179,

2205,2216,2224(勝 宝 7) 「大炊」銘土器

Ⅵ 〔砂 C〕 2110,2158,2178(天 平元),2198(天平 2),2200

第 3表 東大薦層位別出土主要木簡一覧

畳
子
所
金
Φ九↓
な
ど
官
内
関
係
の
名
辞
の
比
較
的
多
い
こ
と
が

注
意
さ
れ
る
。
岸
熊
吉
氏
に
よ
る
調
査
の
際
も
、
「内
掃
」
「□

|:~)とナ也プモ�F

灰イみ色砂夕〔上

第 4図 東大清北壁土層|ヨ
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内
省
」

「膳
」
な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
内
裏
外
郭
の
東
側
と
い
う
位
置
関
係
と
も
併
せ
て
、
こ
の
附
近
の

官
衛
の
性
格
を
考
え
る
上
に

一
つ
の
資
料
と
な
ろ
う
。
木
筒
以
外
の
遺
物
と
し
て
は
、
和
銅
開
弥

・
万
年
通
宝

・
神
功
開
宝
、　
写
ロ

内
天
長
節
」
、
「□
内
省
」
、
「□
大
炊
」
等
の
墨
書
を
も
つ
土
器
、
象
点
の
施
釉
陶
器
、
陶
硯
、
土
馬
、
木
製
容
器
、
檜
扇
、
箸
な
ど

が
あ
る
。
墨
書
土
器
の
出
土
層
位
は
、
前
掲
の
第
３
表
に
あ
わ
せ
て
示
し
た
。

な
お
、
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
は
、
西
の
内
裏
内
郭
か
ら
築
地
下
を
く
ぐ
っ
て
流
れ
こ
む
凝
灰
岩
切
石
積
み
の
暗
渠
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
が

あ
る
。
こ
の
溝
が
Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
に
注
ぎ
込
む
手
前
付
近
か
ら
も
木
街
が
二
（
ご
点
出
土
し
て
い
る

全
三
０
。

五
　
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区
（ｖ
地
区
）
の
遺
構

こ
の
地
区
は
第
二

一
次
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区
Ｂ

・
Ｄ

・
Ｈ

。
Ｉ

。
Ｎ
地
区
の
東
に
接
し
て
お
り
、
平
城
宮
東
面
北
門
外
側
の
東

一
坊
大
路

道
路
敷
上
と
い
う
想
定
の
も
と
に
発
掘
を
行
な
っ
た
が
、
道
路
は
存
在
せ
ず
、
の
ち
の
調
査
で
官
域
は
東
面
大
垣
予
想
地
点
よ
り
東

に
さ
ら
に
二
五
〇
ｍ
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
判
粥
し
た
傘
靭
一勅感五
じ
ｏ

検
出
し
た
遺
構
や
、
木
衛
そ
の
他
の
遺
物
か
ら
、
こ
の
地
区
に
官
内
省
に
属
す
る
造
酒
司
の
存
在
を
推
定
す
る
根
拠
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
以
下
木
筒
出
土
の
遺
構
ご
と
に
解
説
を
加
え
る
。

Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
井
戸
　
発
掘
区
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
覆
屋
を
持
つ
二
基
の
井
戸
を
発
見
し
た
。
西
の
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
九
は

一
辺
三
ｍ
の

方
形
の
井
戸
で
周
囲
を
バ
ラ
ス
敷
と
し
、
そ
の
外
に
喬
を
め
ぐ
ら
し
、
東
南
隅
か
ら
南
に
排
水
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
が
延
び
て
い
る
。

東
の
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
井
戸
は
東
西
五

。
一
五
ｍ
、
南
北
三
ｍ
の
長
方
形
で
、
建
物
で
密
閉
さ
れ
て
お
り
、
湧
水
は
南
西
隅
に
と
り



6AAC区 (V地区)の遺構

つ
け
た
暗
渠
の
木
樋
に
あ
ふ
れ
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
泉
屋
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。　
井
戸
の
堆
積
土
中
に
は
曲
物

・

箸

・
箆

。
人
形
な
ど
の
木
製
品
を
多
数
含
み
、
瓦
や
土
器
も
若
千
含
ん
で
い
た
。
そ
の
堆
積
土
の
東
南
隅
部
分
よ
り
木
簡
二
点
が
出

上
し
た
。
ま
た
井
戸
底
に
敷
い
た
バ
ラ
ス
中
よ
り

一
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
井
戸
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
た
二
点
を
収
録
し
た
。

Ｓ
Ｄ
三
０
四
七
濤
　
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
の
排
水
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
四
七
は
木
樋
の
暗
渠
か
ら
先
が
玉
石
清
の
開
渠
に
な
り
、
さ
ら
に
側
板

を
施
し
た
濤
に
な
っ
て
南
西
に
の
び
、
西
井
戸
の
排
水
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇

に
合
流
す
る
。　
こ
の
玉
石
溝
堆
積
土
上
層
に
は
大
型
の
須
恵
器
片
や
曲

浩

　

物

・
箸
な
ど
の
木
製
品
や
木
片
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
木

眈
　

筒
が

一
点
出
土
し
た
が
、
判
読
困
難
の
た
め
収
録
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら

阻
　
　
の
井
戸
お
よ
び
排
水
路
は
同
じ
場
所
で
何
度
か
改
修
を
う
け
て
い
る
。

簡
　
　

Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
薄
　
東
井
戸
の
排
水
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇
四
七
を
併
せ
た
西
井

嚇

　

一戸
の
排
水
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
は
、
東
西
柵
Ｓ
Ａ
三
〇
二
三
附
近
で
素
掘
り

上連　
　
の
濤
に
な
り
、
さ
ら
に
南
流
し
て
発
掘
区
の
外

へ
続
く
。
こ
の
溝
は
幅
約

嘲

　

八
〇
飢
で
、
上
層

・
下
層
の
二
時
期
に
分
れ
る
。
木
簡
は
上

・
下
の
両
溝

第

　

か
ら

一
六
点
出
土
し
、
こ
の
う
ち

一
二
点
を
収
録
し
た
。
上
層
溝
は
、
砂

層
と
そ
の
下
の
瓦

。
土
器
を
含
む
バ
ラ
ス
混
り
褐
色
土
層
、
そ
れ
に
黒
色

腐
植
土
層
か
ら
な
っ
て
お
り
、
柵
Ｓ
Ａ
三
〇
二
三
か
ら
南
で
た
ま
り
状
に
　

・７
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三
〇
ｍ
ほ
ど
の
深
さ
で
浅
く
広
が
っ
て
い
る
。

砂
層
か
ら
は
宝
亀
元
年
銘
の
木
簡
（垂
え
）な
ど
二
点
、
「酒
司
」
、
「造
酒
」
な
ど
の
墨
書
の
あ
る
土
師
器
杯
片
、
箸
な
ど
の
木
製
品

が
出
上
し
て
い
る
。
バ
ラ
ス
混
り
褐
色
土
層
か
ら
は
、
箆

・
箸

・
曲
物

・
墨
画
唐
草
模
様
の
あ
る
曲
物
蓋
な
ど
と
と
も
に
木
簡
が

一

〇
点
、
そ
の
下
の
黒
色
腐
植
土
層
か
ら
は
、
や
は
り
木
片
と
と
も
に
天
平
四
年
の
能
登
国
（垂
一ラ
の
木
簡
な
ど
二
点
が
出
上
し
て
い
る
。

下
層
溝
は
幅
約
五
〇
ｍ
、
堆
積
土
は
黒
色
粘
土
で
、
途
中
古
い
ピ
ッ
ト
ニ
つ
を
切

っ
て
南
流
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
曲
物

・
箸

・

板

・
棒
な
ど
と
と
も
に
木
簡
二
点
が
出
土
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
二
基
の
井
戸
は
奈
良
時
代
前
半
に
既
に
存
在
し
、
た
び
た
び
の

改
修
を
経
な
が
ら
少
く
と
も
宝
亀
元
年
に
も
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
三
０
三
五
濤
　
濤
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
の
西
方
約
四
ｍ
を
距
て
て
あ
り
、
南
方
に
の
び
る
溝
の
一
端
と
考
え
て
い
る
が
、
あ
る
い

は
土
羨
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
発
掘
区
で
い
ち
ば
ん
多
量
に
木
衝
が
出
土
し
た
個
所
で
あ
る
。

濤
は
東
西
柵
Ｓ
Ａ
三
〇
二
三
の
南
か
ら
始

っ
て
お
り
、
深
さ
は
約
二
〇
甑
、
溝
幅
は
約
七
Ｏ
ｍ
で
あ
る
。
当
初
は
発
掘
区
の
南
端

ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
濤
が
出
来
て
か
ら
あ
ま
り
間
を
お
か
ず
途
れ
出
て
、
た
ま
り
状
に
広
が

っ
た
と
思
わ
れ
、

現
状
で
は
溝
の
北
端
か
ら
八
ｍ
余
り
南
の
と
こ
ろ
で
土
痰
状
に
な
り
、
南
端
幅
は
約
四

・
五
ｍ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
ま
り
の
西

よ
り
の
個
所
に
も
と
の
南
北
溝
の
部
分
が
、
幅
五
〇
飢
、
深
さ

一
五
甑
で
濤
状
に
な
っ
て
残

っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
溝
に
沿

っ
た
東

側
に
は
芝
垣
様
の
も
の
が
南
北
に
続
い
て
い
る
。

濤
の
堆
積
土
は
四
層
か
ら
な
る
。
第

一
層
は
檜
皮
や

ハ
ツ
リ
暦

。
曲
物

・
箸
な
ど
を
含
む
黒
色
砂
層
。
第
二
層
は
暗
褐
色
砂
層
で
、

曲
物
や
大
型
須
恵
器
片
を
含
ん
で
い
る
。　
た
だ
し
こ
の
層
は
部
分
的
に
な
い
個
所
が
あ
る
。

第
二
層
は
曲
物

・
籠

・
箆

。
箸

・
檜



6AAE・ 6AAF区の遺構

皮

・
ハ
ツ
リ
暦
な
ど
の
木
片
を
多
量
に
含
む
有
機
質
黒
色
土
層
。
第
四
層
は
土
器
を
多
く
含
み
、
ま
れ
に
木
片
を
含
む
溝
底
の
流
砂

層
で
あ
る
。
こ
の
層
か
ら
は
曲
物
や
箸
な
ど
の
他
に
、
檜
扇

。
人
形

。
騎
馬
像
の
レ
リ
ー
フ
の
あ
る
厚
板
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
。

ま
た
第
三
層
と
第
四
層
と
か
ら
は

「酢
」
、
「酒
」
な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
が
五
点
出
て
お
り
、
木
簡
の
記
載
内
容
と
も
見
合

っ
て

お
り
、
こ
の
地
区
に
造
酒
司
の
存
在
を
推
定
す
る
資
料
に
な
る
。

た
ま
り
の
中
の
濤
状
の
場
所
で
は
底
の
流
砂
層
の
部
分
が
約
二
Ｏ
ｍ
と
厚
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
南
端
で
は
第
二
層
目
の
砂
層
が

厚
く
な
り
、
遺
物
を
含
む
よ
う
に
な
る
。
木
簡
は
堆
積
土
全
体
か
ら
出
て
い
る
が
、
第
三
層
と
第
四
層
か
ら
多
く
出
上
し
、
と
く
に

第
四
層
か
ら
は
こ
の
発
掘
区
で
最
古
の
霊
亀
銘
の
木
簡
が
三
点

全
一一一金
≡
一灸
≡
一茜
）
出
土
し
て
お
り
、　
こ
の
Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
が
、
東

の
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
よ
り
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
上
層
の
黒
色
土
層
か
ら
は
天
平
勝
宝
八
歳
の
木
簡
全
〓曜
）
が
出
て
お
り
、
こ
の
濤
出
上
の
木
簡
の
一
番
新
し
い
年
紀
で
あ
る
。

他
の
木
簡
の
年
紀
を
み
て
も
、
だ
い
た
い
土
層
の
順
に
従

っ
て
出
土
し
て
い
る
が
、
概
し
て
奈
良
の
前
半
の
年
紀
が
多
く
見
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
が
奈
良
末
ま
で
存
続
し
て
い
た
の
に
対
し
、
Ｓ
Ｄ
三
〇
二
五
は
そ
れ
以
前
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
出
土
木
簡
の
点
数
は
五
六
二
点
で
、
こ
の
う
ち
三
〇
三
点
を
収
録
し
た
。

エハ

発
掘
区
Ｇ
Ａ
Ａ
Ｅ
区
Ｃ
・

地
域
の
西
辺
部
分
に
当
る
。
６
△
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ
区
の
遺
構

Ｌ

・
Ｒ
地
区

、
６
Ａ
Ａ

Ｆ
区

Ａ

・
Ｂ

・
Ｊ

。
Ｋ

・
Ｌ

。
Ｎ

・
Ｏ

。
Ｐ

・
Ｒ
地
区
）
は

、

東

張

り

出

し

部

と
称

す

る

当
初
こ
の
地
域
は
、
官
城
東
面
大
垣
の
中
門
の
外
側
で
、
東

一
坊
大
路
と
一
条
南
大
路
と
が
交
わ
る
地
　

１９
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点
と
考
え
て
い
た
が
、
第
三
九

。
第
四
四
次
調
査
で
東
張
り
出
し
部
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
が
宮
城
内
に

入
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
傘
卸
一勅感五
こ
ｏ

出
土
木
衝
の
総
数
は
五

一
八

０
一九
七
）
点
で
、
削
居
は
比
較
的
少
い
。
内
容
的
に
は
、
縫
殿

全
一至夫
二
一秀
↑

毛
三
二
一曽
し
、
酒
殿

全
奎
一一）、
大
蔵
省
掌

会
蕃
し
、
宮
舎
人

全
Ξ
も

と
あ
る
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
縫
殿
に
関
す
る
も
の
は
、
点
数
も
多
く
、
関
連

す
る
と
考
え
ら
れ
る
女
需
に
関
す
る
も
の

（一一七毛
二
一七九◇
、
衣
服
に
関
す
る
も
の

（一一七究
二
一全
う

な
ど
が
あ
り
、
こ
の
地
域
の
性
格

を
考
え
る
た
め
の
一
資
料
と
な
ろ
う
。
木
簡
の
出
土
し
た
遺
構
は
、
発
掘
区
全
体
に
わ
た
っ
て
散
在
し
、
ま
た
そ
の
種
類
も
複
雑
多

様
な
の
で
、
こ
こ
で
は
発
掘
区
を
大
き
く
五
つ
に
わ
け
て
記
述
す
る
こ
と
と
す
る

（第
六
図
参
照
）。

Ｉ
　
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
濤
と
そ
の
付
近

Ｓ
Ｄ
三
四

一
０
滞
　
発
掘
区
西
辺
に
検
出
し
た
南
北
溝
で
あ
る
。
最
初
素
掘
り
で
あ

っ
た
が
、
の
ち
に
西
壁
を
玉
石
積
あ
る
い
は

杭
列
で
護
岸
し
て
い
る
。
幅
三
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
で
、
本
発
掘
区
で
は
七
三
ｍ
を
検
出
し
て
い
る
が
、
第
二
九
次

。
第
三
二
次
調

査
で
、
そ
の
南
延
長
郡
と
南
端
部
を
検
出
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
延
長
五
五
〇
ｍ
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
第
三
二
次

調
査
で
は
、
こ
の
溝
が
官
域
東
南
隅
で
、
宮
城
南
面
大
垣
の
外
堀
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ

一
二
五
〇
に
合
流
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
拿
・報一， 仇
ご
。
堆
積
土
の
層
位
は
部
分
的
に
多
少
異
な
る
が
、
ほ
ぼ
三
層
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
層
は
暗
褐
色
砂
質
土
で
、

東
壁
を
こ
え
て
工
ｍ
近
く
東

へ
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
中
層
は
茶
褐
色
砂
質
土
で
部
分
的
に
黒
色
粘
質
土
を
含
ん
で
い
る
。
以
上
の
二

層
は
北
半
部
分
で
瓦
の
出
土
が
顕
著
で
あ

っ
た
ほ
か
は
出
土
遺
物
の
量
が
少
な
い
。
下
層
は
バ
ラ
ス
を
ま
じ
え
た
暗
茶
褐
色
粘
質
土
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で
、
木
衝
は
こ
の
下
層
か
ら
、
土
器
片
な
ど
と
と
も
に
大
五
全
二
〇
）
点
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
溝
の
南
端
近
く
の
東
岸
の
褐
色

合
礫
土
か
ら
も
木
筒

一
（○
）
点
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
四

一
四
薄
　
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
の
南
端
付
近
に
、
西
か
ら
流
れ
こ
む
東
西
溝
で
あ
る
。
木
樋
で
暗
渠
に
な
っ
て
お
り
、
東
西

四
ｍ
を
検
出
し
て
い
る
。
木
簡
は
一
全
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ⅱ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
濤
と
そ
の
付
近

Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
濤
　
Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
か
ら
東
方

一
七
ｍ
に
あ
る
素
掘
り
の
南
北
溝
で
、
七
二
ｍ
を
検
出
し
て
い
る
。
二
回
の
改
修

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
三
時
期
が
あ
る
。
最
も
古
い
溝
は
幅
二
ｍ
、
堆
積
土
は
土
器
を
含
ん
だ
暗
灰
色
粘
質
土
層
、
次
に
古
い
濤
は

幅
二
ｍ
、
両
岸
に
杭
を
う
ち
、
堆
積
土
は
バ
ラ
ス
混
り
暗
掘
色
土
層

・
粗
砂
層
の
二
層
で
、
両
層
と
も
土
器

・
瓦
片
を
包
合
す
る
。

最
も
新
し
い
濤
は
幅

一
。
二
ｍ
、
堆
積
土
は
土
器

。
瓦
片
を
含
む
粗
砂
層
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
時
期
の
堆
積
土
か
ら
出
土
し
た
遺
物

の
間
に
は
顕
著
な
時
代
差
は
み
ら
れ
な
い
。
木
簡
は
、
こ
れ
ら
各
時
期
の
堆
積
土
か
ら
三
三
（
三
◇
点
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
溝
の
底
に
は
い
く
つ
か
の
柱
穴
を
検
出
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
中
央
部
に
検
出
し
た
柱
掘
方
内
か
ら
、
縫
殿
に
関
す
る
文

書
木
衛
な
ど
三
全
ご
点
が
出
上
し
て
い
る

会
一霊大
三
一臣九も
。

Ｓ
Ａ
三
二
三
七
柵
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
溝
の
西
方
二

・
六
ｍ
に
あ
る
南
北
柵
で
あ
る
。
二
三
間
分
の
柱
穴
を
検
出
し
た
。
柱
掘
方
は

や
や
不
揃
い
だ
が
、
長
径
ま
た
は
長
辺

一
・
六
を
二
ｍ
、
深
さ
○

。
六
２

一
ｍ
の
精
円
形
ま
た
は
長
方
形
の
掘
方
で
、
大
部
分
の
掘

方
で
柱
痕
跡
を
検
出
し
て
い
る
。
層
位
的
に
み
て
、
こ
の
柵
は
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
の
最
も
新
し
い
溝
よ
り
は
古
い
が
、
二
番
目
に
新
し
　

２．
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い
溝
と
は
同
時
存
在
の
可
能
性
が
あ
る
。
木
衛
は
南
か
ら
二
番
目
の
柱
掘
方
の
埋
土
か
ら
五
二
（
〓
う
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
二
三
九

・
三
二
四

一
土
壌
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
の
南
寄
り
の
西
岸
に
あ
る
土
壊
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
三
二
三
九
は
、
径
七
〇
皿
、

深
さ
二
〇
甑
の
円
形
の
上
羨
で
木
筒
は

一
（○
）
点
、
Ｓ
Ｋ
三
二
四

一
は

一
辺
五
〇
釦
、
深
さ
二
〇
伽
の
方
形
の
土
羨
で
、
木
簡
は

一

盆
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ⅲ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
濤

Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
の
東
方
二
三
ｍ
に
あ
る
南
北
濤
で
あ
る
。
二
時
期
が
あ
り
、
新
し
い
濤
は
幅

一
。
二
ｍ
、
深
さ
二
〇
餌
で
、
部
分

的
に
側
壁
に
玉
石
積
が
の
こ
っ
て
お
り
、
側
壁
を
玉
石
積
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
堆
積
土
は
砂
層

（上
層
）、
粘
質
土
層

（下

層
）
の
二
層
で
あ
る
。
古
い
溝
は
、
新
し
い
濤
よ
り
や
や
幅
が
広
く
、
西
壁
が
新
し
い
濤
よ
り
西
方

へ
浅
く
広
が

っ
て
い
る
。
堆
積

上
は
砂
層
で
あ
る
。
木
簡
は
新
古
両
溝
の
各
層
か
ら
三
二
（
一
九
）
点
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
新
し
い
濤
の
砂
層
か
ら

出
上
し
た
神
功
開
宝

一
点
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
濤
の
西
岸
で
、
濤
を
お
お
う
バ
ラ
ス
層
か
ら
木
簡

一
（
）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ⅳ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
濤
と
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
濤
の
間
の
地
域

こ
の
地
域
は
東

一
坊
大
路
の
路
面
敷
と
考
え
て
い
た
地
域
で
あ
る
が
、
調
査
の
結
果
、
北
寄
り
に
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
掘
立
柱
建
物
、

中
央
に
Ｓ
Ｂ
三
二
八
八
掘
立
柱
建
物
、
南
寄
り
に
Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸
と
そ
の
付
属
濤
な
ど
多
く
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
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Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
建
物
　
こ
の
地
域
の
北
寄
り
に
検
出
し
た
、
七
間
ｘ
五
間
の
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
で
あ
る
。
本
発
掘
区
で
検
出
し

た
最
大
の
建
物
で
、
四
面
廂
と
北
側
に
孫
廂
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
建
物
と
南
方
の
五
間
×
三
間
の
Ｓ
Ｂ
三
二
八
八
は
、
両
側
の
Ｓ

Ｄ
三
二
三
六
濤
と
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
溝
の
中
間
に
正
し
く
位
置
し
て
い
る
か
ら
、
両
溝
が
存
続
し
て
い
た
時
期
に
造
営
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。　
木
筒
は
、
東
妻
の
南
か
ら
二
番
目
の
方
形
の
柱
掘
方

（
一
生
一更

一
ｍ
、
深
さ
四
〇
∪

の
埋
土
の
最
上
層
に
た
ま
っ
た
掲

色
砂
の
中
か
ら
、
四
五
全
二
〇
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三
三
六
二
柵
　
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
の
北
方
三
ｍ
に
検
出
し
た
東
西
柵
で
あ
る
。
柱
掘
方
は

一
辺

一
ｍ
、
深
さ
四
０
２
五
〇
飢
の

方
形
で
、　
一
〇
間
分
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
東
か
ら
第
二

・
三

・
四
番
目
の
檜
皮
の
充
満
し
た
柱
掘
方
内
か
ら
、　
一
四
全

一
）
点
出

上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三

一
０
土
壊
　
一
辺
九
〇
甑
、
深
さ
三
〇
甑
の
方
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
の
東
妻
南
端
の
柱
穴
の
南
方

一
・
二
ｍ

に
あ
り
、
木
簡
は
五
一
０
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三
二
九
土
壊
　
径
九
〇
硼
、
深
さ
四
〇
甑
の
ほ
ぼ
円
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
の
東
妻
南
端
の
柱
穴
の
北
に
接
し
て

あ
り
、
木
筒
は
八
（四
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三
三
九
土
壊
　
径

一
・
五
ｍ
、
深
さ
三
〇
皿
の
ほ
ぼ
円
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
の
東
廂
内
に
あ
り
、
木
簡
は
二
〇

全
○
）
点
出
上
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
円
座
二
枚
が
あ
る
。

Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸
　
こ
の
地
域
の
南
部
中
央
に
検
出
し
た

一
辺
三
ｍ
の
方
形
の
井
戸
で
あ
る
。
掘
方
は

一
辺
五
ｍ
の
方
形
で
、

井
戸
枠
は
井
籠
組
と
な
っ
て
お
り
、
最
下
段
の
枠
材
の
み
が
の
こ
っ
て
い
た
。
井
戸
内
に
は
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
木
簡
は
掘
方
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第0図 6AAE。 6AAF区の木簡出土遺構略図

埋
土
最
上
層
の
砂
層
か
ら

一
全
）
点
出
上
し
て

い
る
。
ま
た
井
戸
と
同
時
期
と
考
え
ら
れ
る
Ｓ

Ｘ
三
二
六
九
玉
石
敷
が
、
そ
の
周
辺
に
部
分
的

に
の
こ
っ
て
お
り
、
そ
の
玉
石
敷
の
間
か
ら
木

簡

一
（○
）
点
、
そ
の
上
層
の
バ
ラ
ス
層
か
ら
二

（○
）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
九
四

・
三
二
０
六

・
三
二

一
九

・

三
二
二
九
濤
　
Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸
の
周
囲
に

は
、
素
掘
り
、
あ
る
い
は
玉
石
を
用
い
た
濤
を
、

縦
横
に
交
叉
し
た
状
態
で
検
出
し
た
。
そ
れ
ら

は
前
後
三
時
期
に
わ
た
り
、
底
石

・
側
石
に
改

修
を
加
え
た
り
、
ま
た
途
中
で
あ
る
部
分
を
閉

塞
し
て
流
れ
を
変
え
た
り
し
て
、
か
な
り
の
年

限
に
わ
た
っ
て
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
木
衛
が
出
上
し
た
の
は
、
玉

石
濤
Ｓ
Ｄ
三
二
二
九

。
三
二
〇
六

・
三

一
九
四
、
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素
掘
り
濤
Ｓ
Ｄ
三
二

一
九
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
二
九
は
井
戸
の
西
辺
の
南
北
玉
石
濤
で
あ
る
。
幅
四
〇
皿
、
深
さ

一
〇
釦
で
、
底

・
側
石
に
径
二
〇
を
三
〇
硼
の
玉
石
を
使
用
し
て
い
る
。
北
端

で
井
戸
の
北
辺
の
東
西
玉
石
濤
Ｓ
Ｄ
三
二
七
〇
に
Ｌ
字
状
に
接
続
し
、
南
端
で

南
辺
の
東
西
玉
石
溝
Ｓ
Ｄ
三

一
九
三
に
Ｔ
字
状
に
合
流
し
て
、
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七

・
三
二
二
六
に
通
じ
て
い
る
。
全
長
二
五

・
六
ｍ
あ
り
、
木
簡
は
二
（○
）
点
出

土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
は
井
戸
の
南
辺
の
東
西
玉
石
濤
で
、
西
端
で
、
Ｌ
字
状
に
曲

が
る
Ｓ
Ｄ
三
二
二
三
に
接
続
し
て
Ｓ
Ｄ
三
二
二
九
に
通
じ
、
東
端
は
Ｓ
Ｄ
三
二

九
七
に
通
じ
て
い
る
。
全
長

一
二
ｍ
で
あ
る
。
側
石
が
遺
存
し
て
い
る
だ
け
だ

が
、　
Ｓ
Ｄ
三
二
二
九
と
同
じ
つ
く
り
と
考
え
ら
れ
る
。　
の
ち
に
Ｓ
Ｄ
三
二
二

三
と
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
と
の
接
続
部
分
が
玉
石
で
閉
塞
さ
れ
て
い
る
。
木
簡
は

一

盆
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二

一
九
は
、
そ
の
Ｓ
Ｄ
三
二
二
三
閉
塞
の
後
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
水
を
う
け
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
素
掘
り
の
南
北
濤
で
あ

る
。
北
端
が
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
西
端
に
接
続
し
、
南
端
は
発
掘
区
域
外
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
三
に
合
流
す
る
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
幅
六
〇
餌
、
深
さ
五
飢
、
全
長

一
〇

ｍ
あ
り
、
木
筒
は

一
（○
）
点
出
土
し
て
い
る
。

第7図  SE3230井戸と周辺の薦
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Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
は
井
戸
の
東
辺
に
あ
る
玉
石
の
南
北
濤
で
、
玉
石
濤
二
時
期
が
重
複
し
て
い
る
。
古
い
玉
石
苫
は
南
端
で
Ｓ
Ｄ
三

二
七
〇
に
Ｌ
字
状
に
接
続
し
、　
北
端
で
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
に
Ｔ
字
状
に
合
流
し
、　
全
長

一
四
ｍ
あ
る
。　
こ
の
古
い
溝
は
、　
Ｓ
Ｄ
三
二

七
〇

・
三
二
二
九

・
三
二
二
三

・
三
二
〇
六
と
同
様
の
つ
く
り
で
、
同
時
期
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
玉
石
溝
が
、
Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇

の
周
囲
を
と
り
囲
み
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
三

・
三
二
九
七
に
合
流
し
て
い
た

一
時
期
が
考
え
ら
れ
る
。
新
し
い
濤
は
、
古
い
濤
の
上
に
や

や
東
に
ず
れ
て
あ
る
玉
石
溝
で
あ
る
。
濤
の
つ
く
り

。
深
さ
は
古
い
濤
と
同
じ
で
あ
る
が
、
幅
が
や
や
広
く
六
〇
凱
あ
る
。
ま
た
古

い
濤
と
異
な
り
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
よ
り
南
方

へ
の
び
て
お
り
、
全
長

一
八
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
新
し
い
濤
の
底
は
、
古
い
溝
の
底
よ

り

一
〇
皿
ほ
ど
高
い
だ
け
だ
が
、
ほ
か
に
対
応
す
る
濤
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
木
簡
は
古
い
玉
石
濤
か
ら

一
盆
）
点
出
上
し
て
い

ＺＯ
ＣＳ

Ｋ
三

一
九
五
土
壊
　
一
辺
六
〇
飢
、
深
さ
二
〇
ｍ
の
方
形
の
上
羨
で
、
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
西
方
八
〇
ｍ
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
南

方
六
ｍ
に
あ
る
。
埋
土
は
、
有
楼
物
を
多
く
含
ん
だ
黒
色
砂
質
上
で
、
瓦

。
上
器
片
と
共
に
四
全
）
点
の
木
筒
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
九
六
土
猿
　
一
辺
七
〇
飢
、
深
さ
二
Ｏ
ｍ
の
方
形
の
上
羨
で
、
Ｓ
Ｋ
三

一
九
五
の
北
方

一
・
八
ｍ
に
あ
る
。
埋
土
は
Ｓ

Ｋ
三

一
九
五
と
類
似
し
、
有
機
物
を
多
く
含
ん
だ
黒
色
砂
質
上
で
、
若
干
の
瓦

・
土
器
片
と
共
に
四
（四
）
点
の
木
筒
が
出
土
し
て
い

ク０
。Ｓ

Ｋ
三
二
０

一
土
嬢
　
長
径

一
・
六
ｍ
、
深
さ
五
〇
師
の
ほ
ぼ
卵
形
の
上
羨
で
、
Ｓ
Ｋ
三

一
九
六
の
西
方
二

。
四
ｍ
に
あ
る
。
埋

土
は
、
木
質
遺
物
を
多
く
合
ん
だ
油
質
上
で
、
木
衝
は
六
全
一）
点
出
土
し
て
い
る
。

「蟷
蚊
侍
縫
殿
」
の
木
簡

全
充
０
が
注
目
さ
れ

Ｚや
。
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Ｓ
Ｋ
三
二

一
〇
土
壊
　
長
径

一
・
四
ｍ
、
深
さ
五
〇
甑
の
精
円
形
の
上
羨
で
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
北
方

一
ｍ
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
の

東
に
接
す
る
位
置
に
あ
る
。
木
簡
は
三
金
σ
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
二

一
三
土
壊
　
一
辺

一
・
一
ｍ
、
深
さ
四
〇
飢
の
方
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
の
東
方
三
ｍ
、
Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
の
北

方
七

・
八
ｍ
に
あ
る
。
埋
土
は
有
機
物
を
多
量
に
含
ん
だ
腐
植
土
で
あ
る
。
木
簡
は
箸
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
八
全
う
点
出
土
し

て
い
る
。
和
釦
二
年
の
年
紀
の
あ
る
春
襦
の
荷
札

企
一セ０９
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
Ｓ
Ｋ
三
二

一
三
付
近
に
は
部
分
的
に
玉
石
敷
が
の
こ
り
、
そ
の
上
層
の
，ハ
ラ
ス
層
か
ら
、
多
量
の
有
機
質
遺
物
と
共
に

一
一

（七
）
点
の
木
衝
が
出
上
し
て
い
る
。
神
護
景
雲
三
年
の
年
紀
の
あ
る
調
の
荷
札

命
一七０も
が
注
目
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｋ
三
二
六
四

・
三
二
六
五

・
三
二
七

一
土
壊
　
Ｓ
Ｄ
三
二
七
〇
と
Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
の
接
続
点
付
近

に
散
在
す
る
土
羨
群

（径

○
・
四
ぞ
一
生
ハ
じ

で
あ
る
。
こ
の
中
か
ら
人
形

・
糸
巻
な
ど
の
木
製
品
と
と
も
に
二
七
全
０
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
天
平

勝
宝
七
歳
の
年
紀
の
あ
る
赤
米
貢
進
荷
札

全
七
一３
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｋ
三
二
七

一
の
や
や
北
方
で
、
地
山
砂
の
上
層
の
粘
土

層
か
ら
木
筒

一
（○
）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三
二
〇
五
柵
　
Ｓ
Ｄ
三
二

一
九
の
東
方

一
ｍ
に
あ
る
南
北
柵
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
九
二
の
北
岸
に
あ
る
東
西
柵
Ｓ
Ａ
三

一
一

〇
に
接
続
す
る
。
四
間
分
を
検
出
し
、
柱
掘
方
は
か
な
り
不
揃
い
で
あ
る
が
、
木
簡
の
出
土
し
た
北
端
の
柱
掘
方
は
五
五
Ｘ
六
〇
甑
、

深
さ
二
五
凱
の
方
形
の
掘
方
で
あ
る
。
木
街
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
八
月
の
年
紀
の
あ
る
官
舎
人
に
関
す
る
文
書
木
簡

一
全
）
点
が
出

土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
二
八
三
土
壊
　
一
・
五
Ｘ
二
ｍ
、
深
さ
三
〇
飢
の
方
形
の
上
娠
で
、
Ｓ
Ｄ
三
二
七
〇
の
西
方
延
長
上
、
Ｓ
Ｄ
三
二
三
六
の
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東
岸
に
接
し
て
あ
る
。
中
央
に
径
四
〇
飢
の
柱
痕
跡
が
あ
り
、
柱
掘
方
か
と
思
わ
れ
る
が
、
周
囲
に
く
み
あ
う
柱
穴
は
な
く
、
建
築

遺
構
と
し
て
ま
と
ま
ら
な
い
。
木
片

・
土
器

・
瓦
片
と
と
も
に
六
金
ご
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｖ
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
以
東
の
地
域

Ｓ
Ｄ
三

一
八
〇
溝
　
こ
の
地
域
の
北
辺
に
検
出
し
た
東
西
濤
で
、
幅

一
ｍ
、
深
さ
二
〇
之
三
〇
甑
で
、
全
長

一
四
ｍ
を
確
認
し
て

い
る
。
底
に
径
四
〇
ｍ
ほ
ど
の
玉
石
が
部
分
的
に
な
ら
ん
で
残

っ
て
お
り
、
玉
石
溝
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
木
簡
は

一
（○
）
点
出

土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三

一
七
七

・
三

一
七
八
柵
　
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｄ
三

一
八
〇
の
南
岸
に
あ
る
東
西
柵
で
あ
る
。
両
柵
の
柱
穴
は
ほ
と
ん
ど

一
線
に

な
ら
び
、
Ｓ
Ａ
三

一
七
七
は
四
間
分
、
Ｓ
Ａ
三

一
七
八
は
六
間
分
の
柱
穴
を
検
出
し
て
い
る
。
柱
掘
方
は
両
柵
の
間
で
変
り
が
な
く
、

一
辺
あ
る
い
は
径
七
〇
甑
、
深
さ
三
０
２
四
〇
飢
の
方
形
あ
る
い
は
円
形
の
掘
方
で
あ
る
。
前
後
関
係
は
不
粥
だ
が
、　
一
方
が
他
方

の
た
て
か
え
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
木
筒
は
Ｓ
Ａ
三

一
七
七
の
西
端
柱
掘
方
埋
土
か
ら

一
会①
）
点
、　
Ｓ
Ａ
三

一
七
八
の
東
か
ら

第
二

・
三

・
四
番
目
の
柱
樋
方
埋
土
か
ら
四
（四
）
点
出
上
し
て
い
る
。
Ｓ
Ａ
三

一
七
八
か
ら
出
土
し
た
縫
殿
に
関
す
る
文
書
木
簡
二

点

全
垂
〒

毛
一３

が
注
目
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
五
四

・
三

一
五
五
薄
　
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
は
、
こ
の
地
域
の
東
北
隅
か
ら
中
央
へ
斜
行
す
る
素
掘
り
溝
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
は
、
北
端
で
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
の
西
側
に

「く
」
字
形
に
と
り
つ
き
、
南
方

へ
流
下
す
る
素
掘
り
溝
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五

は
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
よ
り
新
し
く
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
を
の
ち
に
途
中
で
つ
け
か
え
た
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
は
幅
二

・
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０
２
二

・
四
ｍ
、
深
さ
四
〇
凱
で
、
堆
積
土
は
粗
砂
層

（上
層
）、
礫
層

（中
層
）
、
細
砂
層

（下
層
）
の
三
層
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五

は
幅

一
。
二
ｍ
、
深
さ
二
〇
飢
、
堆
積
土
は
砂
層
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
の
濤
内
に
は
、
周
囲
を
玉
石
溝
に
し
た
径
二
ｍ
の
く
ば

み
が
あ
り
、
水
を
溜
め
る
よ
う
に
し
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
は
、
屈
曲
部
の
西
壁
に
玉
石
積
が
残

っ
て
お
り
、
特
に

水
勢
の
強
い
屈
曲
部
の
み
玉
石
積
で
護
岸
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
の
中
央
部
は
、
そ
の
上
部
を
の
ち
に
土
器
溜

（Ｓ
≦
一三
三
七
≧
〓
三
九
）
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
か
ら
は
三
層
す
べ
て
と
く
ば
み
か
ら
四

一
全
≡
影

点
出
土
し
、　
上
層
か
ら
天
平

一
九
年

一
一
月
の
年
紀
の
あ
る
春
米
荷
札

全
一七四も
、　
下
層
か
ら
郷
里
制
に
も
と
ず
く
記
載
の
あ
る
荷

札

会
一七〓じ
、
女
希
に
関
す
る
も
の
全
七霊も
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
か
ら
は
、
八
（五
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
六
九
土
壊
　
長
径
八
〇
硼
、
深
さ
二
〇
ｍ
の
精
円
形
の
土
羨
で
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
の
西
岸
に
あ
る
。
木
簡

一
（○
）
点
が

出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
付
近
の
整
地
層
　
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
付
近
に
は
、
上
層
か
ら
暗
褐
色
土
層
、
暗
灰
色
砂
質
土
層
、
褐
色
砂
層
の
三
層

の
整
地
層
が
み
ら
れ
る
〕
こ
れ
ら
の
層
位
は
、
部
分
的
に
や
や
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
暗
褐
色
土
層
の
一
部
が
暗
黒
色
粘
質
土
層

に
変

っ
て
い
た
り
、
暗
褐
色
土
層
と
暗
灰
色
砂
質
土
層
と
の
間
に
、
木
波
層
が
は
さ
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四

は
暗
灰
色
砂
質
土
層
か
ら
掘
り
こ
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
整
地
層
と
の
前
後
関
係
が
知
ら
れ
る
。
木
簡
は
整
地
層

・
木
炭
層
の
各

層
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
暗
褐
色
土
層
か
ら

一
盆
）
点

会
一実
∪
、
暗
黒
色
粘
質
土
層
か
ら

一
盆
）
点

会
巧
奎
）、
木
炭
層
か
ら
天
平
宝

字
の
年
号
の
あ
る
荷
札
な
ど
九

（八
）
点

会
一実
共ぞ
一一セ七影
、
暗
灰
色
砂
質
土
層
か
ら
二
五

（
一
九
）
点

会
一七七四
生
一帝九じ
、
褐
色
砂
層
か
ら

一
（
３
点

全
主
し
が
出
土
し
て
い
る
。
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ま
た
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
か
ら
西
方
に
や
や
は
な
れ
た
と
こ
ろ
で
、
暗
灰
色
砂
質
土
層
の
下
層
の
砂
層
か
ら

一
全
）
点

会
一七九∪
、
暗
褐

色
灰
層
か
ら

一
盆
）
点

盆
七九も
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
二

一
七
〇
薄
　
Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
の
西
方
四
ｍ
に
検
出
し
た
素
掘
り
の
溝
で
あ
る
。
東
北
か
ら
南
西
に
斜
行
し
、
南
端
で
西
折

し
て
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
に
合
流
す
る
。
幅
六
〇
皿
、
深
さ

一
〇
甑
で
、
全
長
二
〇

・
四
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
木
簡
は
二
（
３
点
出
土

し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
二
八
濤
　
幅
三
〇
飢
、
深
さ

一
〇
弧
の
素
掘
り
の
東
西
濤
で
、
こ
の
地
域
の
中
央
部
で
検
出
し
た
。
全
長

一
四
ｍ
を
確

認
し
、
西
端
四
ｍ
は
木
樋
と
な
っ
て
い
る
。
埋
土
は
暗
黒
色
粘
質
上
で
あ
る
。
切
り
合
い
関
係
か
ら
み
て
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
よ
り
新

し
い
。
木
簡
は

一
（
３
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
五
八
土
墳
　
長
径
七
〇
阻
、
深
さ
四
〇
針
の
精
円
形
の
土
頻
で
、
Ｓ
Ｄ
三

一
二
八
の
西
端
の
木
樋
の
南
方
四
〇
飢
の
と

こ
ろ
で
倹
出
し
た
。
層
位
か
ら
み
て
Ｓ
Ｄ
三

一
二
八
よ
り
古
い
。
木
簡
は
女
稀
に
関
す
る
も
の
一
盆
）
点
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
濤
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
東
方
四

・
五
ｍ
に
あ
る
素
掘
り
の
南
北
濤
で
あ
る
。
東
壁
が
畦
畔
下
の
た
め
幅
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
最
も
広
い
と
こ
ろ
で
二

・
六
ｍ
あ
り
、
深
さ
は
三
０
２
四
〇
甑
で
あ
る
。
削
平
の
た
め
北
で
消
え
て
お
り
、
全
長

四
五
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
が
、
北

へ
の
び
て
Ｓ
Ｄ
三

一
七
〇
の
屈
曲
部
に
合
流
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
堆
積
土
は
、
上
層
か
ら
灰
色

土
層
、
黒
色
粘
質
土
層
、
黄
白
色
細
砂
層
の
三
層
で
、
木
簡
は
、
上

。
中
層
か
ら
土
器

・
木
片
な
ど
と
と
も
に
、
八
全
◇
点
出
土
し

て
い
る
。
天
平
勝
宝
の
年
号
の
あ
る
調
の
荷
札

全
合
し
が
あ
る
。

ま
た
こ
の
済
の
上
層
を
お
お
う
暗
灰
色
土
層
か
ら
木
簡

一
（○
）
点
、
斉
の
南
端
の
西
岸
の
整
地
層
下
の
砂
層
上
面
か
ら
、
天
平
神
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護
の
年
号
の
あ
る
付
札

一
盆
）
点

全
〈Φし
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
五
七
薄
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
に
直
交
す
る
東
西
濤
で
あ
る
。
側
壁

・
底
に
玉
石
を
用
い
、
幅

一
血
、
深
さ

一
Ｏ
ｍ
、
全
長

二
〇
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
堆
積
土
は
灰
黒
色
砂
混
り
粘
上
で
あ
る
。
こ
の
溝
は
切
り
合
い
関
係
か
ら
み
て
、
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
新

し
い
溝
と
は
同
時
期
の
可
能
性
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
よ
り
古
い
。
木
簡
は
二
会
ラ
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三
〇
五
土
渡
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
東
岸
に
検
出
し
た
円
形
の
土
娠

（径
九
〇
ｍ
、
深
三
二
〇
倣
）
で
、　
本
簡
は
、
藁
製
の
円

座
と
と
も
に
三
一
ラ
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三
三
〇
六
土
墳
　
Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
の
西
岸
に
検
出
し
た
方
形
の
上
羨

（
一
辺
一
ｍ
、
深
主
一三

ｍ
）
で
、　
木
簡
は
二
全
し
点
出

上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
三
七

・
三

一
三
九
土
壊
　
こ
の
地
域
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
南
北
に
並
ん
で
い
る
、
長
い
二
個
の
土
娠
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
三

一

二
九
北
上
羨
は
、
南
北

一
〇

ｍ
、
深
さ

一
五
２
二
四
ｍ
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
南
土
羨
は
、
南
北
九
ｍ
、
深
さ
二
三
２
二
七
凱
で
、
幅
は

両
土
羨
と
も
二
ｍ
で
あ
る
。
両
土
羨
は
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
の
上
に
あ
り
、
埋
土
は
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
が
三
層
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
が
二
層

に
わ
け
ら
れ
る
が
、
両
土
羨
と
も
、
各
層
か
ら
瓦

・
土
器

・
檜
皮

・
木
片
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
三

一
五
五
の
上
部

を
利
用
し
た
塵
芥
処
理
の
た
め
の
土
羨
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
か
ら
天
平
宝
字
三
年
五
月
、
景
雲
四
年
九
月
の

年
紀
の
あ
る
調
荷
札

会
蚕
〒

天
一も

な
ど
四
（四
）
点
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
か
ら
五
（五
）
点
出
土
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
と
し
て
は
、
多

量
の
上
器

・
瓦
の
ほ
か
に
（
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
か
ら
漆
塗
の
棒
、
墨
書
土
器
各

一
点
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
か
ら
木
製
漆
塗
高
杯

・
和
銅
開

弥

・
神
功
開
宝
各

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
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Ｓ
Ｋ
三

一
四
二
土
壊
　
一
辺
六
〇
蝕
、
深
さ
三
〇
ｍ
の
方
形
の
上
竣
で
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
の
西
方
に
接
し
て
検
出
し
た
。
木
街

一

盆
）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
三
六
濤
　
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九

・
三

一
三
七
の
東
方
五
〇
硯
に
検
出
し
た
素
掘
り
の
南
北
溝
で
あ
る
。
幅
八
〇
凱
、
深
さ

一

〇
甑
で
、
全
長

一
九
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
層
位
か
ら
み
て
、
Ｓ
Ｋ
三

一
三
九

・
三

一
三
七
よ
り
新
し
い
。
木
簡
は
、　
〓

一
盆

一
σ

点
出
土
し
て
い
る
。
若
狭
国
三
方
郡
か
ら
の
貢
進
物
荷
札
四
点

今
ヨ
ぅ
一一一点
は
能
登
郷
の
調
塩
荷
札
）
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
の

が
注
目
さ
れ
る

全
一〈三
己
貢
一う
。

Ｓ
Ｄ
三

一
三
四
濤
　
Ｓ
Ｄ
三

一
三
六
の
上
に
、
や
や
東
に
ず
れ
て
検
出
し
た
玉
石
使
用
の
南
北
濤
で
あ
る
。
幅
八
〇
飢
で
、
わ
ず

か
全
長

一
・
八
ｍ
が
遺
存
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
側
壁
に
径
三
〇
飢
ほ
ど
の
玉
石
を
並
べ
、
底
に
径

一
〇
甑
ほ
ど
の
小
石
を
敷
い

て
い
る
。
木
筒
は
調
鉄
荷
札

一
盆
）
点

全
八一脅
）
が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三
〇
九
九
棚
　
こ
の
地
域
の
中
央
部
東
辺
に
あ
る
南
北
柵
で
、
九
個
の
柱
穴
を
検
出
し
た
。
柱
掘
方
は
、　
一
辺
あ
る
い
は
径

一
ｍ
、
深
さ
四
〇
甑
の
方
形
あ
る
い
は
円
形
の
掘
方
で
あ
る
。
木
筒
は
北
端
の
柱
掘
方
埋
土
か
ら
五
（四
）
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
二
四
土
壊
　
Ｓ
Ａ
三
〇
九
九
の
北
か
ら
四
番
目
の
柱
穴
と
重
複
す
る
方
形
の
上
茨
で
あ
る
。
七
〇
×
六
〇
ｍ
、
深
さ
三

〇
甑
で
、
埋
上
内
に
は
多
量
の
瓦

・
木
片

・
木
灰

。
有
機
物
を
包
合
し
て
い
る
。
こ
の
上
疾
に
は
Ｓ
Ａ
三
〇
九
九
の
柱
穴
な
ど
五
個

の
柱
穴

・
土
羨
が
重
複
し
て
ほ
ら
れ
て
い
た
が
、
切
り
合
い
関
係
か
ら
み
て
Ｓ
Ｋ
三

一
二
四
が
最
も
新
し
い
。
木
簡
は
天
平

一
九
年

一
〇
月
の
年
紀
の
あ
る
も
の
全
全
５

な
ど
二
０
一）
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
門
基
壇
下
層
堆
積
土
　
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
は
、
こ
の
地
域
の
南
部
の
西
寄
り
に
検
出
し
た
門
と
考
え
ら
れ
る
礎
石
建
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物
で
あ
る
。
南
北
に
な
ら
ぶ
四
個
の
礎
石
の
根
石
と
基
壇
を
検
出
し
て
い
る
。
こ
の
基
壇
の
た
ち
わ
り
の
結
果
、　
基
壇
積
土

（厚
さ

三
五
∽
）
直
下
の
黒
褐
色
堆
積
土
層
か
ら
二

一
０
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
の
黒
褐
色
土
層
は
瓦

・
土
器
片
を
包
含
し
、
後
に
の

べ
る
Ｓ
Ｄ
三

一
〇
九
濤
の
上
を
お
お
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
二

一
一
三
濤
　
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
の
基
壇
の
東
に
あ
る
素
掘
り
の
南
北
濤
で
、
全
長
二
〇
ｍ
を
検
出
し
た
。
二
時
期
が
あ
り
、

上
層
の
新
し
い
濤
は
幅
九
〇
飢
、
深
さ
二
〇
甑
、
堆
積
土
は
責
褐
色
砂
質
上
で
、
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
に
と
も
な
う
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

下
層
の
古
い
溝
は
、
幅

一
・七
ｍ
、
深
さ
三
〇
ｍ
、
堆
積
土
は
檜
皮

。
木
質
物
を
多
量
に
包
含
し
た
暗
茶
褐
色
砂
層

（上
層
）、
土
器

・

瓦
を
包
合
し
た
暗
褐
色
含
礫
土
層

（下
層
）
の
二
層
で
あ
る
。
こ
の
古
い
溝
は
、　
一
部
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
の
基
壇
の
下
に
入
り
こ
ん
で
い

る
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
よ
り
古
い
。
木
簡
は
、
古
い
濤
か
ら
天
平
勝
宝
八
歳

一
一
月
の
年
紀
の
あ
る
文
書
木
簡

一
全
）
点

全
一〈四う

が
出
上
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三

一
〇
九
薄
　
Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
の
東
方
三
ｍ
に
検
出
し
た
南
北
濤
で
あ
る
。
幅
八
〇
ｍ
、
深
さ
三
Ｏ
ｍ
、
底
は
径
三
〇
２
四

〇
凱
の
玉
石
を
敷
き
、
両
壁
は
板
を
な
ら
べ
、
そ
の
内
側
に
七
〇
甑
間
隔
で
杭
を
打

っ
て
押
え
て
い
る
。
推
積
土
は
、
土
器

・
瓦
片

を
包
含
す
る
黒
色
砂
質
上
で
あ
る
。
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
の
基
壇
の
南
で
五
ｍ
と
、
基
壇
の
た
ち
わ
り
で
西
岸
側
板
の
一
部
を
検
出
し
て

お
り
、
延
長

一
〇

・
八
ｍ
を
確
認
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
基
壇
積
上
の
下
か
ら
検
出
し
て
い
る
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
三

一
一
六
よ
り
古

い
。
木
簡
は
三
（
３
点
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
三

一
〇
六
柵
　
Ｓ
Ｄ
三

一
一
三
の
東
岸
に
あ
る
南
北
柵
で
あ
る
。
柱
掘
方
は
や
や
不
揃
い
で
あ
る
が
、
長
径

一
・
五
ｍ
前
後
、

深
さ
二
五
ｍ
の
楕
円
形
の
掘
方
で
あ
る
。
木
簡
は
、
北
端
と
北
か
ら
三
番
目
の
柱
穴
か
ら
三
全
じ
点
出
土
し
て
い
る
。



能登 能登 ′(田
能登 鹿島

越中 羽昨 都知
丹波 桑口 川人
氷上 井原
何鹿 高津

丹後 与謝 官津
与社 謁叡
竹野 鳥取
竹野 芋野
竹野 舟木
熊野 田村

但馬 養父 老左
七美 射添

伯者 河村 笏賀
隠岐 周吉 奄可
播磨 明石 藤江建)
赤穂 大原
佐用 相原
宍粟 相野建)

美作 勝田 塩湯
勝田 豊国

備前 邑久 尾奴
邑久 尾張
赤坂 櫓□
児島 小豆

備後 御調 諌山僅)
紀伊 那賀 荒河
海部 可太
安諦 英多
安諦 幡陥
日高 財部

淡路 三原 阿麻
阿波 那賀 山代
那賀 和射

讃1虎 大内 入野
三木 池辺

天平宝字 3

天平勝宝 7

神護景雲 3

延暦元

天平宝字

天平宝字 5

天平宝字 5

2280

2817

2195

2272

2255

2182

2556

2256

2205

2258

2257

2259・ 2260

2715

2187

2748

2291

2749

2261

2184

1955

2186

2262

2206βッ2208

７５２

０７８

・７７

２６３

２６６

７０７

２０９

２．．

２． ０

１７６

７． ７

・８３

８． ６

５９。

* 〔 〕は「郷・里」を付してないもの。〇は和名抄に郷名のみえるも
の, ×はみえないもの。なお高本は高山寺本,刊本は元和三年那波道
円校刊の古活宇版 (『 日本古典全集』)の和名抄をさす。

○

○

○

○

○

○

○

○

○
×

X

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
×

総 説

加島

能登国

刊本にはなし

遠佐

蔵江

尾沼

沼隈郡

郡

郡

田

田

在

在

川

太
　
　
　
　
万

荒

賀

　

　

　

阿

×
○

○

○

○

×
○

○

○

○

○

○



第 4表 木簡にみえる郷名一覧

木簡 番 号

２７。４

２． ９２

２． ９４

２２４７

２２４６

２７４０

・９２６

２２． ６

２７８．

２２０．

２８３５

・９４９

和

内

　

賀

　

勢

大

河

　

伊

　

伊

摩

　

張

士
心
　

尾

参河

距
妨
絆
厘
　
掛
線

添  大野律)
志紀 少林
志紀 田井
安拝 服織
伊賀 長田
桑名 熊口
鈴鹿 鈴鹿
飯野 黒田
志摩 伊雑
英虞 船越
中島 石作
山田 山口
智多 英比
飽臣 寸礼建)
額田 新木
渥美 幡太
那賀 射鷲
朝夷 健田
那賀 〔酒烈埼〕

蒲生 阿伎建)
犬上 尼子
緑野 小野
遠敷 速敷
遠敷 小丹生
遠敷 丹生僅)
遠敷 佐分僅)
遠敷 佐分
遠敷 佐文
遠敷 木津
遠敷 青
三方 能登
三方 乃止
三方 竹田律)
足羽 野田
坂井 荒墓
坂井 荒伯
江沼 忌浪

1928

2278

2277

2267・ 2268

2279

2276

2302

2289

2248

2776

2251

2254

2188・ 2189

不日例司2

天平宝字 4

天平宝字

天平勝宝 8

養老 6

天平勝宝 2

神護景雲 4

天平勝宝 2

2591

2592

2819

1950,2801

1948・ 2283

2818。 2823・ 2824

期　　　　　的翻
本

脚　　　　　　　　　　　鴎
勅　　　　　錯

×

×
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×
○

×

○

○
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付
　
圭早
　
と迎
酒
司
と
大
嘗
祭

一　
造
酒
司

と
木
簡

本
報
告
書
収
録
の
木
筒
の
う
ち
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区

（Ｖ
地
区
）
出
上
の
木
筒
は
宮
内
省
被
官
の
造
酒
司
に
関
連
す
る
内
容
を
含
む
も
の
が

多
く
、
ひ
と
つ
の
官
衝
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
遺
構
の
状
況
や
他
の

遺
物
、
上
器
の
墨
書
な
ど
か
ら
こ
の
地
区
が
宮
内
省
造
酒
司
か
、
そ
の
一
部
で
あ

っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
り
、
平
城
官
内
で
具

体
的
に
官
衛
の
所
在
の
知
ら
れ
る
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

そ
こ
で
新
た
な
資
料
を
加
え
た
こ
と
に
よ
り
、
造
酒
司
が
ど
の
よ
う
な
官
衝
で
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も

っ
て
い
た
か

を
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
し
奈
良
時
代
の
造
酒
司
の
実
態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
り
え
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
造
酒
司
の
組
織
に

簡
単
に
ふ
れ
、
平
安
官
と
の
関
連
で
造
酒
司
の
所
在
場
所
に
つ
い
て
若
干
検
討
す
る
に
と
ど
め
る
。
次
に
醸
造
≡
房
と
し
て
の
造
酒

司
内
部
の
施
設
、
酒

・
酢
等
の
醸
造
の
方
法
、
製
品
の
用
途
な
ど
に
つ
い
て

『延
喜
式
』
を
中
心
に
考
え
て
み
る
。
ま
た
新
嘗
祭

・

大
嘗
祭
等
に
使
用
さ
れ
る
酒
と
木
簡
に
み
え
る
酒
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

０

造
酒
司

の
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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職
員
令
に
よ
れ
ば
造
酒
司
は
正

一
人
、
佑

一
人
、
今
史

一
人
、
酒
部
六
〇
人
、
使
部

一
二
人
、
直
丁

一
人
が
お
り
、
そ
れ
に
酒
戸

が

一
八
五
戸
付
属
し
て
い
た
。

造
酒
司
の
主
な
職
務
は
供
御
お
よ
び
神
事

・
節
会
な
ど
に
用
い
る
酒
や
峰

（あ
ま
ざ
け
）
。
酢
等
を
造
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
ま
た
酒

部
は
主
と
し
て
節
会
の
折
の
行
傷

（酒
の
酌
を
す
る
】」
と
）
や
榊
事
の
際
の
献
酒
な
ど
に
従

っ
た
。

酒
戸
は

『令
集
解
』
職
員
令
所
引
古
記
に
よ
れ
ば

一
八
五
戸
の
う
ち

一
六
〇
戸
が
品
部
で
あ
り
、
大
和
国
九
〇
戸
、
河
内
国
七
〇

戸
で
、
八
〇
丁
ご
と
に
上
番
し
て
使
役
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
酒
戸
は
醸
造
に
従

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
り
の
二
五
戸
は
摂

津
国
に
あ
り
、
そ
の
う
ち

一
〇
戸
を
客
饗
の
時
の
役
に
充
て
て
い
た
。

０

造
酒
司

の
位
置

平
城
官
の
造
酒
司
の
位
置
は
文
献
の
上
か
ら
は
全
く
推
定
す
る
手
が
か
り
は
な
い
。
平
安
官
の
造
酒
司
は
九
条
家
本
や
陽
男
文
庫

本
の
官
城
図
に
よ
れ
ば
官
の
西
方
で
豊
楽
院
の
西
北
に
位
置
し
て
お
り
、
平
城
官
造
酒
司
推
定
遺
構
が
内
裏
外
郭
の
東
方
に
位
置
す

る
事
実
と
合
わ
な
い
。

た
だ

『延
喜
式
』
に
は
造
酒
司
と
は
別
の
場
所
と
み
ら
れ
る

「酒
殿
」
の
語
が
三
個
所
に
わ
た
り
出
て
お
り
、
こ
の
酒
殿
の
場
所

に
つ
い
て
平
城
官
造
酒
司
と
の
関
連
で
若
干
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず

『民
部
式
』
に

「九
内
酒
殿
料
黒
米
百
五
十
斜
、
井
大
歌
所
料
汁
八
斜
七
斗
二
升
三
合
二
勺
五
撮
受
於
省
」
と
あ
り
、

「内

酒
殿
」
の
語
が
み
え
る
。
ま
た

『主
殿
式
』
に

「造
酒
司
油
四
升
剛
噸
搬
牲
ご

と
あ
り
、
「御
酒
殿
」
が
造
酒
司
の
管
下
に
あ

っ
た
こ
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と
が
知
ら
れ
る
。　
ま
た

『造
酒
式
』
の
年
料
醸
酒
数
条
に

「御
酒
料
二
百
十
二
斜
九
斗
三
升
六
合
九
勺
九
撮
」
の
内
訳
と
し
て
山

城

・
大
和

・
河
内

・
和
泉

・
摂
津
か
ら
の
醸
酒
用
米
年
料
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に

「就
レ中
割
二十
石
一付
工東
酒
殿
こ

と
あ
り
、

造
酒
司
と
結
び
つ
き
を
持
ち
な
が
ら
特
別
な
場
所
と
し
て
東
酒
殿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
内
酒
殿

・
御
酒
殿

。
東
酒
殿
は
お
そ
ら
く
同

一
の
も
の
と
み
ら
れ
、

「内
」
や

「御
」
な
ど
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
る
と
内
裏
近
く
に
あ
り
、
内
裏
の
み
に
か
か
わ
る
酒
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
所
に
つ
い
て

『
日
本
紀
略
』
承
平
三
年
正
月
十
三
日
条
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

今
夕
、
陽
粥
門
内
近
衛
陣
直
大
沢
有
春
、
為
工同
府
近
衛
小
槻
滋
連
・被
二念
怒
↓
於
二酒
殿
北
辺
（
以
工太
刀
一被
レ傷
之
、
即
逃
去
、

有
春
僅
存
命
、

こ
れ
か
ら
考
え
る
と
酒
殿
は
官
城
東
面
大
透
に
あ
る
陽
明
門
か
ら
遠
く
な
い
位
置
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
西
官
記
』
巻
八
所

々
事
の
酒
殿
の
項
に

「有
二別
当

〔升
〕
預
（
納
二播
磨
庸
米
（
造
レ
酒
、　
随
二蔵
人
所
召
一進
〆之
、　
一
度
不
レ過
二九
升
（
甘
糟
又
随
ノ

召
」
と
あ
り
、

『拾
芥
抄
』
中
第

一
九
官
城
部
の

「酒
殿
」
の
項
に
は

「在
二外
記
庁
東
こ

と
し
て

『
西
官
記
』
の
文
を
引
用
し
て

い
る
。

外
記
庁
の
東
が
酒
殿
で
あ
る
と
す
る
と
、　
外
記
庁
は
内
裏
の
す
ぐ
東
で
あ
る
か
ら
酒
殿
の
お
お
よ
そ
の
場
所
が
推
定
で
き
る
。

『大
内
裏
図
考
証
』
で
は
校
本

『拾
芥
抄
』
省
略
図
と
同
異
本
図
と
を
掲
げ
て
酒
殿
の
位
置
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
酒
殿

は
外
記
庁

（結
政
）
、　
釜
殿
、
御
書
所
、
侍
従
所
な
ど
が
あ
る

一
劃
の
東
北
部
を
占
め
て
い
る
。

酒
殿
の
機
能
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
知
り
え
な
い
が
、

『拾
芥
抄
』
や

『延
喜
式
』
の
記
事
に
み
え
る
よ
う
に
別
当
、
預
な
ど
が
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置
か
れ
播
磨
の
庸
米
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
造
酒
司
へ
の
畿
内
各
国
か
ら
の
酒
米
の
一
部
も
納
め
ら
れ
て
お
り
、
酒
殿
料
米
が
民
部

省
か
ら
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
少
量
の
醸
造
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
造
酒
司
で
酒
や
酢
、
甘
陛
を
造

る
場
合
に
は
そ
の
料
米
を
畿
内
諸
国
か
ら
進
上
さ
せ
る
他
に
、
民
部
省
の
庸
米
を
受
け
て
い
る
が
盆
筆
じ
、　
同
じ
こ
と
が
小
規
模
な

が
ら
酒
殿
で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

酒
殿
で
醸
造
さ
れ
た
酒
は
後
述
の
よ
う
に
殿
の
醸
す
酒
と
し
て
大
嘗
祭
の
時
に
内
裏

。
中
官

。
東
官
に
給
さ
れ
、
大
嘗
祭
第
四
日

目
の
豊
明
節
会
に
は
親
王
以
下
五
位
ま
で
に
給
さ
れ
る
。
ま
た

『
西
宮
記
』
に
よ
れ
ば
新
嘗
祭
の
常
寧
殿
試
五
節
の
と
き
大
歌
の
人

等
に
酒
殿
御
酒
を
賜
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ご
と
く
、
ご
く
内
む
き
の
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『延
喜
式
神
名
帳
』
に
よ
れ
ば
造
酒
司
の
神
六
座
の
う
ち
酒
殿
の
神
と
し
て
酒
秀
豆
男
神
、
酒
弥
豆
女
神
の
二
座
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
神
は
貞
観
元
年
正
月
二
七
日
に
無
位
か
ら
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
が

『
三
代
実
録
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
く
平
安
宮
の
酒
殿
は
造
酒
司
の
管
下
に
あ
り
な
が
ら
造
酒
司
と
離
れ
た
内
裏
東
部
に
あ
っ
て
、
内
裏
で
特
別
の
場
合

に
使
用
さ
れ
る
酒
を
少
量
醸
造
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
所
が
平
城
宮
の
造
酒
司
推
定
地
と
似
か
よ
っ
た
場
所
で
あ
る

こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
本
冊
報
告
分
の
６
Ａ
Ａ
Ｆ
地
区
出
上
の
木
簡
の
中
に

「酒
殿
」
の
語
の
み
え
る
も
の
が
あ
り

命
蕃
Ｓ
、
平

戎
官
に
も
酒
殿
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
木
簡
が
平
城
官
東
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
少
し
推
測
を
加
え
る
な
ら
ば
、
平
城
官
で
は
造
酒
司
と
酒
殿
が
接
近
し
た
場
所
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
平
安
宮
に
な
っ
て
酒
殿
は
ほ
ば
も
と
の
位
置
を
踏
襲
し
た
も
の
の
、
造
酒
司
は
全
く
異
な
る
場
所

に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
造
酒
司
と
酒
殿
の
機
能
の
分
化
が
進
ん
だ
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
官
衡
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の
配
置
が
平
城
官
か
ら
平
安
官
ま
で
踏
襲
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
造
酒
司
の
場
所
は
立
地
条
件
に
か
な
り
左
右
さ
れ

る
か
ら
平
城
官
と
平
安
宮
で
大
き
く
異
る
こ
と
は
有
り
う
る
。
平
城
官
内
の
水
脈
は
内
裏
東
外
郭
東
方
の
南
北
の
谷
筋
が
主
要
な
も

の
で
あ
り
、
水
が
第

一
の
要
件
で
あ
る
造
酒
司
と
し
て
は
こ
の
場
所
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
え
る
。
発
掘
区
の
二
基
の
井
戸
の
う
ち
東

の
Ｓ
Ｅ
三
〇
四
六
井
戸
上
の
建
物
は
完
全
に
密
閉
さ
れ
た
泉
屋
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の
水
が
醸
造
用
に
使
わ
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
考
え
が
妥
当
性
を
持
ち
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
隣
接
部
の
発
掘
が
進
み
、
新
た
な
知
見
を
得
て
か
ら
の

考
察
に
ま
ち
た
い
。

０

造

酒

司

の
内

部

酒
・
酢
等
の
醸
造
を
主
な
職
務
と
す
る
造
酒
司
の
内
部
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
文
献
上
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
で
き

な
い
の
で
あ
る
が
、
い
く
ら
か
推
定
す
る
手
が
か
り
が
な
い
で
は
な
い
。

造
酒
司
に
は

『延
喜
造
酒
式
』
に
よ
れ
ば
九
座
の
神
が
祀

っ
て
あ
り
、
春
秋
の
祭
り
に
預

っ
て
い
た
。
そ
の
九
座
の
う
ち
二
座
は

酒
弥
豆
男
神
と
酒
弥
豆
女
神
で
、　
目
一代
実
録
』
や

『廷
喜
式
神
名
帳
』
で
は
こ
の
二
座
を

「酒
殿
神
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
二
座

は
造
酒
司
所
管
の
神
で
は
あ
る
が
、
造
酒
司
と
は
場
所
的
に
離
れ
た
内
裏
の
東
に
あ
る
酒
殿
に
ま
つ
る
神
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
造
酒

司
に
祀
る
神
の
う
ち
四
座
は
竃
神
で
、
造
酒
司
内
で
米
を
蒸
し
た
り
湯
を
沸
か
し
た
り
す
る
亀
が
四
口
据
え
て
あ
り
、
そ
の
竃
に
宿

る
神
を
祭

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
膳
司
や
大
炊
寮
、
主
殿
寮
、
大
膳
職
等
の
竃
の
役
割
の
大
き
い
官
司
で
も
竃
神
が
祭
ら
れ
、
春
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秋
の
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

残
り
の
三
座
は
大
邑
刀
自
、　
小
邑
刀
自
、　
次
邑
刀
自
と
云
い
、　
女
性
神
で
あ
る
。

『文
徳
実
録
』
斉
衡
三
年
九
月

一
一
日
条
に

「造
酒
司
酒
甕
神
、
従
五
位
下
大
邑
刀
自
、
小
邑
刀
自
等
、
並
預
二春
秋
祭
こ

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
神
が
酒
甕
の
神
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
粥
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
三
座
の
酒
甕
神
に
関
し
て

『続
古
事
談
』
第

一
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

造
酒
司
ノ
大
刀
自
卜
云
ツ
ボ

ハ
、
三
十
石
入
也
、
土

二
深
ク
ホ
リ
ス
ヱ
テ
、
フ
ゾ
カ
二
二
尺
バ
カ
リ
イ
デ
タ
ル
ニ
、　
一
条
院
ノ
御

時
、　
ユ
ヱ
ナ
ク
地
ヨ
リ
ヌ
ケ
出
テ
、
カ
タ
ハ
ラ
ニ
フ
ツ
タ
リ
ケ
リ
、
人
オ
ド
ロ
キ
ア
ヤ
シ
ミ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
、
御
門
ウ
セ
給

ニ
ケ
リ
、

三
条
院
御
時
、
大
風
フ
キ
テ
、
カ
ノ
ツ
カ
サ
タ
フ
レ
ニ
ケ
ル
ニ
、
大
ト
ジ
、
小
刀
自
、
次
ト
ジ
、
ミ
ナ
ウ
チ
フ
リ
テ
ケ
リ
、

す
な
わ
ち
三
座
の
神
は
造
酒
司
で
実
際
に
酒
を
醸
す
甕
を
神
格
化
し
て
祭

っ
た
も
の
で
あ
る
。
造
酒
司
の
中
に
三
日
の
醸
造
用
の

大
き
な
甕
が
あ
り
、
そ
れ
は
日
の
部
分
二
尺
だ
け
地
表
面
に
出
し
て
あ
と
は
土
中
に
深
く
埋
め
こ
ん
で
据
え
て
あ
る
も
の
で
、
そ
の

う
ち
の
大
刀
自
と
名
の
つ
い
た
甕
は
三
十
石
入
り
と
い
う
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
甕
に
毎
年

一
定
の
時
期
に
な
る
と
原

料
を
仕
込
ん
で
酒
を
醸
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
造
酒
司
で
作
る
酒
に
は
御
酒

・
御
井
酒

・
曜
酒
以
下
種
々
の
酒
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら

の
酒
の
ど
れ
が
、
三
日
の
変
の
ど
れ
で
造
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
他
に
も
醸
造
用
の
甕
が
あ
っ
た
の
か
粥
ら
か
で
な
い
。
た
だ
木

簡
の
中
に

「三
条
七
駈
水
四
石
五
斗
九
升
」
全
≡
）
、　
コ
一条
六
駈
三
石
五
斗
九
升
」
金
一吾
）
と
記
し
た
も
の
が
あ
り
、　
こ
れ
は
い

く
つ
も
の
駈
が
整
然
と
並
ん
で
い
て
、
水
や
酒
が
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
醸
造
用
の
甕
の
そ
ば
に
そ
れ
ら
の
駈
を

並
べ
る
広
い
場
所
が
あ

っ
た
か
、
あ
る
い
は
貯
蔵
所
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
発
掘
区
の
二
基
の
井
戸

の
排
水
溝
や
西
の
濤

（ｓ
⊇
二
〇
一一一五
）
か
ら
大
型
の
須
恵
器
の
甕
の
破
片
が
出
土
し
て
お
り
、
他
の
発
掘
区
に
比
べ
そ
の
量
は
き
わ



総 説

だ

て
多
い
Ｇ

⑭

注連
酒
司

の
職
掌

造
酒
司
の
職
掌
は
ま
ず
第

一
に
毎
年
定
期
的
に
種
々
の
酒
や
酢
等
を
醸
造
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。　
そ
の
酒
を
内
裏

。
中
官

。
東

官

・
諸
官
司
に
供
給
し
、
神
事
や
諸
節
会
に
必
要
な
酒
も
造
酒
司
か
ら
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
酒
は
造
酒
司
で
醸
造
さ
れ
た
分
も
あ
る

し
、
畿
内
各
国
か
ら
造
酒
司
へ
貢
進
さ
れ
た
酒
も
あ
っ
た
。
神
事
の
う
ち
毎
年

一
一
月
の
新
嘗
祭
と
、
天
皇
即
位
の
折
に
行
な
わ
れ

る
大
嘗
祭
は
と
く
に
重
要
な
神
事
で
あ
る
た
め
、
特
別
の
酒
が
醸
造
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
も
造
酒
司
官
人
が
参
与
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
職
掌
以
外
に
儀
式

。
節
会

・
諸
神
事
に
造
酒
司
官
人

・
酒
部

・
仕
丁
が
供
奉
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ａ
　
酒

・
酢
等

の
醸
造

『延
喜
造
酒
式
』
に
よ
れ
ば
造
酒
司
で
通
常
用
意
し
て
い
る
酒

・
酢
等
は
、
御
酒

・
御
井
酒

・
儒
糟

・
磯
酒

・
三
種
糟

・
酒
酢

・

内
膳
司
供
御
唐
莫
子
肇
甘
陛

・
雑
給
酒

・
酢

・
汁
糟

・
紛
酒
の
一
一
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
酒
の
原
料
は
大
別
し
て
二
つ
の
ル
ー
ト

か
ら
調
達
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
畿
内
諸
国
か
ら
納
入
さ
れ
る
酒
米
で
あ
り
、
ひ
と
つ
は
民
部
省
の
庸
米
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
御
酒
は
供
御

・
神
事
用
の
酒
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
料
米
は
山
城

・
大
和

・
河
内

・
和
泉

・
摂
津
の
畿
内
各
国
か
ら
出

さ
れ
た
。
御
井
酒

・
躊
糟

・
醍
酒
の
三
種
の
料
米
も
畿
内
諸
国
か
ら
造
酒
司
に
送
ら
れ
て
い
た
。
御
酒
料
二

一
二
石
余
に
対
し
て
、

御
井
酒
以
下
の
三
種
の
料
米
は
少
く
、
た
と
え
ば
御
井
酒
料
は

一
九
石
五
斗
で
あ
り
、
特
殊
な
用
途
を
持

っ
て
い
た
か
、
嗜
好
品
と

42
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し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
井
酒

が
ど
の
よ
う
な
酒
か
判
明
し
な
い
が
、
平
安
官

で
は
主
水
司
の
管
理
す
る
神
聖
な

「御
井
」
が

あ
り
、
こ
れ
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

以
外
の
種
々
の
造
酒
司
製
造
品
に
つ
い
て
も
実

態
は
不
男
で
あ
る
。
酒
酢

。
内
膳
司
供
御
唐
英

子
茎
甘
醍

・
雑
給
酒

・
酢
の
各
料
米
は
庸
米
を

民
部
省
か
ら
受
け
て
い
た
。
そ
の
う
ち
雑
給
酒

は
そ
の
名
の
と
お
り
官
内
の
各
官
司
で
の
消
費

に
充
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
料
米

は
六

一
五
石
余
で
他
に
く
ら
べ
て
多
い
。
奈
良

時
代
の
醸
造
用
米
の
調
達
ル
ー
ト
は
、
大
倭
国

正
税
帳
に
み
え
る
よ
う
に
畿
内
か
ら
納
め
ら
れ

て
い
る
点
は

『
廷
喜
式
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
木
衛
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る

よ
う
に
畿
外
諸
国
か
ら
も
貢
進
さ
れ
て
い
た
。

２２５

２２５

２２５

２２５

米

米

春

掃

赤

赤

織

田ヵぅ

作

口

人

原

柳

木

野

村

原

因

山

河

服

黒

石

山

恥

井

詔

舟

芋

田

大

豊

諌

荒

２２６２

２２６３

２２６６

２２５３

２２６５

２２５０

２２５２

２２６４

２２７．

木 簡 番 号

2267, 2268

2289

2251

2254

2272

2259, 2260

2261

拝

野

島

田

田

上

社

野

野

野

穂

田

調

賀

田

毛

安

飯

中

山

曝

氷

与

竹

竹

熊

赤

勝

御

郵

山

加

御

勢

張

め

脚

脚

御

後

後

後

磨

作

後

ω

り

伊

尾

幌

研

研

碍

丹

丹

丹

幡

美

備

硫

赤 春 米

御 酒 米

春御酒米

赤  米

原

鱈

村

弁

上

張

杵

名

両

八

川

第 5表 造酒司遺構出上の木簡にみえる米の頁進地
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今
回
報
告
す
る
造
酒
司
推
定
遺
構
か
ら
出
土
し
た
米
の
貢
進
木
衝
は
断
片
類
を
入
れ
て
合
計
二
九
点
あ
る
。
こ
の
う
ち
あ
き
ら
か
　

４４

に
酒
米
と
注
記
す
る
も
の
は
五
点
、
赤
米

。
赤
掲
米

・
赤
春
米
が
八
点
、
白
米

・
春
米

。
米
と
記
す
も
の
四
点
、
こ
の
ほ
か
米
の
貢

進
数
量
で
あ
る

「五
斗
」
と
の
み
あ
る
も
の
が
七
点
あ
る
。
こ
の
う
ち
赤
米

・
赤
掲
米

・
赤
春
米
は
同
じ
も
の
で
、
酒
料
と
し
て
天

平
年
間
の
諸
国
の
正
税
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
右
の
米
貢
進
札
の
う
ち
の
半
数
近
く
が
酒
原
料
の
米
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

『解
説

一
』
で
は
、
白
米
を
田
令
田
租
条
に
規
定
す
る
年
料
春
米
と
解
し
た
が
、
】≡
」
に
み
え
る
酒
米

・
赤
春
米
な
ど
も
白
米
と
同

じ
く
年
料
春
米
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

「納
大
炊
寮
酒
料
赤
米
弐
伯
伍
拾
玖
斜
　
充
穎
稲
伍
叶
壱
伯
捌
拾
東
」
森
郎
臥
隣
呼

の
記
載
か
ら
み
る
と
、
酒
米
は
年
料
春
米

（白
米
）
や
雑
穀
な
ど
を
管
轄
す
る
大
炊
寮
に
ま
ず
収
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
る

の
ち
、
大
炊
寮
か
ら
造
酒
司
に
分
配
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
ら
の
米
の
貢
進
木
簡
は
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
通
り
、

造
酒
司
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
の
と
こ
ろ

『延
喜
式
』
の
記
載
の
ご
と
く
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
民
部
省
の
庸
米
を
醸
造
用
に
造
酒
司
が
受
け
て
い
た
か
否

か
は
確
認
で
き
な
い
。

次
に
、
原
料
を
仕
込
む
時
期
や
、
醸
造
期
間
は
酒
の
種
類
に
よ
っ
て
異

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
御
酒
は

一
〇
月
か
ら
醸
造
を
始
め
、

仕
込
ん
で
か
ら

一
〇
日
程
で
配
と
い
う
原
酒
が
で
き
た
。
醸
造
は
期
間
内
に
四
度
行

っ
た
。
酢
は
六
月
に
醸
造
を
始
め
、
や
は
り
四

回
く
り
か
え
さ
れ
た
。
ま
た
御
井
酒
は
七
月
下
旬
に
醸
造
を
始
め
、
こ
れ
も

一
〇
日
程
で
で
き
、
八
月

一
日
か
ら

一
日
に
五
升
ず
つ

内
一暴
。
中
官
等
に
供
給
さ
れ
、
九
月
三
〇
日
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
醒
は

一
夜
酒
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に

一
日
で
造
ら
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れ
る
も
の
で
、
六
月

一
日
か
ら
醸
造
を
始
め
、
七
月
三
〇
日
ま
で
毎
日
作
ら
れ
、
日
に
六
升
ず
つ
供
給
さ
れ
た
。

ｂ
　
酒
　
の
　
用
　
途

『延
喜
造
酒
式
』
供
奉
料
条
を
み
る
と
醸
造
さ
れ
た
種
々
の
酒
は
官
中
用
と
し
て
内
裏

。
中
官

。
東
官
の
毎
日
の
料
に
充
て
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
他
に
伊
勢
斎
内
親
王
の
在
京
の
間
と
、
賀
茂
斎
内
親
工
の
毎
日
の
料
に
も
供
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
正
月
元
日
や
五
月

五
日
等
の
諸
節
の
折
に
も
酒
が
供
さ
れ
た
。

供
奉
以
外
に
も
種
々
の
祭
り
に
酒
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
『造
酒
式
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
、
四
月
の
山
城
国
葛
野
郡
松

尾
神
祭
、
愛
宕
郡
賀
茂
神
祭
、
六
月
二

一
一月
の
官
中
神
今
食
、
二
月
二

一
月
の
山
城
国
乙
訓
郡
大
原
野
神
祭
、
葛
野
郡
平
野
神
祭
、

宮
内
省
の
園
韓
神
祭
、　
一
一
月
の
官
中
鎮
魂
祭
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
孔
子
を
祭
る
大
学
寮
の
釈
貧
に
も
造
酒
司
で
酒
が
準
備
さ
れ
た
。

ｃ
　
新
嘗
祭

。
大
嘗
祭

の
酒

毎
年

一
一
月
に
行
な
わ
れ
る
新
嘗
祭
と
、
天
皇
の
即
位
に
あ
た
り
行
な
わ
れ
る
践
稚
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
特
殊
な
酒
が
準
備
さ
れ

た
。
新
嘗
祭
は

一
一
月
下
の
卯
の
日
に
当
年
の
新
穀
を
諸
神
に
供
し
、
天
皇
自
ら
食
す
る
儀
で
、
平
安
官
内
裏
で
は
中
和
院
神
嘉
殿

で
行
な
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
奈
良
時
代
天
平
勝
宝
八
歳
に
は
神
祗
官
曹
司
で
新
嘗
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
新
嘗
祭
の
神

膳
に
新
穀
の
黒
酒
と
白
酒
と
が
そ
な
え
ら
れ
た
。
ま
た
翌
辰
の
日
に
は
豊
粥
節
会
が
あ
り
、
こ
れ
は
黒
酒

・
白
酒
を
諸
臣
に
頒
ち
与

え
る
こ
と
が
中
心
の
饗
宴
で
あ
る
。
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黒
酒

・
白
酒
は
特
別
に
醸
造
さ
れ
る
酒
で
あ
る
。
そ
の
醸
造
ま
で
の
過
程
は

『延
喜
造
酒
式
』
を
み
る
と
、
九
月
二
日
に
宮
内
省

と
神
祗
官
の
官
人
が
造
酒
司
に
集
合
し
、
醸
造
に
あ
た
る
造
酒
司
の
酒
部

・
官
人

・
仕
丁
各
二
人
、
春
稲
仕
女
四
人
を
卜
定
し
、
黒

酒

・
白
酒
料
の
酒
稲
を
出
す
畿
内
の
国
郡
を
卜
し
、
臨
時
の
酒
殿
等
の
屋
を
建
て
る
地
を
鎮
祭
す
る
。
そ
の
地
へ
木
工
寮
が
酒
殿

一

宇
、
日
殿

一
宇
、
麹
室

一
宇
を
黒
木
で
造
る
。
九
月
下
旬
、
卜
定
さ
れ
た
酒
稲
を
進
上
す
る
畿
内
の
国
郡

へ
民
部
省
符
が
下
さ
れ
、

官
田
か
ら
稲
二
〇
束
が
造
酒
司
へ
送
ら
れ
た
。
通
常
の
酒
米
が
米
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
新
稲
を
田
か
ら
苅

っ
て
そ
の
ま
ま
運

ん
だ
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
稲
二
〇
東
は
春
稲
仕
女
に
よ
っ
て
春
か
れ
て
米

一
石
と
な
る
。　
一
〇
月
上
旬
に
醸
造
を
始
め
、　
一

〇
日
の
内
に

一
斗
七
升
八
合
五
勺
の
酒
が
出
来
上
っ
た
。
そ
れ
に
久
佐
木
と
い
う
植
物
の
灰
を
入
れ
た
も
の
を
黒
酒
、
入
れ
な
い
も

の
を
白
酒
と
呼
ん
だ
。
新
嘗
祭
卯
の
日
に
神
嘉
殿
の
中
に
他
の
諸
司
の
神
膳
物
と
と
も
に
、
黒
酒

・
白
酒
が
造
酒
司
の
酒
部
四
人
に

よ
っ
て
供
さ
れ
た

（江
家
次
第
巻
一
〇
）。　
祭
が
終
る
と
酒
殿
以
下
の
三
宇
は
神
祗
官
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

大
嘗
祭
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る
が
、
神
事
の
基
本
的
な
形
態
は
新
嘗
祭
と
近
似
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
以
前
に
は
両
者
は
判
然

と
は
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
新
嘗
祭
で
用
い
ら
れ
る
黒
酒

。
白
酒
が
造
酒
司
内
の
臨
時
の
酒
殿
で
造
ら
れ
た
の
に
対
し
、
大
嘗

祭
の
黒
酒

・
白
酒
は
悠
紀

・
主
基
の
国
郡
が
卜
定
さ
れ
た
あ
と
、
そ
の
国
郡
に
斎
場
が
作
ら
れ
、
そ
こ
で
抜
き
と
ら
れ
た
稲
が
在
京

斎
場
に
運
ば
れ
、
醸
造
さ
れ
て
神
事

・
節
会
に
供
さ
れ
た
。
な
お
木
筒
の
中
に

「白
酒
」
と
記
し
た
も
の
が
あ
る

全
三
◇
。

『延
喜
造
酒
式
』
践
酢
大
嘗
祭
供
奉
料
条
に
よ
る
と
、
大
嘗
祭
の
四
日
間
に
内
裏

・
中
宮

・
東
宮
等
へ
供
奉
さ
れ
る
酒
は
三
種
あ

る
。　
一
は
悠
紀

・
主
基
二
国
斎
場
の
稲
で
造

っ
た
酒
で
、
悠
紀

。
主
基
二
国
貢
進
の
重
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。　
一
は
三
種
糟
で
、
こ

れ
は
造
酒
司
で
造
ら
れ
た
も
の
で
、
造
酒
司
で
準
備
し
た
器
に
入
れ
ら
れ
た
。　
一
は

「殿
の
醸
す
酒
」
で
、
こ
れ
は
前
述
の
内
裏
の
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そ
ば
の
東
酒
殿
で
醸
造
さ
れ
た
酒
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

供
奉
酒
以
外
の
大
嘗
祭
四
日
間
に
親
王
以
下
の
諸
臣
へ
賜
う
酒
も
三
種
類
あ
る
。
う
ち
二
種
は
殿
の
醸
す
酒
と
悠
紀

・
主
基
二
国

の
白
酒

・
黒
酒
で
、
こ
れ
は
供
奉
酒
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
他
の
一
種
は

「県
の
醸
す
酒
」
で
あ
る
。

大
嘗
祭
四
日
目
の
年
の
日
の
豊
明
節
会
に
賜
う
酒
は
、
位
階
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
そ
の
種
類
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
親
王
以
下
五

位
ま
で
の
上
級
者
に
は
殿
の
醸
す
酒
、　
六
位
以
下
歌
舞
人
等
に
は
県
の
醸
す
酒
が
給
さ
れ
た
。
県
の
醸
す
酒
に
つ
い
て
は

『造
酒

式
』
供
奉
神
事
諸
司
給
酒
法
条
を
み
る
と
次
の
記
載
が
あ
る
。

九
県
醸
酒
、
山
城
国
四
斜
二
斗

一
升
五
合
、
大
和
、
河
内
、
摂
津
等
国
各
四
斜
、
並
十

一
月
汁
日
以
前
進
詑
酷
齢
醍
岨
新

こ
の
条
は
豊
明
節
会
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
神
事

一
般
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
県
醸
酒
は
諸
王
か
ら
芸
能
に
た
ず
さ

わ
る
国
栖
ま
で
位
階
に
か
か
わ
ら
ず
全
員
に
給
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
県
醸
酒
が
畿
内
四
個
国
か
ら
貢
進
さ
れ
て
お
り
、
酒
が
官
内
で

醸
造
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、　
一
部
に
つ
い
て
は
直
接
貢
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
に
い
う
県
と
は
大
和
国
の
六
御
県
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
世
紀
か
ら
五
世
紀
に
か
け
て
展
開
し
た
地
方
制
度
で
あ
り
、

し
か
も
宗
教
祭
祀
的
結
合
が
屯
と
に
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
県
制
の
遺
制
と
し
て
の
県
で
あ
ろ
う
。実
質
的
な
意
味
を
失

っ
た
県
は
、
わ
ず

か
に
畿
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
遺
制
を
と
ど
め
、　
宮
廷
儀
礼
の
た
め
の
供
御
料
地
的
性
格
を
も

っ
て
い
た
ら
ｔ
い
爺
郷
販
朗
史『卿
膝
鮎
ひ
。

天
平
八
年
の
摂
津
国
正
税
帳
に
県
醸
酒
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
国
内
に
あ
っ
た
県

全
二
島
県
と
思
わ
れ
る
）
の
旧
地
か

ら
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
天
平

一
〇
年
の
和
泉
監
正
税
帳
に
も
県
醸
酒
を
記
載
し
て
お
り
、
こ
れ
は
同
監
内
に
属
す
る
茅
淳

県
の
旧
地
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
れ
ら
の
正
税
帳
に
み
え
る
県
醸
酒
は
用
途
が
不
明
で
あ
る
が
、
す
べ
て
そ
の
醸
酒
料
は
正
税
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
和
泉
監

の
県
醸
酒
は
民
部
省
符
に
よ
り
進
上
し
た
旨
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
当
時
で
も
官
中
で
神
事
に
使
用
す
る
酒
を
畿
内
の
県
の
旧
抱
か

ら
貢
上
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

６
Ａ
Ａ
Ｃ
区

（Ｖ
地
区
）
出
土
の
木
簡
で
直
接
に
酒
を
貢
進
し
た
付
札
が
二
点
あ
り

（一一一一宅
二
一二帝ё
、
い
ず
れ
も
河
内
国
志
紀
郡
か

ら
で

一
点
は
田
井
郷
か
ら
、
も
う

一
点
は
少
林
郷
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
通
常
の
貢
進
付
札
と
具
り
貢
進
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

酒
の
貯
蔵
容
器
は

一
石
入
り
以
上
の
大
型
の
奏
か
産
な
ど
を
使
う
が
、
こ
の
付
札
の
場
合
に
は
運
送
の
便
の
た
め
か
四
斗
ず
つ
小
型

の
容
器
の
缶
に
入
れ
て
い
る
。

酒
は

「清
酒
」
と

「難
酒
」
の
二
種
で
あ
る
が
、
難
酒
は

「
カ
タ
サ
ケ
」
と
訓
む
の
で
あ
ろ
う
。
『和
名
抄
』
飲
食
部
に

「醇
酒
」

の
説
明
と
し
て

「日
本
紀
私
記
云
、
醇
酒
加
太
佐
介
」
と
し
て
お
り
、

『和
名
抄
』
所
引
の

『
日
本
紀
私
記
』
で
は
醇
酒
を
カ
タ
サ

ケ
と
訓
ん
で
い
た

（な
お
現
存
の
『日
本
書
紀
私
記
』
で
は

「加
良
幾
佐
介
」
の
訓
み
が
つ
い
て
い
る
）。
醇
酒
に
つ
い
て

『和
名
抄
』
は
さ

ら
に

「厚
酒
也
」
と
し
る
し
て
お
り
、

『箋
注
倭
名
類
乗
抄
』
で
は
加
太
佐
介
は

「堅
酒
」
で
あ
り

「濁
酒
之
厚
也
」
と
し
て
い
る
。

難
酒
は
こ
の
醇
酒
を
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
か
な
り
濃
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
い
酒
で
、
造
酒
司
に
貢
上
さ
れ
て

き
て
か
ら
薄
め
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
藤
原
官
跡
か
ら

「下
鳥
羽
駈
難
酒
三
斗

一
升
」
と
記
し
た
木
衛

が
出
土
し
て
い
る
傘
触
繰
勲
舗
警
額
験
工祭
原
自
）ｏ

と
こ
ろ
で
河
内
国
志
紀
郡
は
雄
略
記
に
出
る
志
幾
之
大
県
主
の
居
た
と
こ
ろ
で
か
つ
て
の
県
で
あ
っ
た
。

『神
名
帳
考
証
』
に
よ

れ
ば
田
井
郷
の
近
く
に
は
志
貴
県
主
神
社
が
あ
り
、
ま
さ
に
志
紀
県
の
中
心
部
で
あ
っ
た

（少
林
郷
は
「和
名
抄
』
に
な
く
、
拝
師
（林
）
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郷
が
あ
る
が
、
拝
師
郷
だ
と
や
は
り
志
責
県
主
神
社
の
近
く
で
あ
る
）。
　
し
た
が

っ
て
こ
の
二
点
の
木
衛
に
み
え
る
志
紀
郡
貢
上
の
酒
は
正

税
帳
や

『延
喜
式
』
に
み
え
る
県
の
醸
す
酒
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
大
嘗
祭
や
そ
の
他
の
神
事
で
の
饗
宴
に
使
わ
れ
る
た
め
貢
上
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。一

一　
大
嘗
祭
と
造
酒
司
木
簡

６
Ａ
Ａ
Ｃ
区
（
Ｖ
地
区
）
出
上
の
木
筒
は
前
述
し
た
よ
う
に
造
酒
司
関
係
の
文
書
や
酒
米

・
赤
米
の
貢
進
付
札
、
種
々
の
酒
や
酢
の

名
辞
の
み
え
る
物
品
付
札
な
ど
が
多
く
、
こ
の
地
区
を
造
酒
司
と
推
定
す
る
根
拠
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
奈
良
時
代
の
造
酒

司
に
つ
い
て
そ
の
機
能
を
具
体
的
に
知
る
手
が
か
り
と
な
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
造
酒
司
の
機
能
や
職
掌
の
全
般
に
わ
た
る
資

料
で
は
な
く
、
仔
細
に
検
討
す
る
と
あ
る
時
点
の
あ
る
行
事
に
関
係
す
る
内
容
を
持
つ
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。

そ
の
行
事
と
は
後
述
す
る
ご
と
く
、
木
筒
の
年
紀
と
内
容
か
ら
神
亀
元
年

一
一
月
二
三
日
に
行
な
わ
れ
た
聖
武
天
皇
の
践
確
大
嘗

祭
で
あ
り
、
木
筒
は
そ
の
大
嘗
祭
に
造
酒
司
と
し
て
準
備
に
あ
た
っ
た
際
の
内
容
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
聖
武

天
皇
の
大
嘗
祭
で
あ
る
こ
と
を
直
接
示
す
木
簡
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
造
酒
司
関
係
木
簡
は
断
片
的
で
、
司
内
の
機
能
の
ど
の
部
分

に
か
か
わ
る
記
載
内
容
な
の
か
不
粥
の
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
中
に
や
や
あ
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る

一
群
の
木
簡
が
あ
り
、
そ
の

一
群
を
相
互
に
関
連
さ
さ
て
考
え
て
み
る
と
神
亀
元
年
の
大
嘗
祭
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
木
衛
が
ど
の
よ
う
な
理
由
で
大
嘗
祭
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
説
粥
し
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
と
と
も
に
大
嘗
祭
と
は

ど
の
よ
う
な
祭
儀
で
あ
る
か
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
大
嘗
祭
は
き
わ
め
て
大
規
模
、
複
雑
な
祭
儀
で
あ
り
、
そ
の
全
て
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に
わ
た
っ
て
言
及
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
木
筒
の
内
容
に
関
連
の
深
い
部
分
を
中
心
と
し
て
概
略
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

●

大

嘗

祭

の

概

要

践
確
大
嘗
祭
は
天
皇

一
代
に

一
度
の
重
要
な
祭
儀
で
あ
り
、　
即
位
し
た
年
の
一
一
月
下
の
卯
の
日
か
ら
四
日
間
行
な
わ
れ
る

（た

だ
し
八
月
以
後
の
即
位
の
場
合
は
翌
年
の
一
一
月
）。　
毎
年
同
じ
く

一
一
月
の
下
の
卯
の
日
に
行
な
わ
れ
る
も
の
に
新
嘗
祭
が
あ
る
が
、

奈
良
時
代
以
前
に
は
両
者
は
判
然
と
は
区
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
祭
儀
の
意
味
も
基
本
構
造
も
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
り
、
農
村
の
収
穫

儀
礼
が
か
な
り
儀
式
化
し
て
官
廷
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
で
は
す
で
に
毎
年
行
な
わ
れ
る
の
を
新
嘗
と
よ
び
、

天
皇
の
即
位
に
当
り

一
世
に

一
度
行
な
わ
れ
る
の
を
大
嘗
と
称
し
て
区
別
し
て
い
た
こ
と
は

『続
日
本
紀
』
等
で
男
ら
か
で
あ
り
、

大
嘗
祭
の
あ
る
年
に
は
新
嘗
祭
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

『続
日
本
紀
』
に
は
奈
良
時
代
に
即
位
し
た
天
皇
七
人
の
大
嘗
祭
の
記
事

を
載
せ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
大
嘗
祭
の
中
心
部
分
で
あ
る

一
一
月
下
の
卯
の
日
か
ら
の
四
日
間
に
つ
い
て
の
簡
単
な
記
事
で
あ

る
。
わ
ず
か
に
淳
仁
天
皇
の
天
平
宝
字
二
年
八
月

一
六
日
に
大
嘗
祭
を
行
な
う
た
め
に
天
下
諸
国
の
大
祓
を
し
た
と
い
う
記
事
が
あ

り
、
こ
の
時
代
に
も
記
録
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
大
嘗
祭
の
準
備
が
そ
の
年
の
早
い
時
期
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
大
嘗
祭
の
準
備
の
最
初
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
神
撰
お
よ
び
黒
酒

・
白
酒
を
作
る
稲
を
取
る
国
郡
二
個

所
を
卜
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
国
を
悠
紀
国

。
主
基
国
と
い
う
。
卜
定
は
多
く
は
七
月
ま
で
に
行
な
わ
れ
、
畿
内
周
辺
の
国

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
国
郡
卜
定
の
あ
と
は
大
嘗
余
の
一
切
の
準
備
を
司
る
組
織
で
あ
る
行
事
所
が
設
け
ら
れ
、
検
校
以
下
の
役
が

置
か
れ
た
。
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八
月
上
旬
に
は
大
祓
使
を
卜
定
し
、
左
右
京

・
五
畿
七
道
に
遣
し
、
諸
国
の
大
祓
を
行
な
っ
た
。

八
月
上
旬
と
九
月
上
旬
に
は
由
加
物
使
が
畿
内
近
国
に
差
遣
さ
れ
た
。
由
加
物
と
は
大
嘗
祭
俵
に
使
用
す
る
諸
雑
器
や
天
皇
が
食

す
る
雑
贄
を
指
す
。
由
加
物
使
は
そ
れ
ら
の
作
製

・
採
取
を
監
督
し
、
京
に
運
ん
だ
。

九
月
上
旬
に
は
摂
津
国
神
服
社
の
神
主

一
人
が
神
服
使
と
し
て
参
河
国
に
派
遣
さ
れ
、
天
皇
の
着
す
る
神
服
を
織
る
服
長

・
織
女

な
ど
を
卜
定
し
た
。
卜
定
さ
れ
た
人
々
は

一
〇
月
上
旬
に
上
京
し
、
宮
城
北
野
の
斎
場
に
設
け
ら
れ
た
服
院
で
神
服
を
織

っ
た
。

八
月
下
旬
に
は
神
祗
官
の
官
人
四
人
か
ら
な
る
抜
穂
使
が
卜
定
さ
れ
、
悠
紀

・
主
基
両
国
に
二
人
ず
つ
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
抜
穂

使
は
大
嘗
祭
儀
の
最
も
中
心
部
分
で
あ
る
卯
の
日
の
神
事
に
使
わ
れ
る
神
撰

・
天
皇
供
御
の
飯

・
白
酒
と
黒
酒
を
造
る
稲
を
取
る
た

め
の
重
要
な
使
い
で
あ
る
。
両
国
の
斎
場
に
至
っ
た
の
ち
抜
穂
に
従
う
男
女
を
現
地
の
者
か
ら
卜
定
し
、
稲
を
取
る
田
の
そ
ば
に
斎

場
を
作

っ
た
。
稲
が
稔

っ
た
頃
に
抜
穂
が
行
な
わ
れ
、
現
地
の
男
女
と
と
も
に
京
に
運
ば
れ
、
九
月
下
旬
に
北
野
の
斎
場
に
到
着
し
た
。

宮
城
北
部
の
北
野
斎
場
は
方
四
〇
丈
の
外
院
の
中
に
悠
紀
と
主
基
の
内
院
と
服
院
、
そ
の
他
の
雑
舎
が
設
け
ら
れ
、　
一
〇
月
上
旬

ま
で
に
造
り
終
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
斎
場
に
隣
接
し
て
大
嘗
祭
に
従
う
官
人
の
準
備
作
業
と
起
居
の
場
で
あ
る
大
嘗
会

所
が
設
け
ら
れ
た
。

斎
場
で
は

一
〇
月
上
旬
に
大
嘗
祭
に
使
用
す
る
酒
が
、
悠
紀

・
主
基
両
国
か
ら
運
ば
れ
た
稲
で
両
国
の
男
女
に
よ
っ
て
醸
造
さ
れ

た
。
両
内
院
で
は
特
に
卯
の
日
の
神
事
に
使
用
さ
れ
る
酒
が

一
一
月
上
旬
に
醸
造
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
酒
の
醸
造
に
あ
た
っ
て
も
酒

甕
を
地
面
に
掘
り
す
え
て
い
る
。

一
〇
月
中
旬
に
は
服
院
の
中
に
悠
紀

・
主
基
の
神
服
院
が
造
ら
れ
、
神
服
使
に
率
い
ら
れ
て
上
京
し
た
参
河
国
の
神
服
女
と
服
丁
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に
よ
っ
て
神
服
が
織
ら
れ
た
。

一
〇
月
下
旬
に
天
皇
は
斎
場
近
く
の
河
に
臨
ん
で
み
そ
ぎ
を
し
、　
一
一
月

一
日
よ
り
大
嘗
祭
が
終
る
ま
で

一
個
月
間
の
物
忌
に
入

る
。
こ
れ
を
御
楔
と
称
す
る
。

北
野
斎
場
に
お
い
て
大
嘗
祭
の
た
め
の
酒
が
醸
さ
れ
、
神
服
が
繊
ら
れ
て
い
る
と
き
、
宮
内
の
諸
官
司
で
も
大
嘗
祭
の
準
備
が
進

め
ら
れ
る
。
造
酒
司
で
も
準
備
が
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
関
係
す
る
木
簡
が
あ
る
の
で
、
す
こ
し
詳
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

『延
喜
造
酒
式
』
践
酢
大
嘗
祭
供
神
料
条
に
よ
れ
ば
、
造
酒
司
で
は
九
月
中
旬
に
司
内
に
黒
木
の
舎

一
宇
を
建
て
始
め
、
そ
こ
で

一
一
月
の
中
の
成
の
日
に
酒
な
ど
の
供
神
物
を
準
備
す
る
。
こ
の
供
神
物
は
卯
の
日
の
夜
に
天
皇
の
出
御
に
先
立
ち
、
朝
堂
廃
竜
尾

壇
の
前
に
設
け
ら
れ
た
大
嘗
宮
内
に
他
の
官
司
の
料
物
と
と
も
に
納
め
ら
れ
る
。
供
神
物
を
と
と
の
え
る
た
め
の
供
神
料
は

『造
酒

式
』
に
よ
れ
ば
、
酒
を
入
れ
る
容
器
の
等
呂
須
伎
、
都
婆
波
を
は
じ
め
種
々
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
そ

の
中
の
畿
内
所
進
の
植
物
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
檜
葉
、
真
木
葉
、
弓
弦
葉
、
寄
生
、
真
前
葛
、
日
蔭
、
山
孫
組
、
山

橋
子
、
衰
等
売
草
の
九
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
植
物
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
不
引
で
あ
る
が
、
卯
の
日
の
巳
の
刻
（年
前
一
〇

時
）
に
北
野
斎
場
か
ら
大
嘗
宮
へ
行
列
を
な
し
て
運
ば
れ
る
悠
紀

・
主
基
両
国
の
供
物
の
荷
に
使
用
さ
れ
る
植
物
と
共
通
す
る
と
思

わ
れ
る
。

『儀
式
』
や

『延
喜
践
碓
大
嘗
祭
式
』
に
よ
る
と
そ
の
荷
物
は
用
途
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち

黒
酒

。
白
酒
二
甦
ず
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
黒
木
の
輿
に
載
せ
、
輿
に
檜
葉
を
葺
き
、
醒
に
羅

廓
．が
飾
る
。
さ
ら
に
、
御
水
六
魁
を
輿
に

載
せ
草
木
の
葉
を
飾
り
と
す
る
。
別
に
黒
酒

・
白
酒

一
〇
缶
ず
つ
の
荷
を
や
は
り
輿
に
載
せ
、
美
草
を
も

っ
て
飾
り
と
す
る
。
ま
た

倉
代
十
輿
が
同
時
に
運
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
屋
形
に
檜
葉
を
葺
き
、
中
に
肴
物
や
莫
子
な
ど
を
入
れ
た
も
の
で
、
同
じ
く
美
車
を
飾
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る
。
さ
ら
に
人
給
の
酒

一
百
缶
が
黒
木
の
営
形
に
入
れ
て
運
ば
れ
る
が
、
こ
れ
に
も
美
草
を
飾
り
と
す
る
。
ま
た
、
荷
物
で
は
な
い

が
、
同
じ
行
列
の
中
で
神
服
の
男
七
二
人
が
持
つ
酒
柏

（卯
の
日
に
天
皇
が
大
嘗
宮
の
正
殿
の
神
食
上
に
酒
を
麗
ぐ
と
き
に
用
い
る
）
に
弓

弦
棄
が
使
わ
れ
る
。

『造
酒
式
』
の
九
種
の
植
物
も
こ
れ
ら
の
草
木
の
実
や
美
草
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
造
酒
司

で
造
ら
れ
た
酒
な
ど
の
供
神
物
に
飾
り
と
し
て
付
せ
ら
れ
、
大
嘗
官
の
中
に
納
め
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
単
な
る
飾
り
と

し
て
で
は
な
く
、
酒
等
の
荷
が
神
聖
で
あ
る
こ
と
の
表
徴
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
日
蔭
葛
は
新
嘗

。
大
嘗
祭
な
ど
の

神
事
の
時
に
参
加
者
の
冠
に
懸
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

『古
語
拾
遺
』
に
よ
れ
ば
天
照
大
神
の
岩
戸
隠
れ
の
時
、
天
釦
女
命
は

真
壁
葛
を
も

っ
て
髯
と
し
、
薙
葛
を
も

っ
て
手
組
に
し
て
歌
舞
し
た
と
い
う
。

造
酒
司
供
神
料
の
九
種
の
植
物
の
用
途
が
推
定
で
き
た
と
こ
ろ
で
木
簡

全
垂
じ
を
み
よ
う
。
左
右
が
欠
け
て
い
て
判
読
で
き
な
い

個
所
が
あ
る
が
、
槍

・
真
前
葛

・
衰
等
売
草
が
読
め
、
こ
れ
は
九
種
の
植
物
の
う
ち
で
あ
る
。
さ
ら
に

「□
□
葉
二
荷
」
と
読
め
る

個
所
か
ら
も
、
こ
の
木
衛
は
表
一異
と
も
大
嘗
祭
に
使
用
す
る
九
種
の
植
物
名
を
書
き
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お

『造
酒
式
』
記

載
の
熱
量
と
比
べ
る
と
衰
等
売
草
の
二
荷
は
合

っ
て
い
る
が
、
真
前
葛
は
合
わ
な
い
。

こ
の
木
街
は
内
容
的
に
大
嘗
祭
に
関
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
他
の
一
連
の
木
筒
が
大
嘗
祭
に
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
推
定
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
奈
良
時
代
の
大
嘗
祭
に
関
す
る
数
少
い
具
体
的
資
料
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

造
酒
司
の
大
嘗
祭

へ
の
準
備
に
関
す
る
こ
と
は
以
上
に
と
ど
め
、
再
び

『
延
喜
式
』
に
よ
っ
て
大
嘗
祭
の
概
要
を
続
け
る
こ
と
に

す
る
。
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大
嘗
祭
儀
が
行
な
わ
れ
る
大
嘗
官
は

一
一
月
下
の
卯
の
日
の
七
日
前
か
ら
造
り
始
め
五
日
の
内
に
造
り
終
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
場
所
は
平
安
官
で
は
朝
堂
院
の
竜
尾
壇
の
南
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

平
城
宮
で
は
元
正

・
聖
武

。
称
徳
天
皇
の
大
嘗
祭
の
場
所
は
不
粥
で
あ
る
が
、
淳
仁

・
光
仁

・
桓
武
天
皇
の
場
合
は
い
ず
れ
も
太

政
官
院

（乾
政
官
院
）
で
行
な
っ
て
お
り
、
孝
謙
天
皇
は
官
外
の
南
薬
園
新
官
で
行
な
っ
た
。

大
嘗
祭
第

一
日
の
卯
の
日
の
前
日
の
寅
の
日
に
は
鎮
魂
祭
が
行
な
わ
れ
る
。

卯
の
日
に
は
悠
紀

・
主
基
両
国
の
供
物
が
行
列
を
作
り
、
北
野
斎
場
か
ら
官
内
の
大
嘗
宮
へ
向

っ
た
。
祭
の
中
心
は
同
日
の
夜
中

に
天
皇
が
大
嘗
宮
の
中
の
廻
立
殿
で
湯
を
浴
び
悠
紀

・
主
基
の
神
殿
で
供
御
物
や
黒
酒

・
白
酒
を
神
と
共
食
す
る
秘
儀
に
あ
る
。
そ

れ
が
終
り
朝
に
な
る
と
大
嘗
官
殿
は
と
り
こ
わ
さ
れ
、
つ
い
で
平
安
官
の
場
合
は
仁
寿
殿
で
大
殿
祭
が
行
わ
れ
、
天
皇
の
践
昨
に
あ

た
り
官
殿
内
の
平
安
を
祈
る
。
平
城
官
で
は
大
嘗
祭
に
と
も
な
う
大
殿
祭
が
ど
こ
で
行
な
わ
れ
た
か
不
男
で
あ
る
が
、
こ
の
大
殿
祭

に
関
す
る
木
簡
が

一
点
、
６
Ａ
Ａ
Ｃ
地
区
か
ら
出
土
し
て
い
る

全
一喬
Ｃ
。
大
殿
祭
で
は

『延
喜
式
』
に
よ
れ
ば
安
芸
木
綿
や
酒

。
米

な
ど
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
木
簡
は
大
殿
祭
に
つ
い
て
の
造
酒
司
で
の
準
備
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
か
、
酒
の
量
の
記
載
の

み
で
あ
る
。
こ
の
木
衛
も

一
群
の
造
酒
司
推
定
地
出
上
の
木
街
が
大
嘗
祭
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
左
で
あ
ろ
う
。

卯
の
日
以
後
、
辰

・
巳

。
午
の
三
日
間
は
場
所
を
豊
楽
院
に
か
え
て
の
饗
宴
で
あ
る
。

辰
の
日
は
悠
紀
の
節
会
で
天
皇
に
御
膳
を
供
し
、
五
位
以
上
に
饗
蟹
を
賜
い
、
風
俗
の
歌
舞
が
奏
さ
れ
る
。

巳
の
日
は
主
基
の
節
会
で
和
舞
、
悠
紀

・
主
基
二
国
に
よ
る
風
俗
舞
、
田
舞
が
奏
さ
れ
る
。

午
の
日
は
い
わ
ゆ
る
豊
明
の
節
会
で
悠
紀

・
主
基
両
国
国
司
ら
に
叙
位
し
、
久
米
舞
、
吉
志
舞
、
大
歌
、
五
節
舞
、
和
舞
な
ど
が
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奏
さ
れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
四
日
間
の
大
嘗
祭
儀
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
翌
未
の
日
に
は
諸
司
六
位
以
下
、
両
斎
国
の
郡
司
役
夫
等
に
叙

位
賜
禄
が
あ
り
、　
一
一
月
晦
口
に
は
在
京
諸
司
の
大
祓
が
あ
り
、　
三

一月
上
旬
に
は
両
斎
国
で
御
膳
の
八
神
を
祭
り
、
斎
郡
の
解
斎

解
除
が
行
な
わ
れ
て
大
嘗
祭
に
か
か
わ
る

一
切
の
行
事
は
完
了
し
た
こ
と
に
な
る
。

奈
良
時
代
の
辰
の
日
以
後
の
こ
と
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
第
６
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
主
と
し
て
朝
堂
を
使
用
し
て
饗

宴
が
行
な
わ
れ
た
。
三
日
間
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
宴
が
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
に
し
て
も
辰

・
巳

・
午
の
日
が
饗
宴
の
日
で
あ
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
未
の
日
に
は
平
安
時
代
と
同
じ
よ
う
に
叙
位
も
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
宴
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
称
徳

天
皇
の
大
嘗
祭
の
と
き
に
は
辰
の
日
を
豊
明
と
称
し
て
お
り
、
桓
武
天
皇
の
時
の
巳
の
日
の
節
会
に
は
雅
楽
寮
の
楽
や
大
歌
が
奏
さ

れ
て
い
る
。

以
上
大
嘗
祭
の
概
要
を
ご
く
簡
単
に
説
明
し
、
大
嘗
祭
に
か
か
わ
る
木
簡
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
次
に
こ
の
大
嘗
祭
が
い
つ

の
大
嘗
祭
で
あ
る
か
木
簡
に
み
え
る
年
紀
と
日
付
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

０
　
木
簡

に
み
え
る
大
嘗
祭

の
時
期

本
報
告
書
収
載
の
木
簡
の
中
に
神
亀
元
年
一
一
月
一
一
日
の
日
付
を
持
つ
も
の
が
一
点
あ
る
会
喜
Ｃ
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
三

石
七
斗
二
升
と
い
う
数
量
か
ら
み
て
、
酒
か
酒
の
原
料
と
な
る
米
か
水
の
量
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
年
紀
が
あ
る
こ
と
と
、
数
量

の
多
さ
、
そ
れ
に
付
札
型
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
酒
の
貯
蔵
か
、
あ
る
い
は
醸
造
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
甕
な
ど
の
容
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器
に
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
こ
の
神
亀
元
年

一
一
月
は

『続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
聖
武

天
皇
の
践
碓
大
嘗
祭
の
行
な
わ
れ
た
月
で
あ
る
。
こ
の
木
衛
が
偶
然
に

大
嘗
祭
の
時
期
と
日
付
が

一
致
し
た
だ
け
な
の
か
、
内
容
的
に
も
大
嘗

祭
と
関
係
が
あ
る
の
か
考
え
て
み
よ
う
。

年
紀
は
な
い
が

一
一
月
の
日
付
を
持
つ
木
簡
は
こ
の
一
点
の
他
四
点

会
喜
霜
・
三
日
と
≡
甲

≡
死
ё
で
、
合
計
五
点
に
な
り
、
日
付
の
あ
る
木

筒
の
中
で
は
他
の
月
に
く
ら
べ
て
一
一
月
が

一
番
多
い
。
そ
の
他
に

一

〇
月
が

一
点

全
一一一一５

あ
る
。
ま
た
神
亀
元
年
銘
の
木
衝
は
も
う

一
点
あ

る
が

全
一喜
δ
、
そ
れ
は

一
二
月
で
あ
り
、　
一
応
大
嘗
祭
終
了
後
の
日
付

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
後
述
の
ご
と
く
大
嘗
祭
と
関
係
が
あ
る
と
み
て
も

よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
貢
進
付
札
以
外
で

一
〇

。
一
一
。
一
二
月
以
外
の

日
付
を
持
つ
木
衝
は
三
点

会
喜
一千

善
嘉

二
亭
も

だ
け
で
あ
る
か
ら
、

日
付
の
あ
る
木
筒
は

一
一
月
を
中
心
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

顕
著
な
現
象
で
あ
る
と
い
え
る
。

大
嘗
祭
の
祭
俵
そ
の
も
の
は
天
皇
が
即
位
し
た
年
の
一
一
月
の
下
の

百寮主典以上朝堂賜
饗

諸司主典以上賜饗

諸司主典以上朝堂饗

賜禄・叙位

叙位

五位以上朝堂宴,内裏に
て賜御酒・禄

五位以上宴,賜禄

畷悪
に御し,五位以上宴

黒酒・白酒を賜う

甲賜悪
握にて五位以上宴

乗鉄盟萎写:矮逢牢疹森

叙位・賜饗・賜禄

叙位・賜禄

五位以上宴,叙位・賜禄
主典以上朝堂宴 ※

諸司主典以上饗,賜禄

厨に御して叙位あり。



大嘗祭と造酒司木簡

卯
の
日
か
ら
四
日
間
行
な
わ
れ
る
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
大
嘗
祭
の

準
備
は
か
な
り
早
く
始
め
ら
れ
、
七
月
ま
で
に
は
神
餞
お
よ
び
黒
酒

。

白
酒
を
造
る
稲
を
取
る
悠
紀

。
主
基
の
国
郡
二
個
所
を
卜
定
す
る
こ
と

が
行
な
わ
れ
、　
一
一
月
に
入
れ
ば
祭
を
直
前
に
ひ
か
え
て
多
方
面
で
の

準
備
が
進
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
木
筒
の
日
付
が

一
一
月
を
中
心

に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
造
酒
司
で
の
大
嘗
祭
に
あ
た
っ
て
の

準
備
に
関
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
奈
良
時

代
で
は
天
平
宝
宇
二
年
八
月

一
六
日
に
淳
仁
天
皇
の
大
嘗
祭
の
た
め
の

「天
下
大
祓
」
を
行
な
っ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
か
な
り
早
く
か
ら
準

備
が
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
神
亀
元
年

一
二
月
の

日
付
の
木
筒
は
、
大
嘗
祭
の
終
了
後
に
先
に
卜
定
さ
れ
て
い
た
悠
紀

・

主
基
両
国
の
斎
郡
の
解
斎
解
除
や
、
斎
場
の
撤
去
が
行
な
わ
れ
る
か

ら
、
そ
れ
に
関
連
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

貢
進
付
札
以
外
の
木
簡
で
神
亀
元
年
銘
の
あ
る
も
の
が
二
点
あ
り
、

神
亀
元
年

一
一
月
に
は
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
一
〇
月
２

一
二
月
ま
で
の
日
付
の
あ
る
木
簡
を
神
亀

第 6表 奈

天 皇 年
〔紀国
:蒸国 ,「 日 日辰

元 正

聖 武

孝 謙

淳 仁

称 徳

光 仁

桓 武

霊 亀 2

神 亀 元

天平勝宝元

天平宝字 2

天平神護元

宝 亀 2

天 応 元

江
馬

前
磨

幡
濃

波
磨

濃
前

河
幡

前
前

遠
但

備
播

因
美

丹
播

美
越

参
困

越
備

大嘗,賜禄 。叙位

大嘗,神楯を斎宮南北二門
に立つ

南薬園新官にて大嘗

乾政官院にて大嘗

大嘗

香竪写野馬曇萎軍綺瞥錬瘍
・諸司宿侍名簿を奏す

査験写野上氏杏豪舞曜異娑

五位以上宴,叙
位

叙位,ナホラヒ
の豊明

※このときには、ひきつづき申日に叙位、酉日に由機厨、戊日に須岐



総 説

元
年
の
大
嘗
祭
に
か
か
わ
る
も
の
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
奈
良
時
代
に
は
七
人
の
天
皇
の
大
嘗
祭
が
平
城
官
や
離
官
で
行

な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
年
と
６
Ａ
Ａ
Ｃ
区
で
出
土
し
て
い
る
年
紀
の
あ
る
木
簡
で

一
致
す
る
の
は
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
の
神

亀
元
年
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
年
の
記
載
が
な
く

一
〇
月
２

一
一
月
の
日
付
だ
け
の
木
簡
も
神
亀
元
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ

ＺＯ
。ま

た
先
に
説
明
し
た
造
酒
司
供
神
料
の
植
物
名
を
書
き
上
げ
た
木
簡
、
大
殿
祭
に
関
す
る
木
簡
を
は
じ
め
多
く
の
大
嘗
祭
に
か
か

わ
る
と
推
定
で
き
る
木
簡
と
、
こ
の
神
亀
元
年
の
木
簡
と
は
発
掘
区
の
西
の
溝

（ｓ
⊇
二
〇
一一一五
）
の
同

一
土
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
事
実
も
大
嘗
祭
が
神
亀
元
年
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
裏
づ
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
大
嘗
祭
と
木
簡
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
木
街
の
中
に
奈
良
時
代
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
造
酒
司
が
関
与
す
る
内
容
を
持
つ
も
の

が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
神
亀
元
年
の
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
が
、
こ
れ
以
外
で
も
大
嘗
祭
と
い
う
観
点
で

み
る
と
そ
の
か
か
わ
り
を
推
定
で
き
る
木
簡
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
釈
文
の
補
注
で
ふ
れ
て
お
い
た
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
奈
良
時
代
の
大
嘗
祭
の
史
料
が
乏
し
い
だ
け
に
、
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
さ
ら
に
よ
く
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
木
街
の
紹
介
を
中
心
に
、
多
少
の
考
察
を
加
え
る
に
と
ど
め
た
。
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Ｓ
Ｄ
一
九
〇
〇
濤

〓
要
・
開
く
司
前
解
近
江
國
蒲
生
郡
阿
伎
里
人
大
和
上
阿
〔酔
瞬
足
石
許
田
作
人

・同
伊
刀
古
航
呂
獣徒教筋権人肱萩掛誂期嵌初上笠即欝勘綾額歓嘘
一　
　
　
　
　
　
⇔０受
ω冤
ドｏ§
、

過
所
符

（通
行
証
明
董
Ｃ
。　
平
安
時
代
の
僧
円
珍
の
将
来
し
た
唐
の
過
所
符
が
園
城
寺
に
伝
来
し
て
い
る
が
、
八
世
紀
の
も
の
は
、

こ
れ
が
は
じ
め
て
。
大
宝
令
で
は
過
所
符
は

「便
に
随
い
竹
木
を
用
う
」
と
さ
れ
て
い
た
硲
警
勢
給
ば
幹
帥
謝
ひ
。
こ
の
木
簡
は
旧
下

ツ
道
の
西
側
濤
か
ら
二
片
に
折
れ
て
発
見
さ
れ
た
。
年
代
は
後
述
す
る
よ
う
に
位
階
の
表
記
と
国
郡
里
制

（郷
里
制
施
行
学Ｕ

に
よ

る
表
記
法
に
よ
っ
て
、
大
宝
元

（七
〇
ご

年
２
霊
亀
元

（七
一
五
）
年
の
期
間
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
下
限
の
霊
亀
元

年
は
、
こ
れ
以
後
過
所
符
に
諸
国
印
を
捺
す
よ
う
規
定
し
、
便
に
よ
り
過
所
符
に
竹
木
を
用
い
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
禁
上
し
た

年
で
も
あ
る
。

６
Ａ
Ｂ
Ｘ

・
６
Ａ
Ｂ
Ｙ



釈 文

『公
式
令
過
所
式
』
に
は
過
所
符
の
書
式
を
定
め
て
い
る
。
過
所
符
に
は
渡
行
の
理
由
、
ど
の
関
を
越
え
て
ど
の
国
に
行
く
か
、

官
位
姓
名
、
年
齢
、
本
属
、
従
人
（百
姓
の
場
合
は
某
国
郡
里
人
、
姓
名
年
も
、
奴

・
婢
の
名
、
携
行
品
、
馬
牛
匹
数
特
徴
、
年
月
日
、

所
司
の
許
可
な
ど
を
記
す
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
過
所
符
を
請
う
に
は
、
百
姓
は
そ
の
本
部
官
司
で
あ
る
郡
司
に
、
官

人
は
本
司
に
辞

・
牒
を
呈
す
る
。
こ
れ
を
勘
査
し
て
認
め
た
時
は
、
さ
ら
に
国
司
又
は
京
職
に
送
り
、
決
裁
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
場
合
、
過
所
二
通
を
作
成
し
、　
一
通
は
職
国
に
留
め
て
案
と
し
、　
一
通
を
渡
行
人
に
交
付
す
る
の
を
令
の
建
前
と

し
た

（関
市
令
）。　
職
国
に
留
め
た
過
所
符
の
案
は
伊
勢
国
計
会
帳

（延
暦
二
年
）
に
み
え
る
轟
一，‐‐
一政欺
Ⅷ
「魏
馘
彰
」
一
の。榊
争
暦
ぼ
暉
麓
囀
広

舘
ぼ
醐
棚
砂
坤
哺
争
講
朧
職
投
効
瞬
節
ド
幹
）。

「関
ミ
司
前
解
」
と
い
う
表
現
は
藤
原
官
木
衝
に
み
ら
れ
る

「御
前
申
…
…
」
纂
線
鰈
触
補
肇
相
船
番『課
新
章
動
砂
や
「大
夫
前
白
…
…
」

翁
こ
と
同
じ
表
現
で
あ
る
。

「関
ミ
の
司
の
前
に
解
す
」
は
近
江
国
蒲
生
郡
か
ら
京
に
往
来
す
る
時
、
経
過
す
る
関
司
に
充
て
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
関
が
三
関
以
外
に
も
あ

っ
た
こ
と
は
、　
た
と
え
ば
大
坂

・
竜
田
山
の
関
爺
感
培
却
ご
や
川
口
関
務
所
な
ど

０
九参
照
）
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
過
所
符
提
出
人
の
本
貫
地

「蒲
生
郡
阿
伎
里
」
は

『和
名
抄
』
で
は

「安
吉
」
と
表
記
し

て
お
り
、
東
寺
文
書
で
も

「蒲
生
郡
安
吉
郷
」
待
致
載
嫉
Ｌ
と
み
え
る
。

「阿
伎
勝
足
石
」
は
こ
の
地
方
に
勢
力
を
も

っ
て
い
た

一

族
で
あ

っ
た
こ
と
が
後
世
の
史
料
か
ら
わ
か
る
鍮
附
体
睦
触
曝
卸
ヽヽ七
て・軌
す妊
源
が
卦
価
戦
郷
一「駈
車
湘
麺
攣
。

「大
初
上
」
は
裏
面
の
笠
朝
臣
方

安
の
位
階
も

「大
初
上
」
と
記
し
、

「位
」
を
脱
落
し
て
い
る
が
前
述
の
よ
う
に
大
宝
令
に
よ
る
表
記
法
で
あ
る
。

「田
作
人
」

は
阿
伎
勝
足
石
の
許
で
田
作
に
従
事
し
て
い
る
意
で
、
彼
ら
が
京
の
笠
朝
臣
糸
安
の
戸
の
人
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
出
作
人
の
史
料

と
し
て
は
注
目
で
き
る
。

「同
伊
刀
古
麻
呂
大
宅
女
」
の

「同
」
の
意
は
、
彼
の
田
作
人
の
意
か
、
同
姓
の
阿
伎
勝
の
意
か
決
め
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難
い
が
、　
い
ま
田
作
人
の
意
と
理
解
し
よ
う
。　
こ
の
木
簡
で
、　
最
も
問
題
に
な
る
の
は

「左
京
小
治
町
」
で
あ
る
。　
こ
れ
に
つ

い
て
は
前
述
の
通
り
、
こ
の
過
所
符
が
八
世
紀
初
期
と
い
う
限
ら
れ
た
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
左
京
が
藤
原
京
か
平
城
京
か

と
い
う
大
問
題
に
直
面
す
る
の
で
あ
る
。　
こ
の
過
所
符
と
同
じ
下
ツ
道
西
側
溝
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
に
、

「大
野
里
」
木
簡

全
空
◇

と

「五
十
戸
家
」
或
は

「五
十
家
」
と
い
う
墨
書
の
あ
る
土
器
が
あ
る
。
大
野
里
は
藤
原
官
木
簡
の

「所
布

（添
）
評
大

酪
里
」
と
同
じ
も
の
と
し
て
よ
け
れ
ば

結
麟
願
報
勁
一出曜
ヽ

『和
名
抄
』
の
同
郡
に
は
み
え
な
い
郷
名
で
、　
遷
都
前
の
平
城
京
地
域

の
里
名
を
知
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

「五
十
戸
家
」

は
五
十
戸

一
里
制
の
実
施
と
関
係
し
、　
五
十
戸
＝
里
と
表
現
し
て

「里
家
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
上
器
は
里
家
、
す
な
わ
ち
郡
家
に
対
し
て
里
長
が
行
政
実
務
を
執

っ
た
家
で

使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
野
里
木
簡
に
み
ら
れ
る
白
米
も
、
あ
る
い
は
里
家
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

平
城
京
造
営
に
と
も
な
い
消
滅
し
た
大
野
里
を
想
定
し
て
み
る
と
、
白
米
貢
進
札
も
里
家
も
同
時
に
廃
棄
さ
れ
廃
絶
し
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
過
所
符
に
み
ら
れ
る
左
京
小
治
町
は
藤
原
京
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

そ
の
蓋
然
性
は
高
い
。
な
お
、
左
京
小
治
町
を
平
城
京
と
す
る
説
命
�
峙
獣
」「守
劫
械
凱
鶴
蜘
飲
靖
約
一左錬
掛
難
Ｊ

が
あ
る
が
、
木
簡
の
年
代

観
か
ら
も
藤
原
京
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「笠
阿
曽
弥
安
」
は
笠
朝
臣
弥
安
で
あ
る

動
無
登
刺
囃
北
・表剤
灯
略
到
郷
Ｗ
。

「送
行
乎
我
都
」
は
乎
我
都
を
人
名

（奴
の
名
か
）
と
す

る
考
え
方
も
あ
る
が
、
今
は

「我
ガ
都

二
送
り
行
ル
」
と
よ
ん
で
お
き
た
い
。
携
行
す
る
馬
の
特
徴
を
記
し
、
最
後
に

「里
長
尾

治
都
留
伎
」
と
い
う
過
所
符
発
行
者
の
名
が
み
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
藤
原
京
に
向
か
う
の
に
過
所
符
を
な
ぜ
当
地
点
に
廃
棄
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
解
く
鍵
の
一
つ
と
し
て
当



釈 文

貯
の
交
通
路
を
な
え
て
み
る
必
雰
が
あ
る
縦
強
弱
謂
筆
勝
舞
照『Ｊ
。　
こ
の
と
所
符
に
み
え
る
渡
行
者
は
近‥
工
国
か
ら
東
山
道
沿
い

に
山
背
国
を
経
て
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
坂
を
越
え
て
大
和
国
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
過
所
符
が
廃
棄
さ
れ
て
い
た
個
所
は

下
ツ
道
側
濤
で
あ
る
が
、
こ
の
下
ツ
道
は
南
下
す
れ
ば
藤
原
京
に
接
続
す
る
古
く
か
ら
の
官
道
で
あ
る
。
近
江
国
か
ら
い
く
つ
か

の
関
を
越
え
、
山
背
か
ら
大
和
に
入
る
地
点
に
お
そ
ら
く
最
後
の
関
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
国
に
た
ど
り
つ
き
過
所
符

も
不
必
要
と
な
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

三
七
・　
　
□
□

回
事

〔壺
一
ヵ
』

捉
人
口
人
連
奉

〔状

得
ヵ〕
〔旨

上
ヵ
〕

・
国
□
　
□
□
一日
日

□

（
薔

じ

×

６

じ

×
い

ら
鼠

も

逃
亡
し
た
奴
婢
を
捉
え
た
報
告
の
断
片
で
あ
ろ
う
か
昴
離
む
。

「提
人
」
は
奴
婢
を
提
え
た
人
を
さ
し
、
同
時
に
こ
の
木
簡
の

差
出
者
で
あ
る
。
守
人
連
な
る
姓
は
こ
れ
ま
で
の
古
代
文
献
資
料
に
み
あ
た
ら
な
い
が
、
こ
れ
と
関
連
す
る
氏
姓
に
守
部
連
が
あ

る
。
上

・
左
右
欠
損
。



SD1900薦 木簡 1927～ 1932

一生
八
　

大

野
〔熙

Ｐ

百

木

部

己

□

米

五

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

囀］Ｎ
×
∞ｏ
漱

畿

、

〔野
ヵ〕

米
の
貢
進
札
。
墨
痕
が
薄
く
判
読
不
能
の
個
所
が
あ
る
。
大
野
里
は
、
あ
る
い
は
藤
原
官
木
筒
の
「□
妻
倭
国
所
布
評
大
□
里
」

と
同
里
で
あ
ろ
う
か
。
爺
鰈
鵬
雑
勁
一出し

　ヽ
倭
国
所
布
評
は
後
に
添
上

。
添
下
両
郡
に
分
れ
た
添

（層
富
）
県
の
地
域
で
あ
ろ
う
。
大

野
の
郷
名
は

『和
名
抄
』
の
添
上

。
添
下
両
郡
に
は
み
え
ず
、
あ
る
い
は
平
城
京
造
営
と
と
も
に
消
滅
し
た
集
落
で
あ
ろ
う
か
。

〔手ス
ヵ〕

三
九
　
回
□
日

一九
二
〇

一九
二
一

一九
二
二

□冒 官
□田 □ぃ

目芭
□避

□

□
□

目昼
□

『．続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
に
高
田
寺
僧
の
殺
害
の
一
件
を
の
せ
、
高
田
肌
登

一
族
と
高
田
寺
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
が
詳

か
で
な
い
。
高
田
寺
は
大
和
国
十
市
郡

翁
在
桜
井
市
大
字
高
田
字
寺
谷
）
に
あ
る
、
白
鳳
時
代
の
瓦
を
出
土
す
る
寺
址
と
推
定
す
る

説
練
掛
鱗
獣
醐
志『整
と
、
大
和
郡
山
市
高
田
に
比
定
す
る
説
と
が
あ
る
贔
欺
卸
郡
即
υ
。

『七
大
寺
巡
礼
私
記
』
に
は
、
唐
招
提
寺
講
堂

の
本
尊
を
、
も
と
高
田
寺
か
ら
移
し
た
仏
像
だ
と
述
べ
、
一
一
世
紀
ご
ろ
、
す
で
に
高
田
寺
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
爺
翔

〔↓乙
ヵ〕

□
□
三
□
□
□
口

６
じ
×
ａ
）
×
卜
欝
�
ゝ

命
］
じ
×
（じ
×
卜
鶴
段
ミ

（
ヽ

９

×

６
ｅ

ｘ
卜

亀

驚

（出

じ

×

６
）
ｘ
『

８

驚



釈 文

の『瞭娘嘲舞聯）。

Ｓ
Ｋ

一
九
七
九
土
壊

６
Ａ
Ｄ
Ｆ

ご
三

・
国
十
二
隻

・　
　
　
三
月
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
じ
溢
受
ω
鵞
ヽ

表
裏
と
も
に
釈
読
し
た
文
字
以
外
に
墨
痕
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
か
ら
削
り
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
隻
は
こ
こ
で
は
釘

の
単
位
。

〔物
ヵ〕

〓
言

・
国
□
□

ヽ
国
□
□

・
国
□
□
　
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ドＳ
災
Ｓ
溢
鵞
ヽ

表
面
第
二
字
日
以
下
の
三
字
は
金
属
の
文
字
。
裏
面
は
左
方
部
の
一
部
を
残
し
剖
離
。
下
端
の
み
完
存
。

一空
五
　
回
□
口
暴
二
箇
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ドё
恙
ω逢
§
ヽ

物
品
付
札
の
断
片
か
。
上
方
欠
。



SK1979上羨 木簡 1933～ 1940

一豊
（　
打
合
釘
十
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ガ
ドダ
ｏ
乙
鷺

打
合
釘
の
付
札
。

〔奎
本ヵ〕

ご
一七
　
日
□
形
二
枚
□
堺
打
下
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毯
追

釦
加
工
文
書
の
断
片
か
。
堺
打
は
釦
製
品
加
工
の
一
工
程
で
、
毛
彫
り
を
さ
す
。
正
倉
院
文
書
に
は
銅
物
製
造
工
と
し
て
火
作

工
・
真
作
工
・
砥
磨
工
・
堺
打
工
・
金
泥
工
・
魚
子
打
工
の
名
が
み
ら
れ
る
ゑ
郵
。本革
妓
幸
一獣
釧
こ
。　
正
倉
院
に
は
雲
花
形
の
鍍
金

釦
板
が
あ
る
結
一正華鵬翻醒靱唯
）。

Ｒ

Ｉ

一全
〈
　
Ш
　
□
□
□
□
□
□

合
点
を
も
つ
文
書
の
断
片
。

ご
一九
　
不
目
釘

一
千
六
百
口

回

平
目
釘
を
書
き
あ
げ
た
も
の
。
正
倉
院
文
書
に
は

転
６
芍
ヽ

「平
頭
釘
」
象
ｍ
膝
第
一文づ

が
散
見
す
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
と
同
義
か
。

後

瓦
８

・
□
打
合
釘
百

ら
０
も
ヽ



釈 文

・
斤
二
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ド×
ドω
添

鵞
ヽ

後
打
合
釘
を
重
量
で
表
わ
し
た
も
の
。
釘
は
隻
で
数
え
る
の
が

一
般
で
、
こ
れ
は
製
造
さ
れ
た
後
打
合
釘
の
重
さ
か
、
あ
る
い

は
後
打
合
釘
を
製
造
す
る
鉄
の
重
さ
を
書
き
あ
げ
た
も
の
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

一茜
一　

曲

　

　

□

〕酢

〔小十
ヵ〕

一き
一　
三
寸
日

釘
の
長
さ
を
記
し
た
も
の
か
。
下
欠
。
上
方
中
央
に
小
穴
あ
り
。

Ｓ
Ｋ
二

一
〇

一
土
墳

・空

≧

談

罐

一一
思
　

頬

納

絆

垂
那

件

史
生

一
人

・　
　
　
　
十

一
月
七
日
安
曇
田
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞琵
ω館
卜
§
ヽ

飯
の
請
求
文
書
。
請
求
官
司
は
不
明
で
あ
る
が
、
請
飯
者
の
中
に
蔵
部
が
い
る
こ
と
か
ら
、
大
蔵
省

・
内
蔵
寮

。
主
蔵
監
の
い

令
鬱

×
舎
ｅ

×
∞
ｓ
ｓ
驚

６

じ

×

営

×

卜

鶴
鵞

芍

６
Ａ
Ａ
０



SK1979土痰 木簡 1941～ 1946

ず
れ
か
の
官
司
で
あ
ろ
う

（蔵
部
に
つ
い
て
は
一と
共参
照
）。
保
存
良
好
。

死
閣

・
Ш
□
取
郷
官
鵜
□

・
国
五
日
　
　
大
録
ト
ロ
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
夭
Ｊ
溢
鵞
【

鵜
飼
に
関
係
す
る
文
書
か
。
鵜
飼
は
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
漁
法
で
、
令
制
で
は
大
膳
職
に
雑
供
戸
と
し
て
鵜
飼
三
七
戸

が
お
か
れ
て
い
た
纂
達
騨
醜
響
。
養
老
五
年
七
月
大
膳
職
鵜
飼
戸
は
停
廃
さ
れ
る
が
継
り
、
八
世
紀
を
通
じ
て
諸
国
で
鵜
飼
は
行
な

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
九
世
紀
に
は
内
膳
司
の
御
厨
子
所
に
鵜
飼
が
お
か
れ
て
い
る
纂
耕
ぜ
。　
大
録
は
八
省
の
四
等
官
。
上
下
折
損
。

瓦
里

・
阿
刀
田
人
使
　
丹
比
口

・
□
□
□

瓦
契

・
回
　
威
郡
小
宅
美
□
人
史
生
回
□

・
国
　
納
綿
三
屯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
ゞ
ｅ
益
鵞
、

蔵
部
は
、
大
化
前
代
朝
廷
の
倉
の
事
務
を
掌
っ
た
倉
人
を
う
け
つ
ぐ
伴
部
で
、
令
制
で
は
大
蔵
省
六
〇
人
、
内
蔵
寮
四
〇
人
、

主
蔵
監
二
〇
人
が
完
め
ら
れ
、　
ま
た
神
亀
五
年
七
月
二
一
日
に
設
置
さ
れ
た
斎
官
療
被
官
蔵
部
司
に
も
お
か
れ
て
い
た
絵
暉
韮
撤
諦

（
Ｈ

じ

×

含

じ

×
］

鶴
６
驚
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づ
。

『廷
喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
大
蔵
省

・
内
蔵
寮
の
蔵
部
は
、
諸
禄
の
支
給
、
諸
祭

・
諸
俵
式
の
準
備
と
執
行
、
大
蔵
物
の
収
納
、

来
朝
春
客
と
の
交
関
、
藍
染
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
る
が
爺
鰯
斌
一難
働
斌
一節
賊
斌
じ
、　
蔵
部
の
職
掌
は
基
本
的
に
は
蔵
物
の
収
納
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
木
簡
は
、
内
容
が
完
全
で
は
な
い
が
、
蔵
部
が
史
生
と
と
も
に
、
蔵
物
の
綿
の
収
納
に
あ
た
っ
た
こ
と
に

関
連
す
る
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
上
下
折
損
、
左
辺
欠
。

一九
四
七

・
訛

紳

嚇

・
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
×
］卜添
長
ヽ

題
簑
軸
。
巻
子
の
軸
の
上
端
を
題
簑
に
作
り
な
し
た
も
の
で
、
律
令
文
書
の
整
理
保
存
に
広
く
用
い
ら
れ
た
。
公
式
令
に
は
、

文
書
案
の
目
録
の
整
理
保
存
に
用
い
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
家
賦
む
。　
ま
た
正
倉
院
に
数
多
く
の
実
物
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

平
城
官
跡
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で

一
〇
点
出
上
し
て
い
る
動
報
任
じ
。
「請
」
に
は

「
こ
う
」
と

「う
け
る
」
の
二
義
が
あ
る
の
で
、

こ
の
題
観
軸
は
、
某
司
が
常
宮
か
ら
の
雑
物
の
請
求
文
書
あ
る
い
は
常
官
か
ら
の
雑
物
の
請
け
取
り
を
ひ
か
え
た
文
書
に
付
し
た

も
の
で
あ
る
。
常
官
は
不
詳
。

『万
葉
集
』
に
は
、
天
平
勝
宝
六
年
正
月
七
日
の
東
常
官
南
大
殿
で
の
津
宴
の
記
事
が
あ
る
が
動

辟
覗
、
こ
の
木
簡
の
常
宮
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
軸
部
下
半
折
損
。

一茜
〈
　

若

狭

國

遠

敷

郡

鯖
剛

一御
緞
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ドや鷲

Ю覚

悪

尋



SK2101土羨 木街 1947～ 1950

贄
の
荷
札
。
青
郷
は

『和
塔
抄
』
の
大
飯
郡
阿
遠
郷
に
当
る
。
は
じ
め
遠
敷
郡
所
属
で
、
天
長
二
年
七
月
大
飯
郡
所
属
と
な
る

綴
け
。
始
貝
は
イ
カ
ヒ
と
よ
み

（和
名
抄
）、
賦
役
令
や

『延
喜
主
計
式
』
に
は
、
調

。
中
男
作
物
の
一
種
に
、
始
只
鮮

・
始
貝
後

折

・
飴
貝
冨
耶
交
絆
が
あ
り
、
若
狭
国
は
始
貝
保
夜
交
鮨
を
調
と
し
て
納
め
る
定
め
で
あ
る
。
八
世
紀
の
青
郷
か
ら
の
贄
品
日
と

し
て
は
、
始
只
の
ほ
か
に
多
比
鮮

今
一九も
、　
伊
和
志
謄
（概
報
一こ

が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
三
品
目
は

『延
喜
官
内
式
』
の
若
狭

国
の
贄
品
目
に
み
ら
れ
な
い
。
単
位
の
蝙
は
土
器
か
。
こ
の
ほ
か
御
贄
の
多
比
鮮
の
単
位
に
用
い
ら
れ
て
い
る

（一元
も
。

一九
四
九
　
・〔騨

郡

伽
誰
鯉
敢
扶
膳
臣
日

。
　

　

九

月

十

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｓ

）
恙

露

卜
鵞

も

調
塩
荷
札
。
人
夫
は
不
詳
。
同
様
の
書
式
の
木
筒
に
は
、
備
前
国
邑
久
郡
香
止
里
人
夫
の
米
貢
進
荷
札

（概
報
一〇
、
淡
路
国
津

箸
郡
賀
茂
里
人
夫
の
庸
米
荷
札
（同
七
）
の
二
点
が
あ
る
。
な
お
人
夫
に
関
す
る
文
献
上
の
用
例
で
注
意
す
べ
き
も
の
に
つ
ぎ
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。
天
平
七
年

一
二
月

一
五
日
弘
福
寺
領
讃
岐
国
山
田
郡
田
地
図
象
細
膵
喘
曜
、
天
平
宝
字
二
年

一
二
月
二
二
日
筑

前
国
早
良
郡
人
夫
三
家
連
豊
継
解
翁
七．側
ュ
、
宝
亀
七
年

一
二
月

一
一
日
備
前
国
津
高
郡
津
高
郷
陸
田
売
買
券
鍮
赫
期
瓶
執
兵
一雛
Ｊ
な

ど
に
み
え
る
人
夫
で
あ
る
。
調
塩
三
斗
は
令
制
の
輸
貢
量
。
下
折
損
。

〔若
ヵ〕

死
吾

・
□
狭
國
遠
敷
郡
木
口
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・　
　
　
天
不
勝
賓
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
Ｉ
Ｇ
）逢
§
も

貢
進
物
荷
札
。

「木
日
」
は
木
津
郷

（和
名
抄
）。
上
端
、
裏
面
右
側
に
木
簡
廃
棄
後
の
削
り
が
あ
る
。
下
折
損
。

〔土
ヵ〕

瓦三
・□
□
里
茅雑畑
躙剛姐『噺
ヵ〕

〔天
季
〕

・
□
□
十
八
年
七
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〓
）巡
『溢
亀
篭

貢
進
物
荷
札
。
一豊
二
と
同
筆
。
上
折
損
。
下
端
は
九
く
削

っ
て
い
る
。
裏
面
は
腐
朽
著
し
い
。

死
三
　
・
［□
同
百
工
暫
擁
症
脇
み
筋
畑
茅
斗

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日日日日日日一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（騨ド∞）〕入囀］〉〈ω　鶴６劣ヽ

調
塩
の
荷
札
。
冗
丑
と
同
筆
。
下
は
先
端
を
や
や
折
損
。
裏
面
は
腐
朽
甚
し
い
。

瓦畳
・□
□
里
椰
阻禰判鰯勅観茅斗

・　
天
不
十
八
年
九
月
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌∞マ
〕毎
ヽ
§
ヽ

調
塩
荷
札
。
右
辺
上
部
を
欠
く
が
、
ほ
ぼ
原
形
か
。
表
裏
面
と
も
腐
朽
甚
し
い
。



SK2101土療 木簡 1951～ 1959

回
□
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
　
　
一ハ
ロ
日

一豊
四　
　
　
二
匹
今
年

一
匹
去
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（轟
×
〇
越
亀
驚

〔野

里
ヵ〕

瓦
垂

・
播
磨
國
宍
粟
郡
柏
□
□

・
山
部
子
人
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（轟
ゞ
Ｑ
）溢
ｓ愚

春
米
の
荷
札
。
播
磨
国
宍
粟
郡
の
山
部
は

『播
磨
国
風
上
記
』

盆
（禾
郡
条
）
に
も
二
例
み
え
る
。
右
欠
、
下
折
損
。

〔戸

主

玉

作
ヵ〕

瓦
奨

・
玉
作
郷
□
□
□
□
日
日
日
日

・　一日日日日日日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ∞ω）×
（やμ））^ｏ　ら０』Ю

貢
進
物
荷
札
。

『和
名
抄
』
で
は
玉
作
郷
が
駿
河
国
駿
河
郡
、
下
総
国
通
瑳
郡

。
埴
生
郡
、
土
佐
国
安
芸
郡
に
、
玉
造
郷
が
陸

奥
国
磐
城
郡

・
玉
造
郡
に
み
え
る
。
全
体
に
腐
朽
が
甚
し
い
。
上
端
左
右
の
切
り
込
み
は
原
形
。

一九三七　　　　一　一ヽ‐斗「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドド↓×
ゃ、×
ω
鶴６』】

一豊
〈
　
□
賓
一日
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
夭
じ
憑
§
０

三
九
　
事
同
日
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ω∞）ｘ
（５
溢
§
、



文
　
瓦
大〇
・　
成
　
成

釈
　
　
　
　
成
成
成
成

・
秀
　
秀
成

秀

秀

〔爾
〕

成
秀
　
秀
成

秀
成
成
成
成
　
秀
成

．習
書
。
左
右
下
久
。

三
全
・□
回
□
　
□
剛

・
賓
□
□

「貨
」
は
異
体
字
使
用
。
上
久
、
下
焼
痕
。

一九
大
一一
　

亜
朋

研

瓢

醐

下
原
形
。
上
は
左
肩
を
欠
く
も
一
部
原
形
一

工
全

・
□
口
□

公
葛
）
Ｘ
（
ド
Φ
）
×
や
Ｓ
Ｓ
』
、

容
お

じ

ｘ
含

じ

ｘ
∞

盛
穏

ヽ

ド
∞
∞
Ｘ
（
μ
ｕ
）
Ｘ
∞

Ｓ
ｓ
∝
ヽ

72



SK2101土羨 木簡 1960～1966

〔一香小ヵ〕

。
「同
回
□
日
」

一夫
四　
□□□「剛剣附剛田□秋山
「□
□
□
」

〔荒
ヵ〕

〔日月
ヵ〕

三
全

・
□
□
□

□
□
□

・
□
□
一日
Ш

□
□
□
二
人

〔ヰ‐
ヵ〕

も
と
冗
棗
と
同

一
の
も
の
。
の
ち
曲
物
側
板
に
転
用
。

で
折
れ
、
二
断
片
と
な
る
。

三
（大
・
　
□
女
二
人

口
　
　
□
□

〔日月
ヵ〕

回
二
人
輛叫

・
□
□
□
□

□
□
□
□

（
ｓ

ｅ

ｘ

含

じ

×
り

勢
司

、

会
留

ｅ

×

命

ｅ

ｘ
ｏ

欝
弼

ヽ

（
ω
卜
）
×
卜
や
×
∞

ら
や
職

曲
物
の
た
め
の
も
の
。
切
れ
目
の
と
こ
ろ

三
個
所
の
横
の
切
れ
日
は
、

Ｑ
卜）
ｘ
点
×
∞
転段
、
　

７３



釈 文

一生
奪

一九大
〈

死
充

一九
七
〇

一九
七
一

一九
七
二

瀑
甲
一

・
□
□

Ａ奪本
ォ〕団醐・

大大□宅囲

・
□
□
・謂
℃

・
袴
裁

・
□
□
・印晒
口
國

・
松
日
口

駕

ｘ
割

式

ζ

こ

§

ヽ

Ｇ
じ

ｘ
ｓ
ｅ

ｘ
ヽ

褒
ヽ
【

（０
∞
）
Ｘ
（０
〉
Ｘ
゛
晏
減
ミ

会
０
ド
）
Ｘ
（
ド
ｕ
）
Ｘ
】
養
、
」

Ｇ
ｅ

ｘ
鶴

一ｘ
］
魯

驚



SK2XOl土羨1木簡 1967～1980

一先七
二
　
・・
回
鍮

・・　
□
一日
Ｈ
一

薯
四　
口
　
□
□
笛【醍
白
□
口

一九
七
〓一

一を
本
　
国
登
宇
波
伊
伊
伊

死ｔ七．
臥
既
ガ月
八
日□

一を
〈
　
九
月
十
二
日
□
日

克
七九一　
所
土
万
昌
ヽ
断
日
一日

土
万
昌
は
一究
一の
土
師
上
万
畠
と
同
人
か
。

一九
〈０
　
探
薪

十

一
荷
轟

「磨
」
は
異
体
字
使
用

（〓
合
二
災
露
も
回
機
）。

（（
↓）
Ｘ
（一一
Ｙ
Ｘ‐〕
Ｇ
ゃ
ミ

一養
ゞ
ヽ

α
Ｏ
も
ヽ

蟹
己
ヽ

亀
畿

Ｓ
Ｏ
と
ヽ

ヽ
０
℃
ヽ

ｓ電
ヽ
　
お



釈 文

仕
丁
が
採
薪
に
従

っ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
。
仕
丁
は
五
〇
戸
に
二
人
徴
発
さ
れ
、　
一
人
は
実
役
に
従
う
立
丁
、　
一
人
は
立
丁

の
為
に
汲
炊
の
労
を
と
る
所
に
充
て
ら
れ
た
。　
こ
の
場
合
、
立
丁

・
所
と
も
に
採
薪
の
実
役
に
従

っ
て
い
る
（人
別
一荷
採
薪
）。
こ

の
よ
う
に
麻
が
立
丁
同
様
実
役
に
使
役
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
奈
良
時
代
後
半
の
こ
と
で
あ
る
動
線
隷
」一第「縦
∝
融
期
畷
七
じ
。
中
央

官
司
で
使
用
す
る
薪
に
つ
い
て
は
、
雑
令
に
毎
年
正
月

一
五
日
在
京
官
人
が
薪
を
進
上
す
る
御
薪
の
規
定
が
あ
る
が

自
参
照
）、

こ
の
ほ
か
、
買
得
や
仕
丁
の
採
薪
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て
い
た
象
四
膵
常
岐
塔
一一一潤
‐一
一七幼
、
）ｏ

大
少
録

口

回

自
　
□
　
□

〔鳥
ヵ〕
〔蔦
ヵ〕

横

横

□

〔菅局
ヵ〕

一茎
浮
随陣
甲

〔業
便
ヵ〕

一ム
（　
日
養
養
□

一九
八
二

鶴
Ｓ
芍
ヽ

６
６
芍
ヽ

Ｓ
Ｓ
も
ヽ

鶴
６
も
ヽ

Ｓ
Ｓ
も
ヽ

Ｓ
Ｓ
や
ヽ



SK2101土療 木簡 1981～ 1996

九    九    九    九    九    九    九    九    九    九
九    九    九    九    九    九    九    八    八    八
六    二    四    ニ    ニ    ー    〇    九    八    七

〔馬

馬
こ

□
□
□

□
□
辰
万
昌
〔擁
穫
↓〕

□
進
進
国

行
少
丞
小
田

ヽ
上
師
上
万
呂

ヽ
春
日
□
口

口
　
一
一月
二
日

□
大
奈
良

□〔騨
Ｖ
□
□
□

回
戸
主
土
師
口
口

□
□

口
伎
万
昌

邑 e昌 邑 § 曇 昌 § 昌 §
77



釈 文

0   九    九    九
(::)                                                                                               ,'1´                                                                                           =″ |,                                                                                           こ〃ヽ■
〇                                                                                     九                                                                                           ハ                                                                                         士

5555550   10   0   0   0   0
六    五    四    ニ    エ    ー

殿
所
役
日

回〔賦
燐
賓
口

口
　
堺

口

朧

口

□
競
□

□
万
呂

上
自
回

口□
万
呂

□
勝
□

亀
追

　

７８

Ｓ
Ｓ
Ｏ
」

ヽ
０
０
ヽ

Ｓ
Ｓ
る
ヽ邑 邑 邑 昌 昌 昌



SK210と土壌 木簡 1997-2045

３
号
　
．□
宮

一こ
八一　
□
足
□

二〇〇九一　　　餌篇一

一Ξ
Ｏ
　
今
回

壷

一一　
口
秋

壷
一一　
回

二写
一　
左
□

一豆
四
　
中
口

一豆
革
　
飛
炎
架
釘
六
十

付
札
。
飛
炎
架
釘
は
飛
炎
重
本
を
う
ち
つ
け
る
釘
で
あ
る
。

§ § 證 昌 昌 昌 識
α
Ｏ
も
ヽ

ド
銅
卜
Ｘ
・］
Φ
Ｘ
Ｓ

Ｓ
や
〕
囀

正
倉
防
棄
書
に
蓋
木
翁
む
を
う
ち
つ
け
る
釘
が
散
見
す
る
家
謝
事
難
　
約



釈 文

ヨ
三
三Юど。▼

二星
（　
□
酌
酔
曜

〔除

徳
ヵ〕

３
τ

・
□
衣
衣
表
蓑
吉

・
□
□
□
□
□
□
□
□

二〇
一八
・
召
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

『台心
ヵ〕

・
莫
□
□

一豆
九
　
皮
邊
日

一豆
ｏ
　
飛
炎
宇
助
釘
七
十
日
日

召
状
。
表
は
、

「召
」
の
下
に
小
治
英
以
下
の
召
喚
さ
れ
る
人
の
名
を
並
記
し
、
裏
は
、

「莫
怠
遅
」
と
か

「莫
怠
緩
」
と
か

の
召
状
の
常
套
句
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
原
文
書
を
半
我
し
た
右
半
分
の
一
部
が
残

っ
た
も
の
。
三
片
に
分
離
。
左
右

・

下
久
。

令
『
）
×
Ｇ
）
×
ド
６
６
驚

６

ｅ

ｘ

含

ｅ

×

り

欝
弼

ヽ

６
９
×
命
じ
×
卜
毯
驚

（
８

じ

×

全
ｅ

ｘ
ω

転
鳥

喝

（
日

∪

×

命
ｅ

×
ω

棗
）磁



SK2101土羨 木簡 2016～2026

飛
炎
宇
助
釘
は
飛
炎
宇
助

（飛
炎
垂
木
を
横
に
つ
な
ぐ
茅
負
の
類
）
を
う
ち
つ
け
る
釘
。
正
倉
院
文
書
に
、
宇
助
を
う
ち
つ
け
る
釘

が
み
え
る
象
謝
膝
封
致
琴
。
右
半
の
み
残
存
。
上
は

一
部
久
く
も
原
形
。
下
欠
。

二
皇

一
　

□

□

應

應

同

Ｈ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（愚

▼

◎

溢

ζ
驚

〔
刺牡
ヵ〕

う
三
・
秦
甘
佐
□
根

‐
根
廣
阪
廣
贋
陵
廣
Ш廣

．妻

記

秋
秋
振
振

〔
す工
ヵ〕

〔隙ｐ
ヵ〕

二室
一一　
□
□
□
□

〔二
月
ヵ〕

一豆
四
　
□
□
口
□

壱
三

・
□
申
国

・

　

一□

昏
兵

・
参
笠
望
□
口

命
『
ｅ
ｘ
Ｇ
ｅ
×
卜
鶴
ｓ”
、

鶴
⇔
峰
ヽ

α
⇔
聴
ヽ

６

じ

Ｘ

Ｇ
）
×
］

亀

∝
、



釈 文

二
〇
二
七

二
０
二
八

二〇
二九

二０
二〇

二０
二
一

二
０一一言
一

二
〇
一一看
一

二
〇
三四

・
国
人
口

・
□
人
口
□
□

・
□
□
□

〔ｍ畑つ〕
回□

空
追

向

何

「□
綿
」

□
口

□
□
回
□〔酔酷莉即日
列

斤
二
雨
モ
牛

食
じ
ｘ
令
じ
ｘ
や
α需
ヽ
　

鬱

全～
）
Ｘ
全
じ
Ｘ
中
αＯ∝ヽ

６
Ｓ
も
ヽ

鶴
６
も
ヽ

Ｓ
Ｏ
芍
ヽ

６
じ

ｘ
舎
ｅ
文

∞
負
）驚

含
Ｏ
ｅ

ｘ
Ｑ
）
×
り
ｓ
Ｏ
∝
」 昌  邑



SK2101上羨 木簡 2027‐2044

雷 匿 重
―
量 目 昇 真 曇 夏 重

「
里

諄

謂
謄

□
□

国
語
□

謬□
袋
□

奴
上

高
宮

参
「美
一□

□
□

αＲ】やヽ
Ａヽ櫂やヽ

麒
０
埼
【

転
Ｓ
ヽ
【

ｓ
ｅ
ヽ

俗
じ
Ｘ
含
じ
Ｘ
ф
藤
粥
、

ぶＲ漕や【

ａ
ｓ
や
ヽ

（『中）
×
一（ｅ
Ｘ
卸
ｓ
Ｒ
ヽ

雪
ｇ
、
　
一部



釈 支

〔二川
ヵ〕

一電
三
　
□
□

二昌
（　
□
常
□

二〇四七　　　一官口

一雷
〈
　
□
口
口
口

一雷
九
　
少
録
□

一重
ｏ
　
国
□
□

二皇
一　
□
四
人
各

二〇エニ　　　負目（
〔蘭瓜ォ〕

二〇
エ
ニ
　
　
　
［
同
一

Ｓ
Ｋ
二

一
〇
一
一土
竣

毯
追

　

８４

α
０
０
」

も
も
も
ヽ

はＲ）やヽ

Ｓ
Ｓ
や
ヽ

６
０
埼
」

転
Ｓ
も
ヽ

Ｓ
Ｓ
も
」

ぶＳ
馬
ヽ

６

Ａ

Ａ

０



SK2101土療 木簡 如心～2061

二皇
四
・
日

〔作
ヵ〕

一四
□
今
三
若

・
□
口
□
回
足

一重
〓
　
進
出
百
十

二
〇
五
六

□
子
〓

〔一ハ
十
ヵ〕

一百
回
□

〔套庁
ヵ〕

二〇
工七
　
　
　
． 日〕
余

二

二〇
〓〈

十
二
□

二〇
二九

回
□
道
〔右
ヵ〕

一回

二〇
六
〇

□
□
不
釘
□

平
只
驚
ど
、
平
頭
釘
象
曇
鋭
督
ｘ

二
〇
大
一

日
　
〔釘
，〕

］回
口

嬬
釘
縮
締
・瓶
■
一
な
ど
の
釘
の
名
称
が
諸
史
料
に
散
見
す
る
。

（ド〕∞
）
×
（ド『
）
Ｘ
頓
養
弓
、

α
Ｑ
Ｏ
」

鶴
Ｓも
ヽ

Ｓ
Ｓ
も
」

鶴
０
も
ヽ

α
０
０
ヽ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
ヽ

ら
０
い
ヽ
　
　
　
Ｆｏ



釈 文

≡ 詈 昇 異 暑 異 塁 審 昌 垂

〔辞肌ガ〕

□
□
呂

□
足
国

〔コ』ヵ〕・

回
水
除

ロ
　
コＥ

口辞
〔汁
，〕

回
回

〔と可
″〕

□
□

吉
□

〔鞣麒ガ〕
回
□
回

〔一一
人
ヵ〕

□
□

鶴
も
も
ヽ

転
Ｓ
芍
ヽ

も
や
や
ヽ

鶴
Ｓ
芍
』

鶴
０
い
ヽ

Ｓ
Ｓ
芍
ヽ

（
認

）
ｘ

全

じ

×
］

ζ

置

Ｓ
Ｓ
芍
【

鶴
６
も
ヽ

α
Ｓ
も
ヽ



SK2102土羨 木簡 2062～ 2075

工
〇
七
二
　
　
　
加
刷
け

ヽ
Ｓ
芍
喝

二
署

一一
　

合

回

Ｓ
Ｓ
も
ヽ

工
写
四

・
一呆
社
訂
中
Γ
十

二
旗
Ｆ
甲
斯
に
廠
眸

・
付
宿
奈
航
呂

泉
津
か
ら
の
建
築
木
材
進
上
に
関
す
る
文
書
。
泉
津
は
、
木
津
町

全
八
都
府
相
楽
郡
）
付
近
に
あ
っ
た
泉
川
（木
津
川
）
の
津
で
、

平
城
京
で
使
用
さ
れ
る
木
材
の
集
散
地
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
天
平
宝
字
三
、
四
年
の
法
幸
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
の
造
営
に
際
し
て
、

高
嶋
山

（近
江
国
）、
丹
波
山
、
伊
賀
山
の
山
作
所
で
伐
採
し
た
本
材
を
、
筏
で
宇
治
川
、
保
津
川
、
木
津
川
を
流
し
、
泉
津
で
ひ

き
あ
げ
法
華
寺
の
現
場
に
運
ん
で
い
る
爺
釧
帥
呼
謬
線
謡
歎
難
球
孵
纂
嘩
藤
し
。　
宿
奈
床
呂
は
、　
天
平

一
一
年
六
月
四
日
泉
木
屋
所
解
に

み
え
る
同
所
の
使
の
文
宿
奈
万
呂
と
同

一
人
か
象
旧
一本希
一文づ
ｏ
上
端
は
右
肩
を
若
干
欠
く
が
原
形
。
下
折
損
。
保
存
良
好
。

一憲

〓
　

邊
附

六
枚

即

出

匝

□
回
□
回
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ドト露

６

滋

乱

】

辺
付
は
扉
構
え
の
部
材
。
扉
構
え
の
ま
わ
り
に
、
枠
を
つ
く
っ
て
回
め
て
い
る
閾

（敷
見
▼

鼠
走
と
組
み
あ
う
縦
の
板
で
あ
る
。

正
倉
院
文
書
に
戸
調
度
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
象
剤
膝
一古放
σ
ｏ　
左
右
両
側
欠
損
。
上
か
ら
三
分
の
一
の
所
で
折
れ
、
二

（騨ω
μ）
×
い
の
Ｘ
卜
（漁
ヽ
も
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断
片
と
な
っ
て
い
る
。

〔江

沼

郡
ヵ〕

乙
実

・
越
前
國
□
□
□
忌
浪
郷
戸
主
□
□

。
人
□
日
‐‐
□
□
小
足
□
□

貢
進
物
荷
札
。
両
面
と
も
黒
変
し
て
文
字
不
明
瞭
。
下
端
を
や
や
欠
く
。

〔阿

波

國
ヵ〕

吾
薯

・
□
□
□
日
日
日
□
□

・

□

秦

人

旅

町

絆

旦

‐‐―‐

‐ ――‐

刊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ド
伽
∞
×
中
ド
溢

晏

配

３
穴

・
赤
坂
郡
檜
□
郷

〔
奮４
ヵ〕

・　
白
米
国
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｏ］×
］ド溢
毯
趙

白
米
の
荷
札
。
赤
坂
郡
は
備
前
国
に
み
え
る
。
た
だ
し

『和
名
抄
』
で
は
備
前
国
赤
坂
郡
に

「檜
□
郷
」
の
該
当
郷
名
は
み
え

な
い
。
白
米
の
輸
貢
量
は
通
常
五
斗
で
あ
る
。
部
分
的
に
腐
朽
が
あ
り
、
墨
は
う
す
い
。
上
端
左
側
を
欠
く
。

３
克

・
越
前
國
大
野
郡
調
錢

・
□
貫
　
天
不
元
十
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ
恙
算
∞
ζ
篭

（
ド
Φ
『
）
×
μ
Φ
×
〕

６
６
鯨
ヽ
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調
銭
の
荷
札
。

「銭
」
の
字
の
下
に
後
筆
の
墨
痕
が
あ
る
。

〔曾只
ヵ〕

き
合

・
播
磨
國
佐
用
郡
調
錢

一
口

・　
　
天
李
元
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐド露
０
溢
毯
鷺

調
銭
の
荷
札
。
調
の
銭
納
は
和
釦
五
年

一
二
月
に
始
め
ら
れ
た
。
貢
納
地
域
は
初
め
京
と
畿
内
諸
国
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
の
ち

養
老
六
年
九
月
に
畿
内
周
辺
国
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
鍮
〕
。
こ
の
ほ
か
特
例
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
地
域
も
あ
る
が
、
九
世
紀
に

は
ほ
ぼ
掠

。
畿
内
諸
国
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
播
磨
と
越
前
全
０七も
は
養
老
六
年
の
貢
納
国
の
中
に
入
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
養
老
六
年
に
定
め
ら
れ
た
諸
国
が
、
い
つ
ま
で
調
銭
を
貢
納
し
た
か
他
に
徴
す
べ
き
史
料
が
な
い
の
で
、
そ
の
意
味
で
、

こ
れ
ら
二
点
の
木
簡
は
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
木
簡
か
ら
、
調
銭
が
郡
単
位
に
ま
と
め
て
貢
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
郡
が

一
括
貢
納
す
る
際

一
貫
ご
と
の
調
銭
に
付
し
た
荷
札
で
あ
ろ
う
。
調
銭
の
負
担
額
は
時
代
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
神
亀
三
年
の
山
背
国
の
例
が
正
丁

一
人
九
文
で
あ
る
か
ら
舗
箱
拒
鉾
訓
・背山
藝
勢
郵
珊
軌
庁
鯵
、
畿
外
の
播
磨
の
場
合
は

京
畿
内
の
二
倍
、
す
な
わ
ち

一
八
文
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
大
野
郡
の
一
貫
は
正
丁
五
五
人
余
分
に
当
る
。
左
欠
。

二寅
一　

田
嗣
融
理
綿
脚
榊

亀

五
年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（じ

巡
受

〕
識

も

調
の
荷
札
。
上
半
が
折
損
し
て
い
て
国
郡
名
を
欠
く
が
、
木
簡
の
年
紀
に
よ
り
周
岐
里
は
郷
里
制
下
の
里
で
あ
る
か
ら
国
名
を
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推
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
木
簡
に
示
さ
れ
る
調
海
凛
の
輸
貢
量
は
六
斤
が
多
い
。
こ
の
六
斤
は
大
斤
と
考
え
ら
れ
る
が
爺

頁．刻
翻
も
、
正
丁

・
次
丁

。
中
男
な
ど
の
一
人
の
負
担
量
で
は
な
い
。
海
藻
の
計
量
に
は
斤
両
の
ほ
か
に
、
籠
（古
）
・
連

・
把
が
用

い
ら
れ
、
海
藻

一
籠
＝
六
斤
徐
卸
球
哺
取
鳩
な一し
ヽ
二
連
＝
六
斤

（概
報
一０

で
あ

っ
た
ら
し
い
か
ら
、
六
斤
と
記
さ
れ
た
木
筒
は

一
籠

あ
る
い
は
二
連
づ
つ
に
荷
分
け
さ
れ
た
海
藻
に
付
け
ら
れ
た
屯
の
で
あ
ろ
う
。
下
端
原
形
。

〔材
ヵ〕

二ｇ
一　
沙
山
進
上
交
易
□
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドｏ∞×∞中進
鵞
」

沙
山
は
未
詳
。
ほ
ぼ
原
形
。

３
〈
三　
・
十
出
□
所
罪
避
審
躁
職
薪
嘩
囃
嘘
コ牟

離
蜘
第
隻
長
四
寸

・
飩
膀
朝
庭
四
枚

本

受

鐵

鞘

〓
新

十

雨

損
耐
鏡
新
付
覇
月
十
一一一日
足
嶋
　

　

　

　

　

　

　

∞ｏ∞
×
卜Φ
逢

§

ヽ

鉄
製
扉
金
具
の
製
作

・
進
上
に
関
す
る
文
書
。
表
裏
面
と
も
部
分
的
に
腐
朽
が
著
し
く
、
差
出
の

「北
□
所
」
の
中
の
一
字
、

「牒
」
の
下
の
一
字
、

「尻
塞
」
の
上
の
文
字
な
ど
は
判
読
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
鉄
製
金
具
類
は
す
べ
て
扉

の
付
属
金
具
と
考
え
ら
れ
る
。
挙
鑑
は

「
ア
ゲ
カ
ス
ガ
イ
」
と
よ
み
大
和
名
抄
）、
戸
締
具
の
一
種
で
あ
る
。

「延
喜
木
工
式
』
に

は

「挙
鑑

一
隻

難
一在対
料
、
鉄
十
三
両
」
と
み
え
る
。
牒
と
は
、
両
扉
の
合
せ
目
の
隙
間
を
ふ
さ
ぐ
た
め
に
付
け
ら
れ
る
板
で
あ

る
が
、
こ
の
木
簡
の

「牒
□
」
は
鉄
製
品
で
あ
る
か
ら
、
牒
を
う
ち
つ
け
る
釘
で
あ
ろ
う
か
。
正
倉
廃
文
書
に
、
戸
牒
を
う
ち
つ
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け
る
た
め
の
釘
が
散
見
し
て
い
る
象
謝
林
冶
致
峰
一種
こ
じ　
尻
塞
と
は
釘
の
類
を
う
ち
つ
け
、
そ
の
先
が
裏
に
出
た
場
合
、
そ
の
釘
先

を
お
お
い
か
く
す
た
め
に
付
け
る
金
具
で
あ
る
。　
環
は
戸
の
引
き
手
の
金
輪
で
あ
る
短
轄
節
響
。　
位
は
居
あ
る
い
は
位
金
と
も
み

えゝ
、
環
な
ど
を
う
ち
つ
け
る
場
合
そ
の
根
元
に
す
え
る
金
具
で
、
史
料
に
は
、
引
手
（環
▼

打
立

・
鑑
な
ど
に
関
し
て
後
塞

（尻
塞
）

と

一
具
と
な
っ
て
み
え
る
（鉄
「
嘩
諮
槃
矩
極
割
鍾
し
。
こ
の
木
簡
で
は
、
鉄
製
金
具
製
作
に
関
し
て
、　
本
受
鉄
量

（四
三
斤
一
〇
両
）、

製
品
と
な
っ
た
実
量

（一≡
一斤
）、
損
量

（
一
一
斤
一
〇
両
）
を
か
き
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
記
載
形
式
は
、
天
平
宝
字
六
年

造
石
山
寺
所
鉄
充
労
作
上
帳
象
泊
一本琳
は
秦
垣
『
状
Ю
釦
あ
と
同
様
で
あ
る
。　
こ
の
木
筒
は
Ｓ
Ｋ
二

一
〇
二
土
羨
の
性
格

。
埋
没
年
代
の

決
定
の
重
要
な
論
拠
と
な
っ
て
い
る
。
上
は
小
刀
で
調
整
し
て
お
り
、
下
は
切
り
こ
み
を
い
れ
て
折
る
。

一責
四
　
北
□
□

一責
五
　
五
日
甲
辰
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α目

〔てｒ
ヵ〕

二星
（　
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ目

二〇〈七　　　血圧川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らもる、

Ｓ
Ｋ
二

一
〇
七
土
壊

６

Ａ
Ａ
０

鶴
Ｓ
も
ヽ
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一責
〈
　
□
□
□
五
石
九
斗

一買
九　
河
原
郷
団剛購畑到拒斗

〔子
力〕

貢
進
物
荷
札
。

『和
名
抄
』
で
は
伊
賀
国
山
田
郡
、
武
蔵
国
男
余
郡
に
川
原
郷
が
あ
る
。
左
欠
。

一琵
〇
　

鴨
鴨
鴨

〔芸
尽
ヵ〕

二冤
一　
□
□
□
□
□

二室
一　
回
大
□

二皇
一一　
口
官

Ｓ
Ｄ
二
七
〇
〇
溝

乙
茜
・民
部
省
召
懃
影
腿個却
刺呂

・田
――――
刻
耐
七閉
畔国〔咄
〕宮
内

（
中
∞
卜
）
×

（
］
Ｎ
）
×
９

Ｓ
Ｓ
∝
ヽ
　

　

９２

い∞
ド
×
（騨ω）
×
ω一
６
６』
囀

Ｓ
Ｓ
も
ヽ

６
Ｓ
も
ヽ

Ｓ
Ｓ
も
ヽ

６
Ｓ
Ｏ
【

６
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｈ

い
ド
ド
×

Ю
卜

×

り

も
６
ヽ
【
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民
部
省
の
召
喚
文
書
。
出
土
層
位
か
ら
、
天
平
勝
宝
２
天
平
宝
字
年
間
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
日
付
下
の

「官
内
」
は
文

書
の
充
所
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
区
の
木
筒
が
、
多
く
官
内
省
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
木
簡
は
宮
内
省
で
廃
棄
さ
れ

た
可
能
性
が
強
い
。
贄
土
師
佐
美
万
呂
は
、
正
倉
院
文
書
鹸
釣
一本
・古」
鳩
正
Ｊ
、

『続
日
本
紀
』
に
み
え
る
。
天
平

一
七
年
に
大
膳
職

少
属
従
七
位
下
で
、
天
平
宝
字
七
年
正
月
に
正
六
位
上
か
ら
外
従
五
位
下
に
昇
叙
さ
れ
た
。
「波
多
足
□
」
は
、
『続
日
本
紀
』
に

み
え
る
波
多
真
人
足
嶋
か
波
多
朝
臣
足
人
で
あ
ろ
う
。
年
代
か
ら
み
て
妥
当
な
の
は
足
人
で
あ
る
。
天
平

一
八
年
四
月
に
従
五
位

下
と
な
り
、
同
九
月
宮
内
少
輔
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
天
平
勝
宝
六
年
正
月
従
五
位
上
に
昇
叙
、
同
七
月
に
備
後
守
と
な
っ
て
い
る
。

両
人
は
天
平
末
年
以
後
と
も
に
官
内
省
関
係
の
役
職
に
あ
り
、
こ
の
召
文
が
官
内
省
宛
て
ら
し
い
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。

〔条

女

司
ヵ〕

一琵
五
　
□
□
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
ｙ
Ｑ
）ヽ

８
驚

左
右
欠
。
下
端
部
に
焼
痕
が
あ
る
。
文
字
は
極
め
て
う
す
い
。
上
方
部
に
ま
る
い
穴
が
あ
る
。

二異

・

諏

輪
省
圭♂

麗

幡

」
「き

宮

内
省
省
省
省
□

・　
　
　
　
　
水
司
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（謡
）
×
∞卜
添

§
も

下
半
部
は
上
方
部
に
比
べ
薄
く
、　
一
枚
は
い
だ
形
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
裏
面
も
全
体
に
調
整
の
痕
跡
な
く
、
は
い
だ
形
の

ま
ま
墨
書
し
て
い
る
。
表
裏
面
と
も
に
習
書
か
。
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一琵
七
　
木
工
寮
解

「□
」
申
請
日

□

（
ド
ド
リ
）
×
卜
Ｏ
×
ω

Ｓ
Ｓ
、
芍

「木
工
寮
□
□
□
」

右

一
行
が
木
工
寮
解
文
の
正
文
。
木
簡
が
不
用
に
な
っ
た
時
に
上
下
を
切
断
し
、
同
文
を
習
書
し
て
破
棄
し
た
。
こ
れ
は
そ
の

上
半
部
に
あ
た
る
。
木
工
寮
は
官
内
省
の
被
官
で
、
造
営
関
係
を
掌

っ
た
。
こ
の
地
区
の
木
簡
に
は
、
宮
内
省
関
係
の
も
の
が
少

な
く
な
い
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

二
〇
九
八
　
　
　
″
一

〔協
脅
ヵ〕

一蜀
九
　
　
日
‐‐
日
一　
　
回
□

一
□

竪
子
所
六
人
奴
　
　
荒
□

飯
運

一
人

□
□

‐
栗
男

‐
盆
万
呂

□
万
呂
女

人
成

〔癸虹
ヵ〕
□
万
呂

口

一

□

一
人

員
木

子
祀
父

国
営

〔毛
ヵ〕
〔近
ヵ〕

今
回
治
口
□
□
□
□

ｅ
ｅ
×
Ｇ
ｅ
×
］
緊
〕驚

牧
手
女

逃
亡
六
人
鰹
一意
＝

子
石

（
Ｎ
Ｏ
Ｏ
）
Ｘ
ト
ト
×
『
転
も
ヽ
ヽ

94
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畳
子
所
の
奴
婢
等
に
つ
い
て
、
仕
事
の
割
当
て
、
逃
亡
の
有
無
な
ど
を
記
し
た
木
簡
。
畳
子
所
は
、
天
皇

・
皇
后

・
皇
太
后
な

ど
に
直
属
す
る
竪
子
を
統
轄
す
る
官
司
で
あ
る
。
畳
子

・
畳
子
所
の
名
は
、
天
平
勝
宝
二
年
か
ら
天
平
宝
字
六
年
の
正
倉
院
文
書

に
散
見
す
る
建
活
動
諦
勤
限
囃
獣
り
。　
畳
子

・
警
子
所
は
、
天
平
宝
字
七
年
初
頭
に
内
畳

。
内
畳
所
と
改
称
、
神
護
景
雲
元
年
に
改
組

発
展
し
て
内
豊
省
と
な
っ
た
鈴
跡
『信酷
史「抑
曜
幣
初
型
。　
こ
の
木
簡
も
出
土
層
位
か
ら
す
れ
ば
ほ
ぼ
天
平
勝
宝
２
天
平
宝
字
年
間
の
も

の
で
あ
ろ
う
。
欠
損
は
あ
る
が
ほ
ぼ
完
形
。

一琶
ｏ
　
回
回
□
□
□
□
□
□
大
官
酒
〔卜
剛
Ⅳ
一日
日
――

二
Б
一　
回
□
□
　
四
月
□
　
四
月
十
五
日
□
万
呂

二
憂
一
　

一
岡
田
王
　
　
一二
□
□
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
ｙ
Ｏ
溢

乙
驚

歴
名
風
の
木
街
。
岡
田
王
は
、

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
二
月
壬
辰
条
に
従
五
位
下
か
ら
従
五
位
上
に
昇
叙
さ
れ
た
人
物

と
同

一
人
で
あ
ろ
う
。
こ
の
比
定
は
、
出
土
層
位
と
も
矛
盾
し
な
い
。

〔抄
ヵ〕

一言
二
・　
□
□
□
□
□
□
食
返
□

・　
　
　
　
　
　
［日
日
日
日
日
日
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
ΦＯ）×
合
）×Ｎ
乙
驚

（
遇

ｅ

×
６

）
×
卜

鶴
鼠

」

（
８

∋

×

含

ｅ

×
卜

も
６
∞
、



釈 文

三
自

・
国
月
十
八
旦
日
日
日

・　
口
曾
□
一日
日
日

三
冥

・
舟
木
口

・
私
部
志
口

三
宅

・
更
加
舎

・
重
人

国
所
夫
六
人

一百
五
　

官
春
祭
五
日
　
後
宮
祭
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
Ｉ
（５

×
ド↓
乙
驚

官

（太
政
官
か
）、
後
宮
の
春
祭
の
日
を
書
き
出
し
た
も
の
か
。
左
欠
。
上
端
部
の
加
工
は
二
次
的
な
も
の
か
。

二
一〇
八

二
一〇
九

上
日

□

占
部
黒
万
呂
　
物
部
海
上

（篤
９
×
命
９
×
ｏ
輪
６∞
、

（怒
）
×
導
×
や
毯
電

６
じ
×
ｓ
ｅ
×
囀
欝
〕ヽ
も

（
Φ
↓
）
Ｘ
ヽ
ミ
Ｘ
Ｐ

鶴
６
∝
ヽ
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．航
績
嗽
旺
〕
合
□〔跳
〕

ぐ

念
じ

ｘ

Ｓ

じ

×
卜

鶴
記

、

歴
名
風
の
木
簡
。
右

・
下
欠
。

三
Б

・
方
川
原
盗

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［［］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ドＯｏ）×
（ド〕））〈Ｏ　ＳＳ∞」

裏
面
下
方
部
に
太
い
墨
線
が
あ
る
。
文
意
未
詳
。
左
右

・
下
欠
。
材
は
厚
い
。

〔原
ヵ〕

二〓
一　
□
□
□
回
宿
航
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ニ
ア
ドデ
ω
轟
ヽ

上
下
に
焼
痕
が
あ
る
。
上
端
は
刃
物
を
い
れ
て
折
る
。
中
央
部
両
側
に
は
削
り
と
っ
た
く
ば
み
が
あ
る
。

三
三

・
由
□
口
□

〔謹

解

申
，〕

・
回
回
□

側
面
に
文
字
が
あ
る
。
上
端
は
刃
物
を
い
れ
て
折

っ
て
い
る
。
裏
面
は
劉
離
。
右
欠
。

二
吾
一　
回
省
受
受

Ｇ

ｅ

×

ｃ

ｅ

×

∞

鶴
６
∞
、

含

ｏ
ｏ
）
×

含

］
）
×
ド

鶴
ｓ
∝
、
　
　

９７



釈 文

□
/ヽ
「
¬

□令

一三
四
　
□

一三
五　
随
途
進

国

□

〔爪Ｔ
ヵ〕

二
薯

・
□
治
田
口

・
　

回
回
□
口

〔日六
ヵ〕

〔母

己
ヵ〕

一三

八
　

日

□

□
〔審
恭
ヵ〕

二
死

・
回
公
□
□

〔倉

七
ヵ〕

二
≡
（　
□
回
□
□
□
□
□
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
じ
溢
畠
ゝ

裏
面
に
家
屋
と
飛
蔦
の
絵
が
あ
る
。
家
屋
は
正
面
三
間
、
中
央
扉
口
、
両
脇
連
子
窓
、
屋
根
瓦
葺
と
考
え
ら
れ
る
。
下
部
に
東

柱
ら
し
い
も
の
を
描
く
が
、
高
床
か
縁
を
張
っ
た
も
の
か
は
決
め
が
た
い
。
上
下
折
、
右
欠
。
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
濤
出
土
。

（
０
⇔
）
×

（
μ
じ

×
、

６
６
∝
、
　
　
９８

ω
Φ
×
（ド∞
）
Ｘ
り
転
建
運

Ｇ
ｅ
ｘ
ｓ
じ
ｘ
∞
転
ｓ
驚

Ｇ

じ

×

命

ｅ

ｘ
卜

鶴
６
”
、
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〔月
ヵ〕

（題
観
）

（ωい）
×
∞〕
×
ミ
（澱
）鶴
、

・
延
暦
二
年
八
□

一一一二
〇
　
一
騨

劫

虐

囀

茄 十直
嘲

・町

・
一
一白
衣

衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中］ゃ）
Ｘ
や∞
×
ヽ
毯
も

官
司
に
お
け
る
買
物
を
記
録
し
た
木
簡
。
豪
面
は
習
書
。

「瓜
」
は
異
体
字
使
用
。
出
土
層
位
か
ら
天
平
勝
宝
２
天
平
宝
字
年

間
と
推
定
で
き
る
。
茄
は
茄
子
。
茄
子
は
正
倉
院
文
書
に
も
随
所
に
み
え
る
娠
湘
一本姉
は
一書五一一十一到
一一一挙
耳
雇
」
ｏ　
正
倉
院
文
書
に
よ
る

と
、
茄

一
斗
の
価
が
二
〇
文
で
あ
る
の
は
、
天
平
宝
字
二
年
前
後
の
こ
と
で
、
木
簡
の
推
定
年
次
と
も
矛
盾
し
な
い
。
下
欠
。

こ
〓

・
日
辛
苦
之
間
人
夫
持
少
憶
根
皆
食

「伍
□
□
　
　
□
□
苦
□
□
」

伍
斜
伍
斗
如
敷
進
所

名
張
砥
盗
」
日
―十
日
一　
口

芥

十

年

　
呻
購
嘴
学
　
「盗

盗

盗

盗

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド、ｏ）
Ｘ
（∞〇）
×
卜
α６∝、

麦
の
数
量
を
記
し
た
部
分
が
本
来
の
も
の
で
、
そ
の
後
表
裏
に
習
書
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
の

「強
盗
」
は
律
に
も
見
え

る
罪
名
。
表
面
の

「辛
苦
之
間
云
々
」
は
、
徴
発
さ
れ
た
人
夫
が
そ
の
殺
を
食
べ
つ
く
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。



釈 文

諸
国
の
役
夫

・
運
脚
が
根
食
の
欠
乏
に
苦
し
ん
だ
こ
と
は

『続
日
本
紀
』
に
も
み
え
る
命
駒
五
な。ど一や
ｏ
「伍
斜
伍
斗
云
々
」
も
同
筆

で
あ
る
が
、
内
容
上
つ
な
が
り
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。
四
周
は
原
形
を
と
ど
め
な
い
。
表
面
は
右
端

へ
か
け
て
薄
く
削
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
木
簡
は
出
土
層
位
よ
り
す
る
と
天
平
勝
宝
２
天
平
宝
字
年
間
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ェ
三
一　
□
五
人
　
　
四
位
　
四
人
五
位
　
十
五

含
卜
じ

×
ぐ
じ

×
ド
郵
６
∝
ヽ

三
三

・
国
婦
宣
飯
炊
口

・
□
□
□
□
□
會
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
×
Ｑ
）恙
る
も

「婦
宣
」
は
、

「菓
命
婦
宣
云
々
」
と
い
う
文
言
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
正
倉
院
文
書
に
も
例
が
多
い
動
、▼ぶ
険
報
摩
射
ど
。

こ
西

・
回
夕
料
飯

一
口

・
回
月
十
六
□

（⇔『
）
×
や〇
×
ω
鶴６∞
ヽ

一三

二
　

四

十

一
月
〔酬

ヂ

日

（度
ｅ
×
Ｇ
９
×
卜
輪禽
ヽ

二
三
（　
天
口

（μ∞卜
）
×
］
∞
×
∞
齢
６
∝
ヽ
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量

号

　

一回

日

附

山

邊

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｈ

Ｘ

ｅ

）
益

亀
電

山
辺
某
は
木
簡
の
携
行
人
で
、
こ
の
部
分
は
文
書
の
末
尾
に
あ
た
る
。
と
端
は
折
れ
、
廃
痕
が
あ
る
。
左
欠
”

≡
穴
・
日
□
　
　
　
　
口
員
虫

●　
　
　
　
　
□

一一一一一九

一一一〓一〇

□
紘
吼
〕

・
□
□
□
□
回
□

・
□
□

（
ド
Ｏ
ω
）
Ｘ
令
５
）
Ｘ
∞
奥
将
、

一三
一　
日
日
回【Ｍ
ガ

徒
六
位
下
行
□
日

≡
三

・
口
　
七
日

ｏ
国
　
□

（
〕
０
コ
）
Ｘ
（
“
『
）
Ｘ
ω
」
彙
ミ

食
じ

ｘ
俗
じ
ｘ
卜
亀
鷺

（
ド
諄
∞
）・一Ｘ
（
９
ω
）
Ｘ
Ｏ
転
ゃ
理

含
Ｐじ
ｘ
６
じ
ｘ
｝
邑
驚
　

・ｏｌ



メ
 II I‖
叫

葵

〔 醒Ц ぺ〕
・
鶴
士
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

・
    

□
匡
コ
ロ
匠
正
三

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

〔
t隼
ぺ〕

コ
ロ
ロ
ロ
ロ
К

〔
IR代
〕

コ
ロ
貯
押
Щ
■
く
皿

〔 ■
|ミ
〕

□
□
□
匠

.怒
離
と
コ

。
□
□

□
  
□
□
値
□

［〇＝

ll l‖
1目

II I‖
IH

II I IIII(

111‖
|や

(245)x(9)X4ω
∂
′

(246)x(11)X3て
妙
∂
′

(210)×
(15)×
259
8′

(186)X(12)×
5ω
思
′

(151)×
(14)×
4瞼
患
■

(139)x(9)×
7礎
患
′

II I‖
|く

II I‖
|ミ

螂□

□

Ｅ□

(44)x(14)×
2び
08′
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三
四〇
　
日
□
□
□
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
Ｘ
ｅ
Ｘ
ま
ミ

〔立４
″〕

（『や）
×
（い伴）
Ｘ
　
毬段
ミ

ニ
冨
一　
回
万
呂

二
酉
一　
東
嶋
武
在
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
太
ぃ）益
最
、

工
酉
一　
員
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
Ｉ
９
ヽ
ｓ昌

一置
口
・　
　
□
ｎ
　
　
激
□

■
回
　
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
太
醤
）溢
§
、

以
下
二
舌
ま
で
は
材
を
横
方
向
に
用
い
、
多
叛
の
石
を
記
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
帳
簿
風
の
も
の
で
あ
る
。
上
下
欠
、
左
右
は

と
も
に
刃
物
で
削
っ
て
い
る
が
二
次
的
加
工
か
。

二
一四
三

・
激

剛

□

剛

　

剛

●　
　
　
□□
　
　
　
口
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
夭
霞
Ｘ
卜
鵞
、



縦 室

二藁差
零

二
民

登
露

ヨ
吾

肇
爵

．甲
評

噸

■
国

騨
智

鵡
・
船

難

占穏
議

，

選や瑠
ｒ
園
ぶ
十
五
斤

，

目

・・ 轟
回

陥
―
蔚

〔
鬱

基

越

挫

幾

心
じ

る

０

養

建
重

醤

一

・食
滅
驚
養
■
幾
髯

．
（
魁
§
粟
（要
じ
一Ｘ
卜
・毬
緩
翼

《傑
〕
鷺
（
届
】
添
い
偽
鶴
】

|ユ£ と1.



一一一三
二

二
一工
一一一

二
一〓
四

二
一五
五

一一一五
一（

二
一〓
七

二
一玉
八

二
一〓九

二
一大
〇

〔
Ａ（
ヵ〕

・
□
斗

・
□
口

〔中口
力〕

SD2700濤 木簡 2146～ 2160

邑   昌   昌

□
尾
張
國
尾
□
□
　
□

〔↓れ
ヵ〕

□
□
□

日
日
日
日
日
臥
眈
酔

回
正
六
位
上
鳥

徒
七
位
上
行
少
口

〔飯�
ヵ〕

回
□
□
□
戸
主
日

徒
五
日
日

（
ｍ
ｏ
）
Ｘ
（
ド
ド
）
×
〕
転
燈
理

（
卜
ω
）
×
（
Ｎ
）
Ｘ
ド
６
０
∞
、

６
Ｓ
Ｏ
ヽ

鶴
６
も
ヽ

も
０
も
ヽ

鶴
６
も
ヽ
　
　
０５

□
□
日
日
日



釈 支

二兵
一　
□

一
日
□

ニ
ー
一　
宮
内
口

工蕃
一　
間
人
連
日

〔一屠四， 〕

一兵
四
　
□
□
回

一受
〓
　
□
　
國□

一貢
本
　
国
料
□

一貢
七
　
五
斗

三
大〈
　
回
足
回

二一大九
　
回
一
一畑
．相
手ハ
人

一τ
Ｏ
　
連
倉

§

　ヽ
前

Ｓ
Ｓ
Ｏ
ヽ

鶴
Ｓ
芍
【

α
Ｏ
も
ヽ

§

ヽ

ぶ
Ｓ
Ｓ
【

Ｓ
Ｓ
や
ヽ

Ｓ
ｓ
や
一

・Ｓ
囀
０
一

Ｓ
Ｏ
芍
」
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一一一七
一

一一一七
一一

一一一七
一一一

鶴
０
い
ヽ

一モ
四
　
典
膳

典
膳
は
官
内
省
内
膳
司
の
判
官
。

一を
五
　

国
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
」

三

奮

淡
路
雲

一原
郡
阿
航
郷
戸
主
〔則
昨

―十

一戸
口
旦
‐‐

‐十

一調
峯

耳

〔す一
ヵ〕

・　
　
　
回
　
　
□
李
賓
字
回
年
十
月
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞卜］×
∞宴
ドド
乙
絶

荷
札
。
阿
床
郷
は

『和
名
抄
』
で
は
阿
萬
（刊
本
）、
阿
万

公
局
山
寺
本
）
に
つ
く
る
。　
全
体
に
木
肌
が
あ
れ
て
い
て
、
こ
と
に
下

半
部
は
墨
が
う
す
い
。

三
薯

・
備
前
國
兒
嶋
郡
小
豆
郷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｗ

□写 大 国□
八己 □ 三万
石   人呂
八

日軍

Ｓ
Ｓ
芍
ヽ

鶴
６
芍
ヽ

Ｓ
Ｓ
や
ヽ



釈 文

・
一理
判
姻
「
両
解
懲
曳
戸
口
口
活
翠
帯
↑
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨埓
×
誤
×
『
乙
絶

　
・０８

荷
札
。

『和
名
抄
』
備
前
国
児
島
郡
の
条
に
は
小
豆
郷
が
み
え
な
い
が
、

『続
日
本
紀
』
延
暦
三
年

一
〇
月
庚
午
条
に
よ
る
と

備
前
国
児
島
郡
に
小
豆
島
の
属
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
小
豆
郷
は
小
豆
島
の
地
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
荷
札

は
、　
ど
一斗
」
の
表
記
か
ら
み
る
と
、
調
塩
に
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
七
ヵ〕
□
日
日

斤
十
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
Ｘ
ω鷲
卜
も§

□
不
元
年

〔芋〈
ヵ〕

下
半
部
は
腐
朽
し
て
い
る
が
下
端
に
は

一
部
切
り
込
み
の
痕
跡
を
と
ど
め
る
。

一を
八
　
日
矢
田
部
称
航
呂
調
□
堅
魚
十

一

調
の
堅
魚
に
つ
け
ら
れ
た
荷
札
。
上
端
は
折
損
、

裏
面
は
腐
蝕
甚
し
い
。

〔久
ヵ〕
　

〔呂
ヵ〕

一モ
九
　
□
　
　
□
□
□
牛
万
□
日
□

〔天

季
ヵ〕

一天
ｏ
　
口
□
勝
賓
二
年
料

国
字
四
年
二
月

一日

――

一一一八
一

・

（
ド
ヽ
ミ
）
×
〕
］
×
卜

６
６
噺
【

（
騨
ω
∞
）
×

（
Ю
ω
）
×
∞

鶴
６
鯨
０

Ｇ

じ

×

含

じ

ｘ

卜

も
Ｒ

ヽ
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二本
一　
丹
波
國
何
鹿
郡
高
津
郷
交
易
小
委
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕卜露
］露
り
乙
殺

『延
喜
民
部
式
』
の
交
易
雑
物
に
は
、
丹
波
国
か
ら
小
麦
を
輸
す
る
こ
と
は
み
え
な
い
。
上
端
部
若
干
欠
損
。

二
昏
一　
阿
波
國
那
賀
郡
中
男
海
藻
六
斤
　
和
射
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
やヽ
聟
や露
ω
§
ヽ

『延
喜
主
計
式
』
に
、
阿
波
国
中
男
作
物
と
し
て
海
藻
が
み
え
る
。
和
射
は
、

『和
名
抄
』
に
よ
る
と
那
賀
郡
管
内
の
郷
名
で
、

現
在
徳
島
県
日
和
佐
町
付
近
に
あ
た
る
。

〔播

磨
ヵ〕

三
金

・
□
□
國
佐
用
郡
柏
原
郷

・□〔剛
世
百
鳴
□
□
□
□
□〔既
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞ωメ］ｏ溢
§
、

荷
札
∪
二
片
に
分
離
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
が
、
腐
蝕
が
甚
し
い
。
米
な
い
し
塩
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
か
。
出
土
層
位

よ
り
み
て
天
平
勝
宝
２
天
平
宝
字
頃
の
木
簡
で
あ
る
。

〔那

珂

郡
ヵ〕

一天
三
　
讚
岐
國
□
□
□
調
塩

一
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
Ｉ
貧
）る
ζ
も

墨
痕
は
極
め
て
薄
い
。
裏
面
に
は
文
字
は
認
め
ら
れ
な
い
。
調
塩
の
付
札
と
し
て
は
郷
名
以
下
の
表
記
が
な
く
特
異
で
あ
る
。

右

・
下
欠
υ
上
端
は
方
頭
で
原
形
を
と
ど
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・０９



釈 文

二丞
（　
美
作
國
勝
田
郡
塩
湯
郷
米
五
斗

『延
喜
民
郡
式
』
に
は
美
作
国
は
年
料
春
米
輸
貢
国
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
右
半
久
損
。

〔無和
ヵ〕

一天
七
　
但
馬
國
七
美
郡
射
添
口

一天
〈
　
英
比
郷
□
塩

一
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ党
ドデ
ト
§
、

英
比
郷
は
尾
張
国
智
多
郡
の
郷
名
。
こ
の
木
簡
は
国
郡
の
表
記
を
欠
き
、
形
態
も
短
冊
型
で
あ
る
点
が

一
般
の
貢
進
物
付
札
と

は
異
な
る
。

「塩
」
の
上
の
一
字
は
、
春
塩
、
片
塩
な
ど
の
如
く
、
塩
の
種
類
を
示
す
用
字
と
考
え
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。

上
下
両
端
は
切
り
こ
み
を
い
れ
て
折
り
、
両
側
は
削

っ
て
調
整
し
て
い
る
。
裏
面
に
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。

三
分

・
英
比
郷
和
穴
部
□
□

〔年
ヵ〕
〔月
ヵ〕

・
　

天
千
十
□
□
十
日
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｉ
⑤
鵞
」

上
端
に
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
簡
は
国
郡
名
無
し
で
直
接
英
比
郷
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
二
《
と
同
種

の
も
の
か
。
尾
張
国
智
多
郡
の
和
宋
部
姓
は
、
二
八
≧
一貫
二
一乙
な
ど
に
み
え
る
。

三
き

・
越
前
國
坂
井
郡
荒
墓
郷
□
□
□
口
四

岸⇔
］
）〈
（ド⇔
）
）ス
ト　も
０』
囀
　
　
　
‐１０

（
『
∞
）
×
μ
Φ
×
ω

転
〇
』
も
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〔産体
ヵ〕

上
日
□
□

『和
名
抄
』
に
は
荒
泊
郷
と
あ
る
。

〔戸
ヵ〕

三
と

・
越
前
國
坂
井
郡
荒
伯
郷
秦
廣
足
回

。
□
□
□
古
安
□

一
牛

三
を一　・新卒（戸
主妙繰諮帥
朝坦
一戸知

・　
　
　
　
天
李
賓
字
四
年

荷
札
で
は
あ
る
が
品
目
は
不
明
。
新
木
は
参
河
国
額
田
郡
新
城
郷
か

（和
名
抄
）。

三
豊

・
紀
伊
國
日
高
郡
口

・
戸
同
豊
焼
呂
調
塩
口

〔様
旧
ヵ〕

三
舌

・
Ш
太
郷
戸
主
九
直
口
日
口

・　
　
　
　
　
賓
字
口

（
μ
∞
∞
）
×
］
０
×
ω

転
６
鯨
、

馬
∞
×
（ドω
）
×
い
ら
も
』
喝

（
ド
］
∞
）
×
ゃ
り
×
り

鶴
禽

０

（
Φ
Ｎ
）
×
］
Ｃ
Ｘ
卜

も
６
』
℃

命
騨じ
×
５
×
ω
毯
電

　

Ш



釈 文

荷
札
の
断
片
。

『和
名
抄
』
で
は
、
参
河
国
渥
美
郡
に
幡
太
郷
が
あ
る
。

〔咋

郡
ヵ〕

一責
工
　
越
中
國
蒻
□
□
都
知
郷
日

（
ド
ト
ω
）
×
ド
∞
×
卜

Ｓ
Ｒ

も

（
μ
ミ
ω
）
×
（
ド
ω
）
×
ф一
鶴
６
』
峰

（
Ｐ
卜
ω
）
×
（
］
∞
）
×
い
Ｓ
Ｓ
』
も

因
幡
国
智
頭
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
佐
治
郷
が
あ
る
。

Ｐ
］
∞

×

］
∞
×

∞

Ｓ
Ｓ
』
』

二三
（　
国
□
□
秦
田
万
呂
暴
儒
米

一
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
）×］露
∞
§
も

荷
札
の
断
片
。
「晏
」
は
つ
つ
み
、
越
前
国
正
税
帳
に
、
精
が
晏
の
か
た
ち
で
朱
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
え
、
「晏
別
五
斗
」

と
あ
る
徐
町
球
姉
紋
蒲
一
∪
な
お

「
一
俵
」
の
二
字
は
、　
右
側
が

一
部
削
ら
れ
て
お
り
、　
文
字
が
記
さ
れ
た
後
に
木
簡
の
成
形
が
行

な
わ
れ
た
も
の
か
。

二
一九
七

備
前
國
邑
久
日
日
日

Ｇ
亀
）
×
（留
）
×
卜
ζ
毬

〔周

防
ヵ〕

三
夫

・
□
□
國
吉
敷
郡
□
□
里

・　
　
　
天
千
二
年
九
月

一責
九
　
佐
治
郷
猪
甘
部
君
□
庸
口

荷
札
の
断
片
。

『和
名
抄
』
で
は
、
丹
波
国
氷
上
郡
、

一吾
〇
　
須
佐
里
丹
比
部
百
嶋
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出
上
層
位
か
ら
み
て
天
平
初
年
の
荷
札
と
推
定
で
き
る
。
従

っ
て
須
佐
里
は
、
国
郡
郷
里
制
の
里
と
考
え
て
よ
く
、
『和
名
抄
』

の
郷
名
と
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
、　
一
応
須
佐
郷
の
所
在
を
あ
げ
れ
ば
、　
出
雲
国
飯
石
郡
、
紀
伊
国
在
田
郡
、　
同
名
草
郡

（須
佐
神
一戸
）
と
な
る
。
従
来
丹
比
部
は
、
相
模
、
常
陸
、
越
中
、
出
雲
に
そ
の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
、　
こ
の
須
佐
里
を

出
雲
国
に
求
め
る
の
も

一
案
で
あ
ろ
う
。

一言
一　
回
遠
敷
郷
丸
部
臣
員
國
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（；
）×
ｅ
）と
３
亀

二壱
一　
月
防
國
熊
毛
郡
中
男
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
恙
露
り
§
芍

〔爾
刀
ヵ〕

二
う

一一
　

佐

波

郷

中

□

□

□

口

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（葺

Ｘ

ｅ

Ｗ

ふ
鵞

、

『
和
名
抄
』
に
よ
る
と
佐
波
郷
は
、
石
見
国
安
濃
郡
、
同
邑
知
郡
、
周
防
国
佐
波
郡
に
み
え
る
。

〔
万

呂
ヵ〕

三
自

・
□
□
□
戸
口
同
部
口

・
回
五
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（岳
）×
Ｇ
）溢
鵞
、

荷
札
の
断
片
。
「回
五
年
」
は
、
出
土
層
位
か
ら
み
て
天
平
勝
宝
か
天
平
宝
字
と
推
定
さ
れ
る
。

一言
五
　
丹
後
國
竹
野
郡
鳥
取
郷
鳥
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（語
ゴ
］ブ
ヽ
畿
も



釈 文

備
日lj

國
日
□n

電壁
霧咎

毎
重
斗

一一一一〇
一（

Ｎ
Ｏ
Ｐ
〉〈
や
ω
×

Ｎ
　
鶴
Ｓ
い
い
　
　
　
・１４

三
宅

・
備
前
國
邑
久
郡
尾
奴
郷
年
料
醤
口

・　
　
五
年
二
月
十
九
日
　
小
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドΦい×∞マ
ド息
爵

三
冥

。
量
買
と
と
も
に
備
前
国
邑
久
郡
尾
奴
郷
か
ら
の
醤
の
貢
進
荷
札
。
三
点
と
も
同
筆
。
出
土
層
位
か
ら
み
て
、
年
紀
は
天

平
勝
宝
五
年
か
天
平
宝
字
五
年
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
尾
奴
郷
は

『和
名
抄
』
に
み
え
る
尾
沼
郷
と
考
え
ら
れ
る
。
備
前
国
よ

り
年
料
の
警
を
貢
す
る
こ
と
は

『延
喜
式
』
に
み
え
な
い
。
裏
面
の
小
足
は
貢
進
事
務
の
責
任
者
か
。

〔奴
ヵ〕

三
寅

・
備
前
國
邑
久
郡
尾
□
郷
紫
□
□
□
醤

・
五
斗
　
五
年
二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
Ｘ
中ヽ
溢
§
い

〔紀
ヵＸ
國

安

諦
ヵ〕

三
寛

・
□
伊
□
□
□
郡
英
多
郷
戸
主
□
□
□
波
□
□
□
□
□

三
Б

・
日
高
部
財
郷
日
‐―
日
立
口

・　
　
天
季
費
宇
五
年
十
月

延
暦
元
□

（］
］
卜
）
×
中
中
×
ミ．
鶴
６“
芍

（ド
００
）
×
ド∞
×
ω
６
６
もヽ
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荷
札
の
断
片
。
日
高
部
財
郷
は
、

『和
名
抄
』
所
載
の
紀
伊
国
日
高
郡
財
部
郷
に
あ
た
る
。
日
高
郡
を
日
高
部
と
か
く
例
は
、

同
年
月
の
荷
札
に
も
み
ら
れ
る
全
◇
。

部

・
郡
通
用
の
こ
と
は
、
『大
日
本
古
文
書

（編
年
ご

（一一勒
赳
ヽ

『類
乗
名
義
抄
』
に
み

え
る
ほ
か
、
吉
田
東
伍
も

一
、
二
の
例
を
あ
げ
て
お
り
恩
隷
螂
赫
鈍
第
締
書
と
ヽ
ま
た
大
山
祗
神
社
文
書
に
も
み
え
て
い
る
。
下
欠
。

〔騨噌
ヵ〕

三
〓

・
紀
伊
國
安
一諦
郡
□
口

・
　

　

　

　

天

李

費

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｓ

）
×
囀Φ
～

邑
毬

荷
札
の
断
片
。
安
諦
郡
は
、
大
同
元
年
七
月
に
在
田
郡
と
改
め
ら
れ
た
。

『
和
名
抄
』
在
田
郡
の
条
に
は
幡
の
つ
く
郷
が
な
い
。

暑
〓
に
み
え
る
安
諦
郡
幡
随
郷
が
こ
れ
に
あ
た
ろ
う
。
下
欠
。

〔郡
ヵ〕

三
三

・
速
水
□
口

・
五
日
日
日

荷
札
の
断
片
。

『和
篤
抄
』
で
は
豊
後
国
に
速
見
郡
が
あ
る
。

三
三

・
車
持
郷
三
□
口

・
日

‐十
一

（
ド
ド
〇
）
×
嗚
卜
×
卜

Ｓ
Ｓ
』
【

（ΦＯ）〉〈］卜）〈り　６６』も　　　一”
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荷
札
の
断
片
。
出
土
層
位
か
ら
天
平
勝
宝
２
天
平
宝
字
年
間
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

『和
名
抄
』
で
は
、
上
総
国
長
柄
郡
、
越
中

　

・１６

国
新
川
郡
に
車
持
郷
が
あ
る
。
下
欠
。

〔備
ヵ〕

一〓
一
一
四
　
　
　
　
［
日
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∞
Ｎ
）
）入
∞
〇
×
ヽ
　
も
感
』
芍

三
三

・
山
背
國
進
上
相
青
□
〔則
欧
即
則
酔

〔章
十
ヵ〕

・
河
内
國
辛
辛
□
□
辛
幸
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
Ｉ
Ｇ
）と
鵞
ヽ

性
格
は
不
明
だ
が
、
表
裏
と
も
習
書
か
。
袖
は

『和
名
抄
』
に
漢
語
抄
を
引
い
て

「阿
古
女
岐
沼
」
と
注
す
る
。
衣
類
の
一
種
。

『説
文
』
に

「日
日
所
常
衣
」
と
い
い
、

『象
隷
万
象
塙
義
』
に

「相
女
秩
反
、
近
身
ど
　
と
あ
る
。
『和
名
抄
』
は

「女
人
近
身
衣
」

と
す
る
が
、
必
ず
し
も
女
人
に
限
る
と
は
い
え
な
い
。
材
は
薄
く
二
片
に
分
離
し
て
い
る
。

二
≡
（
　

尼

子

郷

戸
主
物

部

□
〔則

Ｐ

□
□

□

□
官

□

日
日
――

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（越

×
ド露

ω
ζ
電

断
面
半
円
形
の
材
の
平
面
部
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
文
字
は
全
体
に
う
す
く
、
こ
と
に
下
端
部
は
腐
蝕
し
て
い
る
。
尼
子

郷
は

『和
名
抄
』
で
は
近
江
国
犬
上
郡
に
み
え
て
い
る
。

一三
七
　
白
丸

］
〇
〕
×

岸
∞
×

∞

転
Ｓ
』
』
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白
丸
の
意
味
不
明
。
正
倉
院
文
書
に

「と
削
黒
丸

一
九
如
桃
子
核
」
が
み
え
る
余
却
膵
一古倣
づ
ｏ
或
い
は
こ
の
白
丸
屯
薬
物
で
あ
ろ

う
か
。

一三

〈
　

狡

家

万

呂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μ
榮
伽
巡

ド
溢

畿

囀

一≡
九
　
回
郷
戸
主
辛
人
口

〔
一　一カ〕

一三
ｏ
　
□
石
口
斗

〔
日
ヵ〕
〔部
ヵ〕

二三
一　
回
郷
□
下
□
国
人

二三
一　
口
三
斗
五
□

〔郡
ヵ〕
　

〔疏
ヵ〕

三
三
　
十日
日
日
日
日
日
一口
□
□
回
□
□
□
□

一三
四
　
天
不
勝
賓
七
戎
十
月

〔凱ゆ
ヵ
〕

一三
重
　
回
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

（
ド
ド
∞
）
×

ド
∞
×
６
一
鶴
６
』
芍

⇔
ド
×

い
い
Ｘ
卜

鶴
６
囀
」

Ｇ

ｅ

×
ゃ
り
×
卜

も
皇

も

（
∞
∞
）
×
］
い
×
∞

鶴
Ｓ
ヽ
芍

ド
⑪
卜
×

（
∞
）
×

ド

６
６
∞
」

ゃ
い
∞
×

（
ド
］
）
×
卜
・
転
０
』
囀

（
中
Ｏ
ω
）
×

（
Ｐ
Ｏ
）
×
ω

鶴
６
∞
ヽ
　

　

１１



其
　
一管
一異

・

森
・

一〓〓一〈

単一こ
元

三
Ｓ

一〓・一車
一

岳
室
岳

国
口
園
．臨
騨
髄
口
日
日
一

国
囲
日

回
日
□
万
島

□
鐵
日
日
皿

裔れ醒
即
酔
醜
�
猛
際
咤

・　
回

園

田

ち
口
畷

蔵

目

哲

日

≡
ゼ
■
日
戸
口
物
国
園
圏
国
□

，

霧

評

台
鑢
∪
Ｘ
傘
ミ
）
※
齢
ぶ§
整
一

命
阻
）
ｘ
ａ
Ｊ
驚
Ｔ
恐
弩

一隷

一

奪
ｄ

工
（
いヽ
）
Ｘ
Ｏ
一番
も

唸
鬱

ｘ
基
Ｘ
学
亀
鶴

全
鬱

云
ё

添

・晨

ヽ

|■自
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二三
一一　
美
佐
□
□
□
□
□
□

Ｓ
Ｄ
三
〇
三
五
溝若

湯
坐
少
鎌

三
甚

・
造
酒
司
符
　
長
等
犬
甘
名
事

日
置
薬

〔嘉姿
ヵ〕

・
直
者
言
徒
給
状
知
必
番
日
向
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ョ
）×
∞聟
∞
§
、

造
酒
司
が
配
下
の
番
長
若
湯
坐
少
鎌
ら
三
人
に
下
し
た
符
。
裏
面

「直
者
言
」
の
直
は
宿
直

（ト
ノ
キ
）
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
文
意
は
、
給
う
状

（宿
直
命
令
）
に
従
い
、
必
ず
番
上
す
る
日
を
承
知
し
造
酒
司
に
向
参
せ
よ
と
い
う
も
の
。
な
お

『令
集
解
』

職
員
令
神
祗
官
条
、
職
制
律
左
官
応
直
不
直
条
な
ど
で
は
、
宿
と
直
と
を
区
別
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た

『令
集
解
』
職
員
令

太
政
官
条
所
引
の
新
令
秘
私
記
も

「今
行
事
　
昼
式
部
知
　
夜
弁
官
知
」
と
し
て
、
日
直
は
式
部
省
が
管
轄
し
て
い
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
平
城
官
木
簡
に
は
官
人
宿
直
に
関
し
た
も
の
に

「大
学
寮
解
　
申
宿
直
官
人
事

姫
玲
鉦
執
蚊
牲
雄
鼈
捨
一水醜
」

ほ
か
九
例
が

あ
る

（概
報
四
・
七
）。

三
三

・
監
物
史
生
等
謹
啓
　
酒

一
二
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・・９

（
ｇ

∪

×
含

９

×
∞

ｓ
ｓ
驚

６
Ａ
Ａ
Ｃ
ｉ
Ｖ
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・
右
依
望
虎
分
　
□
以
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨『ズ
∞党
卜
§
、　
・２０

監
物
の
史
生
等
が
酒
を
造
酒
司
に
請
求
し
た
文
書

（啓
）。

『職
員
令
』
に
よ
れ
ば
、
中
務
省
の
構
成
は
、
卿
以
下
の
四
等
官
、

史
生
、
侍
従
、
内
舎
人
、
大

。
中

・
少
内
記
と
あ

っ
て
、
つ
ぎ
に

「大
監
物
二
人
、
中
監
物
四
人
、
少
監
物
四
人
、
史
生
四
人
」

と
記
し
、
以
下
に
大

・
少
主
鈴
、
大

。
少
典
鑑
、
省
掌
、
使
部
、
直
丁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
務
省
の
構
成
か
ら
み
る
と
、
監

物
は
令
文
で
は
中
務
省
の
職

一
、
寮
六
、
司
三
の
被
官
に
含
ま
れ
な
い
が
、
浄
御
原
令
制
下
で
は

「下
物
職
」
と
し
て
独
立
し
て

い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
内
記
、
主
鈴
、
典
餘
と
同
じ
よ
う
に

一
司
と
し
て
の
機
能
を
実
際
に
は
も

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『続
日
本
紀
』
に
も
、

「前
監
物
主
典
高
田
脱
登
足
人
」
霰
∝
・宝常
馳
．）と
あ

っ
て
主
典

（
サ
カ
ン
）
が
み
え
、　
ま
た

「官
内
、
大
膳
、

大
炊
、
造
酒
、
菖
陶
、
監
物
等
司
」
燈
増
新
し
と
あ
り
、
独
立
の
一
司
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

監
物
の
職
掌
は
監
察
や
出
納
を
掌
し
、
庫
蔵
の
鈴
（
カ
ギ
）
の
受
授
を
行
な
う
。
こ
の
木
筒
に
み
え
る

「監
物
史
生
等
」
は
監
物

の
司
の
史
生
等
と
い
う
意
で
あ
る
。
裏
面
の

「□
以
状
」
の
部
分
は
薄
く
削
ら
れ
て
い
る
。
監
物
は
三
里
に
も
み
え
る
。

軍詈 葺
解

表

・
裏
の
木
筒
の
使
用
に
は
時
間
的
な
隔
り
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
材
が
中
央
部
で
折
れ
て
い
て
、
裏
面
は
そ
の
上
方
部
と

〔ｋハ
ヵ〕

申
□
□

□

Ｋ
□

ぷ
嘲
□
□

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
陸
人

□

諜

コ
◆
澱
　
叫
　
　
　
日
」

＼＞／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇔］∞
）〈
（］
μ）
）×
Ｎ　ＳＳ∝
、
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下
方
部
で
は
字
の
書
き
方
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と

「造
酒
司
解
」
が
ま
ず
書
か
れ
、
つ
ぎ
に
裏
面
が
使
用
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
裏
と
も
造
酒
司
内
に
お
け
る
使
用
で
あ
ろ
う
。
左
右

・
下
欠
。

二〓
τ　
・
十
一
一月
十
六
日
求
備
娯
職
繰
崚
麦
許
　
齢
難
痺
陣
嶋

〔奈
ヵ〕

民
酒
人
　
　
丈
部
□
足
未
呂

や
り
〇
×
］
ω
×
卜
鶴
も
』
い

。　
　
　
　
　
　
　
桑
原
知
嶋
　
日
置
造
金
□

水
汲
み
役
の
割
当
て
を
し
た
も
の
。
人
名
は
醸
造
用
の
水
と
す
れ
ば
造
酒
司
の
使
部
か
。
こ
の
木
簡
の
出
土
し
た
溝
は
二
基
の

井
戸
か
ら
の
排
水
濤
で
あ
る
か
ら
こ
の
井
戸
で
の
水
汲
み
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
一
月
は
大
嘗
祭
の
行
な
わ
れ
る
月
で
ぁ
る

（付
章

参
照
）
。
「水
汲
」
は
三
民
に
も
あ
る
。
下
端
左
が
欠
損
す
る
が
文
書
木
簡
と
し
て
は
珍
し
い
型
式
で
あ
る
。

６

Ｐ
ｅ

×

∞
ド
×

Φ

６
６
ヽ
も

水  
八

汲

念我
害J

こコ岳
の

石
上

は
人
名
か

参
照

下
欠

裏
面
腐
蝕
す
る

〔謹

啓
ヵ〕

〔物
残
ヵ〕

□
□
者

三
元

。
□
　
　
□
□
　
　
　
酒
三
升
　
　
右
□
□

・
務
　
急
甚
仰
望
垂
鹿
分
頓
首
死
罪

表
の
面
の
腐
蝕
に
よ
り
、
文
意
は
判
然
と
し
な
い
が
、
酒
の
請
求
文
書
で
あ
ろ
う
。

（
］
Ｎ
ω
）
×
∞
∞
×
ω

６
６
ヽ
も

裏
面
は

「…
ノ
務
、
急
グ
コ
ト
甚
シ
、
仰

　

１２
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ギ
望
ム
ラ
ク
ハ
処
分
フ
垂
レ
ン
コ
ト
フ
、
頓
首
死
罪
」
と
あ
る
。
頓
首
死
罪
は
、
文
書
の
書
き
止
め
で
、
相
手
に
敬
意
を
あ
ら
わ

す
文
言
で
あ
る
。
上
欠
。

三
８

・
親
王
八
升
　
一二
位
四
人

一
斗
二
升

・
伎
人
六
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸ｏや
×
ド０
添

乙
Ｈ

『延
喜
造
酒
式
』
践
酢
大
嘗
祭
雑
給
料
条
に
、
大
嘗
祭
第
四
日
午
の
日
の
豊
楽
宴
の
時
の
三
位
以
上
、
五
位
以
上
、
六
位
以
下

歌
舞
人
等
ま
で
の
給
酒
量
を
規
定
し
て
い
る
。
本
木
衛
の
記
載
は
そ
れ
と
は
量
は
異
る
が
、
同
じ
く
大
嘗
祭
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

伎
人
は
歌
舞
人
を
い
う
。

『
日
本
後
紀
』
大
同
三
年

一
一
月
戊
子
条
に

「大
嘗
会
之
雑
楽
伎
人
等
」
と
あ
る
。
左
右
欠
。

三
里

・
酒

五

升

己
上
大
殿
祭
料

・
「
一　
一和十和」　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　
（ドＮＯ
）
〉〈
ド〇
〉〈
∞　鶴
６∝
ヽ

大
殿
祭
は
殿
舎
に
災
異
が
無
い
よ
う
に
と
毎
年
六
月
の
神
今
食
と

一
一
月
の
新
嘗
祭
の
折
に
内
裏

・
中
宮
で
行
な
わ
れ
、
臨
時

に
は
大
嘗
祭
の
折
や
斎
言
、
斎
院
卜
定
の
後
、
ま
た
内
裏
新
造
、
行
幸
、
還
幸
の
場
合
に
行
な
わ
れ
た

（延
喜
式
）。
こ
の
木
筒
も

大
嘗
祭
の
時
の
大
殿
祭
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
、
こ
の
木
簡
は
そ
の
時
の
準
備
す
べ
き
料
物
の
酒
の
量
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『廷
喜
式
』
に
よ
れ
ば
大
殿
祭
料
の
酒
の
量
は
二
升
で
あ
り
、
裏
面
の
薄
墨
で
別
筆
と
思
わ
れ
る

「二
升
」
は
こ
の
意
か
。
上
欠
。
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二三
一　
国
若
嶋
　
恐
ミ
謹
請
申

若
島
な
る
も
の
の
啓
状
。
上
下
欠
。
裏
面
剖
離
。

三
圏

・
進
上
　
四
□
□
回
　
口
回

・　
　
　
　
十

一
月
十
五
日

三
里

・
槍
若
立
廿
二
□
　
　
□
□
棄
二
荷

□
□
〔荷
，〕

・　
　
□
□
□
□
□

衰
等
賣
草
二
荷

□
□
同
国
　
　
〕塁
削
葛
十
荷
美
着
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や∞受
ｑ
）溢
鵞
、

『延
喜
造
酒
式
』
に
は
践
確
大
嘗
祭
の
時
の
造
酒
司
の
供
神
物
の
料
の
う
ち
に

「檜
棄
、
真
木
美
各
五
捨
、
弓
弦
葉
、
寄
生
各

十
捨
、
真
前
葛
、
日
蔭
、
山
孫
組
各
三
捨
、
山
橘
子
、
衰
等
売
車
各
二
捨

鯛
雌
励
連
」
を
あ
げ
る
。
供
神
物
は
大
嘗
祭
第

一
日
の
卯

日
に
大
嘗
宮
内
神
殿
案
上
に
奉
献
さ
れ
る
。
檜

（異
体
字
使
用
）、
真
前
葛

（
マ
サ
キ
ノ
カ
ｒ
し
、　
衰
等
売
草

（
フ
ト
メ
ク
サ
）
は
右

の

『廷
喜
式
』
の
規
定
と

一
致
す
る
。
木
簡
は
断
片
で
不
現
の
点
も
多
い
が
、
践
稚
大
嘗
祭
の
時
、
造
酒
司
が
準
備
す
る
も
の
を

書
き
あ
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
左
右
欠
。

（
い
い
『
）
×
］
ド
×
〕

輪
６
∝
、

ド
『
卜
×
ド
リ
×
り
Ｓ
Ｓ
【
【
　
　
２３



釈 文

一
一
月
の
日
付
な
の
で
、
他
の
木
衛
と
の
関
連
か
ら
大
嘗
祭
に
か
か
わ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二茜
五　
・
日
．詢
堅
麻
献
鵠
鴫
〕
　
〔闘
ヵ中国

・
　
□
□
　
　
　
□
監
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
）恙
∞恙
ζ
監

記
載
方
向
と
は
逆
に
上
方
を
尖
ら
せ
て
い
る
の
は
使
用
後
の
仕
事
か
。
監
物
は
三
量
参
照
。
下
欠
。

二重
（　
安
房
國
朝
夷
郡
健
田
郷
仲
村
里
戸
私
部
員
鳥
調
綾
六
斤
三
列
長
四
尺
五
寸
東
一
束
＝

＝
養
老
六
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜Φド×嗚∞溢
§
ヽ

安
房
国
は
養
老
二
年
五
月
２
天
平

一
三
年

一
二
月
と
天
平
宝
字
元
年
五
月
以
降
に
置
か
れ
て
い
た
。
鰻
は
小

一
八
斤
（大
六
斤
）

が
正
丁
の
輸
貢
量
で
あ
る
。
な
お
、
鰻
を
列
で
数
え
る
例
は
藤
原
官
木
簡
に
も
見
え
る
急
籐
嫉
絡
勤
剌
し
。

一言

七
　

伊

豆

國
那
賀

郡
射
鷲

郷

攀
娃
族
漱
瑯
歌
万
呂
口
調

危

堅
魚

十

一
斤

十
雨

天
李
勝
賓
八
裁
十
月

調
虎
堅
魚
の
貢
進
札
。
堅
魚
の
輸
貢
量
は
三
五
斤

（大
手
一
斤
一
〇
両
）。

『和
名
抄
』
で
は
、
伊
豆
国
那
賀
郡
に
射
鷲
郷
は
な

い
が
、
郷
里
制
施
行
時
に

「和
志
」
郷
の
存
在
は
確
か
め
ら
れ
る

（概
報
一Ｃ
。
上
端

一
部
欠
損
。
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一言

〈
　

志

摩

國

志

摩

郡

伊

雑

郷

□

理

里

戸
主
大
計
郷
卦
轡
嘲
離
尊
隊
斤
　

　

　

　

　

　

　

　

∞Ｐ党

∞聟

∞
乙
毬

調
海
藻
の
貢
進
札
。
賦
役
令
に
規
定
す
る
輸
貢
量
は
雑
海
藻

一
六
〇
斤
、
海
案

一
三
〇
斤
で
合
致
し
な
い
。
養
老
三
年
四
月
、

志
摩
国
は
塔
志

（答
志
）
と
佐
芸

（英
虞
）
の
二
郡
に
分
れ
た

（続
日
本
紀
）
。　
和
銅
五
年
の
同
国
貢
進
物
付
札

（概
報
六
）
に

も

「志
摩
郡
」
と
あ
る
か
ら
、
養
老
三
年
以
前
は
同
国
は
志
摩
郡

一
郡
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
志
摩
郡
は
こ
れ
ま
で
の
文
献
に

は
み
え
な
い
。
伊
雑
郷
は
後
に
答
志
郡
に
属
す
る
。

一言

九
　

隠

伎

國

知

夫

郡

嗣
鯛
翻
絃
騰
里
螂
螂
恵
得
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

騨ミ聟

］ダ

∞
ζ
協

調
海
藻
の
貢
進
札
。
七
年
は
郷
里
制
施
行
時
の
木
筒
で
あ
る
か
ら
、
養
老
か
天
平
で
あ
ろ
う
。
長
方
形
の
材
の
両
端
に
切
込
み

を
入
れ
、
さ
ら
に
下
端
を
尖
ら
せ
た
形
態
は
特
異
で
あ
る
。

三
吾

・
名
張
里
色
夫
知
□
□
女

・
五
斗

三
三

・
尾
張
國
中
嶋
郡
石
作
郷

・
酒
米
五
斗
九
月
十
七
日

μ
い
∞
×

騨
∞

×

∽

Ｓ
Ｓ
』
ヽ

ド
心

×
く

×
∞
亀

ミ

　

２５



釈 文

「酒
」、
「斗
」
は
異
体
字
を
使
用
し
て
い
る
。
酒
米
は
造
酒
用
の
米
で
あ
る
。
紀
伊

・
尾
張
国
の
正
税
帳
に

「酒
米
」、
「酒
料
」
　

跡

の
貢
進
が
み
ら
れ
る
鹸
一日摩増戒∞
府Ｊ
。

二曇
一　
雨
村
郷
御
酒
米
五
斗

両
村
会
一村
）
郷
は
尾
張
国
山
田
郡
、
讃
岐
国
鵜
足
郡
に
み
え
る
。

二三
一一　
山
田
郡
建
侶
酒
部
枚
夫
赤
米

山
田
郡
は
伊
賀

・
尾
張

。
上
野

・
讃
岐
国
に
み
え
る
。

「建
侶
」
は
意
味
不
明
。

も
ち
、
繁
殖
力
、
耐
寒
性
の
強
い
イ
ネ
と
い
わ
れ
る
（翻
鉢
輝
訴
）。
尾
張
国
正
税
帳

伯
伍
拾
玖
餅
」
象
陣
淋
針
取
づ
と
あ
り
、
酒
の
醸
造
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
吾

・
山
田
郡
山
口
郷
口

・
米
五
斗

山
田
郡
山
口
郷
は
尾
張
国
に
み
え
る
。
下
久
ａ

三
≡

・
湘
脚
郡
井
原
郷
上
里
赤
揚
米
五
斗

ド
『
∞
×

囀
∞
Ｘ

り

鶴
⇔
』
、

（ド⇔Φ
）
×
］〇
×
ｍ
ＳＳ』
ヽ

赤
米
は
種
皮
に
特
別
の
色
素

（赤
褐
色
）
を

（天
平
六
年
）
に
は

「納
大
炊
寮
酒
料
赤
米
弐

（牌〇
卜
）
×
ゃ
り
×
６一
Ｓ
Ｓ』
０



・
上
五
戸
語
部
身
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドΦ冤
∞マ
リ
§
囀

赤
掲
米
は
赤
春
米
（赤
米
）
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
量
豊
参
照
。
五
戸
は
五
保
の
意
か
。
同
様
の
記
載
は

『概
報
五
』
３
俵
蛭
田
郷
中

回
里
　
動
二
戸
物
部
真
呂
五
斗
し

に
み
え
る
。

「上
五
戸
」
は
上
里
の
五
保
の
意
か
。
上
左
側
欠
、
右
側
下
半
は
二
次
的
に
削
る
。

〔莉罫
ヵ〕

三
表

・
典
祗
郡
謁
□
郷
□
原
里
上
部
古
口

・
三
斗
丹
波
直
策
手
口
回
合
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
）×〕ω溢
α電

全
体
に
腐
蝕
に
よ
っ
て
墨
痕
は
見
分
け
難
い
。
上
部
首
日
と
丹
波
直
策
手
の
二
人
の
貢
進
札
で
あ
る
。
下
久
。

一三

七
　

丹

後

國

竹

野

郡

舟

木

郷

生
部
須
Ｈ

Ｈ

回
斗
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∞『露

］軍

ｏ
畿

ヽ

下
方
腐
蝕
し
判
読
で
き
な
い
。
舟
木
郷
は

『和
名
抄
』
に
は
み
え
な
い
が
、

「
丹
後
国
風
土
記
逸
文
」
に
は

「船
木
里
」
が
み

え
る
。
上
端
や
や
欠
損
し
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
形
。

〔春
〕

一三
〈
　
丹
後
國
竹
野
郡
手
野
郷
妹
部
古
典
曾
赤
春
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞露
ドデ
＆
邑

芋
野
郷
は
現
在
京
都
府
竹
野
郡
弥
栄
町
に
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
採
部
は
釆
女
部
。

『続
日
本
紀
』
に
は
丹
後
国
与
謝
郡

人
禾
女
部
宅
刀
自
女
の
名
が
み
え
る
危
鳩
壬́ヒ
子．Ｊ
。
上
方
右
側
は
や
や
調
整
面
と
異
な
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
。

一三
九
　
丹
後
國
熊
野
郡
田
村
郷
耐
人
丈
万
呂
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］卜聟
〕軍
∞
ζ
毬
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釈 文

一霙
ｏ
　
丹
後
國
熊
野
郡
田
村
郷
刑
部
夜
恵
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＮ党
μ聟
∞
ζ
絶
　
・２８

三
全

・
播
磨
國
赤
穂
郡
大
原
□

・
五
保
秦
酒
虫
赤
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドい受
中賀
∞
談
ヽ

表
面
は
腐
蝕
甚
し
い
。
大
原
の
下
は
一
字
分
の
墨
痕
が
あ
る
が
判
読
不
能
。

『和
名
抄
』
赤
穂
郡
に
大
原
郷
が
み
え
る
。
五
保

と
は
戸
令
五
家
条
に
規
定
さ
れ
る
、
五
戸
で
も
っ
て
相
検
察
し
合
う
制
度
で
あ
る
。

三
全

・
美
作
國
勝
田
郡
豊
國

・
春
米
六
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ
）×〕軍
∞
鵞
【

米
は

一
俵
五
斗
が

一
般
的
な
単
位
で
あ
る
。
豊
国
は
郷
名
。
表
裏
と
も
腐
蝕
が
甚
し
く
、
下
方
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。

三
全

・
備
後
國
御
調
郡

・
諌
山
里
白
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドヽ
受
］館
ω
鶴轟

『和
名
抄
』
で
は
御
調
郡
に
は
諌
山
郷
は
な
く
東
隣
り
の
沼
隈
郡
に
あ
る
。
白
米
に
つ
い
て
は

『解
説

一
』
五
九
頁
以
下
参
照
。

一要
四
　
八
排
郷
春
御
酒
米
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドΦ受
］］溢
§
ヽ



SD3035濤 木簡 2260～ 2267

八
弁

（
ャ
タ
ベ
）
郷
は
摂
津
国
八
部
郡
、
常
隆
国
河
内

・
那
賀

・
久
慈
の
三
郡
、
備
中
国
賀
夜
郡
に
み
え
る
。

『延
喜
民
部
式
』

に
定
め
る
春
米
運
京
国
か
ら
み
る
と
備
中
国
賀
夜
郡
が
妥
当
で
あ
る
。

三
全

・
加
毛
郡
杵
原
郷
阿
斐

・
里
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド【ｏｘ］］溢
乙
協

表
の
切
込
み
部
に
付
紐
の
痕
跡
が
残

っ
て
い
る
。
杵
原
郷
と
記
し
た
個
所
に
は
三
文
字
よ
り
余
分
の
墨
書
が
あ
る
の
で
、　
一
度

墨
書
し
た
後
こ
れ
を
削
り
、
さ
ら
に
墨
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
毛
郡
は
参
河

・
伊
豆

・
美
濃

・
佐
渡

・
播
磨

・
安
芸
の
各
国

に
あ
る
が
、
杵
原
郷
は
い
ず
れ
に
も
み
え
な
い
。

三
尖

・
荒
河
郷
酒
米
五
斗

・
賀
美
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドトｏ×
ゃ卜溢
§
囀

荒
河
郷
は
陸
奥
国
磐
城
郡
、
紀
伊
国
那
賀
郡
に
み
え
る
が
、　
春
米
運
京
国
縦
筆
も
の
例
か
ら
み
る
と
紀
伊
国
那
賀
郡
が
妥
当
で

あ
る
。
記
載
様
式
は
郷
か
ら
里
へ
と
続
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

一要

七
　

堪

期

郡
服

織

郷
俵
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（醤

Ｉ

Ｇ
）
恙

§

芍

三
Ａ
と
同
文
で
し
か
も
同
筆
の
貢
進
札
。
同

一
の
貢
進
物
に
附
け
ら
れ
た
も
の
か
。
俵
は
米
五
斗
の
意
で
あ
ろ
う
爺
誓
。
左
側



釈 文

割
損
。

（伊
賀
國
）

一夏
〈
　
安
奔
郡
服
繊
郷
俵

【
キエ
ヵ〕

一夏
九
　
□
大
偉
部
君
航
昌
五
斗
赤
米

大
偉
部
は
大
生
部
で
あ
る
。
上
欠
。

一憲
ｏ
　
□
□
郷
米
五
斗

ニモ
一　
川
上
郷
赤
米

（丹
波
國
桑
田
郡
）
　
　
〔五
ヵ〕

二≡
一　
□
人
郷
赤
春
米
□

〔ｍ川
ヵ〕

〔飯
知
ヵ〕

二壱
一一　
口
□
□
米
五
斗

三
高

・
□
□
□
□
□
盆

〔赤
ヵ〕
　
　
　
　
　
〔人
ヵ〕

・
□
□
□
斗
□
□
□

Ｐ
ｏ
∞
×
］
ω
×

り

鶴
Ｓ
』
』

（
ド
リ
〕
）
×

ゃ
〇
×
］

鶴
Ｓ
鮪
も

ド
ヽ
い
×

ド
∞
×

ω

転
⇔
』
囀

貧

じ

×

ぐ

じ

×

ゃ

ｓ
ｓ
∞
、

（
ド
０
０
）
×
中
∞
×
ω

Ｓ
Ｓ
噺
も

（
ド
ゃ
中
）
×
（
騨
ド
）
Ｘ
ω

転
〇
∝
、

μ
］
∞
Ｘ

岸
ω

×

ヽ

６
６
』
囀
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三
茎

。
□
口
郷
春
米

一
石

．　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（吾
ゞ
岸聟
り
ζ
毬

春
米

一
石
の
荷
造
り
単
位
は
通
常
の
一
俵
五
斗
か
ら
み
る
と
特
例
。
上
欠
。

三
実

・
伊
勢
國
桑
名
郡
熊
口
服
部
東
日
日
日
一

。
「回

□

上

正

五

位

一卜

爛

肥

筋
酬
酔

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞〕
×
］〇
×
ω
αＯ』囀

下
方
は
腐
蝕
の
た
め
判
読
で
き
な
い
。
裏
面
は
二
次
的
な
墨
書
で
あ
ろ
う
か
、
表
裏
異
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
熊
口
は
桑
名
郡
の

郷
名
で
あ
る
。

三
薯

・
難
酒
志
紀
郡

・
印

既

孵

缶

入

四

斗

ｋ

升

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

騨
∞
∞
×
〕
卜
と

乙

毬

河
内
国
志
紀
郡
か
ら
貢
進
さ
れ
た
県
醸
酒
で
あ
ろ
う
。
難
酒
は

「濁
酒
之
厚
者
」
（和
名
抄
）
で
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
い
も
の
を

い
う
か
。
付
章
四
八
頁
参
照
。

三
文

・
少
林
郷
缶
入
清
酒



森 支

，
　
　
四
斗
志
紀
郡

コ
門
目
志
紀
郡
か
ら
の
県
醸
種
か
全
岳
雲
籍
乾
．
下
端
に
小
孔‐が
あ
っ
て
周
鶴
に
銹
り
あ
と
を
残
し
て
■
る！ゃ

三
身

！
伊
費
國
伊
費
部
長
呂
翔

ｏ
新
本
塁
石
部
蓮
国
長

≡
番

三
（
罐

靱

監

□

一ロ

ロ

四

斗

七

升

，
入
歯
朗
翼
四
升

〓
昼

，
―越前
國
坂
井

・
一

甲

三
全
　
一燎
前
國
海
細
螺

郷
贄

一
斗

贅
轟
罪
柏。
爺
緬
螺
・９
夕・ガ
こ
は
拳
只
う
一纏
や

一員
一一　
青
郷
一御
費
伊
和
志
謄
五
升

一騒
ｘ彗
涎
欝

一ヽ
磁

い
薦
ド
Ｘ

い
０
来

ミ

潰ヽ
ミ
ヽ

μ
馘
聖
添
〕
〕
Ｘ

①

総ヽ
一『
囀

会
Ｓ
〕
Ｘ
苺
ｗ
×
０

（Ｓ
ヽ
や

一属
苔
Ｊ
余
】
一
Ｘ
Ｏ
気
Ｓ
時
韓

澪
Ｘ
ド
ｘ
｝
毯
瑶
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贄
の
修
頁
進
札
。
青
郷
は
若
狭
国
遠
敷
郡
に
属
す
る

（
一造
〈参
照
）。
謄
（
キ
タ
ヒ
）
は
干
物
を
い
う
。

一責

四
　

元

漏

郡

進

上

御

贄

少
辛
螺
頭
打
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ドやガ

ド露

卜
識

喝

紀
伊
国
元
漏
郡
か
ら
の
贄
貢
進
札
。　
少
幸
螺
は

『和
名
抄
』
に
よ
る
と
ニ
ン
と
よ
み
、　
蓼
螺
子
と
も
表
記
し
た
。　
蓼
螺
子
は

『出
雲
国
風
上
記
』
。
『常
陸
国
風
土
記
』
に
も
み
え
る
。　
現
在
の
ニ
ン
と
宅
の
つ
く
貝
類

今
ア
ン
グ
ニ
シ
・
ア
カ
ニ
シ
な
ど
）
が
こ

れ
に
あ
た
る
。
賦
役
令
に
は
正
丁

一
人
の
調
輸
貢
量
と
し
て
螺
頭
打
六
斗
と
あ
る
。
上
部
右
側
や
や
欠
損
。

一責
三
　
紀
伊
國
元
漏
郡
進
上
御
贄
磯
鯛
八
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞露
］ガ
ト
§
ヽ

贄
の
貢
進
札
。

『延
喜
内
膳
式
』
に
よ
る
と
、
紀
伊
国
は
旬
料
の
贄
と
し
て
雑
魚
を
貢
進
し
て
い
る
。

〔斗
ヵ〕

二二
（　
日
□
□
御
贄
玲
貝
鮮

一
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞『×
］卜添
る
も

贄
貢
進
札
。
賄
貝
絆
は
賂
貝
（イ
ガ
イ
）
を
鮮
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
３
Ｈ
型
式
か
。
上

。
下
端
は
原
形
を
残
す
。
全
体
に

腐
蝕
甚
し
く
、
上
半
部
の
墨
書
部
は
剣
離
し
て
い
る
。

一責
七
　
筑
後
國
生
葉
郡
煮
塩
年
魚
肇
斗
弐
升
霊
墨
一耳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドＮ聟
や賃
卜
磯
ヽ

煮
塩
年
魚
（
ア
し

の
貢
進
札
。

『延
喜
内
膳
式
』
に
よ
る
と
、
大
学
府
か
ら
年
料
の
贄
と
し
て
煮
塩
年
魚
を
貢
進
し
て
い
る
。



釈 文

こ
の
木
衝
が
郡
単
位
の
貢
進
で
あ
る
こ
と
と
も
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
贄
貢
進
札
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
霊
亀
三
年
と
い
う
記
載
法
も

同
年
の
年
料
分
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

〔上
ヵ〕

三
《

・
筑
後
國
生
葉
郡
煮
塩
年
魚
伍
斗
□

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
亀
二
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨Φ受
岸聟
卜
§
【

煮
塩
年
魚
の
貢
進
札
。

〔田
ヵ〕

三
兌

・
伊
勢
國
飯
野
郡
黒
口

・
矢
田
部
官
足
俵
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
益
露
卜
§
芍

貢
進
札
断
片
。
下
端
部
折
損
じ
他
は
調
整
面
で
あ
る
。
上
方
を
こ
の
よ
う
に
尖
ら
せ
る
の
は
類
例
が
少
な
い
。
黒
田
は
飯
野
郡

の
郷
名
で
あ
る
。

〔調
ヵ〕

一琵
ｏ
　
上
総
國
阿
幡
郡
綾
□
耳
放
二
編
三
列
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
）×
や露
蛋
忌

調
貢
進
札
。
上
総
国
阿
幡
（
ア
Ｃ

郡
の
名
称
は
養
老
二
年
五
月
以
前
か
、
あ
る
い
は
天
平

一
三
年

一
二
月
２
天
平
宝
字
元
年
五

月
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。
耳
放
鰻
は
加
工
の
一
種
と
思
わ
れ
る
。

『延
喜
主
計
式
』
で
は
安
房
国
に
か
ぎ

っ
て
調
物
と
し
て
、
着
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耳
鰻
、
放
耳
鰻
を
指
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
地
方
の
特
殊
な
加
工
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
下
半
部
久
損
。

〔奄
″〕

二
元

一
　

際

伎

國

周

吉

郡

田
服
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（じ

巡
露

ま

ｓ
も

〔御
ヵ〕

貢
進
札
の
断
片
。
郡
以
下
の
記
載
は
二
行
で
、
右
行
は
郷
名
奄
可
（
ア
ム
カ
）
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔言″
ヵ〕
　
　
　
（マ
マ）

二三
一　
口
木
郷
五
口
紳
直
麻

一
隻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
Ｘ
〕受
ヽ
８
驚

瀞
亀
二
年
二
月

貢
進
札
、
五
戸
は
五
保
の
こ
と
。
二
乗
一参
照
。
上
半
部
欠
。

二三
一一　
壬
生
部
石
航
呂
八
連
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃｏ露
］露
『
ζ
絶

「連

（
全
こ
」
は
鉄

・
綿

・
海
藻

。
松
な
ど
群
塊
を
な
す
も
の
の
助
数
詞
。
貢
進
札
か
官
内
整
理
札
か
は
決
め
難
い
。

三
茜

・
長
門
□

・　
霊
亀〔報仲
ヵ〕

ニ
二九
二

二
二九
大

和
泉
□
一

播
磨
國
赤
穂

（
⇔
０
）
×
∞
〇
×
口

・露
〕』
も

（
Ｆ
卜
∞
）
×
ゃ
い
×
ヽ

鶴
６
∝
ヽ

８

追

　

３５



釈 文

一弄
七
　
備
後

〔キ
ハ
ヵ〕

一蜀
〈
　
□
六
斤

一弄
九
　
回
海
藻

六
斤
　
養
口

一言
〇
　
山
邊

二吾
一　
口
□
郷
酒
米
五
斗

倉
勤
∪
〔郡
鈴
鹿
ヵ〕

二５
一　
鈴
鹿
□
□
□
郷

二憂
一　
口
八
斗
□
□

一言
四
　
□
□
口
赤
米
国
Ш

〔飾�
ヵ〕

一言
三
　

栗
栖
口
日

栗
栖
郷
は
大
和
国
忍
海
郡
、
播
磨
国
揖
保
郡
、
紀
伊
国
牟
宴
郡
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
か
決
め
難
い
。

（∞ド））〈〕〇〉〈釦　鶴Ｓ』る　　　一勲

（
∞
ω
）
×
〕
卜
×

６
一
Ｓ
Ｓ
』
芍

（
∞
ミ
）
×

（
〕
や
）
×

ω

６
６
∞
、

（
『
卜
）
×

Ｐ
り
×

伽

Ｓ
Ｓ
』
も

（
］
］
０
）
×
ゃ
Ｏ
×

伽

鶴
Ｓ
い
も

ド
∞
０
×

Ｎ
や
×

∞

代Ｓ
』
』

ド
ω
∞
×

ド
Φ
×

卜

岱
６
転
ヽ

ド
∞
Φ
Ｘ

μ
Φ
×

頓

Ｓ
Ｓ
』
囀

ド
ト
ф
×
］
ω
×
り

も
６
』
』



三冥
・□
醜
醐
ビ
ロ

〔米

五

斗
ヵ〕

・
口
回
□
□
□

三
写

・
□
　
□
　
□

・　
　
　
　
同
回

ニ
二
〇
八

二
二〇
九

二
二
一〇

一一〓一一
一

面
醒
印
ぼ
□
□
臥
唖
集
匹ド

□
□
□
日
回

□
●

Ｈ・　
　
　
　
　
回
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三
三
・□
□
Ⅲ
‐‐‐‐
―‐‐‐

十
二
日
日

（
『
卜
）
Ｘ
（
ド
〇
）
Ｘ
添

Ｓ
Ｓ
∞
、

（
∞
い
）
Ｘ

（
Ｐ
ゃ
）
×
ω

鶴
６
”
、

（
ド
ゃ
Ｏ
）
×
ゃ
ド
Ｘ
（
卜
）

６
６
』
囀

ド
∞
ｏ
Ｘ
Ю
ω
×
ω

α
６
』
】

〕
諄
Ｏ
Ｘ
∞
μ
×
ω

Ｓ
Ｓ
』
」

μ
∞
Ｏ
Ｘ

〕
∞
Ｘ
卜

（資
〕い
０

137



釈 文

上
日

日

一

〔手力
ヵ〕

二
一一一一一一一

□
□
□
□
□

三
冨

・
斗
八
升

・
元
十

一
月
九
日

裏
面
の
日
付
は

「年
」
が
脱
落
し
て
い
る
か
。
上
欠
。
下
端
は
調
整
面
。

一≡

重
　

五

升

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｓ

恙

ｏ
溢

畠

、

〔
ル
〈
ヵ
〕

二量
（
　

白
酒
　
酒
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕冤
い聟
卜
Ｓ
ヽ

白
酒
（ツ
ロ
キ
）
は
黒
酒
（ク
ロ
キ
）
に
対
す
る
こ
と
ば
で
、

『延
喜
造
酒
式
』
の
新
嘗
会
白
黒
二
酒
料
条
に
よ
る
と
、

「其
造
酒

者
、
米

一
石
請
経
「蚕
以
二
一斗
八
升
六
合
・為
レ
巽
、　
七
斗

一
升
四
合
為
′飯
、　
合
二水
五
斗
い
各
等
分
為
二

甕
（
甕
得
ピ酒

一
斗

七
升
八
合
五
夕
、
熟
後
以
三久
佐
木
灰
三
升
議
鞠
笠
和
三合

一
甕
（
号
称
二黒
貴
（
其

一
奏
不
レ和
、
是
称
二白
貴
こ

と
あ
り
、
久
佐

木
灰
を
入
れ
る
か
否
か
に
よ
り
白
酒
か
黒
酒
と
な
っ
た
。
新
嘗
祭
や
大
嘗
祭
の
た
め
に
醸
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
白
酒

・
黒
酒
は

『万
葉
集
』
（四
一
一七
五
）
や

『続
日
本
紀
』
象
一平
・神購
厳
・）な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

ド
ド
∞
〉〈
（
中
μ
）
×
』

鶴
０
』
囀
　
　
　
・３８

Ｇ

Ｎ
）
×
Ｃ

じ

×
ф

転
６
驚

（
∞
ミ
）
Ｘ
ド
ｏ
×
０

転
６
∞
ヽ
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一三

七
　

酒

浦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

騨
囀
ｏ
×
ぃ
ず

蛋

罵

一三
〈
　
清
酒
四
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド、受
ド露
い
§
囀

清
酒
は
濁
酒

（
ｉ
コ
レ
ル
サ
ケ
）
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
ば
で
、

「
ス
メ
ル
」
酒
と
読
む
。

『
延
喜
践
碓
大
嘗
祭
式
』
の
大

嘗
官
条
に

「清
酒
二
斗
、
濁
酒
八
升
」
と
み
え
る
。
あ
る
い
は

「白
酒
」
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一三

九
　

清

酒

中

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

騨伽算

§

×

卜
§

、

「中
」
は
清
酒
の
等
級
を
あ
ら
わ
す
。
左
半
欠
。

一三
ｏ
　

□
酒

一三
一　
旅
叫
〕

〔施仰
ヵ〕

三
三

・
□
□
四
斗

・
□
酒

二三
一一　

中
酢

騨
や
い
×

］
ω
Ｘ

卜

Ｓ
Ｓ
ヽ
」

（
Ｎ
Ｏ
）
×

ド
∞
Ｘ

卜

転
６
∞
」

ｏ
頓
×
中
ω
×
卜
６
６
』
囀

μ
Ｏ
『
）〈
（
∞
卜
）
〉〈
∞
　
α
』
嗚
ヽ
　
　
　
・３９



釈 文

「酢
」
は

『和
名
抄
』
に
よ
る
と

「
ス
」
又
は

「
カ
ラ
サ
ケ
」
と
読
む
。
正
倉
院
文
書
に
は
米

一
石
か
ら
酢
九
斗
を
得
た
こ
と

が
み
え
象
却
膵
姑
き
、
ま
た

『延
喜
造
酒
式
』
に
は

「酢

一
石
料
　
米
六
斗
九
升
　
葉
四
斗

一
升
　
水

一
石
二
斗
」
と
造
酢
法
を
記

載
し
て
い
る
。

「中
酢
」
は
、
中
等
の
酢
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

一三
四
・　
　
　
　
　
　
　
　
古
岸

・
□
□
　
　
□
□
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞Ю露
トド溢
ζ
超

「滓
」
は
酒
滓
（糟
・
酒
糟
と
も
い
こ
の
意
で
、
『和
名
抄
』
は

「
カ
ス
」
と
読
み
、
正
倉
廃
文
書
に
は
「
カ
マ
タ
チ
」
余
郵
悌
射
喜

と
見
え
る
。　
滓
を
含
ん
だ
酒
の
こ
と
で
、　
天
平
五
年
越
前
国
郡
稲
帳
に
は

「酒
三
十
三
斜
六
斗
三
升
二
合
卦
斜
八
潮
嵌
僻
一一一升
」
と
あ

り
象
陣
呻
結
」
じ
、
滓
酒
の
一
種
で
あ
る
。

一三
二
　

十
三
日
余
米
三
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
Ｉ
ω露
ω
§
０

余
米
は
支
給
さ
れ
た
量
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
官
司
が
留
め
、
酒
、
副
食
物
な
ど
に
ふ
り
む
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
正
倉
院

文
書
に

「乗
米
」
と
み
え
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
動
ぇヽギ
獄
山
郵
姑
致
・書」
ユ
筋
七
゛
。　
三
乗

・
量
モ
に
も
余
米
が
み
ら
れ
る
。
下
久
。

（
マ
マ
）

三
兵

・
十
月
十
八
日
余
米
七
升

二
十
月
十
八
日
余
米
七
升
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドω］恙
卜造
ζ
絶
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七

ぃ 十

梁含含
は

「十
八
日
」
の
書
き
誤
り
で
、
裏
面
に
別
筆
で
訂
正
を
し
た
も
の
か
。

一斗
六
升

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（騨じ

×
〕Φ
進

§
芍

一三
八
　
榊
亀
元
年
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｏ挿
］∞溢
§
、

貢
進
札
か
物
品
付
札
か
断
定
し
難
い
が
、
畳
三
と
同
種
類
の
物
品
付
札
か
。
左
欠
。

一三

九
　

二

石

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
霞

）
恙

Φ
溢

ζ

亀

一三
〇
　
二
條
六
駈
三
石
五
斗
九
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゃ∞受
卜Ｐ添
ｓ忌

二
条
六
は
縦

・
横
の
位
置
関
係
を
示
す
。
例
え
ば
、
も
と
平
城
官
の
東
朝
集
殿
で
現
唐
招
提
寺
講
堂
の
部
材
番
付
に
は

「西

一

条
七
」
と
あ
り
、
Ｅ
根
の
流
れ
る
方
向
を
東

・
西
で
あ
ら
わ
し
、
桁
の
通
り
と
梁
の
通
り
を
組
み
あ
わ
せ
そ
の
位
置
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
木
簡
は
多
量
の
麺
を
並
べ
、
こ
れ
に
酒
類
を
入
れ
た
も
の
に
付
し
た
札
で
あ
ろ
う
か
。
長
岡
官
跡
出
土
木
簡

「八
条
四

甕
納
米
三
斜
九
斗
」
が
参
考
に
な
る
姦
螂鮒彎
『育蜂巖蛤イヒ「服期雄勘翻枷瓢抑炸控
一発『ｐ
ｏ́
量
二
参
照
。

二三
一　
三
條
七
駈
水
四
石
五
斗
九
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（醤
Ｙ
も
溢
鶴忌

詈
三
・
三
石
七
斗
二
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・４．



釈 文

・
耐
亀
元
年
十

一
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜∞揮
］髭
段
ｓ篭
　
・４２

造
酒
司
で
の
原
料
で
あ
る
水
か
米
、
あ
る
い
は
醸
造
さ
れ
た
酒
の
付
札
で
あ
ろ
う
か
。
神
亀
元
年

一
一
月
は
聖
武
天
皇
の
大
嘗

祭
の
行
な
わ
れ
た
月
。
こ
の
月
二
三
日
（幸
卯
）
が
祭
の
第

一
日
に
あ
た
り
、　
一
一
月

一
一
日
の
日
付
か
ら
み
て
大
嘗
祭
の
準
備
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
神
亀
元
年
は
量
夭
に
も
見
え
る
。

三三
〔醒
対
殿
勁
糀
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や〕ω×（じ
こ
毯絶

「大
殿
」
は
、
正
殿
の
意
で
あ
ろ
う
か
。

『万
葉
集
』
（三
一う

に
は
元
正
上
皇
の
御
在
所
中
官
西
院
で
岸
宴
が
あ
り
、
大
臣

・

参
議

・
諸
王
は
大
殿
に
、
諸
卿
大
夫
は
南
細
殿
に
侍
し
た
記
載
が
あ
る
。
磁

・
麺
は
と
も
に

一
２
五
石
入
り
の
カ
メ
型
の
大
型
容

器
で
あ
る
。
こ
の
木
筒
は
、
東
大
殿
で
使
用
さ
れ
る
酒
を
入
れ
た
容
器
に
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔倉
ヵ〕

三
茜

。
□
園

〔
日

下
ヵ〕
　

　

〔友

廣
ヵ〕

。

□

□

部

□

大

□

□

六

斗

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
篤

Ｉ

Ｇ

Ｘ

段

０
電

貢
進
札
か
。
右

・
下
欠
。

三
三

・
礫
二
斗
五
升

・
二
月
四
日

ド
ト
ド
×

］
Φ
×

∞

Ｓ
Ｓ
』
囀
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榛
の
実
で
つ
く
っ
た
酒
。
正
倉
院
文
書
に
は

「
と
は
ち
う
ち
ら
は
伊
知
比
に
酔
ひ
て
皆
臥
し
て
あ
り
な
り
兵
嚇
彫
柳
警
と
あ
り
、

操
に
酔

っ
た
様
子
を
述
べ
て
い
る
。

【恐
ヵ〕

二量
（　
□
口
□
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞受
Ｑ
×
息
電

一三
七
　

正
月
八
日
大
臣
家
毛
府

一
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド］冤
］受
段
己

毛
席
は
毛
を
撚
り
、
席
と
し
た
も
の
で
、
藍

・
毛
雖
と
同
じ
。
宴
席
等
で
使
用
し
た
か
。
こ
の
木
簡
を
、
他
の
木
簡
の
年
紀
と

の
関
連
で
神
亀
元
年
頃
の
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
大
臣
は
長
屋
王

（養
老
五
年
正
月
２
神
亀
元
年
二
月
・
右
大
臣
、
神
亀
元
年
二
月
２

天
平
元
年
二
月
・
左
大
臣
）
に
比
定
可
能
で
あ
る
。
『懐
風
藻
』
に
は
長
屋
王
が
新
年
に
自
邸
で
宴
を
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。

一三
〈
　
百
依
女
御

「
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∝ド×
中ぃ溢
鵞
」

以
下
三
舌
に
至
る

一
七
点
は
同
じ
よ
う
な
内
容
を
も
つ
小
形
短
型
の
木
街
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
材
の
左
右
の
調
整
は
丁
寧
で
あ

る
が
、
上
下
端
の
調
整
は
刃
物
を
入
れ
て
折
る
な
ど
し
た
ま
ま
で
粗
雑
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
最
長
は
八

・
四
蝕
会
一一一更
）、
最

小
は
五

・
七
凱
盆
一一菌
じ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
木
筒
は
、　
女
の
名
前
を
記
し
全
一語
車
は
不
詳
）、
そ
の
下
に
別
筆
で
薮
量
を
記
し
た
も

の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
女
た
ち
の
縫
製
数
量
を
記
し
た
も
の
か
、
彼
女
ら
に
支
給
さ
れ
た
衣
服
の
数
量
を
記
し
た
も
の

か
、
い
ず
れ
か
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
別
筆
の
数
量
の
書
き
方
、
ま
た

「御
」

（御
服
の
意
で
あ
ろ
う
）
や

「赤
裾
」

と
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
し
て
、
女
た
ち
の
縫
製
し
た
数
量
お
よ
び
そ
の
内
容
を
記
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。



森 文

，
ま
り
幾
女
ら
は
裁
確
獲
雀
事
い
た
女
雄
で
あ
う
う
。

串昇
　
一一一軍
蘇
掛・
「
ご

量
８

・
毛
美‐
良
女

「
ご

‘
ロ
ロ
回
　
一□

一量

●
紬
女

一
ご
・

●一　
腕

」憂
一　
．廣
足
女

一融
鞠
．

量
量

‘
園
甘
女

・零
伊

・　
　
用

「土
」

〓
騒

・
小
浦
女
□

‘一
　

日

ｄ
疑
拝
基
ヽ
・亀
慨

謬
益
撻
ｘ
■
亀
憶

ぼ
Ｘ
椰
栞
撻
麓
幅

§

ｘ
横

Ｘ

〕
嵐

薫

Ｓ
Ｘ
Ｓ
文
■
懲
ミ

弩

ｘ
彗

ｘ
博

慈

爵

144
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三
豊

・
小
航
□

。
ご

口

□

一言
共
　
秋
鳴
女

「五
」

量
署

・
家
女
　
「
ご

・
Ｆ
」
□
撃
）

三
只
　
一阿
治
茄
佐
女

一冨
九
　
廣
椅
女
赤

「
ご

「赤
」
は
赤
裾
（妄
）
の
意
か
。
工量
一参
照
ｏ

一三
〇
　
手
豆
支
女
赤

「
ご

二量
一　
在
く
女
赤
猪

「編
」
は
装
と
同
じ
（麓
纏
無
゛
。
衣
服
令
制
服
条
に
宮
人
の
着
用
す
る

「紅
描
」
が
み
え
る
。

０
０
×

一
Ｏ
Ｘ

〕

Ａ
ミ
ヽ

↓
や
Ｘ

い
Ｏ
Ｘ

ω

雪
０
】
、

∞
Ｏ
ｘ

８

ｘ
ω

桑
ミ
ヽ

∞
ヽ
Ｘ
一
Ｏ
Ｘ
ω

Ｓ
Ｓ
ヽ
ヽ

８

ｘ
ヽ
Ｏ
ｘ
囀

鶴
０
囀
」

∞
〇
×‐
一
Ｏ
Ｘ
〕

代Ｓ
ヽ
ヽ

∞
Ｏ
Ｘ
い
Ｏ
Ｘ
や

ヽ
０
】
ヽ
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少
谷
女
札
ご

米
女
赤
猪

「一
ご

家
女
赤
猪

「
ご

４家女」は畳宅にもみえる。

・□〔酸
が
回
回
事
口
□

・□
口
【曲
融
Ｘ
醜
酌
〕

回
高
五〔囃
〕

ロ
ロ

　

ロ

日
本
土
知
民

ニ
ニ
〓
ニ

ニ
ニ
エ
ニ

ユ
二
五
四

二
二重
〓

一一一一一五
一（

エ
二
三十

一
三
〓
八

二
二
〓
九

回
回
□

□
□
料
曖
〕所
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

Ｎ
ω
）〈
囀０
）〈一　６
Ｓ噂
ヽ
　
　
　
襲

『
『
×
＝
ド
×
一

Ｓ
Ｓ
ヽ
ヽ

ｃ
∞
Ｘ

Ｐ
Ｏ
×
囀

Ｓ
Ｓ
】
ヽ

全
『
ｅ
ｘ
含
ё
×
ｏ
ｅ
ｔ

含
ωｅ
バ
Ｇ
）
ｘ
ヽ
ま
巳
ヽ

（
いい∞
）
Ｘ
（Ｏ
）
Ｘ
Ｏ
Ｓ
や
瑶

（いい０
）
Ｘ
（い”
）
Ｘ
Ｓ
Ｓ
Ｏ“
ヽ

い０
卜
×
中
ｏ
Ｘ
『
ａＳ
ヽヽ
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一一一一一一（〇

一一一一一一（
一

（ｏ
ω
）
Ｘ
（騨Φ
）
Ｘ
ｕ
α
Ｓ
鯨も

□
□
口

Ｂ春
部
ヵ〕

（∞ｏ
）
Ｘ
（∞
）
×
ω
（諷
再
、

（ド一
）
Ｘ
（ぃド
）
Ｘ
ω
ら０∞、

（ωい
）
Ｘ
（ミ
）
×
ω
Ｓ々
ミ

（
伽
Φ
）
Ｘ
（
∞
）
Ｘ
ω
鶴
６
“
【

Ｇ
ｅ

ｘ
（
じ

バ
ヽ
ｄ
霊

０
『
Ｘ
（
ド
〇
）
Ｘ
∞
Ｓ
Ｓ
∝
、

・
回
回
□
□
回
□
□

・
航
呂

二蜃
一　
諸
白

重
全

ｏ
日
□
口

〔七

日

又
ヵ〕

重
白

・
回
□
□
□

〔一一一
人
ヵ〕

・
□
口
□
口

一長
〓
　

国
口
□
□
□

〔一由か
ヵ〕

二塁
（　
□
□
口
□
□

量
宅

・
□
右
□
□

□
□
□
回
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，
日
回
□
□

重
穴

・
□
回
□
□
□

・
□
□
□

三
充
　
□
了

量
志

・
□
□
□
　
　
回
□
□
　
　
　
　
　
□
□
□

・
口
□
□
□
　
　
正
　
佑
　
□

．正
（方
ミも
ｏ佑
・（ジ
ョ
ウ
）
は
実
司
の
第
一
・第
三
等
官
を
あ
ら
わ
す
。
上
端
の
み
調
整
面
。

工尋
一　
口
造
□
□
□
　
□

三
三

・
□
　
　
　
　
　
□

・
□
□
□

量
菫

・
口
日

一
首

□
口
日
米
国

Ｇ
じ
ｘ
Ｇ
）
ｘ
ω
魯
霊

　
軽

（０∞）
Ｘ
（卜）
Ｘ
ω
養
弓
、

（～
）
ｘ
（ｅ
ｘ
ゃ
α需
【

（
】
消
）
Ｘ
ド
↓
Ｘ
９
体Ｓ
【
芍

ゃ
り
Ｏ
Ｘ

（
い
０
）
×
∞

養
ゞ
ヽ

（
一
鴛
）
Ｘ
令
鴬
）
×
中
ｓｓ
ヽ
峰
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七    七     七
九    八     七

・
□
航
呂

ニ
二
七
四
　
・

焼
痢
　
□
□
□

□
□
□

・　
　
　
　
□
□
六
年
□

〔“甦
ヵ〕　　　　　　〔一ハ
ヵ〕

遺
構
の
最
上
層
部
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
あ
る
い
は

「延
暦
」
か
。
上
端
に
焼
痕
、
下
端
欠
損
。

工三七五
　
ｏ
キ壬本
・美
田
□
〔
醐烈
ヵ〕

三
実

・
□
□
□
口
□
□
□
□

□

〔呑
自
ヵ〕

・
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□

□

〔使

使
ヵ〕

口
□
□
口
　
□
□

・
□
□
□
□
□
□
□
□

（甲卜↓
）
×
］
〕
×
り
鶴
６∝
ヽ

（
Ｐ
］
↓
）
Ｘ
Ｎ
卜
×
Ｏ

Ｓ
Ｓ
∝
ヽ

（
ぶ
り
）
×
（
μ
Φ
）
×
∞

Ｓ
Ｓ
』
ヽ

ゃ
ド
ゃ
×
（
畔
〇
）
×
卜

岱
Ｓ
鯨
ヽ

中
Ｐ
ω
×
（
Ｏ
）
×
卜

銹
段
ミ

（
中
〇
〇
）
×

（
『
）
×
卜

鶴
６
∞
喝
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メ
   
・
 
□
 
□
                     (115)×

(5)x8500′
 
目

盛
    

〔極
馨
憮
べ〕

II研く0・
□
□
□
□

・
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□
                          (11)x(5)x6500′

H‖
く
|・
□
□
□

°
□
‖
□
                        (36)×

(17)×
2碑
′

‖
l
llell 
瑠
□
□
                              

ω
′

II‖創
・
□
□
□
□

・
□
□
□
 
□
                       (91)x(6)x5」

98′

1‖
くH・
□
□
□
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□
□
□
□

・
    
□
□
□
                     (lo4)x(5)×

7翻
r



二昼

・
　

　

・日

一
　

　

一‐――‐

―‐―‐

一

口
日
面

ぽ

奎□亀
Ш

量
会

・
人
人
人
人
人
人

・　
人
人
人
人
人

三
金

・
謹
謹
謹
謹
謹
謹
謹

・
謹
謹
謹
謹
謹
謹

一兵
八
　

「□
」
播
磨
播
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「
阿」

三
分

・
午
午
午
午

・
□
口
□
口
□
口
□
□

（
∞
ωあ
）
×
（
］
ド
）
Ｘ
頓
鶴
Ｓ
ヽ
０

（
騨
μ
Ｏ
）
Ｘ
騨
０
×
ω

躊
ぢ
い

（
騨
〇
〇
）
Ｘ
（
騨
Ｏ
）
×
∞
α
段
ミ

（
ｏ
∞
）
×
（
騨
∞
）
×
卜
熱
弓
ヽ

∞Ｐ）〈（『）〉〈∞　ＳＳ∝ヽ
　　　一埋



釈 文

詈吾
・臭
酢〔醍
承囃
〕

・
臭
臭
臭
臭

「臭
」
は
俗
字
使
用
弁
誓
。

〔前四
つ〕

二琵
一　
大
倭
□
　
（線
刻
）

二三
一　
八
百
九
十
二
人
料

二三
一　
符，造
酒〔明
〕

造
酒
司
の
上
級
官
司
か
ら
の
文
書
（符
）。
削
暦
で
一
部
を
欠
い
て
い
る
が

「造
酒
可
」
と
判
読
で
き
る
。

一弄
口
　
進
上

大
嘗
祭
中
の
饗
宴
の
料
物
を
記
し
た
も
の
か
。

『延
喜
践
酢
大
嘗
祭
式
』
雑
給
料
条
に
よ
る
と
大
嘗
祭
に
は
多
人
数
の
参
会
着

が
み
え
る
。

（
質
ゝ
）
Ｘ
ゃ
゛
Ｘ
ド
ｓ
Ｓ
∞
、

い
ヽ
∞
×
毬

ｘ

頓

養
ミ
、

転
０
も
ヽ

転
６
０
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転
０
０
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右
十
日
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〔徒

八

位
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一量
本　
国
十

一
月
二
日
□
□
口

一勇
七
　

潤
月
十

一
日
□

〔清
清
ォ〕

一勇
八
　

日
□
口
□

一弄
九
　
回
大
初
位
上
尾
日

一百
ｏ
　
廣
客
口
〔私刀
″〕

二Ｂ
一　
□
員
口
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朝
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一一　
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五
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〇
九
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四
一〇

二
四
一
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二
四
一エ

二
四
一二

二
四
一四

〔日
ヵ〕

□
十
二
人

〔郡
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□
□
□
□

秦
人
足
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口
郡
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〔↓ィ
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一亘
八
　
回
□
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一亘
九
　
日
□
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回
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口
〔蚕伸
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回
□
□
敷

〔
言四
ヵ〕
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一　
□
　
口

二写
一一　
口
口
□
口

一亘
四
　
囲
□
中
国

昌   §  昌   邑
Ｓ
Ｓ
も
ヽ

Ｓ
Ｓ
い
ヽ

Ｓ
Ｏ
も
ヽ

転
０
０
」

転
０
い
ヽ

も
ややヽ

　
弱



量

阿
ヵ〕
鴛

ォ〕

□
口
須
□

□
□
□
□

〔栃伸ヵ〕
□

〔
八
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□
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孵
四
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□

　

□

三
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〕

回
□

〔館捌
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□□

□
□
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ロ
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四
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二
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四
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三
七

二四〓八
　
□
咽

回
　
加

二四二九
　
　
　
輌¶岬

二四大〇
　
　
　
与祠岬

以
下
二哭
六ま
で
造
酒
司
と
関
係
し
た
酒
・
酢
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
る
。
支
給
簿
の
断
片
で
あ
ろ
う
か
。
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□

迎匡

二
四
八
九

一更
ｏ
　
□
啜

二兒
一　
諜
囃
□
□
□
――Ｉ
　
Ⅲ
＋

辞
□
□
串
コ
ロ
押

二
四
九
一一
　

淵

ｍ

劃

捗

帳
簿
の
断
片
。
な
か
に

「
口
勅
」
。
「人
給
」
な
ど
の
語
が
み
え
る
。

「
口
勅
」
に
よ
っ
て
物
を
索
め
る
場
合
、
勅
を
受
け
た
官

司
は
中
務
省
を
経
ず
に
直
ち
に
貢
進
し
、
そ
の
後
に
中
務
省
と
弁
官
に
知
ら
し
め
て
奏
す
る
と
い
う
規
定
が
あ
る

（酸
獣
船
鬱
。
こ

こ
に
み
え
る

「
口
勅
」
は
、
口
勅
を
奉
じ
て
物
資
を
請
求
し
た
記
載
か
、
あ
る
い
は
そ
の
結
果
収
納
し
た
物
資
を
人
々
に
支
給
し

た
記
載
か
は
不
明
。

「人
給
」
は
平
城
官
木
街

命
一呂
・
概
報
四
）
や

『延
喜
式
』
な
ど
に
も
散
見
す
る
。　
舌
力
四
・
舌
空

・
二兒
ｆ

量
８

・
量
宝
な
ど
と
同
種
の
も
の
か
。
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九四　
剛
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鴫
□
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鞘
憫
酬
硼
瑚
輸恥
蠅

「務
省
」、
「師
宿
」、
「伴
宿
」
は
、
中
務
省

・
土
師
宿
応

。
大
伴
宿
弥
に
あ
た
る
か
。

参
加
の
官
人
に
対
す
る
支
給
簿
か
。

二男
五　
日」□帥
”中
瀬中硼
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”］劇

二塁
（　
□
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匠
醐
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四     四
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か 、   七
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□   蒔
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て
い
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釈 文

二
〓
一一一一（

二
五
二
五
　
　
　
日
□>

□ □□
〔∀這マ〕  〔半→テ〕

□

Ｓ
Ｄ
三
〇
五
〇
灘

三
モ

・
能
登
國
能
登
郡
□
□
郷
□
□
里
□
口

・　
　
　
　
天
不
四
年
四
月
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や］露
ａ
Ｘ
『
毯
逮

能
登
国
は
養
老
二
年
五
月
越
前
国
の
四
郡
を
割
い
て
設
け
ら
れ
た
が
天
平

一
三
年

一
二
月
に
は
越
中
国
に
併
合
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
天
平
宝
字
元
年
五
月
ま
た
分
置
さ
れ
た
場
郵
。本疏
鰺
老
恵
平。甑
字．産
・未Ｆ
。天評
卵〓
一じ
ｏ
右
割
れ
損
。

一≡
〈
　

駿
河
國
安
倍
郡
貢
上
甘
子
口
回
〔剛
附
□
　
賓
亀
元
年
十
二
月

　

　

　

　

　

　

］〕聟
聟
卜
識
ヽ

文
字
面
は
腐
蝕
の
た
め
判
読
不
能
の
個
所
が
あ
る
。
甘
子
は

『和
名
抄
』、
『本
草
和
名
』
と
も
カ
ム
シ
と
よ
む
。
甘
子
は
柑
子

密
村
ま
た
は
地
密
村
と
よ
ば
れ
て
い
る
在
来
種
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
静
岡
県
と
大
分
県
に
天
然
記
念
物
指
定
の
ミ
カ
ｙ
先
祖
木
が

０

６
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芍
ヽ
　
　
１

鶴
６
準
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｃ
ｉ
Ｖ



SD3035濤 木簡 2535～ 2543

あ
る
粂
剤
嬬
紙
υ
。
『続
日
本
紀
』
に
は
神
亀
二
年

一
一
月
に
唐
よ
り
甘
子
を
資
し
た
記
述
が
み
え
る
。
『延
喜
官
内
式
』
に
は
諸
国

例
貢
御
贄
と
し
て
駿
河
国
以
下
四
個
国
、
ま
た
、

『延
喜
大
膳
式
』
に
諸
国
貢
進
菓
子
と
し
て
駿
河
国
以
下
四
個
国
よ
り
、
甘
子

を
貢
進
す
る
制
度
が
み
ら
れ
る
。
本
木
簡
に
よ
り
、

『延
喜
式
』
に
定
め
ら
れ
た
制
度
が
奈
良
時
代
に
も
存
在
し
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
左
上
切
込
み
部
に
腐
蝕
が
み
ら
れ
る
が
形
態
は
ほ
ぼ
完
形
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一三
〇
　
□
□
□
□
□
口

Ｓ
Ｄ
三
四

一
〇
薄

豊
垂

・
国
口
〔醐
評
水
塁
戸
主
紀
臣
□
□
□
□
競
調
塩
三
斗

・回
□
年〔耽
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ミ
）ｘ∞党
卜晏
０

調
の
荷
札
。
清
水
里
は
国
郡
不
詳
。
貢
進
者
の
人
名
お
よ
び
輸
貢
物
よ
り
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
紀
伊
目
の
貢
進
物
か
。
上
端
は

折
損
し
、
中
央
で
割
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碍

６
Ａ
Ａ
Ｃ
ｉ
Ｖ

６
じ
×
Ｇ
）
ｘ
Ｎ
αＲ
、

（Ｈ
じ
ｘ
含
じ
ｘ
卜
Ｓ
Ｒ

６
Ａ
▲
Ｅ
●
６
Ａ
Ａ
Ｆ



釈 文

〔言口
ヵ〕

二詈
一　
少
初
位
下
日
置
造
□

曇
畳

・
□
□
□
□
□
□
□
□
□

〔
＞“
ヵ〕

・
　

　

　

□
□
□
別
□

一≡
四
　
物
部
足
人
　
　
大
□
口
□

物
部
足
人
は
、
天
平
之
天
平
勝
宝
年
間
に
経
師
と
し
て
み
え
る
人
物
籟
泊
林
睛
一文華
一一所
工
じ
と
、

し
て
み
え
る
人
物
翁
針
然
Ｊ
が
い
る
が
、
同

一
人
か
否
か
は
不
明
。

「大
国
□
□
」
も
人
名
か
。

垂蛋
・□
□一開
騨
　
□
□
□
　
□

・
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□〔府
ヵ〕

垂
巽

（蹴
酌
嫡
翻

賊
二
斤
太

『延
喜
主
計
式
』
に
は
丹
後
国
中
男
作
物
に
烏
賊
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

「太
」
は
大
斤
の
意
。

一三
七
上
国
航
呂
占
詩
日
日〓

峙
い
］
×
（
ド
ω
）
×
い

も
６
”
、

（
ｇ

ω
）
×

命

Ю
）
×

ω

転
６
∞
、

い
∞
ω
×

］
〇
×

卜

鶴
も
ヽ
」

造
法
華
寺
司
作
金
堂
所
石
工
と

含

�
じ

×
（
９

×
］

鶴
禽

、

ド
ト
］

×

Ｐ
∞
×

∞

ら
０
』
』
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SD3410鶴 木簡 2552～ 2563

□  Ⅵ
□呂雪昌u日
国

二
〓
三
〈

一≡
九
　

□
應
□

第

一
字
は

「大
」
或
い
は

「天
」
か
。

が
あ
る
。

一要
〇
　
五
斗

二表
一　
最

　

〔文
事
ヵ〕

女
倉
□
□

曇
全

・
□
□
口

・　
　
　
口

二蕃
一　
犠

「天
」
な
ら
ば
年
号
の
可
能
性
も
あ
る
。
左
右
・
下
久
、

（
ド
ω
∞
）
×
や
Ｏ
Ｓ
や
理

（
Ｎ
Φ
）
Ｘ
（
Φ
）
Ｘ
Ｎ
Ｓ
ゃ
罵

（
ｏ
ｏ
）
Ｘ
（
Ｆ
卜
）
Ｘ
∞
へ
建
罵

上
は
原
形
か
。
上
端
に
廃
痕

（
い
ト
ド
）
Ｘ
ω
Ｏ
×
卜

（資
）』
芍

（
ド
ヽ
Ｎ
）
Ｘ
ド
ф
Ｘ
］

α
鵞
ミ

（∞９）
Ｘ
（ド【
）
Ｘ
や
一贄
〕”
、

（０∞）
）ネ
（ゃ
ミ
）
〕ス
ト　鶴ＳＳ噺
　
　
　
・７５



右

・
下
欠
。
下
端
は
二
次
的
に
刃
物
で
調
整
し
て
い
る
。
原
形
不
明
。

釈 文

一要
四
　
御
殿

〔蓋醇
ヵ〕

一要
〓
　
□
□

二堰
（　
□

□
□
□
□
　
同
日

日四

目
肛
□
堰

ヽ
ｏ
Ｘ
］
囀
×
‐
ω
一
Ｓ
Ｏ
Ｎ
】

ゃ
０
∞
Ｘ

（
ミ
）
×
，
Ｏ

Ｓ
Ｓ
ヽ
ヽ

も
も
も
ヽ

Ｓ
Ｏ
も
ヽ

Ｓ
Ｏ
も
ヽ

俗
博
）
ｘ
（Ｓ
）
ｘ
ヽ
６醗
、

転
６
る
ヽ

一莫
七
　
日
良
□
□
□
口
□
　
回
□

〔安
，〕
　

　

〔
田

部
″〕

一裏
八
　
国
□
万
呂
　
口
□
國
守
　
大
私
名
法

〔市四
ヵ〕

二
〓大
九

右
附
小
長
谷
千
□
日

□
受
回
□
□
□

一零
０
　
正
七
位
上
大
件
宿
【酬
，〕
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工
三七
一

二
〓
七
二

二
三
七
二

二
〓七
四

二
〓七
〓

二
〓
七
大

手
三
七
七

二
三
七
八

二五
七
九

偏
奈
員
日

口
□

大
件

□
如

□
客
人〔月

，〕

二
日
口

回□
□
□

〔〈一
，〕

□
七
人〔國
ォ〕

口
回
□
口

〔謹
解

申
ヵ〕

□
□
□

・Ｓ
Ｓ
埼
ヽ

Ｇ
Ｓ
芍
ヽ

Ｇ

ｅ

ｘ

含

じ

ｘ

］

亀

Ｒ

Ｓ
Ｓ
も
ヽ

も
０
芍
ヽ

へ
０
い
ヽ

鶴
６
埼
ヽ

Ｓ
Ｓ
芍
ヽ

α
Ｏ
芍
ヽ



」Ｘ　　二〓八〇　　日跡ぃ車硝げ

釈

Ｓ
Ｄ
三
四

一
四
薄

一天
一　
脚
醐
Ｐ
□
□
回

Ｓ

Ｄ

三

二
三

六

薄

一天
二
・　
　
　
口
□
四
前

「国
□
枚
　
□
薦
十
枚
」

切
机
四
前

。
□
□
十
四
人
　
別
人
三
合

「回
師
日
万
昌
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中じ
益
０益
§
ヽ

切
机
は
一「ま
な
い
た
」。　
正
倉
院
文
書
中
家
輝
華
桜‐
藝
∝
紙
■
一）に
み
え
る
。
切
机
い
薦
等
を
表
に
記
し
、
裏
に
食
料
を
記
し
て
い

§

ヽ
　

・７８

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

Ｓ
Ｏ
も
、

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ



SD3410翠専 木令写2580ぉし2587

る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
宴
に
関
す
る
木
衛
の
断
片
で
あ
ろ
う
か
。

垂全
臨
□乙鴫
〕

朝
剛

一天
四
　

回
□
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
□

一一〓八〓
　
・
Ш

剛
一ハ合

・□
　
□
醐
□
醐

□
　
□
　
田

〔違理
″〕

霊
灸

・
進
違
□

・
□
□
□

垂
全

・
民
忌
寸
黒
万
呂

・
苺

典
角

（
ゃ
∞
〇
）
Ｘ
（
Ｐ
Ｏ
）
Ｘ
Ｏ

（Ｒ
、
、

Ｐ
∞
口
×
（
ド
ト
）
Ｘ
ｏ

鶴
０
∞
、

（‘
］）
×
６
じ
×
∞
へ
息
ミ

（
０
卜
）
Ｘ
（
ド
ト
）
Ｘ
〕
代Ｓ
“
、

含
ｇ
）
×
一誤
×
ゃ
ｓ
禽
ヽ
　

・７９



釈 文

〔十

日

四
ヵ〕
　
　
　
　
〔
四
ヵ〕

一天八　十珂咽呵錮十≡到瑚嘲日

毎
日
の
物
品
の
支
給
量
を
列
記
し
た
伝
票

・
帳
簿
類
の
断
片
。

垂
分

・
田
村〔同四

ヵ〕

・
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽聟
ドデ
∞
毯
鷺

小
形
の
付
札
。
田
村
は
藤
原
仲
床
呂
の
田
村
第
か
。
夭
兵
に
も

「田
村
」
と
あ
る
。

一弄
〇
　
讚
岐
國
三
木
郡
池
邊
秦
□
日

地
辺
は
池
辺
郷

（和
名
抄
）。
讃
岐
国
の
秦
氏
の
存
在
は
他
に
も
例
証
が
あ
る
全
猷
。実珠
破
綺
ス
じ
ｏ

量
と

・
若

狭

國

遠

敷

郡

佐
分
塁

一毛

大
入

〔隙脇
ヵ〕

・　
天
李
□
費
二
年
□
日

郡
郷
制
の
時
期
で
あ
り
な
が
ら
、
里
を
用
い
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
左
欠
。

０

（
ヽ
Ｃ
）
×
（
ド
い
）
×
］

Ｓ
Ｓ
∞
ヽ
　
　
．

ド
ト
〕
×

や
〇
×

∞

鶴
〇
』
囀

ド、ω
×
（ドΦ
）
×
い
もＳ
ヽヽ



垂
空
・佐
分
郷
夢雑填殴柵閑暫
一耳

Ｌ
九
月
十

一
日
国
人
」

調
塩
の
荷
札
。
表
裏
別
筆
。
上
折
損
。

〔秦

己
心
寸
「諸
コ人
ヵ〕
〔
田
ヵ〕

三
と

ｏ
□
□
□
□
□
大
□
口

「口
論
語
」

・
□
□
　
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（鷺
Ｘ
Ｑ
）進
鵞
」

歴
名
に
習
書
し
た
も
の
か
。

「論
語
」
の
楽
書
は
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
上
の
墨
書
土
器
に
も
み
え
る
翁
劉
舒
り
。　
ま
た
皇
后
宮
職
の

下
で
も

『論
語
』
が
書
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
正
倉
院
文
書
か
ら
知
ら
れ
る
象
山
事
姑
致
づ
。　
学
令
に
よ
れ
ば
、　
製
胡
語
』
は
大
学

の
学
生
が
共
通
し
て
な
ら
う
べ
き
教
科
書
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
四
辺
原
形
を
と
ど
め
ず
。

一弄
四
　
應
應
應
應
請
應
請
應
請
□

６
６
る
ヽ

SD32361与 木卓42588～2595

□
〔音撻麟〕

二
五九
五
　
・

含

∞
じ

×

〕
∞
×

リ

ヘ
ｓ
噺
も



釈 文

・
□

（］
∞
）
）ス
（Φ
↓
）
）〈
ゃ　へ
６
∝
ヽ
　
　
　
‐８２

工王
（
　
□
□
三
口
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邑
追

〔春

部
ヵ〕

一弄
七
　

□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
入
∞）溢

鵞
ヽ

量
太

・
縫
殿
食

口
　
　
　
□

　

　

　

□
　
□
□

合
六
十
五
人

．
□
□
□
□

酬
酬
Ш
事
　

十

一
月
．酔
ド
宗
我
部
β
虫
〔吼
〕　

　

　

　

　

　

］∞『
×
。
ヽ

鵞
ヽ

縫
殿
の
食
日
に
関
す
る
文
書
。
縫
殿
は
縫
殿
寮
か
。
あ
る
い
は
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
廃
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
に
み
え

る

「坤
官
官
縫
殿
」
に
関
す
る
も
の
か
傘
綿
↓
。
６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ
区
で
は
縫
殿
関
係
の
木
簡
が
顕
著
で
あ
る
。
左
右
欠
。

一勇
九
　
山
房
解
　
口
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（騒
ゞ
∞露
り
§
も

断
片
の
た
め
文
書
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、　
山
房
は
、　
聖
武
天
皇
の
皇
太
子
基
王
の
た
め
に
営
ま
れ
た

「山
房
」
（金
鐘
山

房
）
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

『続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
基
王
死
去
直
後
の
神
亀
五
年

一
一
月
に
造
営
の
こ
と
が
み
え
、

こ
れ
が
後
に
金
鐘
寺
（大
和
国
金
光
明
寺
）
に
発
展
し
た
鍮
釧激報堂「妹は籍判殖収，こ瀾射湛却睡十喘
嫉教時離鮮
畦
ωヽ建ヽｔ靴
『関耳鱚銅鞭辟鮒難期砺嚇
買
）。



SD3236濤 木簡 2596-2606

下
折
損
、
右

一
部
欠
。

Ｓ
Ａ
三
二
三
七
柵

兵
８

・
□
申
申

・
□
□
　
而
而

二杏
一　
口
合
□〔甲
利
こ

二き
一　

日
回
□
□

二奎
一一　
口
□
□
□
□

一き
口
　

回
□

二大０
〓　　　
同
国

一否
大
　

長
景

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

全
９
）
ｘ
（営
）
ｘ
い
ｓＲ
、

（
い
一
）
Ｘ

（
０
）
Ｘ

Ｏ

Ｓ
Ｏ
〕
、

Ｓ
Ｓ
峰
ヽ

α
Ｏ
い
ヽ

へ
Ｓ
芍
」

転
０
０
ヽ

α
０
０
」



釈 文

き き  き
九    八    七

語
□
□

穴
良
□
剛
〕
十
五
日

・
□
彰
》
翌
講
￥

兵
Б

・
□
牛

□
口
参
回

・
　
　
□
　
　
回

〔ヱＪ
ヵ〕

長
〓

・
□
部
□
申
日

・口
田
回‐□回
□

二書
一　
口
逢
口

Ｓ
Ｋ
三
二
四

一
土
壊 コ匡

導

コ匡

韓

コ球

IE
Hl匠

（
や
０
い
Ｖ
Ｘ
（
受
じ

Ｘ
Ｏ

（諷
）』
ヽ

（越
ё
ｘ
含
ｅ
ｘ
ω
α
穏
ヽ

（∞”）
×
（ド∞）
×
∞
α
鸞
ミ

ぶ
００
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

ら
０
る
」
　

一３４

Ｓ
Ｓ
芍
ヽ



SA3237濤 木簡 2607～2615

一一一（
一一一一
●

【
〓一
ヵ
〕

申
茶
□
□
□
□
口

五
十
長
□
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（雹
）×
Ｇ
）添
鵞
、

（
ド
『
∞
）
×
や
Ｏ
×
い

は
６
ゝ
も

回□ □

文
書
断
片
。
五
十
長
は
仕
丁
等
の
労
役
の
場
合
の
五
〇
人
を
単
位
と
す
る
集
団
の
長
で
あ
ろ
う
。
天
平
六
年
八
月
二
〇
日
出
雲

国
計
会
帳
象
山
跡
姑
減
づ
、
天
平
宝
字
三
年
六
月
二
八
日
造
東
大
寺
司
□
工
所
解
編
Ⅷ
到
仁
鯵
に
み
え
る
。　
前
者
は
軍
団
の
兵
士
五
〇

人
盆
隊
）
を
率
い
る
隊
正
を
さ
し
た
も
の
、
後
者
は
仕
丁
の
長
に
つ
い
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
仕
丁
五
〇
人
の
集
団
は
烈
と
い

っ
た
ら
し
い
動
徹
隷
」一第「糀
釘
経
紳
畷
鶉
ど
。

Ｓ
Ｄ
三
二
九
七
濤

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

〔一
日
一二
ヵ〕

兵
茜

・
□
□
□
□

□
□
□
□

二
日

□

兵
三

・
□
□
□
□
回
□
□
□



釈 文

一一一（一一（

二
大
一七

二大
一〈

〔閣四
ヵ〕

一≡
九
　
国
汁
九
日
米

垂
▼
篭
奮
臨
ヵ〕

〔金

金
じ

‘
□
□
□
□
回
「口
□
」□

・　
　
　
　
口
口一日

一

・
士
口
日

〔置熱
ヵ〕

□
風
□

〔風

風
ヵ〕

回
口

〔
励

瘍
，〕

・
□

回

□

□

〔随

随
ヵ〕

・
□
□
□

□醸
ノ
日
一

Ｒ
×
ドμ恙
§
」

題

転
６
も
ヽ

α
６
芍
ヽ

（
９
ω
）
Ｘ
（
＝
ド
）
Ｘ
料
転
ゃ
ミ

（
い
０
）
×
（
μ
ω
）
Ｘ

一ヽ
Ｓ
Ｓ
∞
ヽ

∞
ω
『
Ｘ
（
μ
∞
）
Ｘ
∞
り

養
再
ヽ
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一一一（一一一

・
騨

女
一
粁

瑚

患

牌

執
除
剃
枇
対
側

・　
　
　
　
　
四
月
十
四
日
領
上
毛
野
智
恵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（遥
深
卜党
６
鵞
芍

〔△承
ヵ〕

二奎
一　
盆
田
連
人
主
□
□
　
　
　
・

〔十
Ｘ
ヵ〕

≡
三

・
□
□
□
佐
□
□
□
日
キー
旧
一万
毛
□
世
受
□
□

・
　

□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
ｔ
ё
恙
ω
滋

乙
盈

〔
工刻
ヵ〕

□
六
□
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昼
ｙ
ｅ
溢
§
、

□

物

守

八
　

　

日

担
鮪

□一
勲
所
　

十

五
　

一一飯

一
司
口
　

　

　

　

　

　

　

　

（偲

ゞ

畔聟

思

霞

仕
事
の
割
当
を
記
し
た
木
簡
か
。
某
物
守
の
例
と
し
て
は
、
正
倉
院
文
書
に

「省
物
守
仕
丁
二
人
」
象
陣
球
姑
技
づ
、

「難
波
宮

物
守
仕
丁

一
人
」
爺
啄
ユ
な
ど
が
あ
る
。

一至
大
・　
　
御
酒

一
升
　
奎
糟
三
合
　
日

一一一（一一四

一一一（一一三

ト
ト
Φ
×

∞
∞
×

∞
一
Ｓ
Ｓ
鶴
町



釈 文

〔片
ヵ
〕
　
　
　
　
　
〔片

杯
ヵ
〕

・
□

盤

二

日
　

□

□

□

五

日
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（騒

×

ｅ

Ｘ

ω
毯
驚

食
料

・
食
器
を
書
き
あ
げ
た
断
片
。　
墜
は
あ
え
も
の
鶏
鋳
駆
動
眼
υ
。
茎
糟
は
他
に
例
が
な
い
が
、
あ
え
も
の
に
用
い
る
糟
酒
又

は
糟
醤
な
ど
を
さ
す
か
。
奈
良
時
代
で
は
通
常
あ
え
も
の
に
塩

・
醤

。
末
醤

。
酢
な
ど
を
用
い
て
い
る
。
片
盤

・
片
杯
は
蓋
の
な

い
身
だ
け
の
盤

・
外
か
。
い
ず
れ
も
正
倉
院
文
書
に
み
え
て
い
る
象
湘
一本対
は
準
九一五
創
工
一
。
下
部
焼
痕
。

曇
τ
・
回
枝

一一一（二
八

一一一（一一九

（
Ｈ

∪

×

含

じ

×

ヽ

鶴
息

ミ

ド
ω
ω
×
や
ω
×

卜

Ｓ
Ｓ
ヽ
ヽ

□

（
］
Ｏ
］
）
×

（
］
Φ
）
×
ω

鶴
６
∞
【

（
い
卜
∞
）
×

（
μ
Ю
）
×
い

鶴
Ｓ
∝
ヽ

一一一（一一一〇

□三 □ぃ

目芭目吾□
□A

戻せ
把

墓
三

・
充
宜
充
之 □  □

目塁目畳§
條
□

千
柏
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宜
知
此
状

・
趣
趣
宜
知「口
□
」

酌
此
状
宜
趣
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０受
∞ヽ益
§
ヽ

文
書
の
文
言
を
習
書
し
た
断
片
。
類
似
の
語
旬
に
、
「宜
知
比
状
」
ａ
巾
募
嚇
敦
じ
、
「宜
察
此
趣
」
翁
覇
Ｌ
、
「宜
承
知
旨
」爺
∝
ユ

な
ど
が
あ
る
。
裏
面
に
は
調
整
以
前
に
か
か
れ
た
文
字
の
残
画
が
あ
り
、
ま
た

「宜
」

「知
」
の
上
に
は
後
筆
の
墨
書
が
あ
る
。

二彗
一　
廣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
ｘ
８
§
ヽ

Ｓ
Ｂ
三
三
二
二
建
物

工大
三
二

霊目  F酢
躙ロ コ導Wロ  コぎ
□

塾□
馘□
赳口

コ薄Ⅱ

澤歯

□

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

ｓ
ｅ
ｘ
含
鴛
）
×
ω
鶴
配
、
　

９８



釈 文

文
書
風
の
木
簡
断
片
。
表
異
で
文
字
の
方
向
が
異
な
る
。
二全
四
・
乗
三
も
筆
蹟

・
材
質
が
近
似
し
、
同
類
の
も
の
と
考
え
ら
れ
　

・９０

る
。
長
邑

・
乗
量
を
含
め
て
表
裏
で
文
字
の
方
向
が
異
な
る
場
合
に
は
、
材
を
縦
に
使

っ
た
面
の
上
方
が
材
を
横
に
使

っ
た
面
の

書
出
し
の
方
（右
方
）
に
当
る
よ
う
に
か
か
れ
て
い
る
。
二奎
二
・
員
量
に
は
酒

・
酒
殿
の
名
辞
が
み
え
、
共
に
酒
に
関
す
る
ら
し
い
。

史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
酒
殿
と
し
て
は
、　
春
日
酒
殿
鍮
増
黙
・紀誘
書
ヽ
酒
殿
縦
導
建
澱
式．ｕ
、
東
酒
殿
麓
鏡
ど
、
内
酒
殿
織
筆
喜
な
ど
が
あ

る
。
ま
た

『
西
官
記
』
に
も
酒
殿
が
み
え
、
別
当

・
預
が
あ
っ
て
、
播
磨
庸
米
よ
り
つ
く
っ
た
酒
を
納
め
、
蔵
人
所
の
召
に
よ
っ

て
こ
れ
を
進
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（酒
殿
に
つ
い
て
は
付
章
参
照
）。

一一一（一一一四

・・
ビ

単
昇

日

（
ゴ
響

日

‐十

日

一

――
‐――
コ
司

頚
　
削
剛
劇

墓
三

。
□
沖
泄

薄

　

　

Ｅ

ヽ
Ｉ
臥
》

□ 日
□撒
□
W
□

□
隣
隣
□
〔普�卜〕

「
[三]」

〔、》叶〕

呵珈
囃浬

「□ J
〔▼d]〕

「
|〉|」

□

「対」

（中
じ
×
（］
毬
）
×
］
鶴
ｓ
』
、

含

Φ
）
×

命

∞
じ

×
〕

鶴
乱

、
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〔
工川
ヵ〕

二奎
本　
国
請
米
国
五
石
五
斗

曇
一仄
上
日
日
日
一「部
」

胎
」日
一

ど
一十
二
人
　
特

一
枚
」

（中ドゃ））〈（騨卜）〉〈ω　転６∝、　　　一ｕ

月n
□t

占百
目奎
目邑

Ｇ
９ｏ
）
×
含
ｏ
）
×
∞
転
６
∞
、

一三
七

・

中

□

　

「水
念
」

□
□
□
□
一日
日
四

・□
□
□〔匪
畔
日
日
」
則
〕

「方

元
位
大
蔵
省
掌
」
　

　

　

「念

念

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（ゃ
５

×
（し

添

§

、

水
恋
な
ど
食
料
に
関
す
る
文
書
の
断
簡
。
裏
面
の

「恣
恋
」
は
後
に
加
え
ら
れ
た
習
書
で
あ
る
。　
水
恋
は
ナ
ギ
繍
籍
り
、
食
用

に
供
さ
れ
た
こ
と
は
正
倉
廃
文
書
に
み
え
る
醸
赳
耳
建
炉
耳
四一ど
ｏ　
職
員
令
中
務
省
条
に
よ
れ
ば
、　
省
掌
は
、　
訴
人
を
通
伝
し
、

使
部
を
検
校
し
、
省
府
を
守
当
し
、
庁
事
を
舗
設
す
る
こ
と
を
掌

っ
た
。
大
蔵
省
掌
の
実
例
と
し
て
は
、

「節
部
省
々
掌
財
元
須

古
」
が
あ
る
倫
七一¢
Ｏ



釈 文

〔棉

椙
ヵ〕

曇
元

・
端
桁
十
二
合
十
八
　
　
　
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・９２

〔工Ｈ
ヵ〕

・
博
風
□
八
　
合
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（甍
Ｘ
ｅ
）恙
識
ヽ

建
築
部
材
の
名
称
と
員
数
を
記
し
た
木
簡
。　
棉
椙
は
茅
負
の
類
、　
博
風
は
破
風
板
、　
い
ず
れ
も
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
象
部

技
盲
一�
日
一一一鋭
囀
な。
【】さ
。
ま
た
第
六
八
次
調
査
で
棉
相
釘
に
つ
い
て
記
し
た
建
築
部
材
が
出
土
し
て
い
る
（概
報
八
）
。

兵
３

・
諸
司
解
文

・
二
年

（題
鉄
）

。
諸
司
解

・
二
年

兵
聖

・
□
□
爾
□
□
□
劇
□

□

二奮
一　
蒋

一
口

（
い
⇔
）
×
］
∞
×
ド
牌

鶴
鸞
ミ

（
じ

×

Ｇ

じ

ｘ

ω

郎
弓

ヽ

６
０
も
ヽ
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〔散
ヵ〕
〔治
力〕

二査
一一　

口
□
□
□

二大
四四
　　
　
口
Ц

〔眸泳
ヵ〕

二大
四
工
　
　
　
口
四

二査
（　
十
八
石
三
斗
一
升
五
合

兵
宅

腕

腕

□
帥

〔残

芹

三

園
ヵ〕

兵
只

・
□
□
□
□

・　
　
　
　
□

芹
は
食
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
が
正
倉
院
文
書
余
山
一本鈴
愈
娼
一川
一五歓
ど一、
）や

と
は
正
倉
院
文
書
に
例
が
あ
り
鍮
抹
ユ
、　
一
囲
は

一
斗
に
相
当
す
る
。

〔太

政

己

兵
冤

・
□
□
遺

『廷
喜
内
膳
式
』
に
み
え
る
。

転
６
芍
ヽ

転
６
も
ヽ

観
６
も
ヽ

鶴
Ｓ
芍
ヽ

岱
６
る
ヽ

（
む

じ

×
全

じ

ｘ
∞

鶴
乱

、

芹
を
囲
で
計
量
す
る
こ



釈 文

兵
吾

・
□
□
□

・　
息
□

〔解

解
ヵ〕

□
□
□

二
査

一
　

天

壷

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（じ

入
じ

赴

己
鷺

「壺
」
は
異
体
字
を
使
用
。

『
七
大
寺
日
記
』
東
大
寺
大
仏
殿
条
に
、

「天
益
三
千
百
十
二
益
」
と
が
あ
る
が
、
そ
の
直
前
の

「殿
戸
十
六
間
」
と
関
連
し
て
益
は
壺
の
あ
や
ま
り
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
天
壷
は
雨
壷

（扉
に
う
つ
鰻
頭
金
具
）
か
。
な

お
雨
豆
は
正
倉
院
文
書
に
し
ば
し
ば
み
え
る
象
剤
球
・古致
塔
九一
林
Ｊ
ｏ

〔洋μ
ヵ〕

二奎
一　
口
丁
廿

二奎
一一　
国
人
足

二大
三
四

二大
五
五

〔檜

皮
ヵ〕

□
□
□

□

一
人

（μ『『）〉〈μ卜〉〈卜
銚Ｓ∝ヽ
　　　一躍

Ｇ
ｅ
×
（∞
）
×
∞
６
６
∞
【

ら
も
も
ヽ

転
も
い
ヽ

６
Ｓ
芍
ヽ

鶴
０
芍
ヽ



疑
蔀
正
月

鋒

嚢

帥四
月
洋
Ｈ
主
典

日
回
枇
Ｔ
一
人

Ｓ
Ａ
十一琴
十六
二
柵

勒 ||1本簡 2続心u輸瀦

嚢  零  嚢一塞二強室４一

， 書
一

‘
嵐
基
瑠

≡
釘
よ
ぶ
Ｆ
　

螂

彎   攪   最§   量   遵



釈 文

二
会
一一
∴
国
過
貯狂
解
　
占
墨
酬
水空
呈
」事
　
腑
豆一豆珈
増
抑
却
□
　
己
上
国
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．９

・
回
等
茶
料
請
如
件
早

言
〕呈
力〕

（中
ω
卜
）
×
∞
∞
×
］
Ｓ
ａ
０

□
□
月
□
日
高
市
廣
野

菜
悔
過
所
か
ら
の
食
料
請
求
木
衝
。　
正
倉
廃
文
書
で
は
、　
東
大
寺
に
お
か
れ
た
吉
祥
悔
過
所
象
四
沫
第
致
晴
一孝
ノＬ上
゛
ヽ
十

一
面
悔

過
所
翁
一一季
こ
、
上
山
寺
の
悔
過
所
爺
に
囲
捌
乳
愁
Ｆ
σ
、
香
山
薬
師
寺
の
薬
師
悔
過
所
鍮
瓶
し
が
あ
り
、
東
大
寺
文
書
に
は
東
大
寺
阿

秀
陀
院
の
阿
弥
陀
悔
過
料
の
記
載
が
あ
る
爺
伍
Ｊ
。
操
豆
は
、
『和
名
抄
』
繰
浴
具
条
や

『十
誦
律
』
第
二
八
に
み
え
、
操
洗
に
用

い
る
豆
の
粉
末
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
小
豆
四
升
を
僧
の
腺
豆
に
あ
て
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
正
倉
院
文
書
に
み
え
る
実

例
で
も
、
繰
豆
に
用
い
る
豆
と
し
て
は
小
豆
が
多
数
を
占
め
る
鍮
に
一コ
∝
一舘
じ
。

〔二
ヵ〕

一奏

四
　

□

越

白

綿

二

百

屯

調

綿

靭
諦
佃
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（遥

Ｉ

Ｇ

Ｘ

卜
鵞

ゝ

越
綿

・
越
中
綿
は
正
倉
院
文
書
に
み
え
余
副
沫
琳
政
晴
瓢
ｏ‐
〕
、　
ま
た
正
倉
院
に
は
越
中
国
の
綿
に
付
け
ら
れ
た
紙
箋
二
点
が
残

っ

て
い
る
命
嗚
『順甑
勝
紅
鱗
難
靖
霧
載
散
ぴ
。

『延
喜
主
計
式
』
に
は
越
中
国
の
調
品
目
に
白
畳
綿
、
白
細
屯
綿
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一奏
重
　
若
狭
國
三
方
郡
竹
田
里
浪
人
責
支
五
百
相
調
三
斗

〕
μ
Ｐ
×

］
Φ
×

↓

鶴
６
』
ゝ
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一調
荷
札
‐。
品
Ｈ
は
塩
か
ギ
浮
浪
人
の
貢
進
物
荷
札
は
他
に
夭
置
が
あ
る
。

Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
土
Ｏ
木
簡
に
、
三
方
郡
竹
田
郷
の
調
荷
札
が
あ
る
全
ヨ
ё
。

〔ヱ一
，〕

曇
（大
　
□
□
瀞
回
□
回
口
口
□

量
を

・
堂
坊
三
斗
□
□

〔
升
じ

・　
　
　
□
□

兵奈
〔醍
酔

一憂
九
　
錦
都
若
成

長
も

・
回
隠
秦

・
口
□
盆
□
斗
盆
斗

二を
一　
日
詞
詞

『和
名
抄
』
に
は
若
狭
国
に
竹
闘
郷
Ｌ
み
え
な
い
が
、

や
μ
Ｏ
Ｘ
口
６
×
ミ

（Ｓ
ヽ
ヽ

（～
じ
ｘ
令
ｅ
ｘ
、
ｅ
も

Ｇ
９
ｘ
ｓ
ｅ
択
Ｏ
ｓ
Ｒ
ヽ

∞
一
Ｘ

ド
ド
Ｘ

中

は
∞
』
囀

（
一Ｓ
）
Ｘ
（
μ
∞
）
Ｘ
●

α墨
噺
０

（
ド
ド
）
メ
馬

Ｘ
∞
雪
濡
ヽ
　
　
”



〔鵬状
一ハ
ヵ〕

文
　

二
書

一
　

回

梶

　

九

日

□

□

釈

一一一（七
一一一　

一日

皿

回
谷
聡
仰汁
篠

Ｓ
Ｋ
三
三

一
Ｏ
土
墳

〔粛
Ｔ
，〕

一老
四
　
□
乙
甲
□

悪
〓
□

□

剛
叩
艶

霰

Ｓ
Ｋ
三
三
二
九
土
壊

二奎
（　
摯
回

６
６
も
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

Ｓ
Ｓ
Ｏ
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

６
６
０
」

転
己
ヽ
　

・９８

Ｓ
Ｓ
Ｏ
」
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兵
七七
　
□
鱗

一毒
八
　
日
□
仕
丁
□
口

兵完
〔醇
Ｆ
即
酵
卜
既
〕

二大
八
〇

二大
八
一

二大
〈
ニ

ニ大
〈
ニ

ユ大
八
四

Ｇ
６
も
ヽ

も
０
芍
ヽ

６
Ｓ
芍
ヽ

６

Ａ

Ａ

Ｅ

・

６

Ａ

Ａ

Ｆ

Ｓ

μ
じ

ｘ

含

２

ｘ

∞

鶴
記

、

（
ド
〇
∞
）
×

（
い
∞
）
×

ω
一
鶴
０
∞
ヽ

い
い
×

μ
∞

×

］

ら
段

ミ

ａ

ｅ

ｘ

含

じ

×

∽

転
記

、

（じ

×
（し

巡

鵞

、
　

・９９

Ｓ
Ｋ
三
三
三
九
土
壊

〔普口
ヵ〕
□生

部
嶋
人
員
断
□
子
部
毛
人
員
公

□
兵
□

〔臆唖
ヵ〕

留

留



釈 文

二大
八
〓

二大
八
大

．□調廻庭
□了□

・　
回
□

一天
七
・
日
――
□
□
□
一日
Ш

・
　
　
回
駆
則
〕

一天
八
　
ロ
エ
ロ
ロ
ロ

　

ヽ
ヽ

一天
九
　
□
□
猪

Ｓ
Ｅ
三
二
三
〇
井
戸

兵
き

。
国
人
主
　
「脚
」

（
中
ф
）
Ｘ
ω
］
Ｘ
Ｏ

鶴
６
”
ヽ

Ｐ
ト
ド
×
（
μ
Ｏ
）
×
い

も
段
ミ

（Ｐ卜Ｎ）
Ｘ
（∞）
Ｘ
ω
へＳ
∝
【

一邸
や
や
ヽ

鶴
Ｓ
埼
ヽ

６

Ａ

Ａ

Ｅ

・
６

Ａ

Ａ

Ｆ
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「［日］」

件
廣
万
呂
　
□

Ｌ
石
見
二
年
九
月

〔自本
ヵ〕
□
　
「賓
」

井
水
　
　
　
　
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
太
じ
溢
乙
鷺

Ｓ
Ｄ
三
二
〇
六
薄

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

兵
と

・
阜
功
木
二
十
人
功
錢
四
百
文

・
――
四
　
　
　
　
同
日
日
日
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
ｏ）×
（じ
溢
識
ヽ

木
工
に
対
す
る
功
銭
の
支
給
額
を
記
し
た
も
の
。
支
給
し
た
結
果
の
報
告
か
、
請
求
し
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
功
銭
は
一

人
三
〇
文
で
、
正
倉
院
文
書
中
に
み
え
る
雇
工
の
功
銭
の
例
か
ら
す
る
と
高
い
方
で
あ
る
。
天
平
宝
宇
六
年
正
月
二
四
日
造
石
山

寺
所
符
案
で
は
雇
工
の
上
手
二
〇
文
、
中

一
九
文
、
下

一
八
文
以
下
一
六
文
以
上
伝
副
膵
一古」
時
と
な
っ
て
い
て
、　
こ
の
木
簡
の
記

載
額
は
上
手
に
相
当
す
る
。



震 1支

・Ｓ
Ｄ
三

一
九
四
一達

一弁
ｉ　
□
士
斤

Ｓ
Ｋ
三
一
九
五
土
崚

一奎
　
葦
露

蹴
日

Ｓ
Ｋ

三

一
九
六

土
鍍

手舜
園
　
九

―
月
本
Ｈ

一日
圏

回

一琵
三
　
日
・　
　
　
　
＋
田

国
ロ
ロ

Ｇ
４
４
コ

・
６
▲
Λ
Ｆ

ａ
じ
ｘ
曽
ｘ
一ф
尋
む

Ｇ
嵐
Ａ
Ｂ
１
０
４
．Ａ
Ｆ

一識

【

‐６
▲
４
避

・
‘
▲
点
Ｆ

一彗

ｘ
曾

）
溢

尋

§
も
採
省
ヨ
）
ｘ
ド
・総
愛
一
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兵
九一（　

□

二大
九
七

七 日
月 □
六 □ □□□
日 □
□ ‖斉

14

Ｓ
Ｋ
三
二
〇

一
土
竣

一秀
八
　
蟷
娘
侍
縫
殿

用
途
不
明
。
暗
娘
は
和
名
イ
ボ
ム
シ
リ
（和
名
抄
）、

兵
尭

。
十

一
口
□
□
　
□
□

二
＝

Ц

〔
七
ヵ〕
〔
八
ヵ〕
　
〔百
ヵ〕

一言
〇
　
□
月
□
日
進
国
日

ぐ

９

×

命

い
じ

ｘ
卜

転
配

、

（Ｓ
Ｎ
）
×
］
ド
×
卜
ｓＳ
篭

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

（Φ
∞
）
Ｘ
μ∞
×
∞
Ｓ
Ｓ∞
ヽ

現
在
の
カ
マ
キ
リ
。
裏
中
央
に
は
縦
に
浅
い
濤
が
穿
た
れ
て
い
る
。

Ｇ

Ｏ
）
×
含

ｅ

×
Φ

鶴
乱

ゝ

Ｇ
じ
×
（９
×
い
も
乱
、
　

２０３



釈 文

Ｓ
Ｋ
三
二

一
〇
土
壌

号２
・□雖醸
騨
　　
　
□□

・□
□〔酵
回叩
則

二七０二　
・　　　一卦恥

口
□
□
□

。
□
□〔熙
〕

Ｓ
Ｋ
三
二
一
三
土
鍍

暑皇
・□
□
ロ
ュ閉
騨

・　
　
回
日
配
町
〕

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

　

２０

（０
一
］
〕
×
（
Ｆ
ω
）
Ｘ
ド

養
馬
ヽ

（Ｂ
Ｄ
ｘ
Ｃ
ｅ
ｘ
■
ｓＲ
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

●
６
Ａ
Ａ
Ｆ

Ｇ
じ

ｘ
（
０
）
ｘ
『
６
６
”
」
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〔飽
ヵ〕
　

　

　

　

　

　

　

　

〔春

襦
ヵ〕

一琶
四
　
参
河
國
□
臣
郡
寸
□
里
海
部
宇
麻
呂
□
□

米
五
斗
　
和
釦
二
年
十
二
月
元
位
主
帳
日
□
航
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ｏ聟
Ｑ
×
卜
識
囀

参
河
国
か
ら
の
米
の
貢
進
付
札
。
飽
臣
郡
は
碧
海
郡
か
。　
里
宅
の
二
宇
目
は

「札
」
あ
る
い
は

「礼
」
の
異
体
字
か
象
姓
蒔
爺
帥

輯
詮
輛
勘
鶴
輪
調
時
舞
警
。

「礼
」
の
具
体
字
と
す
れ
ば

「き
れ
」
と
読
め
、
碧
海
郡
の
櫃
礼
郷
か

（和
名
抄
）。
参
河
国
は

『延
喜
民
部

式
』
で
は
年
料
春
米

・
年
料
租
春
米

・
庸
米
の
貢
進
国
に
は
い
っ
て
い
る
。
郡
の
主
張
の
名
前
を
記
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

類
例
と
し
て
は
呂
ｏ
が
あ
る
。
平
城
宮
出
土
の
木
簡
で
は
最
古
の
年
紀
を
も
つ
も
の
。

一題
〓
　

若
狭
國
遠
敷
郡
田
服
口

（Ｐ占
）
×
∞
ド
×
卜
６
６
』も

モ
冥

・
大
作
直
石

。
□
□

モ
号

・
紀
伊
國
淘
部
郡
可
太
郷
戸
主
海
部
宅
虫
戸
同
小
演
調
□
日
□

二七
〇
〈
　
・
今ハ
□島

榊
護
景
雲
三
年
十
月
十
八
日

代

∪

×

Ｇ

）
×
ｏ

鶴
鳥

、

い
ω
い
×

岸
卜
×

卜

鶴
０
」
ヽ
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釈 文

。

　

　

　

　

一＝

＝

一

今
良
は
官
戸
・官
奴
婢
の
放
賤
従
良
者
疹
條祉瀞
「、、猟難蟷側極歌螂勝吟報晴壮古『敏畔麟脇か謗劉叶一肺噂参一鰐、）ｏ

〔爺黙
ヵ〕

そ
寛

。
□
□
二
升
給
伊
香

〔
一ハ
由月
ヵ〕

・
　
口
□
□
□
□

伊
香
は
氏
の
名
か
。

〔月
ヵ〕

一三
ｏ
　
国
□
十
六
日
□

〔鳥
ヵ〕
〔鳥
〃〕
〔鳥
ヵ〕

号
〓

・
□
　
□

□
□

〔章閣
ヵ〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

・
□
　
　
□

　

□

〔（本
ヵ〕

二喜
一　
長
谷
部
造
□
航
呂

Ｓ
Ｋ
三
二
六
四
土
墳

ド⇔∞×
（ω）×９　鶴Ｓ∝、　　　一和

（
く

や
）
×
含

『
）
×
卜

鶴
Ｒ

、

Ｓ
Ｓ
も
ヽ

（
Ｓ

ｅ

×
（
り
）
×
、

鶴
Ｓ
驚

（
ド
∞
μ
）
×
（
ω
）

鶴
６
∝
、

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ
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二吾
一　
茂

一三
四
　
□
省

Ｓ
Ｋ
三
二
六
五
土
鍍

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

一三

二
　

但

馬

國
養

父
郡
老

左

郷
赤

米

五
斗
瑯
張
蹄
朝
犠
鋤
翠
月
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

閂『ダ

］露

⇔
乙
殺

老
佐
郷
は

『和
名
抄
』
で
は
遠
佐
に
作
る
。
米
の
付
札
の
記
載
様
式
に
は
、

「某
郷
某
人
実
米
」
と
貢
進
者
を
表
わ
す
も
の
も

あ
る
が
、

「某
郷

（里
）
某
米
」
の
例
が
多
い
。
こ
の
付
札
の
場
合
、
記
載
様
式
と
し
て
は
後
者
に
属
し
、
村
長
語
部
広
床
呂
は

収
納
責
任
者
と
し
て
名
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
村
長
は

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
七
月
戊
年
条
、
宝
亀
七
年

一
二
月

の
唐
招
提
寺
文
書
霰
抑赫希蚊彊
お日五拠
０
な
ど
に
み
え
る
。

そ
冥

・
□
□
□
□
□
□
□
鯖

一
二
隻
許

〔
九
ヵ〕
　
　
　
　
　
　
　
　
〔家
ヵ〕

・　
　
　
　
　
　
口
月
十
三
日
菅
生
廣
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（謡
▼
ａ
）溢
鵞
ゝ

表
面

一
・
三

・
六
字
日
は
言
扁
の
宇
。
鯖
の
請
求
文
書
か
。
下
端
に
穴
を
あ
け
た
ら
し
い
痕
跡
が
あ
る
。
鯖
は
三
七
・
乗
一で
も

銀
も
も
ヽ

Ｇ

じ

×

命

じ

×

ゃ

ｓ
ｓ
驚



釈 文

隻
で
数
え
ら
れ
て
い
る
。
菅
生
は
菅
生
朝
臣
、

『新
撰
姓
氏
録
』
に
大
中
臣
朝
臣
同
社
と
み
え
る
。
奈
良
時
代
に
は
菅
生
朝
臣
雄

の
言
人
が
数
名
、
史
．料
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
役
職
の
知
ら
れ
る
菅
生
朝
臣
忍
枠
、
同
古
麻
呂
は
い
ず
れ
も
神
祗
関
係
で

あ
る
。

一三
七
　
阿
波
國
那
賀
郡
山
代
戸
主
□
口

左

・
下
欠
。

一三
八
　
　
　
長
上
□

□

口

Ｓ
Ａ
三
二
〇
五
柵

６
Ａ
Ａ
Ｅ

ｏ
６
Ａ
Ａ
Ｆ

モ
死

・
宮
舎
人
縣
志
己
等
理
　
受
物
戸
四
口

・　
　
　
　
天
不
勝
賓
八
歳
八
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞０∞×や露
り
§
ヽ

宮
舎
人
は
東
宮
舎
人
、
繁
微
中
台
舎
人
等
の
略
称
か
。
中
宮
藤
原
官
子
は
天
平
勝
宝
六
年
七
月
崩
じ
て
い
る
の
で
中
官
舎
人
を

（ＰＯ
口
）
×
（い
μ）
Ｘ
ぬ一
Ｓ
Ｓ
い
０

Ｓ
Ｓ
も
ヽ
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さ
す
と
は
考
え
に
く
い
。
宮
舎
人
は
正
倉
廃
文
書
に
散
見
し
て
い
る
徐
『
事
紺
攻
韓
陸
日
一訣
ガ
ぜ
。　
天
平
九
年
四
月
小
野
備
宅
啓
の
官

舎
人
は
皇
后
宮
舎
人
か
。
ま
た
皇
后
官
職
は
天
平
勝
宝
元
年
紫
徴
中
台
と
改
称
さ
れ
て
い
る
が
、
正
倉
院
文
書
で
は
改
称
後
も
紫

微
中
台
を
さ
し
て
単
に
官
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、　
ま
た
坤
宮
官
舎
人
を
官
舎
人
と
し
た
例
が
あ
る
か
ら
動
五一翔
Ｊ

　ヽ
紫
微
中
台
舎

人
を
宮
舎
人
と
略
称
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

Ｓ
Ｋ
三
二
人
三
土
壊

６

Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

（
示

］
）
×
６

じ

×
い

も
禽

ゝ

一三
ｏ
　
□
□
道
足

暑
〓

。
生
部
枚
航
呂
生

錦
部
禰
公
　
淳
至
敬
仁

・
淳
至
敬
仁

淳
至
敬
仁

淳

生
部
枚
麻
呂

・
錦
部
稲
公
は
他
の
史
料
に
み
え
な
い
。
人
名
の
下
に

μ
卜
ω
×

卜
〇
×

ω

曇
６
ヽ
」

「生
」
を

つ
け
る
こ
と
は
、

「葛
木
生
」、
「津
守
生
」



釈 文

の
例
が
あ
る

（概
報
四
）。

Ｓ
Ａ
三

一
七
八
柵

≡
三

・
縫
殿
九
人
嶋
身

・　
　
　
九
月
十
二
日

壱
三

・
縫
殿
宿
人
徹
賑
組
開

・　
　
　
　
九
月
日

縫
殿
の
宿
直
に
関
す
る
文
書
。
衛
士

・
兵
士

・
丁
匠
の
編
成
に
お
い
て

一
〇
人
を
も

っ
て

「火
」
と
称
し
た
が
鱚
鋤
り
、　
火
長

は
こ
の
火
の
長
で
、
こ
の
場
合
衛
士
の
火
長
か
。

『延
喜
式
』
で
は
火
長
が
外
門
厩
亭
や
内
蔵
寮
の
蔵
の
守
衛
に
あ
た
っ
て
い
た

こ
と
が
み
え
る
爺
簸
・式左．粧
第
υ
。
ま
た
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
上
の
天
に
も
火
長
が
み
え
る
。

雀

Φ
）
×

命

∪

×
り

ｓ
ｓ
驚

三口
斗□

二
七
工
四

６
Ａ
Ａ
Ｅ

ｏ
６
Ａ
Ａ
Ｆ

Ｐ
ｏ
∞
×
（
Ю
∞
）
×
ф
一
転
Ｓ
ヽ
ヽ

（
ド
〇
卜
）
×
］
Ｏ
×
ω

Ｓ
Ｓ
ヽ
芍
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〔
一　ヵ〕

一三

五
　

日

□

純

□

□

□

張

長
全

一三

Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
溝

二
七
一一一（

・

「膳
持
万
呂
」

〔離掛ヵ〕

□
颯

一日

日

一

・
三
嶋
□
足
　
買
奴
人
上

〔後柱
ヵ〕
□
□
□
　
　
文
廣
長

江
野
稼
鵜

歴
名
。
表
の

「珠
輻
」
は
、
文
字
が
人
名
の
文
字
よ
り
や
や
大
き
い
の
で
、
人
名
の
一
部
と
考
え
る
よ
り
は
、
人
名
と
別
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
四
四
次
調
査
で
も
鞣
鞘
の
下
に
人
名
を
列
記
し
た
同
種
の
木
簡

「株
鞠
　
本
部
足
□
　
大
部
益
人
　
年

＝
二
」
が
出
土
し
て
い
る

（概
報
一Ｃ
。　
し
た
が
っ
て
こ
の
獣
軽
は
号
ス
の
合
笙
師
と
あ
わ
せ
考
え
る
と
、　
高
一毘
楽
曲
の

一
つ
の
　

払

〔警「
ヵ

条
女
子
□

「封
」

辱盪篇ぃ日
呂 國 □弓
依  u

い
い
∞
×
（
コ
）
×
卜

６
６
∞
、

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

「□
□
□
□

一＝一日日日日日日　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］∞り））〈（ヽ
∞））〈ω　らも∞、

日
下
部
買
月



釈 文

「新
孫
軽
」
な
る
曲
（和
名
抄
）
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で

『続
日
本
紀
』
養
老
四
年
正
月
丙
子
条
に
は
、
渡
嶋
津

軽
津
司
を
軟
轄
国
に
遣
わ
し
た
記
事
が
あ
る
。
軟
軽
は
、
中
国
東
北
部
か
ら
沿
海
州
に
か
け
て
居
し
た
種
族
で
、
高
句
麗
に
属
し
、

の
ち
そ
の
一
族
が
渤
海
国
を
建
て
た
。
な
お
江
野
株
軽
は
天
平
勝
宝
七
歳
八
月
二

一
日
紫
微
中
台
請
経
文
に
み
え
る
舎
人
江
野
株

軽
と
同
人
か
象
到
膝
一吉戴
鴫
ｏ

「掛
」
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
正
倉
院
文
書
に
用
例
が
あ
る
繍
卜
一四哩
ｏ
人
名
に
よ
り
墨
色
が
異

な
る
。
右
欠
、
上
下
は
切
り
こ
み
を
入
れ
て
切
断
。

〔右
ヵ〕

壱
τ
・
飯
五
□
□
□
□
□
用
代
日
日
日
一

。
「高
高
一局
　
　
　
□
　
　
　
一日
日
日
］

曼
局

瀬

一局
ヵ
〕
〔一局
ヵ
〕

　

〔
瀬
ヵ
〕
□

　

〔
瀬
力
〕

　

〔
瀬
力
〕

□
□
□
□
□
　
　
□
□

〔瀬
ヵ望
局
□
高
瀬
高
□
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
や∞鷲
ｅ
Ｘ
卜
Ｓ
ヽ

裏
は
別
筆
の
習
書
。
三
片
に
分
離
し
て
い
る
。
左
右
欠
。

Ξｆ
田
馳
　
鋼
帥
．　
鮒
釧
．
釦
聖
指
±
人

〔
二
ヵ〕

・
□

月

□

日

田

邊

縣

万

呂

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（醤

）
×
ｅ

）
溢

鵞

ヽ

官
人
の
歴
名
ｃ
　
尺
口
笙
師

一
人
」
は
山
田
豊
貞
を
さ
す
か
。
合
笙
師
は
職
員
令
に
は
み
え
な
い
が
、

『令
集
解
』
職
員
令
雅
楽
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寮
条
所
引
の
尾
張
浄
足
説
に
唐
合
笙
師

一
人
と
あ
り
、
ま
た
大
同
四
年
二
月
二
八
日
官
符
は
、
雅
楽
寮
の
唐
楽
師

一
二
人
の
内
に

合
笙
師

一
人
を
定
め
て
い
る
基
譲
鱒
格．鬱
。
ま
た
合
笙
師
の
実
例
と
し
て
は
、
天
平
宝
字
五
年
二
月
書
写
の
仏
説
浴
像
経
の
奥
書
に

雅
楽
合
笙
師
大
石
毛
人
が
み
え
る
姦
蝶
じ
。
人
名
中
、
山
老
万
呂
は
正
倉
院
文
書
に
紫
微
中
台
舎
人
と
し
て
み
え
る
が
象
山
鉢
姑
減
づ
、

あ
る
い
は
同

一
人
か
。
上

・
左
右
欠
。
下
端
近
く
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

≡
死
・
請
飯
三
升
　
御
洗
布
粥
養
料

〔”拒
ヵ〕

Ｌ
□
良
」八
月
四
日
鴨
家
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］トダ
〕聟
卜
§
、

飯
の
請
求
文
書
。
粥
は
現
在
の
カ
ユ
、
職
員
令
主
水
司
条

・
正
倉
院
文
書

・
『和
名
抄
』
な
ど
に
み
え
る
。
「粥
養
料
」
は

『延

喜
斎
院
式
』
の

「粥
飼
料
」
に
同
じ
か
。
式
で
は
白
米
二
斗
を
、
斗
帳
二
具

・
帷
な
ら
び
に
帽
額
の
絹
の

「粥
飼
料
」
に
充
て
て

い
る
。
布
類
に
の
り
を
つ
け
て
、
は
り
を
も
た
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
。
下
端
近
く
に
小
孔
を
穿

っ
て
い
る
。

こ
・５

・
五
九
汁
五
　
□
□
□
□
□

・
□
　
　
□
　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（韻
×
α
て
や
砲
驚

九
々
を
記
し
た
断
片
。
同
様
の
も
の
は
、
第
四
四
次
調
査
で
も
出
土
し
て
い
る

（概
報
一０
。
西
域
出
上
の
木
筒
中
に
九
々
を
記

し
た
も
の
が
あ
り
燦
麟
鱒
』『ｕ
、
中
国
で
は
古
く
か
ら
官
支
の
基
礎
的
教
養
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
学
令
に
算
学
の
教
科
書
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と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

『孫
予
算
経
』
に
は
、
九
々
が
列
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
我
国
で
も
こ
の
よ
う
な
書
物
を
通
じ
て
官
人

　

２‐４

の
間
に
普
及
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『万
葉
集
』
に

「
八
十

一
里
」
全
〓
三
〇
）、

「
八
十

一
隣
之
官
」
全
一一
一四
一
ラ
な
ど
八

十

一
と
書
い
て

「
ク
ク
」
と
読
ま
せ
る
の
は
、

『文
選
』
な
ど
の
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
九
々
の
普
及
を
あ

る
程
度
裏
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
上

・
左
欠
。

二菫
一　
回
部
上
枝

□
田
部
□
□

Ξ
三

・
進
　
葉
十
枚
六
斤
　
付
日

・
　

　

　

　

七

月

十

三

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｓ

ｙ

卜
聟

∞
§

０

乗
の
進
上
文
書
。
乗
は
キ
ハ
ダ

（和
名
抄
）。
賦
役
令
で
は
調
副
物
と
し
て
、

『延
喜
式
』
で
は
中
男
作
物

（主
計
式
）、
諸
国
進

年
料
雑
薬
と
し
て
（典
薬
式
送
貝
納
さ
れ
る
定
め
で
あ
る
。
ま
た

『延
喜
式
』
で
は
、
図
書
寮

・
縫
殿
寮

。
内
蔵
寮

・
典
薬
寮
な
ど

で
、
紙

。
繊
維
製
品
の
染
料
、
薬
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
木
簡
は
あ
る
い
は
縫
殿
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
下
欠
。

〔宿

弥
ヵ〕

　

〔十
ヵ〕

二
喜

一一　

回

□

□

□

□
年

□

四
競

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（馬

∀

０

通

乙
驚

□文右
□零六
□
u人
冴J
三
升

含

卜
∪

×
命

∞
）
×
ヽ

α
Ｓ
∞
ヽ
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琶
一四
　

咽

附
　

進
上
国
口

左
右
・
下
欠
。
と
端
に
乱
が
穿
た
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

こ
三

・
魚
．□

●
□

≡
兵

・
右
舟
給
仕
丁

・□〔酔
唖
辟

壱
零
・
□
弐
籠
式〔日月
ォ〕

・　
　
　
□
□

琶
Ｔ
醗
Ｆ
二
嘘
〕

・
□
□
　
□
　
　
回

含
ドｅ
ｘ
（Ｓ
）
ｘ
∞
毯
驚

（
０
卜
）
Ｘ

俗
じ

Ｘ

卜

鶴
燈

理

（
『
０
）
Ｘ
や
ω
×
０

も
殿
ミ

Ｇ
ｅ
ｘ
（９
ｘ
Ｏ
ｓ
Ｒ
、

全
館
）文
ａ
）
ｘ
卜
邑
篭

　

・１５２



〔原
ヵ〕
　
　
　
　
　
〔錦
ヵ〕

一Ξ
九
・　
　
　
　
　
　
大
□
表
万
呂
　
　
□
部
□
日

・
口
□
　
　
　
口
国

歴
名
断
片
。
二
次
的
に
両
側
に
面
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
左
右

・
下
欠
。

釈 文

一言
ｏ
　

□
烈
埼
所
生
若
淘
藻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ミ
）
×
∞マ
ト
§
る

貢
進
物
荷
札
。
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
上
の
呂
二
の
常
陸
国
那
賀
郡
酒
烈
埼
か
ら
の
若
海
凛
荷
札
と
筆
跡
が
酷
似
し
て
お
り
、
同
地
か

ら
の
貢
進
物
と
考
え
ら
れ
る
。
上
欠
。
な
お
呂
二
の
釈
文
の

「須
□
埼
」
と
し
た
部
分
は

「酒
烈
埼
」
と
訂
正
す
る
。

二菖
一　
越
前
國
坂
井
郡
大
豆

一
牛

号
里

・
周
敷
郡
□
□
郷
戸
主
丹
比
連
道
万
呂
戸

・

白

米

一

俵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ド
ω
ω
巡

μ
溢

乙
監

『延
喜
式
』
で
は
伊
与
国
は
、
年
料
春
米

。
年
料
租
春
米

・
庸
米
の
貢
進
国
で
あ
る
。　
一
俵
が
五
斗
で
あ
る
こ
と
は
、

『延
喜

雑
式
』
及
び
木
衛
の
諸
例
か
ら
知
ら
れ
る
。
完
形
で
あ
る
が
、
表
面
の
一
部
に
剖
離
が
あ
る
。

（
濡

Φ
）
×

命

ｅ

×
枷

ｇ
鳥

ヽ

ド
∞
∞
×

Ｎ
ド
×

卜

も
６
鯨
ゝ
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〔國
ヵ〕
　
〔郡
ヵ〕

二喜
一一　
回
□
大
野
□
□
口

一雷
四
　
丹
後
國
口

削
暦
で
あ
る
が
、
右
上
に
切
込
み
が
あ
り
、
荷
札
の
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

〔俵
ヵ〕

号
里

・
□
□
□

・　
　
□
□

二垣
（　

添
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
、

一言
七
　

日
　
五
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
ヽ

〔飾料
ヵ〕

一雷
〈
　
伯
者
國
河
村
郡
笏
賀
□
□
大
贄
□
□
口
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
ゞ
〇
溢
毯
鷺

『延
喜
式
』
で
は
伯
者
の
例
貢
御
贄
と
し
て
褥
海
藻

。
海
藻
根
が
み
え
る
。
上

・
右
欠
。
左
下
端
に
も
欠
損
が
あ
る
。

そ
究

・〔酔
叫
酔
明
石
郡
藤
江
里
〔Ⅳ
眸
騨
嶋
時
嶋

・
米
五
斗
　
　
天
李
十
九
年
十

一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
▼
ド受
⇔
鵞
、　
２．７

（
Ｎ
『
）
×

〕
い
×

卜

転
６
∝
、

６
０
も
ヽ

（
ω
卜
）
×
（
μ
〕
）
Ｘ
〕
鶴
鸞
罵
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播
磨
国
は

『延
喜
民
部
式
』
で
は
年
料
春
米

・
年
料
租
春
米

・
庸
米
の
貢
進
国
に
属
し
て
い
る
。
藤
江
里
は

『和
名
抄
』
に
み

え
る
葛
江
郷
で
あ
ろ
う
。
天
平

一
九
年
の
荷
札
に
国
郡
里
の
表
記
が
あ
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
上
欠
。

一三
ｏ
　
中
臣
廣
成
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（置
ド
ド賀
卜
§
ヽ

『二
所
太
神
官
例
文
』
に
同
名
の
人
物
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
臣
馬
養
の
子
で
、
宝
亀
五
年
二
月
二
一
日
に
大
官
司
に

任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

『中
臣
氏
系
図
』
に
は
従
七
位
上
と
あ
る
。

二菫
一　
困
播
國
進
酢
梅
藻
御
贄
三
斗
二
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕∞聟
ド聟
卜
毯
絶

『延
喜
式
』
で
は
因
幡
の
例
貢
御
贄
に
褥
海
藻
が
み
え
る
。

（備
前
國
）

〔尾

張
ヵ〕

そ
≡

・
邑
久
郡
□
□
郷
大
村
里

・
尾
治
部
加
之
居
黒
米
六
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド】露
ド聟
＆
轟

備
前
国
は
『延
喜
式
』
で
は
年
料
春
米
・
年
料
租
春
米
・
庸
米
の
貢
進
国
で
あ
る
。

〔大
ヵ
〕

二喜
一一　

口
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
入
じ
逢

毯
驚

〔象
覗
ヵ〕

一重

四
　

□

□

六

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（Ｓ

Ｘ
５

溢

ζ
驚



一重
重
　
若
□
□
□

〔打
卜
ヵ〕

二峯
本　
国
□
□
留
調
三
斗

一三
七　
　
　
　
　
□
女
需
三
人
二
升
七
合

〔君
ヵ〕

日
日
一　
　
　
　
国
人
口
　
　
□
□
口

女
稀
に
対
す
る
食
料
支
給
木
衛
の
断
片
。
令
制
で
は
女
濡
は
後
官
諸
司
に
お
か
れ
て
い
る
が
読
舘
じ
、

『延
喜
式
』
で
は
、
そ

の
他
に
皇
后
官
、
中
宮
、
春
宮
、
縫
殿
寮
に
も
お
か
れ
て
い
る
。

〔厨

廊

向

向
ヵ〕

霙

Ｈ

堰

鶏

（
ェ

∪

×

命

ω
）
×
∞

ｓ
Ｓ
驚
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Ｓ
Ｄ
三
一
五
五
濤

〔小ツ
ヵ〕

暑
元

。
前
請
茶
事
　
雑
魚
□
□

〔願
ヵ〕
□
□

（
８

じ

×

貧

）
×
∞

ｓ
ｓ
驚

（
ド
ド
『
）
×
］
∞
×
卜

６
６
∝
ヽ

Ｓ
Ｓ
芍
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ
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釈 文

●
□

食
料
請
求
文
書
。
右

・
下
欠
。
裏
は
上
端
を
除
き
剣
離
。

一更
〇
　
國
國
國
□

〔魅
Ｅ
力〕

二実
一　
□
□
十
六
日
□

三
全

・
□
額
田
部
男
龍

・
　

額
田
部
男
龍

表
・側
面
に
人
名
を
記
し
た
も
の
。
表
の
第
一字
日
は
「額
」

二峯
一一　
酒
二
斗
七
升
八
合

（ＮＯ
∞
）
）Λ
（〕
卜
）
）〈
卜　６６
∝
、
　
　
　
２２。

（
く

『
）
×

含

∞
）
×
∞

６
６
∝
、

６
６
芍
【

命
∞ｏ
）
×
や
ド
×
Ｐｏ
Ｓ
Ｓ∞
ヽ

「額
」
は
異
体
字
使
用
。
下
欠
。

（ド〇
〇
）
×
］
卜
×
ド
転Ｓ
』
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

ｏ
６
Ａ
Ａ
Ｆ

Ｓ
Ｄ
三

一
五
四
付
近
整
地
層

〔稿旧
ヵ〕

三
翁

・
諸
衆
□
飛
物
□
奈

の
扁
の
み
を
書
く
。
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〔乗
ヵＸ

鳴

坐
ヵＸ
築
ヵ〕

・
□
□
□
□
波
□
□

Ｏ

ｏ
Φ
）
×
ゃ
伽
×
卜

ｓ
Ｓ
ヽ
も

三
全

・
借
請
錢
十
二
日

・　
　
四
月
十
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
溢
露
卜
§
Ю

借
銭
の
文
書
か
。
奈
良
時
代
に
は
借
銭
と
い
う
言
葉
は
、
ω
利
子
の
記
載
の
な
い
契
約
文
書
か
ら
な
る
借
貸
銭
、
②
月
借
銭
の

略
記
、
①
官
司
が
物
品
調
達
用
に
上
級
官
司
か
ら

一
時
借
用
す
る
も
の
な
ど
の
場
合
に
使
わ
れ
て
い
る
Ｃ
九参
照
）。
下
欠
。

垂

↑

飯

一
斗
二
升

．　
　
　
　
　
舶服
　俎野

二七
大
七
　
　
　
古
爪

一更
八
　
□
□
見

一三
兌
　
ｏ
一Ш
齢

□

旺

日
」
四

謙
　
□

ド
リ
〇
×

（
μ
卜
）
Ｘ
卜

転
６
ヽ
０

（
Ｏ
Φ
）
×
（
騨
Φ
）
×
ヽ

６
Ｓ
∞
ヽ

（
‘

じ

×
（
じ

×
『

α
６
驚



釈 文

回

□

□
　
□

（
ド
ヽ
）
×
（
ド
、
ド
）
Ｘ
『
α
殿
ミ

□

暑
葛

・
大
和
國
口
□
郡
日

〔経十
ヵ〕

・
天
不
賓
字
□
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドド露
ドΦ
終

る
絶

右
側
が
若
干
久
損
し
て
い
る
。
郡
名
第
二
字
目
の
最
終
画
か
ら
み
る
に

「宇
陀
」
ま
た
は

「山
邊
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

号
〓
．□
軸
　
　
□□口

・
□

　

　

嘲ｍ
□
〔毛
長
ヵ〕

二誓
一　
　
口
□
衆
□
九
□
□
須
皮

〔印
加
監
♂
目

□
□
蹴
吾
回

左
側
は
下
端
に
か
け
て
欠
損
。
刃
物
で
文
字
の
削
ら
れ
た
部
分
一が
あ
る
。

（
ド
∞
）
Ｘ

（
只
ｊ
）
Ｘ
Ｏ

熱
再
、

い
り
∞
×

り
！
Ｘ

ω

鶴
０
ヽ
ヽ



〔笙
石
ヵ〕

二誓
一一　

門
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞露
α
受
ド息
昌

門
籍
は
官
門

・
閤
門
を
出
入
す
る
官
人
の
名
簿
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
官
人
の
出
入
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
宮
衛
令
官
閤
門
条
に
よ

れ
ば
、
毎
月

一
日
に
当
該
官
司
は
そ
の
出
入
す
る
官
人
の
官
位
姓
名
を
注
記
し
て
中
務
省
に
報
告
し
、
そ
れ
を
中
務
省
が
衛
府
ヘ

通
知
し
て
各
門
に
名
簿

（籍
）
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

『令
集
解
』
同
条
の
諸
説
に
よ
れ
ば
、
諸
司
か
ら
本
省
を
通
じ

て
だ
さ
れ
る
文
書
は

「門
籍
若
千
」
と
記
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
木
簡
も
あ
る
い
は
本
省
か
ら
中
務
省

へ
の
報
告
か
も
知
れ

な
い
。
門
籍
そ
の
も
の
は
各
門
に
お
か
れ
る
出
入
者
の
名
簿
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
木
筒
を
た
だ
ち
に
関
籍
と
み
な

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
左
右
久
。

〔野
ヵ〕

号
高

・
越
前
國
足
羽
郡
□
田
郷
戸
主

〔
國
ヵ〕
　
　
　
〔川
ヵ〕

・
£
部
村
□
戸
角
□
□
白
米
国
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕ｏ据
ドデ
蛋
目

越
前
国
は

『延
喜
式
』
で
は
年
料
春
米

・
年
料
租
春
米

・
庸
米
の
貢
進
国
で
あ
る
。　
野
田
郷
の
所
管
に
つ
い
て
は
高
山
寺
本

『和
名
抄
』
は
足
羽
郡
、
刊
本

『和
名
抄
』
は
大
野
郡
所
管
と
す
る
。
こ
の
木
簡
の
ほ
か
、
天
平
神
護
二
年
九
月
越
前
国
足
羽
郡

司
解
象
山
鉢
叫
は
う
、
寛
平
五
年

一
二
月
二
九
日
官
符
籐
確
し
な
ど
足
羽
郡
所
管
と
す
る
史
料
が
多
く
、
刊
本
は
誤
り
か
。

一τ
五
　
符
供
航
呂
　
米
八
升
　
右
充
婢
長
少
女

（囀Ｏ
∞
）
×
∞］
×
∞
Ｓ
Ｓ
もヽ

SD3154付近整地層 木簡 2770～ 2775
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釈 文

「婢
長
少
女
」
は
婢
の
長
少
女
、
婢
長
の
少
女
の
二
と
お
り
の
解
釈
が
可
能
。
婢
長
に
つ
い
て
は
直
接
の
史
料
は
み
あ
た
ら
な
　

２２４

い
が
、
奴
長
は
天
平
勝
宝
二
年
二
月
二
四
日
官
奴
司
解
に
み
え
る
象
陣
ユ
砧
放
づ
。
下
欠
。

〔氏
「〕

零
実

・
志
航
國
英
虞
郡
船
越
郷
額
催
嶽
絆
部
□
□

・
志
航
國
英
虞
郡
船
越
郷
鰤
雄
細
駆
離
酪
判
帥
瑯

足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］９露
∞聟
『
磯
ヽ

〔八
斤
ヵ〕

貢
進
物
荷
札
。
二
つ
の
品
目
に
一
枚
の
荷
札
を
つ
け
た
も
の
か
。

「證
」
は
明
石
で
、
刀
石
直
姓
か
。

『続
日
本
紀
』
神
護
景

雲
三
年
六
月
癸
卯
条
に
播
磨
国
明
石
郡
人
海
直
溝
長
ら
の
大
和
赤
石
連
賜
姓
の
記
事
が
あ
り
、
「證
直
」
は
こ
の
氏
と
同
族
か
。
ま

た
藤
原
官
出
上
の
木
街
に
、
「證
」
字
の
同
じ
用
例
と
考
え
ら
れ
る

「船
除
里
人
詠
匪
肝
□
小
□
」
が
あ
る
（環
ゴ
巨
）。
『延
喜
式
』

で
は
志
摩
国
の
調
品
目
に
海
松

・
蒸
海
鼠
の
い
ず
れ
も
が
み
え
る
。

一考
七
　
□
白
飯
式

一そ
〈
　
王
　
船
口

一ぞ
九
　
□
口
国
□
五

曽
月
廿
四
日
□

口

日

□

□ぃ

□
□吾

（
ド
『
∞
）
×
］
『
×
卜

鶴
６
∞
喝

（
μ
ω
∞
）
×

（
騨
伽
）
×

∞

転
６
∝
ヽ

ド
∞
『
×

岸
『
×

∞

鶴
Ｓ
ヽ
ヽ
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一貢

ｏ
　

押

年

魚

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（じ

夭
５

溢

識

、

『延
喜
式
』
で
は
押
年
魚
は
中
男
作
物

・
贄
等
に
よ

っ
て
、
山
陽

・
西
海

・
南
海
の
諸
道
か
ら
貢
進
さ
れ

て

い
る
盆
研
導
。

使
用
例
と
し
て
は
宴
会
雑
給
と
し
て
押
年
魚

（大
膳
式
）
が
み
え
る
。
上

・
左
右
欠
。

そ
全
上
野
國
線
野
郡
小
野
郷
戸
主
物
部
蔦
航
呂
戸
中
男
作
物
鹿
措
代
雑
日
　
　
　
（醤
Ｘ
］露
伽
識
芍

「代
」
は
鹿
謄
の
代
り
に
雑
物
を
貢
進
し
た
こ
と
を
示
す
。
類
例
と
し
て
、
正
倉
院
調
庸
綾
絶
布
墨
書
に

「伊
豆
国
那
賀
郡
那

珂
郷
戸
主
生
部
直
安
万
呂
委
文
部
益
人
調
醜
酢
酔
♂
布
壱
段
」
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
（勢
靭
絣
証
絡
謝
猪
撰
戦
数
麟
域
Ｌ
∪

暑
全

・
川
原
里
有
度
部
□
焼
呂

・
□
□
日
日
日
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μｏｏ×
］∞添
§
ヽ

有
度
部
は

『万
棄
集
』
（四
≡
一一七
）、　
天
平

一
〇
年
駿
河
国
正
税
帳
象
山
一本針
放
づ
に
み
え
、　
い
ず
れ
も
駿
河
国
の
人
で
あ
る
。

〔↓
イ
ヵ〕

モ
全

・
二
筑
航
醤
□
　
御
贄
三
□
六
升

・
員

五

十

四

文

　

一‐ 十日

日

日
日

］
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μ
留

×
謡

×
∞
乙
鷺

「筑
麻
」
は
近
江
国
筑
摩
御
厨
。
筑
摩
御
厨
は

『延
喜
内
膳
式
』、
ヨ
一代
実
録
』
仁
和
元
年
九
月
七
日
ｏ同
三
年
六
月

一
一
日
・
　

２２



釈 文

元
慶
七
年

一
〇
月
二
六
日
条
な
ど
に
み
え
る
。

〔馬

養
ヵ〕

号
合

・
口
□
□

・
回
□
五
年
五
月

号
全

・
泉
薗

・
苦
二
束

□

『延
喜
内
膳
式
』
に
内
膳
司
の
園
地
の
一
つ
と
し
て
泉
園

一
町
が
み
え
る
。
青
は
カ
ブ
、
カ
ブ
ラ
で
、
正
倉
院
文
書
に
は
園
地

で
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
懲
司
沫
納
は
一書五
引
５
。　
左
右
欠
。
下
端
は
二
次
的
な
調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
。

〔対
何
ヵ〕

二丞
（　
回
□
□
□
御
調
贄
楚
割
六
斤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（題
×
］党
卜
識
も

左
上
端
に
か
け
て
久
損
。

二七
八
七

二セ
〈
〈

合

〔
二
ヵ
〕

一
人
口
升
六
合

Ｇ
Φ
）
×
Ｇ
）
×
∞
ド
鶴
配
、

Ｇ

ｅ

×

ｃ

ｅ

×

］

鶴
６
∞
ヽ

Ｓ
Ｓ
も
ヽ

含

∞
↓
）
×

命

囀
）
×

］

６
６
∞
ヽ
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モ
究

・
長
長
長
長
長
「
≡
夜
舌
日
日
日一〔長
ヵ〕

長
□

□

．
口
［
　
　
□

□

□団□□□
仁

□
□
回
□

回

モ
き

・
亀
亀
翁
亀
亀
熱
　
　
霊
ヵ〕

抑亀
亀
□
□
□

・　
一日
―十
四
□
□
□
□
□
口
回

暑…
穏
酌
則
一

絲呂□〔櫛ヵ〕　
師一
］

・　
◇

□

□

「櫛
」
は
異
体
字
使
用
。
左
欠
。
何
ら
か
の
木
製
品
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

二七
九
二　
　
　
　
　
　
口
四

作）
□

（
や
⇔
ω
）
×
ω
ド
Ｘ
ω

∬
６
噺
も

（∞鴛
し
×
（〕ω
）
×
Φ
Ｓａ
ミ

騨〇
〇
×
（卜∞
）
×
『
Ｓ
Ｒ
笥

騨
ω
ｏ
×

ｕ
∞
×
ミ

ら
０
鶴
鯨
　
　
　
２２７



釈 文

二主

一一　

月

月

月
月

　
□

〔干連
ヵ〕

号
茜

・
在
々
女
　
□
□
口

・　
日
回

モ
豊

・
□
進
上
飯
四
斗

一
使
融
靭

「縫

□

編

編

□
」

Ｌ
□
□
縫
〔□着増
　
□
　
□

縫
」□
三
□
□
湯
坐
□
万
呂
□

Ｓ
Ｄ
三

一
七
〇
溝

〔十口
ヵ】

ニエ
（
　

玉
貫
絶

二
□

『延
喜
内
膳
式
』
に
志
摩
国
御
厨
所
進
物
と
し
て
玉
貫
御
取
夏
腹
が
見
え
る
。

含
も
）
×
６
じ
ｘ
ド
毯
驚
　
２２

（
∞
∞
）
×

（
ド
Φ
）
×
ω

熱
再
、

ド
ヽ
Φ
×

ω
ド
×

岸
い

も
０
ヽ
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

μ
Ｏ
ド
Ｘ

や
Ｐ
Ｘ
‐
り

鶴
０
い
ヽ

「古
」
は

「籠
」
の
音
通
。
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Ｓ
Ｄ
三

一
二
八
濤

号
を

・
□
□
十
六
人

〔入〈
，〕

・
□
□

Ｓ
Ｋ
三
一

三
七
九
〈
　
・

□
□
国
□
□
日

〔癒仰
ヵ〕

回

二

一日

日

一

Ｇ
じ
Ｘ
（置
）
ｘ
ｕ
ｓ儲
、

人
名
と
職
名
を
記
し
た
歴
名
。

「稀
」
は
異
体
字
使
用
。
女
需
に
つ
い
て
は
二菫
七
参
照
。
上
下

・
左
右
と
も
欠
。
上
端
は
刃
物

　

２２９

五
八
土
壌

劇

卿

「
一牟
」 期

晦

ォ〕

女
馬
　
　
員
□

御

母

「一
ご

剛

十
戸

６
Ａ
Ａ
Ｅ

ｏ
６
Ａ
Ａ
Ｆ

令
頓９
ｘ
Ｏ
ｅ
ｘ
卜
鉢
君
、

６
Ａ
Ａ
Ｅ

●
６
Ａ
Ａ
Ｆ



釈 文

を
入
れ
切
断
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
三
二
四
五
溝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
食
！
６
食
Ｆ

二
七
九
九

・

　

一日

日

一

〔守〈
ヵ〕
□
赤
聴
利
御
袴

一
匹

下
御
袴

一
匹

一―Ｉ

Ｈ

一

一日
日
日
日
一匹

□〔動
昨
日
更

・
以

十

二
月

十

七

日
受

下
絶

十

七
匹
戴
Ｍ
酌
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（霞

Ｘ

ミ

と
∞
§

芍

一
面
に
絶

一
七
匹
を
う
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
他
面
に
衣
服
の
種
類
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
受
け
た
絶
を
ど
れ
だ
け
、
い
か
な

る
種
類
の
衣
服
に
使
用
し
た
か
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
縫
殿
関
係
の
木
簡
か
。
衣
服
の
名
称
の
う
ち

「応
利
」
は
絶

一日

Ｈ

一

呂

日

日

〕

日

回

　

〔言

〔又
ヵ〕
　
　
〔杉
ヵ〕
　
　
　
　
□

□
口
回
汗
□
御
衣
六
丈

〔炊巨
ヵ〕

又
合
御
□
日
国

一
匹

〔杉
ヵ〕　
　
　
　
　
　
　
〔返
ヵ〕

叉
汗
□
御
衣
二
匹
　
　
□

〔師

遣
ヵ〕

又
貴
□
□
□
「五
」
丈



を
練

っ
て
作

っ
た
練
絹
か
。
下
御
袴

・
合
御
袴
は
そ
れ
ぞ
れ
下
袴

・
給
袴
を
さ
す
か
。
下
袴
は

『伊
呂
波
字
類
抄
』
に
み
え
、
揮

（
ン
タ
ノ
ハ
カ
マ
）
に
同
じ
と
あ
る
。
袷
袴
は
、
天
平

一
三
年
の
写
経
所
関
係
文
書
象
山
蔀
針
技
づ
に
経
師

・
装
演
の
料
と
し
て
み
え
、

『儀
式
』
元
正
朝
賀
条
に
も

「大
日
吊
袷
袴
」
が
み
え
る
。

『侍
中
群
要
』
で
は
、

「合
袴
」
の
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
汗

杉
は
、
麻
布
製
の
も
の
が
正
倉
院
に
現
存
す
る
。
絶
製
の
も
の
も
、
正
倉
院
文
書
に
し
ば
し
ば
み
え
る
象
。日林
砧
攻
一書隊
里
蟄
〇一瓢
どｏ
ご

近
江
絶
に
つ
い
て
は
、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
の
造
営
に
際
し
て
、
近
江
国
神
崎
郡
の
卦
か
ら
絶
七
〇
匹
が
輸
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
動
九一赫
↓
ｏ　
な
お

「貴
□
師
」
は
僧
侶
の
名
か
。　
上

に
あ
げ

た
正
倉
院
文
書
の
記
事
や
宝
亀
五
年
三
月
三
日
太
政
官
符

楡
綴
じ
に
よ
れ
ば
、
僧
も
袴

・
襖
子

・
汗
杉
等
を
用
い
て
い
る
。
下
欠
。
上
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。

〔占
″
ヵ〕

一否

ｏ
　

回

蔦

万

呂

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（じ

入
じ

溢
鼠

己
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留心 屡壱 季 哀
昭曽冨唇警n里
茎   
∪
 圏邑肇

二
八
〇
一　
　
・

二
八
〇
二

二
八
〇
二
　
・

ド
］
∞
×

∞
『
×

０

６
も
ヽ
ヽ

（
ぼ

じ

×

含

じ

×

ド
ト

鶴
配

」



釈 文

・
日
□
如
件

〔
日列
ヵ〕

日
□
□
口

（ドヽ
∞
）
×
梓∞
×
］
６
６
∞
ヽ

夭
雷
と
は
同
筆
か
。
二
点
と
も
鮎
の
請
求
ま
た
は
支
給
に
関
す
る
文
書
で
あ
ろ
う
。
鮨
鮎
は
鮎
を
発
酵
さ
せ
て
作
っ
た
ス
シ
。

『延
喜
式
』
で
は
中
男
作
物

・
贄
な
ど
と
し
て
、
大
和

・
美
濃

・
但
馬

・
美
作

・
播
磨

・
紀
伊

。
大
宰
府
か
ら
貢
進
さ
れ
て
い

Ｚ
Ｏ

。

〔往三
ヵ〕

夭
自

・
□
　
煮
塩
鮎
十
□

・□
□
日
日
「
―‐
日
一

（
騨
〇
や
）
×
Ｐ
Ｏ
Ｘ
ω

転
〇
∞
ヽ

夭
雪
の
鮨
鮎
の
木
簡
と
同
筆
か
。

煮
塩
鮎
は
、　
鮎
の
煮
物
を
い
う
。
調
雑
物

（賦
役
令
）、　
交
易
雑
物
織
筆
も
、　
中
男
作
物
翁

齢
づ
、
年
料
贄
編
秒
と
し
て
近
江

。
丹
波

・
備
中

・
土
佐

。
大
宰
府
等
か
ら
貢
進
さ
れ
た
。
木
簡
に
は
筑
後
国
生
美
郡
か
ら
貢
上

さ
れ
た
例
が
あ
る

公
一一一金
二
一】一灸
）。

『延
喜
式
』
で
は
、
亀
神
祭
料

・
新
嘗
祭
供
御
料

。
中
宮
豊
楽
料

・
正
月
節
供
御
料
等
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

二〈
〇
三
　
・
天 □
不
雨申′¬
El毒W

＝

一

一川

一

】
〇
い
×

∞
〇
×

ω

Ｓ
Ｓ
』
ヽ
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Ｓ
Ｄ
三
二
五
七
薄

〔右

烏

信
ヵ〕

景
冥

・
請
戊
□
□
　
　
□
□
□
等

・□
□
□
□
□
□
三
物〔醒
〕
口日

戊
の
請
求
文
書
。
左
右
欠
。

一Б
七
　
日
ぷ

□
　
□

□
Ｅ

Ｓ
Ｋ
三
三
〇
五
土
壊

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

夭
寅

・
阿
波
國
板
一日
日

・
戸
主
服
□
一日
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド∞党
ゃ露
ф
毯
殺

「板
同
」
は
板
野
で
あ
ろ
う
。
阿
波
国
に
板
野
郡
が
あ
る
。
同
郡
に
服
部
の
分
布
し
て
い
た
こ
と
は
、
延
喜
二
年
阿
波
国
板
野

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

Ｐ
ｏ
ヽ
×

（
∞
）
×
∞

鶴
６
∝
、

Ｓ
Ｓ
芍
ヽ



釈 文

郡
田
上
郷
戸
籍
停
誠
凝
取
Ｌ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

二〈〇九　　　学上下

Ｓ
Ｋ
三
三
〇
六
土
壊

〔
〓
一　日月
ヵ〕

一蚕
ｏ
　
□
□
五
日
□

二全
一　
請
□
四
升
日
回
虫
万
呂
　
橋
足
料

Ｓ
Ｋ
三

一
三
七
土
墳

景
〓

・
瓜
汁
果
加
進
上
上
上
疋
且

」
□

・
七
七
七
七
七
七
七
七
七
七
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞トド巡
∞
溢

ζ
越

瓜
の
付
札
。

「瓜
」
は
異
体
字
使
用
。
上
端
近
く
に
左
右
か
ら
切
込
み
が
あ
る
。
下
端
の
整
形
か
ら
す
る
と
桧
扇
風
で
あ
る
が
、

鶴
６
も
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

（
μ∞
岸）
×
ド］
×
伽
鶴
Ｓ”
ヽ

（μ∞
〇
）
Ｘ
Ｐ］
×
ド
鶴
６
∞
、

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ



材
が
厚
く
桧
扇
で
は
な
い
。
右
上
端
部
に
焼
痕
が
あ
る
。

〔津
ヵ〕

二全
一一　
口
北

〔番

上
ヵ〕

一蚕
四
　
□
□
□
口
□

二八
一三　　　　珈町Ｗ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜『
）〈ド∞
×
卜　鶴６』ヽ

付
札
。
鮒
に
つ
い
て
は
四炎
参
照
。
三
片
に
分
か
れ
て
い
る
が
ほ
ぼ
完
形
。

夭
一大

盗
報
脚
郡
入
野
郷
日
下
部
□
嶋
白
米

〔年
ヵ〕
　
　
　
　
〔
日
ヵ〕

・
　
　
　
「五
□
□
□
□
□
□
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
）×
∞箆
卜
験
、

讃
岐
国
は

『延
喜
式
』
で
は
年
料
春
米

・
年
料
租
春
米

・
庸
米
の
貢
進
国
で
あ
る
。
下
端
部
は
文
字
を
記
し
た
後
に
両
側
か
ら

削
ら
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
三

一
三
九
土
壌

６
Ａ
Ａ
Ｅ

ｏ
６
Ａ
Ａ
Ｆ

SK3305土羨 木簡 2809～ 2816

（
臣

じ

×
Ｓ

じ

×
ω

ｓ
Ｒ

Ю

Ｇ

の
）
×
（
ｏ
）
×
］

α
Φ
驚
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〔嶋
ヵ〕
〔蒸
ヵ〕

夭
τ

・
能
登
國
能
登
郡
鹿
嶋
郷
戸
主
若
倭
部
息
嶋
戸
同
小
□
調
□
鼠
六
斤

〔工‐
ヵ〕

・　
　
　
　
　
　
　
　
天
李
賓
字
三
年
五
月
□
三
日

調
の
荷
札
。

『廷
喜
主
計
式
』
で
は
、
能
登
国
の
調
の
品
目
の
中
に
蒸
海
鼠
が
み
え
る
。

釈 文

二〈
一八
　
若
狭
國
一一一方
郡
能
登
郷
戸
主
鱒
翔
操
甑
鱚
評
瀬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕ｏΦ
×
卜∞
×
Ｏ
ζ
』ヽ

景
孟
に
も
戸
主
粟
田
公
床
呂
が
み
え
る
。
同
一
人
か
。
筆
跡
も
近
似
し
て
い
る
。
下
端
の
孔
は
文
字
を
書
い
た
後
あ
け
ら
れ
た

も

の
。

夭
瓦
・若
狭
國
遠
敷
郡
琲数螂煙隊臥俯漸解茅坤

・　
景
雲
四
年
九
月
十
九
日
□
古
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド『党
∞露
Ｎ
§
ゝ

若
狭
国
の
調
塩
は

『延
喜
主
計
式
』
に
み
え
る
。
若
狭
国
の
調
塩
の
木
簡
は
平
城
官
出
上
の
調
塩
荷
札
の
な
か
で
、
他
国
に
く

ら
べ
て
と
く
に
量
的
に
顕
者
で
あ
る
。

〔留
ヵ〕

丞
５

・
日
本
佐
□

∞
ω
∞
×

や
卜
×

∞

鶴
６
』
ヽ

236



〔士
わ
ヵ〕

・
□
湯
坐
　
　
　
　
□
虫
航
呂

（騨Φ
〕
）
×
（ゃ
０
）
Ｘ
Φ
へ
〇
“
、

Ｓ
Ｋ
三

一
四
二
土
壊

二全
一　

四
寸
三
寸
酒
□
□
手
□

Ｓ
Ｄ
一一三

三
六
溝

二全
一　

若
狭
國
三
方
郡
乃
止
郷
騨
主
栗
里
日
画

果
田
部
□
守
御
調
□
口

〔椋
ヵ〕
　
　
〔塩
ヵ〕

二全
一一　

若
狭
國
三
方
郡
能
登
郷
醇
主
口
Ｈ
Ｈ

海
部
□
疏
呂
調
塩
口

〔
口
，〕

一昼
四　
能
登
郷
戸甦醸細姑鉱解茅掴

氏
天
に
も
戸
主
栗
田
公
床
呂
が
み
え
る
。
同

一
人
か
。
筆
跡
も
近
似
し
て
い
る
。

SK3139土羨 木簡 2818～2824

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

（騨〇］
）
Ｘ
（Φ
）
×
μ
転
６
』
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

（
中
μ
Ｏ
）
×

（
ド
∞
）
×

⇔

Ｓ
Ｓ
、
も

騨
Φ
Ｏ
×

ω
Ｏ

×

ω

６
６
崎
ヽ

ド
ヽ
卜
×

∞
〇
×

ヽ
一
転
Ｓ
崎
ヽ
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釈 文

一昼

三
　

既

舛
國
三
方
郡
日

荷
札
の
断
片
。
左
・
下
久
。
腐
蝕
が
甚
し
い
。

工〈一一一（
・
□
□
□
上
　
七
纂

　
　
．

．　
　
□□□　　　一即Ⅲ則

「
田
村
」
の
下
の
文
字
は
ウ
冠
の
文
字
。

「官
」
あ
る
い
は

「宅
」
で
、

「田
村
」
と
あ
る
。

丞
τ
・嶋
郷
印
判
Ｈ

・
　

　

九
月
口

腐
蝕
が
甚
し
い
が
ほ
ぼ
完
形
。

〔主
ヵ〕

丞
八

・
□
□
□
□

・
口
口

（い
ド∞
）
×
（ヽ
ド）
×
り
も
〇』
芍
　
　
　
２３８

μ
中
↓
Ｘ

ω
Ｏ
×
０

（汰
）」
ヽ

藤
原
仲
床
呂

の
田
村
第

・
田
村
宮
か
。　
量
灸
に
も

（
μ
〕
卜
）
Ｘ
〕
〕
×
〇

鶴
０
螂
ヽ

（
ヽ
∞
）
×
（
ド
リ
）
Ｘ
∞

転
０
∝
、
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一昼
九
　
東
裳

小
形
の
付
札
。
東
裳
は
正
倉
院
文
書
中
に
ヽ
み
え
る
嬢
牌
幣
轄
）

衣
服
の
一
種
か
。

夭
３

・
　

辞

舜
　
　
　
　
　
　
　
・

斗
回
日辞

斗

・
　
　
口
四
□
斗

壌
・′〕□

口
日
回

〔燕
秦
ψ〕
□
□一暉
鵡
〕□

「再
」
は
斗
で
あ
る
霰
畑
勝
籍
致
育
若
子
の
欠
損
は
あ
る
が
完
形
。

工全

∴

四

回

鍮

盟

ｒ

大
畿

〕

ω
∞
Ｘ
§
∞
来

Ｏ

α
Ｏ
囀
ヽ

μ
ド
ド
Ｘ

６
ド
Ｘ
Ｏ

盛
置
酬
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釈 文

・　
　
　
一日
日
―十
日
日
一　
口

原
形
は
上
下
に
切
込
み
を
入
れ
た
荷
札
で
あ
ろ
う
。
上

。
左
欠
。

〔五
ヵ〕

二全
一　

□
月
十
八
日

二全
一一　

□
田
一幅
長

Ｓ
Ｄ
三

一
三
四
濤

丞
茜

（蝉
螂

郡
浮

浪

人

調
鐵

一
連
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ド∞ω
×
〕μ
溢

毯
絶

調
鉄
の
荷
札
。
浮
浪
人
の
貢
進
物
付
札
は
他
に
員
奎
が
あ
る
。
ま
た
正
倉
院
に
は
、
常
陸
国
久
慈
郡
住
の
浮
浪
人
が
貢
進
し
た

白
布
が
遺
存
し
て
い
る
（勢
断
経
証
薙
欝
巖
穀
麟
載
し
。
備
前
国
の
調
鉄
の
貢
進
は
延
暦

一
五
年

一
一
月

一
三
日
停
止
さ
れ
て
い
る

磯
糠
じ
。
六
片
に
分
離
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
原
形
。

Ｓ
Ａ
三
〇
九
九
柵

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ

（ド∞∞））〈（ドト）〉〈ミ　鶴Ｓ』も　　　珈一

騨
ド
ト
×

］
Ｏ
×

ω

転
６
Ｌ
ヽ

も
６
も
ヽ

６
Ａ
Ａ
Ｅ

・
６
Ａ
Ａ
Ｆ



一昼
〓
　

若
狭
國
遠
敷
郡
謝
絨
一生
捌
一豪
人
波
泉

二全
（
　
出
雲
國
交
易
紫
菜
三
斤

「太
」

『延
喜
主
計
式
』
に
は
、
出
雲
国
の
中
男
作
物
と
し
て
紫
菜
が
み
え
る
。
交
易
雑
物
に
は
み
え
な
い
。

こ
の
よ
う
な
表
示
は
他
に
も
例
が
あ
る
動
報剛ば紙鱗鞘甑ど
。
上
欠
。

〔鞣顔
ヵ〕

一至
七　
茂
□

一昼
〈
　
二
三
〔剛
酔
□
□
回
　
受
□
回
合

Ｓ

Ｋ

三

（若
換
國
）

一
二
四
土
媛

丞
元

・
遠
敷
郡
□
□
□

・　
　
天
千
十
九
年
十
月

右
欠
。
左
は
原
形
か
。
下
端
は
焼
損
し
て
い
る
。
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釈 文
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Ｓ
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一
三
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角
偏
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字
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習
書
し
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も
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四
周
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原
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ど
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な
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Ｓ
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二
八
四
二
　
・
病
二
人

見
十
三
人

・
回
原
探
杭
材
遣
　
　
　
盛

一
束
　
　
　
天
李
勝
賓
八
歳
十
一
月
九
日
上
野
豊
濱
Ｇ
］∞）
×
（∞じ
×
ω
鶴Ｒ
埼

某
原
で
杭
材
を
採
る
仕
事
の
わ
り
あ
て
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「病
二
人
見
十
三
人
」
と
あ
る
も
の
の
う
ち
名
前
の
み
え

る
の
は

一
一
名
で
あ
る
か
ら
、
他
の
四
名
は
欠
損
部
分
に
あ
っ
た
ら
し
い
。

「薪
」
と
注
記
の
あ
る
も
の
は
、
採
薪
に
あ
て
ら
れ

た
も
の
か
。
正
倉
院
文
書
に
は
仕
丁
が
採
新
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
散
見
す
る

（一宍
０か
照
）。
菅
原
は
地
名
か
。
菅
原
は
現
在
の
奈

良
市
西
郊

一
帯
を
い
う
纂
酸
鰐
政「牌
虹
陣
劉
撃
雅
収『Ｊ
。

「己
上

一
人
菅
原
」
が
、
　
一
人
が
菅
原
に
い
る
こ
と
を
示
す
注
記
と
す
れ
ば
、

杭
材
を
採
取
す
る
某
原
は

「菅
原
」
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
上
下

。
左
欠
。
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No. Site

l)SD1900,

SD2700,

SD3035

2)SD1900

3)SD1900,
SK1979

4)SD1900

5)SK2101

6)SK2101

PLATES

Category       Particulars

Documents  Kα ∫ο 過所  (a passpOrt
or transit certiflcate)

あ続励 ο夕η 量子所  (the

ottce  regulating attendぃ

ants on the Emperor)

Documents,

Baggage tallyS

Documents,  Relating tO a kind of nail

Tallys

Documents

Documents   Request for cooked rice

subll■itted to the K″″αう?

蔵部 (OttCials in charge

of he warehouse⇒

Baggage     ltems presented as taxes

tallys     from フ叛α∫α 若狭  PrO_

vince,now part of f功姥傷ゲ

Prefecture

Baggage tallyS,

Fragments with

inscriptions

Fragments with

inscriptions

Fragments with

inscriptions

lnscriptions on

shavingS from

wooden tablets

lnscriptions on

Tablet No.

1926,2099,

2236

1927,1928

1929-1931,

1934-1942

1932,1933

1943-1947

1948-1953

1954-1963

1964-1967,

2088

1968-1973,

2054-2060,

2089,2090

1974-1991,

2061,2091

1992-2014,

7)SK2101

8)SK2101,

SK2107

9)SK2101,

SK2102,

SK2107

10)SK2101,
SK2102,

SK2107

11)SK2101,



SK2102

12)SK2101,

SK2102

13)SK2102

14)SK2101,

SK2102

15)SK2101,

SK2102,

SK2107

16) SD2700

17)SD2700

18)SD2700

19)SD270Cl

20)SD2700

shavingS from

覇πooden tablets

Documents, Lumber brought from

Tallys    力2ηゲ 泉 in 玉鶴 α挽″ο

山背 PrOvince,now part

Of約″ο Prefecture
Baggage     Coins presented as taxes

tallys     from the Pro� nce of Eθんか

Z♂夕2'Dζ甫1,nO、v in戸功姥%ゲ and

■艶力αηα Prefectures

Documents  Rclating tO metal door

nttingS

Inscriptions on

shavings from

wooden tablets

Documents  lnscriptions relating tO the

alairs of the X力 物
=sh0

官内省,the研碓e respon_

sible for  providing fOr

the needs of the lmperial

DoH�cile and to the aFairs

of the ttb熔筋 民部省 ,
the oElce responsible for

mational ttnance

Documents

Documents  Headings on a wooden‐

roll used to wrap paper

dOcuments around,   It

bears the date second year

of D空燿紘  延暦 (783)

Documents  Account Ъooks relating

to buying eggplants

Fragments with

2062-2073

2015-2021,

2074,2075

2076-2082

2022,2083

2023-2053,

2084-2087,

2092,2093

2094-2098

2100-2108

2109-2119

2120-2124

2125-2132

Vll



inscriptions

21)SD2700 Fragments with              2133-2143

inscriptions

22) SD2700 Documents  Account  books  relating 2144-2153

to goods

23) SD2700 1nscriptions on                       2154.2175

shavings from

、vooden tablets

24) SD2700 Baggage     Salt subHlitted as taxes 2176-2181

tallys       from  the  Province  of

島 弱t淡路,nOw part of
rFyφ,Prefecture

25) SD2700 Baggage     Weat bOught and subttlit‐  2182=2189

tallys       ted as tribute by the Pro‐

vince of a解肋 丹波,nOw
part of約つヵ Prefecture

26) SD2700 Baggage tanys                       2190-2196

27) SD2700 Baggage tallys                        2197=2205

28) SD2700 Baggage     r五テdんぢο 糧ま, a seasOning, 2206-2208
tallys       subn� tted every year as

taxes by the Province of

B力御 備前,nOw part of
Oえ9ノαttρ Prefecture

29) SD2700 Baggage tallys                        2209=2214

30) SD2700 Baggage tallys,                      2215-2223

Tallys

31) SD2700 Fragments with                    2224-2233

inscriptions

32) SD3035 Documents  Ottlers issued by the 2234,2235

肋 力?搬ガ磁協磁 造 酒 司,
the government olnce for

brewing rice wine

33) SD3035 Documents   Records of turns Of duty 2237-2239



34) SD3035 Documents

35) SD3035 Baggage

tallys

SD3035 Baggage

tallys

SD3035 Baggage

taHys

SD3035 Baggage

tallys

SD3035 Baggage

tallys

SD3035 Baggage

tallys

SD3035 Baggage

tanys

SD3035 Baggage

tallys

SD3035 Baggage

tallys

at drawing Water for the

心腸姥ι‐ηο‐ιsttα dЙ

Items used in the Dα りか

sαケ大嘗努終,an impOrtant

ritual ceremony at the

accession of a new EHl‐

peror

Goods subHlitted as taxes

by provinces of the 7bた ,か

あ∂ 東海道 and by the
Province of O肪  隠 1岐 ,
40W part of 5切 物翻π
Prefecture

Rice for making Wine

Rice for inaking、 vine

Rice subttlitted as tribute

froni the  Province  of

a″うα丹波,now part of

恥 めわ Prefecture

Rice for inaking、 vine

Rice

Kα勉 勁 ル 難 酒 ,a kind Of

、vine

N乾 ;藝,fOOdSturs sent as

lmperial tribute offerings,

sub■�tted from various

provinces

rs9ぁαゲ磯卿胃,a kind ofsea

bream,submitted by the

36)

ラ
‘
０
け

3め

〔
υ
つ
０

40)

41)

42)

2240-2245

2246-2249

2250-2254,

2263

2255,

2260-2262

2256-2259

2264-2266,

2271-2274

2267-2270,

2276

2275-2277,

2281

2282-2284,

2287-2289,

2291,2292

2285,2286,

2290,

43)



Province ofムこ″ホ己t丹,pre‐  2293-2300

sent day TTろ た,ノαttα Pre_

l                        fecture

44) SD3035 Baggage tallys                        2301-2309

45) SD3035 Baggage tallyS                  2310 2315

46)SD3035 Tallys    Vattous Kinds Of wine  2316 2320,

2324

47)SD3035 Tallys    Vinegar,also rice kept by 2321鬱 323,

government  oalces  for  2325-2329

CO■1lmOn expenditures

48)SD3035 Tallys    Large iars fOr wine    2330-2332

49)SD3035 Tallys    wine made frOm yew 2333-2339

berrles

50)t SD3035 Tallys     aん 裾,a kind of skirt   2340-2354
51)SD3035 Fttgments wih               2355セ 369

inscriptions

52)i SD3035 Fragments   Dated the sixth year Of 2370-2375

胡th    ttη蕨ク延暦 987)
inscriptions

53) SD3035 Fragments■ vith                 2376T2384
inscriptions

54)SD3035 Practise                    2385.2391
calngraphy

55) SD3035 1nscriptions on                       2392-2421

shavingS from

wooden tablets

56) SD3035 1nscriptions on                       2422=2451

shavingS from

wooden tablets

57) SD3035 1nscriptions on                       245外 2490

shavings from

wooden taЫ ets

58) SD3035 1nscriptions on                         2491-2505



60)

63)

shavingS from

wOoden tablets

59) SD3035 1nscriptions on

shavings from

wooden tablets

61)

62)

64)SD3410,
SD3414,

SA3237

65)SD3236,
SA3237,

SK3241

66) SD3236,

SA3237

SD3050 Baggage     Tangerines    submitted

tallys        from  the Province  of

肋 v解 駿河,nOw part Of
も肋ケ2%ο力α Prefecture

SD3035, Practise

SE3046 canigttphy

SD3410 Documents,  Cutdensh  subn� tted as

Baggage     tribute from the Province

tallys    of attp丹 後,nOw part
Of駒ひ力 Prefecture

SD3410,Documents,  Relating tO the♂ 0サιη符評,殴 ,

SA3237 Ta■ ys      the  residences  of  the

EInperor,  Empress and

aristcracy

lnscriptions on

shavingS from

、vooden tablets

Documents   Requests for  foodsturs

from the賜 物 縫殿 ,
the  government  OInce

that supervised ladiesin_

waiting in the palace

Documents, Relating tO r翻ク循α田ホす,

Tallys    he residence of澱 ガ肋″α

望ひNttαη″ο藤原仲床呂

2506-2536

2537-2543

2544-2550

2551-2556

2557=2565,

2601,2602

2566-2581,

2603-2608

2582,2598,

2609,2613

2583258島

2610

2590-2594,

2599,2611

2595,2597,

67) SD3236っ DocumentS,

SA3237 Baggage tallyS

68)SD3236,Documents,



69)

70)

71)

72)

73)

SA3237, Inscriptions on

SD3297 shavingS from

wooden taЫ ets

SD3297 Practise

calligraphy

SD3297 Documents

SD3297 Documents

SD3297,Documents

SB3322

SB3322 Documents  Accounts relating to goods

2612

2614-2619

2620

2621,2622

2623-2628

2629-2633

2634,2635,

2641-2647

2636-2640

2648-2662

2663-2666

2667-2679

2680-2682,

2701,2706,

2713-2716

74) SB3322 Documents  Hcadings On a wooden

roll used to wrap paper

documents around

75)SB3322 Fttgments with

inscttptions,

Inscriptions on

shavingS from

、vooden tablets

76) SA3362 Documents, Reports by the 絶 た,挽ο

悔過所,an Organ respon‐

sible for holding a certain

Buddhist service

77)SA3362,Documents,

SK3310, Inscriptions on

SK3329 shavingSと om
wooden taЫ ets

78)SK3339,Documents, 4物 婢ι赤米,a kind Of
SK3210, Baggage     reddish rice presented as

Baggage

ta■ys

tallys

vicinity of

SK3213,

SK3264,

tribute from the Province

Of a抄力α但馬,nOw part
Of軍力理 Prefecture



SK3265

7の  SK3339,Documents
SK3196,

SK3201,

SK3213,

SK3283

80)SK3339,Baggage

SK3210,tallys,

SK3213, Practise

SK3265,calligraphy

SK3283

81)SK3339,Documents,

SK3195, Baggage tallys

νり,力紹万 宮舎人, per_
sonal attendants on the

Empress K肋りひ光明皇后

Reports  on  the  night

watch at the心吻テあο″ο 甘罐
殿

84)SD3154 Documents List of names

85)SD3154 Docuttents Request for supplies of
laundry Starch

86) SD3154 Documents  The presentation of 乃か

励

'α

乗 ,a yellow dye

87) SD3154, Baggage tallys

vicinity of

the same

drain site

Accounts   relating   to

goods

Rice presented as tribute

in the second year of

羽をあ  和釦 (709)

2683,2684,

2694-2697,

2699,2700,

2703,2720

2685,2686,

2702,2704,

2705,2717,

2721

2687-2689,

2693,

2707-2712,

2718

2690-2692,

2698,2719

2722-2725,

2845

2726,2727

2728-2731

2732-2739

2740-2747,

2774

vicinity of

SK3213,

SK3265

82) SK3230,Documents

SD3206,

SD3194,

SK3201,

SA3205

83)SA3178, Documents
SA3106



88) SD3154 BaggagP     N姥  贄, tribute orering
tanys,       f。。dstulfs,presented from

lnscriptions  the  provinces  of  the

on shavingS 肋 2'ヵ務 山陰道
from 、vooden

tablets

89)SD3155,Documents, Iron submitted as taxes

SD3170, Baggage     by persons hving Outside

SD3245, tamys       their omciany registered

SD3134             villages

90) SD3155,Documents,  Salted sweetish

SD3245 Baggage tallyS

91)� Cinity Documents

of SD3154

92) vicinity Documents  Promissory notes for ioans

of SD3154

2748-2758

2759-2761,

2796,2800,

2834

276292763,

2801-2804

2764,2772,

2773,2791,

2792

2765-2767,

2777-2780,

2794

2768.2771,

2786-2788

2775,2812,

2817

2776,2843

93) vicinity

Of

SD3154

94) vicinity

Of

SD3154,

SK3137,

SK3139

95) vicinity

Of

SD3154,

SD3113

96) vicinity

Of

SD3154

Documents,

Baggage tallyS

Documents,  Relating tO the leader of

Baggage    the women slaves

tallys

Documents,  Table of turns at cutting

Baggage     ire、vood

tallys

Documents, 励 sん力 讐 , a Seasoning,
Baggage     presented from 7る ク捷吻 α‐

tallys    ″οη 残ク乾燿 筑摩御厨 in

XlV

2781-2785



97) vicinity

Of

SD3154,

SK3242

98) vicinity

Of

SD3154,

SK3158,

SD3257,

SK3305

99)SD3128,

SK3137,

SD3136

100)SD3245

the PrOvince of O笏 近

江 , present  day  S/2炒

Prefecture

Practise

calligraph5″ ぅ

Fttgments with

inscriptions

Documents,

Baggage tallyS

Documents,  Salt presented as taxes

Baggage     from the  PrOvince  of

tallys    脇 と,レ
`,て

,レ 若狭,nOw part
of F力た

"ケ
Prefecture

Documents  A乃蕨2筋αィ密 `。verskirt'
of silk dyed red

101) SD3245,Documents,

SK3306,Baggage tallys

SK3137,

SD3136

102) SK3137, Baggage     Salt presented as taxes

SK3139, tallys,       frOm  the  Province  of

SD3136 Tallys     wttα sα
103)SK3139,Documents,

SD3136 Baggage tallyS

104) SA3099, Documents,  Sea_weed  bOught  and

SK3124, Baggage     presented as tribute by

SA3106 tallys     the PrO� mce ofみ″物ο出

雲 , nO、v part of 説力%″

2789,2790,

2793,2821

2795,2798,

2806-2809

2797,2813,

2814,2822,

2826,2827

2799

2805,2810,

2811,2816,

2830

2815,2818,

2819,2823,

2828,2829

2820,2824,

2825,

2831-2833

2835-2840,

2846,2847

XV



Prefecture

105)lower  Practise

layers   canigraphy,

of      Fragments

SB3116, with

SD3109 inscriptions

2841,2342,

2844



WOODEN TABLETS EXCAVATED FROWI
THE NARA IMPERIAL PALACE SITE(Ⅱ )

This report is a continuation of the previously pubhshed volume entitled

“The ttbOden Tabletsと om the Nara Palace Site(I)''.  There we dis‐

cussed the wOOden tablets excavated by the Fifth Excavation Survey of

1961, when wOOden tablets vere irst found at the Nare PaИ ce Site,

thrOugh to the Thirteenth Excavation Survey of 1963.1925 obiectS Vere in‐

cluded. The area excavated was tO the nOrth of the Ernperor's dOmicile, an

area in which the D"認がカカケ大膳職,the government bureau in charge of

the preparation of food fOr the Emperor and government oalcials,and other

olnces of the Kttαおん∂官内省 Or lmperial Household Ministry were found.

The present paper takes up frOm that poiェ it and covers 922 、vooden

tablets excavated between February 1964 and July 1965 in the forteenth,

sixteenth, seventeenth, twentieth, tventy‐ ■rst, twenty‐ second north and

twenty_second south excavation surveys of the Nara Palace Site.  In 1964

the work teams in charge of the Nara Palace Excavations vere re‐ o■ganized

and expanded in scope, The surveys carried out at that tiine had as their

primary obieCt the task Of ascertaining the true size and scope of the Nara

Palace Site.  This was partly to obtain data for designating it as a national

histOrical she for purposes of preservation and also because it was urgent to

ensure that the construction of the then‐ pland National By_pass Fnghway,

which、vOuld have run even with what was then believed to be the castern

boundary of the site, Чvould nOt destroy any of the Nara Palace. The survey

覇ras also intended to ascertain by archaeOlogical methods the scope of the

Nara Palace Site, which earlier schOlars l■ ad deduced roughly とon docu‐

ments and the geographical cOntOurs of the area.

As a result of the survey it 部/as reconirmed that the southern and

western boundaries of the Nara Palace were just as had previously been

supposed,but cclmpletely new facts came to nght regarding the 10catiOn of



the eastern liinit. In the nOrth and sOuth twenty‐ second surveys, the area

hthertO supposed to be he,多 ,力
^rt172カ

寅 汐 東一坊大路,the nrst of the

six great avenues running north tO south tO the east of the S″ zα /F,ι‐6り′チkぞ奮

ノ(協吾, the central avenue, 郡ras found tO cOntain the remains Of clusters of

government Oal■ ces, 、vens and drainage ditches.  This gave us new know‐

ledge, 、videning the scale of the palace further to the east.   Later surveys

revealed that the eastern limit Of the Nara Palace 都/as 250 meters further

east than had been thOught.

The classiicatiOn as to shape and infOrmatiOn recOrded on the wooden

tablets that 、vas used in “1「he 3/Ooden Tablets from the Nara Palace Site

(D"will be used in the present report as well. First we will deal with

the excavation sites in 、vhich M/OOden tablets 、vere found and then discuss a

Few Of the wcOden tablets themselves,  Descriptions are given fOr each

excavation area.

ヽヽ「OOden tablets 、vere found in seven excavation areas, as sho、 vn in the

accOmpanying chart.

InvestigatiOn   Area

Number       lnvestigated

(1)14

Sites at which    Number Of lヽrOOden
Wooden Tablets  Tablets shown in
、ぉァere found      the Plates.I「 igures

in( )ShOW the
total number of

tablets fOund

SD1250 0  (  7)

SD1900 7  (  9)

SK1979 10  (  19)

SK2101

SK2102

6ADI

A務′τ_″例 q望たヶ南面大垣 ,
the  southern  bOundary

、パrall of the palace

6ABX,6ABY
働敗城2_″伽 Gate朱 雀門,

the main entrance to the

palace

6ADF
諺 ″¢″∂bop彦 西面大垣,
the  western  boundary

wall Of the palace

6AAO
Government oalces to the

(2)  16

17

(3) 18

(4)  20 151  (522)



nOrth of the lmperial

do■ licile

21   6AA← H

懃 sヵ

^∂

″ヵ。 東大濤,
the  principal  nOrth  to

south   drain   running

through the eastern part

Of the palace

22N  6AACiV

肋 ルーァタο‐どs,協∫α 造酒司 ,
the   government  omce

fOr bre、 ving rice wine

22S  6AAE,6AAF

SK2107

SD2000

SD2700

SD3035

and three

cther sites

SD3410 and

60 other sites

140  ( 292)

327  ( 582)

297  ( 518)

Government ohces tO the

east

tOta1  922  (1942)

(1) Excavation Area 6ADI  Excavations in this south‐ vestern corner

of the palace site ttrere carried out in order to ascertain the scale and loca_

tion of the outer moat along the southern、 val1 0f the palaceo  Seven 、vooden

tablets、 vere found a10ng ttrith other、 700den objects in the bottom layer of

acculnulated so■  in the moat.  These tablets 、vere in an extreme state of

decay and could nOt be read, so they have been ottxitted froHl this report.

(2) Excavation Area 6ABX,6ABY  Ths survey was carried out in
order to discover the layout of the&t班 そク‐″ο′,朱雀 F弓 ,the main gate of the

Nara Palace and of the portions of the palace just north of it.   The gate

、vas fOund to be 25.3 meters or llve span across and lo meters or tM/。 Span

deep, measuring bet、 veen the outmOst pillars. Just nOrth of the δケzαえ″
‐″2ο″

Gate 、vas found ined in drainage ditches that ran on each side of an old

nOrth to south road. This road、 vas bu■ t by the governmentin the seventh

century and M「 hen the Nara Palace 、vas bu■ t iater became the datum hne

in its plan.  The drainage ditches vere iHed in the process of bulding the

palace, That portion of the road north of the&ι zαたιι―″夕ο′,Gate became part

Of the palace yard,   Nine Mrooden tablets were found in the western ditch.

It fonows that these 、vooden tablets go Ъack to the tinle before the const‐

ruction of the Nara Palace or to the period when it ttras under construction.



The tablet fOund here reveahng the most noteworthy information was a

脆 ,ο 丸畳砂,, a paSSpOrt or transit certincate.  At that time people were

required tO have such a transit certiicate showing their status when leaving

a provinceo This transit certincate was carried by farmersと om O″ど近江

province going to 卵 瘤髪φ 藤原京, whiCh was the capital city before

Nα猜α. It can be dated tO the time between 701, the Flrst year of rα どん∂ 夕く

宝,and 715,the irst year of R♂ 捷ど霊亀,frOm the method of transcribing

the omcial rank Of the farmers' master. The tablet states that one man and

voman passed with a seven year old brOwn male horse carrying baggage.

The reasOn that this tablet 、vas thrown into the ditch 覇/as very likely

because before the bunding Of the Nara Palace, this area was the northern

entrance to V物 2rrιο沐こЯtt PrOVince, present day Nara Prefecture.  There

must have been a provincial barrier here that 、vould have been the last

point at 、vhich the two farmers 、vould be examined.

Until this and, ve had nO actual example of the transit certiFlcates of

ancient Japan. They、 vere knO、7n Of Only by the format stipulated for them

in the laws of the time.  The discovery of a transit certillcate datable with‐

in narrow hHlits no郡 /makes it pOssible to investigate the transit certincates

Of ancient times with reference to a concrete example.

(3)Excavation Area 6ADF  This survey was conducted in a long
narrow area along the inside of the western wan of the palace to locate the

position Of the wa■  precisely.   Traces vere found Of an old bed of the

4崩S/2ぢ″O River prior to the bu■ ding of the Nara Palace, Most of this river

bed 、vas alled in at the time the palace 、vas buユ t, but a long narrow de‐

pression of sOme depth remained.  WVooden tablets were recovered from dis_

pOsal pits in this depression along、vith the mOuthpieces of a bellows, slag

and Other artifacts relating to iron‐ working.  These tablets were badly de_

cayed fragments and mOst were impossible tO decipller,but several could

be, including one inscribed with the names of various kinds Of nails.

(4)Excavatねn Area 6AAO  This survey was Of a supplementary

nature,undertaken to the north of the lmperial dOHェ icile. The site is in the

approxilnate center of the northern block outlying the lmperial do互 �Cile.

Here、vere the facl■ ies in which the chcials cIOse to the Emperor and the

ladies of the court carried out their daily duties,   Wooden tablets vere re‐

covered from a cluster of dispOsal pits in the eastern half Of this area.  The

site of these disposal pits was the ■lled in mOat of a tomb mOund.  Traces



of bulding here vere few and except fOr a、 vell most of it was vacant land.

The mOst important tablet fOund here was a document bearing the date

729, the sixth year ofブケ′ιたど 却申省邑, relating tO the manufacture of metal door

ittings.  It records in detail the numbers, size and amount Of iron used in

the manufacture Of six kinds Of metal dObr llttings. Other tablets from this

area include several dOcuments giving the names of kinds Of wood used in

building, shOwing that work must have been going on in the palace area

during the above period.

(5)Excavation Area 6AAC‐ H  Ths survey was carried out along the

outside of the eastern outline Of the lx4perial domicile.  Twenty_t、 70 meters

east of the cOrridOr of the outlying eastern quarter was a large north‐ south

drain lined wtth rounded stones.  ヽ
～
rooden tablets vere found in this drain.

The drain was 2.6 meters wide and l.5 meters deep. The sides vere ined

with rounded stones about 30 cm. in diameter p■ led up seven high.   This

was the basic drainage ditch fOr the eastern palace area.  This survey only

investigated a small part of it.   Accumlated sod in the drain could be dis‐

tinguished intO six layers,  WFooden tablets were found in a■ layer. The top

layer revealed tablets hted 783, the secOnd year of Eカ リ蕨 Pr 延暦, 7ヽhiCh iS

toward the end Of the Nara period, wh■ e the lowest layer near the bottom

Of the drain gave up tabletsと ting back to 729,the nrst year of T″ ″夕∂天

司F, in the nrst half Of the Nara period.  We therefore consider that the

drain was built during the early phase of cOnstruction of the Nara Palace,

and that subsequently sOn and sand were allOwed tO accumulate so that by

the end Of the Nara period it 、vas in such conditiOn that it n。 10nger served

the purpose of a sewer drain.  AInOng the information given on the wooden

tablets we ind the name of the lmperial HousehOld Ministry which 、vas in

charge Of prOcuring supplies Of goods fOr the lmperial dOHェ icile and names

Of gOvernment ottces under it, 耶re take this as shOwing that these ottces

、vere 10cated near this drain.

(6)Excavation Area 6AAC‐ V  This survey was caried out in the

north‐ eastern part of the palace area.  T、 vO M/ells were found c10se together.

Of these, One was rectangular, being 5.15 meters east to 
～
vest and 3 meters

north to south and was completely enciosed in a bu■ ding. The drains lead_

ing from the twO wells both ran south and ioined together.  Water over‐

nowed to the 、vest of the drain, leaving a large depression.  A large number

Of wOOden tablets vere excavated from this depression. The contents of the



tablets largely cOnsist of orders and reports relating to the Sα力ι‐ヵο‐サS″んαdα

造酒司,the rice wine brewing department Of the lmperial Household Mini_

stry and of tallys to be attached to the rice paid to the government by the

several provinces surrounding the 丞3,πα′ 畿 1有 , the central provinces.  This

rice 、vas the chieF ingredient of �vine.   If 、7e COnSider also that the above‐

mentioned wells were here and that large Srι ι ware wine iars Were excavat‐

ed frOm this area too, M/e muSt suppose that this is the site Of the Sαた¢
‐′ヶο‐

ぢs′たα,α .  This is one Of the fe、 T cases in the excavation of the Nare palace

in 、vhich帯 /e can be sure of the location of a government otlce.   Notable

alnong the contents of the wooden tablets are the large number concerning

he D功ぬαど大嘗祭,Ceremony which was held aFter the accession of the
Emperor Sん∂″″聖武,in 724,the nrst year of励肪 ネ中亀. Several tablets

bear the date arst year of 3ぬ えケ、vhen the cerelarlony 覇/as performed and

others list the names of plants oIFered to the shrine on the flrst day of the

ceremony.

(7)Excavation Area 6AAE, 6AAF  This survey was carried out on

the 都/estern side of the eastern extention of the Nara Palace.  The purpose

Of the survey 都「as, as stated before, to judge the possib工 ities that 覇/ould be

enta■ed by the construction of the proposed National By‐ pass High、vay.  In

this area, 覇rooden tablets郡 /ere found sporadically in about 50 sites consisting

Of holes for the p」 lar posts of buildings, drains, 、vells and wans.  In ex_

ceptional cases 30 to 40 tablets、 vere found at one site, but most sites held

Only a fe～ v tablets,   The most noteworthy MIere tablets recording matters

relating to the西笏あヵο 縫殿, an Omce that controlled women working in
the lmperial domic■ e and the sewing of clothing for persons of high rank。

There are documents that report the names oF persons taking the night

、vatch in the ttZι″ο″ο to their superior oFacers and detailed documents

reporting the alnount of cloth used in the clothing 覇/orn by the Ernperor

and court aristocracy. The area also yielded the oldest dated �vooden tablet

fOund sO far at the Nara Palace, a taⅡ y fOr tribute rice with the date

709,the second year of晩 め 和釦.There are also documents lsting the

number of 都/Orkers assigned to gather 、voodo So■ le覇/ere part of the laborers

recrdited t郡ァo frOm each vllage frOm all over the nation for government

wOrk, Others ttrere slaves owned by the government.  These documents sh。 、7

that some such persons had escaped even before beginning their、 vork.



戸
７索

名 数字は木街番号地

左京小治町         1926
大倭国           2391
大和国           2770
-―添郡大野里      1928
山背国           2215
-―――堀鵞                    2074

河内国           2215
-―志紀郡少林郷     2278
-―志紀郡田井郷     2277
和泉国和泉郡        2295
伊賀国安拝郡服繊郷   2267,2268
-―伊賀郡長田郷新木里  2279
伊勢国桑名郡熊口      2276
-―鈴鹿郡鈴鹿郷     2302
-―飯野郡黒田      2289
志摩国志摩郡伊雑郷□理里  2248
-―英虞郡船越郷     2776
尾張国           2154
-―中島郡石作郷     2251
-―山田郡山口郷     2254
-―智多郡英比郷   2188,2189
参河国飽臣郡寸口里     2704
-―額田郡新木      2192
-―渥美郡幡太郷     2194
駿河国安倍郡        2538
伊豆国那賀郡射鷲郷     2247
安房国朝夷郡健田郷仲村里  2246
上総国阿幡郡        2290
-―周准郡        2546
常陸国那賀郡酒烈埼     2740
近江国           2799

――蒲生郡阿伎里     1926
-―犬上郡尼子郷     2216
-一坂田郡筑麻      2783
上野国緑野郡小野郷     2781
若狭国遠敷郡      2705,2839
-―遠敷郡遠敷郷     2201
-―遠敷郡小丹生郷    2835
-―遠敷郡丹生里     1949
-―遠敷郡佐分里     2591
-―遠敷郡佐分郷     2592
-―遠敷郡佐文郷     2819
-―遠敷郡木津    195鋭 2801
-―遠敷郡青郷    1948,2283
-一三方郡        2825
-一三方郡能登郷 2818,2823,2824

-一=方郡乃止郷     2822
-一三方郡竹田里     2665
越前国足羽郡野田郷     2774
-一大野郡        2079
-―坂井郡      2281,2741
-―坂井郡荒墓郷     2190
-―坂井郡荒伯郷     2191
-―江沼郡忌浪郷     2076
能登国能登郡        2537
-―育と登君Бァヽ田郷      2280
-一能登郡鹿島郷     2817
越中国羽昨郡都知郷     2195
丹波国桑田郡川人郷     2272
-一氷上郡井原郷上里   2255
-―何鹿郡高津郷     2182
丹後国           2744



――与謝郡宮津郷     2556
-―与社郡謁叡郷□原里  2256
-―竹野郡鳥取郷     2205
-―竹野郡芋野郷     2258
-―竹野郡舟木郷     2257
-―熊野郡田村郷   2259,2260
但馬国養父郡老左郷     2715
-十七美郡射添郷     2187
困幡国           2751
伯者国河村郡笏賀郷     2748
出雲国           2836
石見国           2690
隠岐国知夫郡□口郷安吉里  2249
-―周吉郡奄可郷     2291
播磨国           2388
-―明石郡藤江里     2749
-一赤穂郡        2296
-一赤穂郡大原      2261
-―――ワヒ月日君【                 2080

-―佐用郡相原郷     2184
-―宍栗郡柏野里     1955
美作国勝田郡塩湯郷     2186
-―勝日郡豊国      2262

――邑久郡尾奴郷 2206,2207,2208

-―邑久郡尾張郷大村里  2752
-―赤坂郡糖口郷     2078
-――児島君h/」 豆ヽ郷         2177

備前国

――邑久郡

――上道郡

備後国

――御調君【諌山里

周防国熊毛郡

――吉敷郡

長門国

紀伊国那賀郡荒河郷賀美里

――海部郡可太郷

――安諦郡英多郷

――安諦郡幡陥郷

一一日高郡

一一日高郡財部郷

――元漏郡

淡路国三原郡阿麻郷

阿波国

――板野郡

一―那賀郡山代

―一那賀郡和射

讃岐国大内郡入野郷

―一二木郡池辺

―――矛[チ可君h

伊予国周敷郡

筑後国生葉郡

豊後国速水郡

大野郡

加毛郡杵原郷阿斐里

山田郡

川上郷

河原郷

栗栖郷

車持郷

佐治郷

佐波郷

島郷

玉作郷

両村郷

八弁郷

川原里

清水里

周1岐里

須佐里

名張里

泉

沙山

菅原

2209

2211

2193

2210

2284,2285

2176

2077

2808

2717

2183

2816

2590

2185

2742

2287,2288

2212

2743

2265

2253

2271

2089

2305

2213

2199

2203

2827

1956

2252

2264

2782

2551

2081

2200

2250

2785

2082

2843

2282

2197

2834

2297

2263

2202

2198

2294

2266

2707



證直在在

県志己等理

阿伎勝足石

安曇田主

阿刀田人

海部

――宇麻呂

一―恵得

――小浜

一―宅虫

一―口麻呂

栗田

―一荒人

一一公麻呂

粟田部椋守

猪甘部君□

伊香

石上

石部道□長

壱師黒麻□

伊刀古麻呂

為奈真□

犬甘名事

五百木部己□

有度部□麻呂

釆女子君

釆女部古与曽

占部黒万呂

恵師東人

江野株鶉

大私名法

凡直

大田

大伴

―一直石

人

2776

2719

1926

1943

1945

2081

2704

2249

2707

2707

2823

2822

2824

2818,2824

2822

2199

2709

2238

2279

2693

1926

2571

2234

1928

2782

2726

2258

2109

1984

2726

2568

2194

2593

2572

2706

名

―一伊久佐□

―一宿応

大伴部 氏□
――小昨

大原蓑万呂

大偉部君麻呂

大□忍□

岡田正

刑部

―一夜恵

小田

小長谷千山

小長谷部男足

小治

小治田

尾治都留伎

尾治部加之居

麻続真手

小宅美口人

笠 阿曽弥安
一―望□

膳 臣

―一持万呂

春日

語部 広麻呂
――身

上毛野智恵

上野豊浜

鴨家長

辛人

紀臣

私

私部 志
――真鳥

黄文五百相

2609

2494,2570

2776

2248

2739

2269

2636

2102

2581

2260

1990

2569

2192

2018

2117

1926

2752

2109

1946

1926

2026

1949

2726

1991

2715

2255

2621

2843

2729

2219

2551

2635

2106

2246

2665



日下部

――真月

――□島
li 国人
桑原知島

子部
二―毛人

坂
=
酒部枚夫

桜島時島

雀部麻呂

宍人部大万呂
二―湯万呂

島身

菅生広家

宗我部浄虫女

高宮

一―五百島

高安

高市広野

丹比

―一連道万呂

丹比部百島

田辺県万呂

田部 小□
―一国守

―一昨未呂

――正月

――□人

玉作

民 忌寸黒万呂
――酒人

丹波

――直□手

角□川

利波

伴広万呂

鳥

2334

2726

2816

2221

2237

2611

2681

204α 2540

2253

2749

2726

2247

2247

2722

2716

2598

2041

2237

2583

2663

1945

2742

2200

2728

2846

2568

2237

2656

2845

1956

2587

2237

2633,2635

2256

2774

2403

2690

2157

鳥部村国

長車足島

中臣広成

新家虫口

贄土師佐美万呂

錦部

――稲公

――若成

額田部

――男竜

―一方見

――羊

上師

――宿弥

――土万呂

上部

――古□

間人連

丈部奈足未呂

長谷部造禾麻呂

秦

―一忌寸諸人

一―酒虫

― 田万呂

――広足

波多足回

秦人猪手

――足ロ

服部東ロ

針果安

春部

文 広長
―一三□

舟木

日置 薬

――造金回

――造百

益田

2774

2237

2750

2544

2094

2739

2721

2669

2723

2762

1953

1953

1995

2494

1991

1973

2256

2163

2237

2712

2022,2590

2593

2261

2196

2191

2094

2077

2407

2276

2237

2361)2597

2726

2731

2106

2234

2237

2552

2620



―一連人主

三島□足

道公島守

壬生

一一国足

壬生部石麻呂

生部 島人
一―須□

一一枚麻呂

三宅

―一大人

三家人 阿都目
―一石万呂

―一石□

――衣万呂

一―勝万呂

一―波泉

一一日□人

一―口麻呂

神 直ロ
神人丈万呂

紳部果安

物部 海上
――足人

一―鳥麻呂

一―□山

守人連

矢田部 芯麻呂
一―宮足

山老万呂

山田豊貞

山部子人

山辺

弓削

若倭部 息島
一一小島

若湯坐

―一国依

2622

2726

2592

2513

2801

2293

2681

2257

2721

2635

2591

2592

2819

1952

2819

1952

2835

1951

2818

2292

2259

2845

2109

2554

2781

2216

1927

2178

2289

2728

2728

1955

2127,2300

1985

2817

2817

2820

2726

―一少鎌

―一口万呂

和な部

丸部 臣真国
――君

―一諸背

コ首島石

コ君山中

コ師田万呂

コ原宿麻呂

コ久牛万呂

コ部石持

コ部上枝

コ部乙足

コ部連百鳴

コ本佐留

コ連阿須鳥

コ連小人

秋島女

阿治麻佐女

飯万呂

五百島

稲敷

稲足

稲人

否万呂

犬万呂

馬養

老万呂

大野

大宅

大宅女

少昨

小足

男万呂

少巻女

小床□

小満女

2234

2795

2189

2201

1985

2192

2380

2089

2582

2111

2179

2845

2731

2583

2184

2820

2430

2177

2346

2348

2843

2843

2421

2811

2843

2843

2843

2784

2141

2766,2831

2245

1926

2843

2076,2207,2776

2843

2352

2345

2344

XXVil



小満□

少女

伎万呂

貴□師

国島

栗男

黒金

子石

狡家万呂

子祖父

古万呂

在 女々

真虫

真女

色夫知

宿奈麻呂

宿蕊

袖女

手豆支女

辰万呂

多蕊

足島

刀侃

殿万呂

供麻呂

豊蒸呂

鳥万呂

2347

2775

1996

2799

2795

2099

2843

2099

2218

2099

2819

2351,2794

2128

2798

2250

2074

2733

2341

2350

1988

2094

2083

2843

2843

2775

2193

2800

長少女

上万呂

人上

人足

人成

人主

広川

広足女

広椅女

広万呂

古安

真木

牧手女

真公

真床

益万呂

真人

麻呂・万呂

道足

三富女

虫万呂・虫麻呂

毛美良女

百依女

家女

安万呂

米女

若島

2775

1979

2726

2544,2653

2099

2690

2798

2342

2349

2845

2191

2099

2099

2681

2681

2099

2089

2361,2842,2843

2720

2339

2811,2820

2340

2338

2347,2354

2568

2353

2242

官 司
太政官

中務省

監物

民部省

大蔵省

官内省

木工寮

官

2105,2649

2494

2235,2245

2094

2637

2094,2096,2162

2097

職

造酒司

釆女司

後宮

水司

縫殿

竪子所

寮

関司

2234,2236,2393

2095

2105

2096

2598,2698,2722,2723

2099

2137

1926

XXVHI



諸司 長

五十長

火長

領

命婦

官人

女儒

婢長

主帳

里長

村長

位
~位

=位
四位

五位

六位

七位

八位

初位

元位

行

職

大臣

少丞

大録

少録

正

佑

主典

典膳

省掌

史生

蔵部

長官

別当

内舎人

宮舎人

舎人

合笙師

笛生

伎人

番長

1967,2640

2337

1990

1944,1981

1981,2049

2370

2370

2661

2174

2637

1943,1946,2235

1943,1946

2634

2634

2843

2719

1943,2022

2728

1974

2240

1943

2234

2613

2723

2621

2123

2842

2757,2798

2775

2704

1926

2715

階

2495

2240

2122,2276

2122,216α 2276

2131,2157

2158,2570

2396,2410,2500

1926,2399,2552

2637,2704

1990,2131,2158

物 品 名

穀物類

プ(       1928,1955,2186,2236,2254

227α 2273,2306,2373,2619

2636,2749,2775

赤春(楊)米   2255,225892272

以【功(      2253,2261,2269,2271

2304,2308,2715

興ミ】ぐ                    2752

部雪功( 2236,2251,2252,2266,2301

白功(2078,2263,2742,277■ 2816

春米

春御酒米

春縞米

2262,2275

2264

2704

編米

余米

小豆

決豆

大豆

小麦

水産物

稗

豆

麦

2196

2325,2326,2327

2642

2663

2663

2663

2741

2121

2182

XXユX



鮎 。年魚 押年魚
魚旨漁占

煮塩鮎(年魚)

腹・鶯

鰻耳放

玉貫絶

烏賊

始貝

蒸海鼠・蒸鼠

伊和志

魚

雑魚

堅魚

滝堅魚

鯖

塩

白飯

探

瓜

糟・滓 塾糟
古滓

2780

2803

2287,2288,2804

2246

2290

2796

2556

1948,2286

2776,2817

2283

2148,2735

2759

2178

2247

2716

1949,1952,1953,2176

2185,2188,2193,2551

2592,2663,2818,2819

2822,2823,2824,2835

海細螺           2282
鯛 儀鯛          2285
少幸螺 少辛螺頭打     2284
鮒             2815
¥これ公                          2776

海藻  2081,2183,2248,2249,2299

若海藻

酢海藻

紫菜

その他の食品

∋§                          2830
p見       1943,2099,2123,2124,2709

2727,2729,2766,2795

2740

2751

2836

2777

2335

2120,2812

2626

2324

斐

粥

甘子

膳 鹿謄
伊和志謄

2785

2729

2538

2781

2283

2613,2663,2759

2100,2235,2239,2241,2316

2317,2320与 2322,2417,2425

2435,2453,2460,2461)2462

2463,2465,2466,2475,2510

2522,2534,2626,2635,2763

2764,2821

2277

2278,2318,2319,2321

2316

2781

2206,2207,2208,2783

2096,2323,2390,2464,2751

2286,2803

2648

2786

2637

2120

2287,2288,2804

菜

酒

難酒

清酒

白酒

鹿

讐

酢

鮮・鮨

芹

楚割

水恋

茄

煮塩

繊維製品

ネ日                          2215

房(                     2341,2343

用彦                     2725,2799

7(                2017,2120,2149

御衣

汗杉 汗杉御衣
浄服

袴

御袴

赤聴利御袴

下御袴

布

2799

2799

2766

1971

2799

2799

2799

2608



御洗布

裳 東裳
据 赤裾
械 紅械
旅吊

越白綿

建築資材

挙鐘

天壷

位

銭

釘

(後)打合釘

和

平目釘

桁

端桁

材

杭材

尻塞

牒

博風

飛炎宇助

飛炎架

檜皮

辺付

棉椙

雑

扇

2729

2829

2351,2353,2354

2627

1946,2030,2664

2664

2083

2651

2083

2083

2015,2020,2061,2539

1936,1940

2060

1939

2074

2639

2074,2082,2507

2843

2083

2083

2639

2020

2015

2654

2075

2639

雑

2199

2077,2079,2080,2081,2176

2177,2178,2185,2193,2246

租 税

庸

調

衰等売草

斧

蝙

籠

粕 干柏
片不

片盤

薦 真前葛
瓶

駈

葉

切杭

櫛

雲形

毛蒲

薦

費

庚

銭

2243

2057

1948

2737

2630

2626

2626

2243

2333

2330,2331,2333

2732,2764

2582

2791

1937

2337

2582

1961

2806

2079,2080

2691

2765

1980,2843

2190,2196,2267

2268,2289,2742,2745

2083,2834

2555

2017

2248

2277,2278

2017

銭

銭

請

功

借

薪

俵

　

鉄

縄

宮

檜

缶

蓑

件

224Ъ 2248,2249,2290ち 2551

2664,2665,2707,2756,2801

2817;2818,2823,2824,2834

2835



御調

贄 大贄
御贄

御調贄

中男作物

交易

文書形式

案

口勅

解

啓

請

状

宣

符

返抄

召

年 号

和銅二年

霊亀

二年

二年

養老二年

六年

神亀元年

二年

五年

六年

天平元年

二年

1949,1953,2776,2786

2819,2822

2748

1948,2282,2283,2284

2285,2286,2751,2783

2786

2183,2202,2203,2781

2082,2182,2836

2119

2492

1926,2096,2097,2112

2139,2236,2579,2599

264Q2663

2235,2239

1943,1947,2137,2242

2594,2633,2636,2658

272男 2759,2806,2811

1927

2123

2234,2393,2775

2103

2018,2094

2704

2294

2288

2287

2248

2246

2328,2332

2292

2081

2083

2079,2080,2178

2198

四年

十八年

十九年

十□年

天平勝宝

二年

七歳

八歳

天平宝字

三年

四年

五年

天平神護

二年

神護景雲三年

四年

宝亀元年

延暦元年

二年

延□六年

□亀六年

元年

二年

五年

七年

2537

1951,1953

2749,2839

2189

1998

19562180,2591,2801

2224,2715

2247,2719,2843

2194,2211,2770

2817

2181,2192

2176,2210

2805

2679

2707

2819

2538

2209

2119

2374

2754

2135,2314

1947,2640,2690

2204,2207,2208,2784,2816

2249

殿舎等

泉園

大臣家

大殿

東大殿

大宮

】ヒロ所

倉

厨

悔過所

御殿

酒殿

2785

2337

2241

2333

2100

2083

2116

2758

2663

2564

2633



山房

倉園

高日寺

田ホ寸

常宮

堂坊

東島武在所

政所

雑

五戸

五十戸

五保

貢上

雇女

堺打

仕丁

2599

2334

1932

2589,2826

1947

2667

2142

2625

ど豆                         2120

飯運            2099
1碍                1926
御母            2798
断        1979,1980,1985
蟷娘            2698
建侶            2253
戸    1926,1952,1953,2191,2193

2216,2246,2231,2592,2707

2742,2774,2781,2800,2817

2822,2831

口                    2247

戸 口     2176,2177,2192,2204,2227

2634,2818,2819,2824

ナヨ」E     1951,1952,1953,1956,1995

2076,2159,2176,2192,2194

2209,2216,2219,2247,2248

2551,2592,2707,2717,2742

2749,2774,2776,2781,2808

2817,2818,2822,2823,2824

2831

2255,2292

2798

2261

2538

2621

1937

2652,2662,2678,2736

食口

白丸

進

進出

進上

2598

2217

2083,2115,2121,2700,2732

2751,2794

2055

2074,2082,2215,2244,2284

2285,2394,2620,2734,2795

2812

親王

僧

田作人

単功

長上

使

盗 。強盗

逃・逃亡

直

宿人

捉人

人給

奴

買奴

年料

番日

番上

婢

夫 。人夫

封

本土

祭 大殿祭
官春祭

後宮祭

水汲

宮鵜

木工

物守

門籍

立丁

2240

2663,2806

1926

2691

2718

1945,2378,2633,2795

21lα 2121

2099,2843

2234

2723

1927

2492

2099,2843

2726

2206,2207

2234

2814

2099

1949,2108,2121

2726

2359

2241

2105

2105

2237,2238

1944

2691

2625

2773

1980,1985



今良

狼

浪人・浮浪人      2665,2834
論語             2593
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